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例
年
よ
り
遅
め
の
梅
雨
も

明
け
、
全
国
に
本
格
的
な

“
夏
”
が
や
っ
て
き
た
。
昨

年
は
７
月
初
旬
の
西
日
本
豪

雨
の
あ
と
急
に
酷
暑
が
襲

い
、
日
本
歴
代
最
高
気
温
の

41
・
１
℃
は
じ
め
各
地
で
記

録
的
な
暑
さ
と
な
り
、猛
暑
・

真
夏
日
が
延
々
と
続
い
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
今
年
は
、

２
～
３
週
間
ほ
ど
梅
雨
明
け

が
遅
れ
た
分
「
ま
だ
ま
し
」

か
▼
代
わ
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
方
が
大
変
な
異
常
気
象
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
暖
気
流
の

影
響
だ
そ
う
で
、
25
日
の
パ

リ
は
最
高
気
温
42
・
６
℃
を

記
録
。
通
年
な
ら
ば
30
℃
を

超
す
こ
と
は
な
く
湿
度
も
低

い
場
所
ゆ
え
に
、
地
下
鉄
に

も
一
般
住
宅
に
も
エ
ア
コ
ン

設
備
が
な
い
と
い
う
か
ら
、

想
像
す
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し

い
▼
こ
の
熱
波
は
す
で
に
今

夏
２
度
目
の
襲
来
だ
そ
う

で
、
ス
イ
ス
に
住
む
友
人
が

「
身
体
が
待
た
な
い
」
と
の

悲
鳴
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
上
げ
て
き

た
。
詳
し
く
尋
ね
る
と
、
６

月
は
曇
天
続
き
の
後
に
、
最

終
週
か
ら
急
に
暑
く
な
り
、

連
日
30
℃
超
え
で
氷
河
の
融

解
も
危
惧
さ
れ
る
と
い
う
。

標
高
１
６
０
０
㍍
の
山
村
の

こ
と
だ
▼
「
７
月
16
日
に
は

気
温
が
急
降
下
し
、
周
囲
の

山
々
が
い
き
な
り
雪
化
粧
。

一
驚
の
あ
と
25
日
か
ら
ま
た

熱
波
。
雪
解
け
水
で
川
が
氾

濫
し
、
落
盤
に
よ
っ
て
登
山

者
が
な
く
な
る
事
故
も
。
身

体
は
も
ち
ろ
ん
精
神
的
に
も

辛
い
」
▼
悲
鳴
を
上
げ
て
い

る
の
は
む
し
ろ
地
球
の
方
な

の
だ
ろ
う
。夏
本
番
を
迎
え
、

油
断
は
禁
物
だ
。�

（
孝
）

炭素税 来年度税制改正での導入も

小出兼久＆特定非営利活動法人日本ゼリスケープデザイン研究協会　編著

郡
山
市
で
水
素
エ
ネ
供
給
実
証
を
開
始

産
総
研
と
清
水
建
設

新
刊

原田環境相

海
洋
生
分
解
性
プ
ラ
の
標
準
化
で
検
討
委

産
総
研
や
業
界
団
体
中
心
に
議
論
、経
産
省
が
支
援

◇
Ｃ
Ｐ
中
間
整
理
は
両
論
併
記

　

経
団
連
、
電
事
連
、
鉄
連
委
員
が
反
対�

…
…
…
２
面

◇
世
界
最
大
級
・
高
効
率
の
自
航
式
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船

　

清
水
建
設
、
来
月
に
も
建
造
に
着
手�

…
…
…
…
２
面

◇
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
の
指
針
を
年
度
内
に
策
定

　

環
境
省
、
検
討
会
初
会
合
に
「
骨
子
案
」
…
…
３
面

◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
適
正
循
環
を
目
指
し
て
⑭

　

か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
…
…
…
…
…
…
４
面

◇
「
台
所
・
お
風
呂
の
川
柳
」
に
初
の
下
水
道
賞

　

キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
工
業
会
×
Ｇ
Ｋ
Ｐ
…
…
…
…
５
面

◇
高
松
の
地
に
過
去
最
多
６
４
０
人
が
集
う

　

全
産
連
青
年
部
第
11
回
全
国
大
会
…
…
…
…
…
６
面

下
水
道
展
'19
横
浜
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
～
42
面

外務省有識者懇が初会合

ＳＤＧｓ達成へ
革新的資金調達を議論

Green Infrastructure
グリーンインフラストラクチャー 米国に学ぶ実践

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
対
策
に
限

定
さ
れ
て
い
る
特
定
財
源
の

温
対
税
と
は
違
い
、
税
収
を

社
会
保
障
や
公
共
事
業
な
ど

に
も
使
え
る
一
般
財
源
化
と

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

温
対
税
は
、
第
１
次
石
油

危
機
後
の
78
年
に
始
ま
っ
た

石
油
石
炭
税
（
当
時
は
石
油

税
）
に
、
燃
料
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
に
応
じ
て
上
乗
せ
し
て

い
る
炭
素
税
の
一
種
だ
が
、

現
在
は
Ｃ
Ｏ
２

１
㌧
当
た
り

２
８
９
円
、
年
間
の
税
収
は

２
６
０
０
億
円
程
度
。
炭
素

税
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が

多
い
石
炭
や
石
油
へ
の
賦
課

を
さ
ら
に
大
き
く
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
の
話
に
よ
る

と
年
間
税
収
を
段
階
的
に
１

兆
円
規
模
に
し
よ
う
と
い
う

構
想
が
描
か
れ
て
い
る
と
い

う
。

　

安
倍
晋
三
首
相
が
参
院
選

の
前
後
に
消
費
税
率
を
10
月

に
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
た
後
、
さ
ら
な
る
増
税
は

今
後
10
年
間
は
必
要
な
い
と

の
考
え
を
重
ね
て
表
明
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
財
政
再

建
を
目
指
す
財
務
省
も
炭
素

税
導
入
に
意
欲
を
示
し
て
い

る
と
さ
れ
る
。
温
対
税
を
環

境
省
と
共
管
す
る
経
産
省
も

導
入
に
賛
成
の
意
向
だ
と
い

わ
れ
る
。

　

た
だ
、
産
業
界
は
経
済
成

長
を
妨
げ
る
と
し
て
反
対
し

て
お
り
、
経
団
連
や
電
気
事

業
連
合
会
、
鉄
鋼
連
盟
も
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
Ｃ

Ｐ
小
委
が
先
週
ま
と
め
た
中

間
整
理
は
、
炭
素
税
や
排
出

量
取
引
な
ど
の
Ｃ
Ｐ
導
入
に

つ
い
て
賛
否
の
両
論
が
併
記

さ
れ
た
。

　

原
田
環
境
相
は
同
日
の
会

見
で
、
小
委
の
中
間
整
理
は

両
論
併
記
だ
が
、
Ｃ
Ｐ
導
入

に
つ
い
て
は
「
環
境
省
と
し

て
は
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
」
と

述
べ
て
お
り
、
今
後
、
８
月

　

経
済
産
業
省
が
今
年
５
月

に
策
定
し
た
「
海
洋
生
分
解

性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
開
発
・
導

入
普
及
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

盛
り
込
ま
れ
た
「
実
用
化
技

術
の
社
会
実
装
」
に
関
す
る

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

２
０
２
０
年
代
初
頭
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
な
ど
へ
の
国
際
標
準
の
提

案
を
目
指
し
て
議
論
す
る「
海

洋
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
標
準
化
に
係
る
検
討
委
員

会
」
が
22
日
に
発
足
、
初
会

合
が
開
か
れ
た
。
今
後
は
委

員
会
の
も
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
秋
か

ら
年
末
ご
ろ
に
か
け
て
検
討

を
行
い
、
年
度
末
頃
を
予
定

す
る
次
回
委
員
会
で
検
討
結

果
を
集
約
。
20
年
代
初
頭
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
へ
の
国
際
標
準
提

案
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

　

経
産
省
は
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
解
決
に

向
け
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
取
り
組
み
と
し
て
海

洋
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
開
発
・
導
入
普
及
を
図
る

た
め
の
主
な
課
題
と
対
策
を

取
り
ま
と
め
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
５
月
に
公
表
。
こ
の
中

で
、「
現
時
点
で
は
個
別
企
業

で
各
々
の
製
品
の
機
能
性
評

価
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
共

通
の
技
術
評
価
手
法
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
広
く
消
費

者
の
信
頼
性
を
確
保
し
て
市

場
拡
大
を
図
る
に
は
そ
れ
が

目
下
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
製
造
技
術
を
持
つ
わ

が
国
が
技
術
的
優
位
性
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
は
国
際

標
準
化
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
た
め
の
対
策

と
し
て
、「
生
分
解
性
プ
ラ
に

係
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
策
定
の
中
核
機

関
で
あ
る
産
業
技
術
総
合
研

究
所
や
日
本
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ａ
）

を
中
心
に
国
内
企
業
と
の

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
策
定
体

制
を
今
夏
ま
で
に
構
築
し
、

海
洋
生
分
解
性
プ
ラ
が
水
と

Ｃ
Ｏ
２

に
完
全
に
生
分
解
さ

れ
る
こ
と
や
、
生
分
解
途
中

に
生
成
さ
れ
る
中
間
体
を
含

め
た
新
た
な
評
価
を
開
発
し
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
共
通

の
技
術
評
価
手
法
に
つ
い
て

20
年
初
頭
を
め
ど
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

へ
提
案
す
る
」
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
基
に
発
足
し
た
の

が
今
回
の
検
討
委
員
会
。
産

総
研
、
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ａ
が
中
核
と

な
り
関
連
企
業
が
参
加
。
経

産
省
が
同
検
討
委
員
会
を
支

援
し
て
い
く
。
初
会
合
で
は

主
に
現
状
認
識
、
情
報
の
共

有
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
へ
の
提
案
に

向
け
た
今
後
の
進
め
方
の
確

認
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず

は
委
員
会
の
も
と
に
Ｗ
Ｇ
を

設
置
し
て
詳
細
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
計
画
だ
。

8
月
発
刊
予
定

　

生
態
系
の
多
様
な
価
値
や
機
能

を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
の
手
法

と
し
て
注
目
さ
れ
る
〝
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
〟。
国

土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
推
進
戦
略
」
を
ま
と

め
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
と
し

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た

社
会
資
本
整
備
を
本
格
化
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。

　

本
書
は
、
国
内
外
で
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
き

た
編
著
者
が
「
都
市
で
の
よ
り
良

い
生
き
方
を
探
る
た
め
に
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
実
践
を
そ
の
価
値

評
価
を
元
に
再
考
す
る
も
の
」。
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
先
進
地
域
で

あ
る
米
国
の
事
例
が
豊
富
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
が
魅
力
。
関
係
者

必
読
の
一
冊
。

　
【
体
裁
】
Ａ
５
判
、
本
文
２
５
０

ペ
ー
ジ

　
【
定
価
】
本
体
３
５
０
０
円
（
税・

送
料
別
）

　
【
申
込
先
】
環
境
新
聞
社
販
売
部

（
03
・
３
３
５
９
・
５
３
７
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
03
・
３
３
５
１
・
１
９
３
９
）

末
の
概
算
要
求
や
秋
の
税
制

改
正
へ
向
け
、
関
係
省
庁
と

の
調
整
を
本
格
化
さ
せ
て
い

く
考
え
だ
。
炭
素
税
の
税
収

の
使
途
に
つ
い
て
も
「
環
境

政
策
に
ど
う
活
用
す
る
か
目

標
を
絞
っ
た
具
体
的
な
形
で

検
討
を
進
め
る
」と
述
べ
た
。

21
年
度
を
待
た
ず
に
、
来
年

度
か
ら
の
炭
素
税
導
入
も
あ

り
得
そ
う
だ
。

　

Ｃ
Ｐ
に
は
炭
素
税
や
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
取
引
が
あ
る
。

　

炭
素
税
は
石
炭
や
石
油
、

天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石
燃

料
に
カ
ロ
リ
ー
当
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
に
応
じ
た
税
を

課
す
も
の
で
、
２
０
１
２
年

度
に
導
入
さ
れ
た
地
球
温
暖

化
対
策
税
の
効
果
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
も
の
。
排
出
量

の
多
い
燃
料
の
価
格
を
相
対

的
に
高
く
す
る
こ
と
で
、
企

業
や
消
費
者
に
排
出
量
の
少

な
い
天
然
ガ
ス
や
Ｃ
Ｏ
２

排

出
ゼ
ロ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
選
択
さ
せ
、
国
全
体

の
排
出
量
削
減
を
目
指
す
。

使
途
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の

　

中
央
環
境
審
議
会
（
環
境
相
の
諮
問
機
関
）
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
Ｃ
Ｐ
、
炭
素
の
価
格
付
け
）
の
活
用
に

関
す
る
小
委
員
会
が
先
週
25
日
に
中
間
整
理
を
ま
と
め
た
こ
と
に
関
連
し
、
原
田
義
昭
環
境
相
は
29
日
の
閣
議
後
記
者

会
見
で
「
環
境
省
と
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
強
調
し
、
事
務
局
に
原
案
づ
く
り
を
指

示
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
Ｃ
Ｐ
の
一
環
と
し
て
の
炭
素
税
に
つ
い
て
は
「
前
向
き
に
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
」

結
論
を
出
し
た
い
と
述
べ
、
早
け
れ
ば
来
年
度
税
制
改
正
で
の
導
入
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

環
境
省
は
財
務
省
、
経
済
産
業
省
な
ど
関
係
省
庁
と
の
調
整
を
本
格
化
す
る
。�

（
関
連
記
事
２
面
、
小
峰
純
）

「
Ｃ
Ｐ
の
結
論
出
す
時
期
」

原　田
環境相

２
種
類
の
社
会
的
企
業

  

社
会
的
企
業
は
目
的
、
形

態
、
活
動
が
多
岐
に
わ
た
る

の
で
、
シ
ン
プ
ル
に
定
義
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
日
本
で

社
会
的
企
業
の
理
解
を
阻
害

し
て
い
る
一
因
で
あ
る
。

  

精
緻
に
定
義
し
た
も
の
と

し
て
、
韓
国
の
社
会
的
企
業

育
成
法
が
あ
る
。
同
法
で
は

「
脆
弱
者
層
に
社
会
サ
ー
ビ

ス
ま
た
は
雇
用
機
会
を
提
供

し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
質

を
高
め
る
な
ど
の
社
会
的
目

的
を
追
求
し
な
が
ら
、
財
貨

や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
・
販
売

等
の
営
業
活
動
を
行
う
企
業

と
し
て
認
定
を
受
け
た
事
業

体
」
と
あ
る
。

  

こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
社

会
的
企
業
は
、
①
脆
弱
者
層

や
地
域
住
民
に
対
す
る
社
会

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の

②
脆
弱
者
層
の
雇
用
を
目
的

と
す
る
も
の
―
―
に
大
別
さ

れ
る
。
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
の

社
会
的
協
同
組
合
の
制
度
を

参
考
に
し
て
い
る
。

  

イ
タ
リ
ア
で
は
１
９
９
１

年
に
成
立
し
た
社
会
的
協
同

組
合
法
に
基
づ
い
て
、
①
は

Ａ
型
社
会
的
協
同
組
合
、
②

は
Ｂ
型
社
会
的
協
同
組
合
と

称
さ
れ
る
。
Ａ
型
社
会
的
協

同
組
合
は
援
助
の
必
要
な
人

に
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
、

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
。
Ｂ
型
社
会
的

協
同
組
合
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
憲
法
第
45

条
に
「
相
互
扶
助
の
性
格
を

持
ち
、
私
的
投
機
目
的
の
な

い
協
同
組
合
の
社
会
的
機
能

を
承
認
す
る
」
と
規
定
し
、

憲
法
で
協
同
組
合
を
保
障
し

て
い
る
。現
在
で
は
社
会
的
、

経
済
的
に
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
設
立
数
は
１

９
９
５
年
に
２
８
３
４
で

あ
っ
た
が
、
13
年
に
は
１
万

３
０
４
１
で
急
増
し
て
い

る
。
設
立
数
は
Ａ
型
が
Ｂ
型

の
２
倍
程
度
で
あ
る
。

  

一
方
、
韓
国
で
は
認
証
さ

れ
た
社
会
的
企
業
数
は
17
年

に
２
０
７
３
と
な
っ
て
い
る

が
、
イ
タ
リ
ア
の
Ｂ
型
に
相

当
す
る
上
記
②
の
社
会
的
企

業
が
７
割
程
度
あ
り
、
イ
タ

リ
ア
と
対
照
的
で
あ
る
。

　

韓
国
の
社
会
的
企
業
の
活

動
分
野
を
見
る
と
、
環
境
の

向
上
、
清
掃
、
山
林
保
全
・

管
理
と
い
っ
た
環
境
に
関
連

す
る
事
業
が
２
割
程
度
占
め

る
。地

域
活
動
す
る
社
会
的
企
業

　

上
記
の
②
の
社
会
的
企
業

に
つ
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
掴

み
や
す
い
が
、
①
の
活
動
内

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
の
で

理
解
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、

筆
者
が
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
と

韓
国
の
①
に
該
当
す
る
社
会

的
企
業
の
実
情
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

  

17
年
８
月
、
イ
タ
リ
ア
・

ト
リ
エ
ス
テ
の
ラ
ジ
オ
放
送

局
「
ラ
ジ
オ
・
フ
ラ
ゴ
ラ
」

を
訪
問
し
た
。
１
９
７
２
年

に
設
立
さ
れ
た
社
会
的
協
同

組
合
ラ
コ
リ
ー
ナ
が
経
営
す

る
放
送
局
で
、
１
９
８
４
年

か
ら
地
域
で
生
活
す
る
精
神

障
害
者
を
対
象
に
し
て
い

る
。
フ
ラ
ゴ
ラ
は
野
イ
チ
ゴ

を
意
味
す
る
。

  

専
従
職
員
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
担
当
す
る
ベ
テ
ラ
ン

の
女
性
と
放
送
技
術
者
の
男

性
の
２
人
だ
け
で
あ
る
。
収

入
は
限
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
ら
、
経
費
を
極
力
節
約
し

て
い
る
。
こ
れ
を
支
援
す
る

た
め
に
１
０
０
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
い
る
。
半
数
は
障

害
者
で
あ
っ
た
。
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
い
。

  

精
神
障
害
を
専
門
に
扱
う

放
送
局
は
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
地
域
で
孤
立
し
、

排
除
さ
れ
が
ち
な
精
神
障
害

者
に
対
し
て
生
活
情
報
を
提

供
し
、
生
活
を
支
援
し
て
い

る
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
や
ク
ロ
ア

チ
ア
に
隣
接
し
て
い
る
の

で
、
多
言
語
で
放
送
さ
れ
て

い
る
。

  

18
年
８
月
、
韓
国
ソ
ウ
ル

に
あ
る
社
会
的
企
業
「
美
し

い
店
」
を
訪
問
し
た
。「
美

し
い
店
」
は
02
年
に
設
立
さ

れ
、
家
庭
に
あ
る
衣
類
、
家

具
、
書
籍
等
の
不
用
品
を
提

供
し
て
も
ら
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
と
し
て
販
売
し
て
い

る
。
今
で
は
１
１
０
店
舗
を

構
え
、
17
年
度
の
売
上
額
は

40
億
ウ
オ
ン
（
約
３
億
７
千

万
円
）
に
拡
大
し
て
い
る
。

  

事
業
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
環

境
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

利
益
の
18
％
を
地
域
の
貧
困

な
高
齢
者
に
生
活
物
資
の
支

給
、
途
上
国
援
助
な
ど
に

使
っ
て
い
る
。

  

日
本
に
も
同
様
に
環
境
や

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
活
動

し
て
い
る
社
会
的
企
業
の
よ

う
な
団
体
が
多
く
存
在
し
て

い
る
。

  

例
え
ば
、
滋
賀
県
環
境
生

協
の
藤
井
詢
子
氏
が
行
っ
て

き
た
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

１
９
６
０
年
代
か
ら
の
急
激

な
工
業
化
と
都
市
化
に
よ
る

琵
琶
湖
の
水
質
汚
濁
対
策
と

し
て
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
石
鹸

を
製
造
、
販
売
し
、
普
及
す

る
活
動
を
展
開
し
、
効
果
を

上
げ
た
。

社
会
的
企
業
の
発
展
の
条
件

　

日
本
で
は
社
会
的
企
業
と

称
し
て
い
る
が
、
専
ら
利
益

を
追
求
し
て
い
る
と
疑
わ
れ

る
団
体
が
あ
る
。
こ
れ
が
日

本
で
社
会
的
企
業
の
評
価
を

妨
げ
て
い
る
。

  

そ
こ
で
社
会
的
企
業
は
、

次
の
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と

が
必
須
で
あ
る
。

  

第
１
は
、
団
体
の
理
念
と

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
常
に
確
認

し
、追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

環
境
や
福
祉
の
向
上
な
ど
社

会
的
な
目
的
を
目
指
し
て
活

動
を
始
め
た
団
体
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
団
体
の
理

念
を
忘
れ
、
利
益
を
上
げ
る

こ
と
を
目
的
化
す
る
。

  

第
２
は
、
団
体
の
経
営
方

針
を
規
則
に
従
っ
て
適
正
に

決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

当
た
り
前
の
よ
う
だ
が
、
小

規
模
な
団
体
で
は
創
業
者
が

独
裁
的
に
経
営
し
、
私
物
化

さ
れ
る
団
体
も
出
て
く
る
。

  

第
３
は
、
情
報
公
開
を
徹

底
し
、
透
明
性
を
増
す
こ
と

で
あ
る
。
社
会
的
企
業
は
住

民
の
理
解
と
協
力
が
な
い
と

成
功
し
な
い
。
こ
の
た
め
に

情
報
公
開
が
必
要
で
あ
り
、

不
正
防
止
の
抑
制
効
果
も
あ

る
。

諸
外
国
の
環
境
福
祉
の
実
情（
８
）

社
会
的
企
業
へ
の
期
待
と
不
安

環
境
福
祉
学
講
座 110

恩
賜
財
団
済
生
会
理
事
長

富
山
国
際
大
学
客
員
教
授

炭
谷
　
茂

  

外
務
省
は
22
日
、
国
連
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
達
成
の
た
め
の
新
た

な
資
金
を
考
え
る
有
識
者
懇

談
会
（
座
長
＝
渋
澤
健
・
シ

ブ
サ
ワ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ

ニ
ー
代
表
取
締
役
）
の
初
会

合
を
同
省
で
開
催
し
た
。
初

会
合
で
は
冒
頭
、
河
野
太
郎

外
相
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
は
年
間
２
・
５
兆
㌦
の
資

金
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
と
試

算
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
必
要
な
革
新
的
資
金

調
達
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論

し
て
い
き
た
い
な
ど
と
発
言

し
た
。
同
懇
談
会
は
、
９
月

に
国
連
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ

ミ
ッ
ト
」
の
開
催
が
予
定
さ

れ
、
関
連
の
取
り
組
み
が
新

た
な
段
階
に
入
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
今
年
、
Ｇ
20
お

よ
び
「
開
発
の
た
め
の
革
新

的
資
金
調
達
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」（
常
設
事

務
局
・
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
）

の
議
長
国
を
務
め
る
日
本
と

し
て
、
国
内
外
で
の
取
り
組

み
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た

め
設
置
し
た
も
の
。

  

一
方
、
外
務
省
の
16
年
度

「
開
発
援
助
調
査
研
究
業
務
」

の
一
環
と
し
て
、
日
本
総
合

研
究
所
が
策
定
し
た
報
告
書

「
国
際
連
帯
税
を
導
入
す
る

場
合
の
あ
り
得
べ
き
制
度
設

計
お
よ
び
効
果
・
影
響
の
試

算
等
」
に
よ
る
と
、
国
内
で

の
制
度
設
計
と
し
て
、「
炭

素
税
」「
航
空
券
連
帯
税
」「
金

融
取
引
税
」
な
ど
を
提
言
し

て
い
る
。

  

こ
の
う
ち
、
炭
素
税
に
つ

い
て
は
、
革
新
的
資
金
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
議
論
す
る
フ
ラ
ン

ス
の
「
ラ
ン
ド
ー
委
員
会
」

や
国
連
で
も
検
討
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
。
国
内
の
具
体
的

な
制
度
案
と
し
て
、
①
現
在

化
石
燃
料
の
利
用
に
対
し
て

課
税
さ
れ
て
い
る
地
球
温
暖

化
対
策
税
に
国
際
連
帯
税
分

を
一
部
上
乗
せ
す
る
制
度
②

Ｃ
О
２

を
排
出
し
て
い
る
国

境
を
超
え
た
物
流
や
サ
ー
ビ

ス
に
際
し
て
使
用
さ
れ
る
化

石
燃
料
に
対
し
炭
素
税
を
課

税
す
る
制
度
③
中
古
ガ
ソ
リ

ン
車
の
流
通
に
課
税
す
る
制

度
―
―
を
想
定
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
。

  

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と

清
水
建
設
は
、
こ
の
ほ
ど
共

同
開
発
し
た
建
物
付
帯
型
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ

ム
の
「
ハ
イ
ド
ロ
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
」
を
、
福
島
県
の
郡

山
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
内

の
管
理
棟
に
適
用
し
、
23
日

か
ら
そ
の
実
証
を
開
始
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
効
率
的
な
水
素
製
造
技

術
、
水
素
吸
蔵
合
金
に
よ
る

水
素
貯
蔵
・
放
出
技
術
、
建

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に
よ

る
シ
ス
テ
ム
全
体
の
最
適
な

運
用
技
術
か
ら
な
る
。
実
証

で
は
、
日
常
的
な
運
用
を
通

じ
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減

と
維
持
管
理
費
の
定
量
評
価

を
実
施
し
、
20
年
度
の
実
用

化
を
目
指
す
。福
島
県
は「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
40
年

を
目
途
に
県
内
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
量
の
１
０
０
％
を
再
エ

ネ
で
賄
う
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

河野外相

水インフラ建設の常識を変える水インフラ建設の常識を変える

http://www.totetu.com/

〒141-0032　東京都品川区大崎３丁目６-11 
☎03-3493-5911　℻ 03-3493-1470

ユニバーサル（ＵＮ）水貯留システム

半地下の一例

■ ご質問、資料請求等は下記へ

早い、安い、強い

地域ごとに雨水を確保する
オンサイト貯留の本格導入を！

ＵＮ水貯留システムの４タイプ

A 地下埋設型 B 半地下型

C 地上設置型 D 大深度半地下型
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か
ら
外
さ
れ
る
リ
ス
ク
な
ど

も
出
て
き
て
い
る
。
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
う
ち
に
税
制
改

正
の
検
討
を
進
め
て
ほ
し

い
」　　

　

大
野
輝
之
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
常
務
理
事
「
本
小

委
員
会
で
は
気
候
変
動
対
策

は
コ
ス
ト
で
は
な
く
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
確

立
し
た
。
Ｃ
Ｐ
導
入
に
つ
い

て
は
一
部
、
経
済
団
体
で
の

強
固
な
反
対
は
あ
る
が
、
学

識
経
験
者
、
研
究
機
関
に
加

え
、
企
業
グ
ル
ー
プ
や
日
本

税
理
士
会
連
合
会
か
ら
も
Ｃ

Ｐ
の
必
要
性
を
主
張
す
る
意

見
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
」

　

小
西
雅
子
・
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ

パ
ン
自
然
保
護
室
専
門
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
「
今
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

25
で
は
パ
リ
協
定
の
下
で
の

カ
ー
ボ
ン
取
引
の
仕
組
み
が

確
立
さ
れ
て
い
く
。
Ｃ
Ｐ
反

対
派
は
Ｃ
Ｐ
を
導
入
し
な
い

場
合
、
ど
の
よ
う
に
脱
炭
素

化
を
実
現
す
る
か
の
代
替
案

を
出
し
て
ほ
し
い
」

　

森
澤
充
世
・
Ｃ
Ｄ
Ｐ
事
務

局
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
国
内
で
は
、
環
境
省
だ
け

で
な
く
経
産
省
、
金
融
庁
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
に
賛
同
署
名
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
と
Ｃ
Ｐ
は
異
な
る

も
の
で
は
な
く
、
密
接
に
関

連
し
て
い
る
た
め
、
中
間
的

な
整
理
に
お
い
て
も
し
っ
か

り
と
明
記
し
て
ほ
し
い
」

　

諸
富
徹
・
京
都
大
学
大
学

院
教
授
「
消
費
税
10
％
引
き

上
げ
が
い
っ
た
ん
落
ち
着

き
、
今
後
の
税
制
の
姿
と
し

て
、
環
境
税
を
位
置
づ
け
て

い
く
べ
き
と
の
議
論
が
起
こ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
環

境
省
と
し
て
税
制
改
正
要
望

に
向
け
た
積
極
的
な
問
題
提

起
を
し
て
ほ
し
い
」

　〈
Ｃ
Ｐ
導
入
反
対
派
〉

　

月
山
將
・
電
気
事
業
連
合

会
副
会
長
「
電
力
部
門
は
自

主
的
取
り
組
み
、
省
エ
ネ
法

の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
、
高

度
化
法
の
非
化
石
電
源
比
率

目
標
を
含
め
30
年
エ
ネ
ミ
ッ

ク
ス
達
成
に
向
け
て
暗
示
的

Ｃ
Ｐ
が
す
で
に
存
在
。
電
気

料
金
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

な
ど
で
す
で
に
国
民
負
担
が

課
せ
ら
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
導

入
に
よ
る
追
加
負
担
に
合
理

的
な
理
由
が
し
っ
か
り
あ
る

べ
き
」

　

手
塚
宏
之
・
日
本
鉄
鋼
連

盟
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
委
員
長

「
本
小
委
員
会
の
議
論
は
あ

く
ま
で
可
能
性
の
議
論
で
あ

り
、
一
定
の
方
向
性
を
示
す

も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な

税
制
要
望
、
政
策
的
な
行
動

の
根
拠
と
な
る
も
の
で
は
な

い
と
理
解
し
て
い
る
」

　

椋
田
哲
史
・
日
本
経
済
団

体
連
合
会
専
務
理
事
「
中
間

的
な
整
理
は
Ｃ
Ｐ
導
入
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と

理
解
。
パ
リ
協
定
の
も
と
温

暖
化
対
策
に
必
要
な
こ
と
は

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
地
球

規
模
で
行
な
う
こ
と
で
あ

り
、
日
本
に
閉
じ
た
施
策
で

は
意
味
が
な
い
。
仮
に
そ
の

手
段
と
し
て
Ｃ
Ｐ
を
考
え
る

場
合
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
削

減
費
用
を
均
等
化
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
。
Ｃ
Ｐ
施
策
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
さ
ら
な

る
上
昇
を
招
き
、
産
業
の
競

争
力
を
毀
損
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
原
資
を
奪
い
、
長

期
か
つ
地
球
規
模
で
の
温
暖

化
対
策
に
逆
行
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
明
示
的
Ｃ

Ｐ
を
導
入
す
べ
き
で
な
い
」

の
処
分
地
確
保
も
課
題
だ
。

　

さ
ら
に
東
電
は
、
全
７
基

が
停
止
中
の
柏
崎
刈
羽
原
発

で
も
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
桜

井
雅
浩
市
長
か
ら
１
〜
５
号

機
の
廃
炉
計
画
の
提
出
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。福
島
第
１
、

第
２
に
加
え
て
柏
崎
刈
羽
の

人
員
確
保
は
極
め
て
難
し
そ

う
だ
。
桜
井
市
長
は
６
・
７

号
機
再
稼
働
の
条
件
に
、
１

〜
５
号
機
の
廃
炉
計
画
を
求

め
て
い
る
。

　

電
力
の
全
面
自
由
化
で
家

庭
向
け
の
顧
客
離
れ
が
進
む

中
、
課
題
山
積
の
東
電
の
経

営
再
建
に
向
け
た
道
の
り
は

険
し
い
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
廃
炉
を
決
め
た
原
発
は

福
島
第
２
を
入
れ
て
全
国
で

21
基
に
上
り
、
再
稼
働
し
た

原
発
９
基
の
２
倍
以
上
と
な

る
。

廃
炉
計
画
は
遅
延
さ
せ
ら
れ

な
い
た
め
、
人
員
を
効
率
的

に
配
す
る
こ
と
で
、
福
島
第

２
の
廃
炉
も
並
行
的
に
進
め

る
。

　

福
島
県
の
ほ
か
、
福
島
第

２
原
発
の
地
元
で
あ
る
楢
葉

町
、
富
岡
町
は
福
島
第
１
の

事
故
後
、
廃
炉
を
要
望
し
続

け
て
き
た
が
、
東
電
は
廃
炉

の
決
定
を
先
延
ば
し
に
し
て

き
た
。
背
景
に
は
社
内
事
情

が
あ
っ
た
。
経
営
再
建
に
向

け
て
、
社
内
に
は
福
島
第
２

の
再
稼
働
を
強
く
求
め
る
声

も
あ
っ
た
。
ま
た
福
島
第
１

と
並
行
し
て
廃
炉
作
業
を
進

め
る
に
は
熟
練
工
な
ど
専
門

人
材
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
問
題
も
あ
っ
た
。
特
に
福

島
第
１
は
原
子
炉
の
中
に
溶

け
落
ち
た
デ
ブ
リ
と
呼
ぶ
核

燃
料
を
取
り
出
す
未
経
験
の

廃
炉
作
業
を
抱
え
る
。
廃
炉

作
業
で
出
る
放
射
性
廃
棄
物

  

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
25
日
、
高
砂
熱
学
工

業
、
石
原
産
業
、
東
京
電
力

エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
、
森

松
工
業
、
日
野
自
動
車
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所
お
よ
び

東
京
都
羽
村
市
と
共
同
で
、

１
０
０
℃
以
下
の
低
温
廃
熱

を
利
用
で
き
る
蓄
熱
材
を
約

12
㌧
利
用
し
た
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
の
本
格
実
証
試
験
を
今
月

か
ら
開
始
し
た
と
発
表
し

た
。
こ
の
蓄
熱
材
は
産
総
研

が
開
発
し
た「
ハ
ス
ク
レ
イ
」

を
ベ
ー
ス
に
高
性
能
化
・
高

耐
久
化
を
図
っ
た
も
の
で
、

従
来
の
潜
熱
蓄
熱
材
に
比
べ

体
積
当
た
り
で
２
倍
以
上
の

蓄
熱
が
可
能
。
実
証
試
験
で

は
オ
フ
ラ
イ
ン
熱
輸
送
型
と

定
置
型
の
２
通
り
の
蓄
熱
シ

ス
テ
ム
を
通
年
で
検
証
す

る
。
20
年
２
月
ま
で
に
各
種

熱
利
用
先
で
の
経
済
性
や
運

用
性
な
ど
を
含
め
た
シ
ス
テ

ム
の
評
価
を
行
っ
た
後
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
廃
熱
や
工
場
廃
熱

を
除
湿
・
暖
房
・
乾
燥
工
程

な
ど
へ
適
用
す
る
熱
利
用
シ

ス
テ
ム
の
技
術
を
確
立
し
、

市
場
で
の
展
開
を
目
指
す
方

針
。

  

産
総
研
が
開
発
し
た
「
ハ

ス
ク
レ
イ
」
は
、
安
価
な
工

業
用
原
料
か
ら
合
成
さ
れ

る
、
非
晶
質
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

ケ
イ
酸
塩
と
低
結
晶
性
粘
土

か
ら
な
る
複
合
体
の
無
機
系

吸
放
湿
材
。
蓄
熱
時
は
、
ハ

ス
ク
レ
イ
に
高
温
空
気
を
供

給
し
、
ハ
ス
ク
レ
イ
内
の
水

分
を
脱
着
す
る
こ
と
で
熱
を

蓄
え
、
放
熱
時
は
、
乾
燥
し

た
ハ
ス
ク
レ
イ
に
湿
潤
空
気

を
供
給
し
、
水
分
を
吸
着
さ

せ
る
こ
と
で
発
熱
す
る
。

  

オ
フ
ラ
イ
ン
熱
輸
送
型
の

実
証
試
験
で
は
、
日
野
自
動

車
羽
村
工
場
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
設
備

で
発
生
し
た
廃
熱
を
蓄
熱
材

に
蓄
熱
し
、
工
場
内
の
産
業

空
調
設
備
で
利
用
す
る
ほ

か
、
約
２
㌔
離
れ
た
羽
村
市

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
大

型
ト
レ
ー
ラ
ー
で
輸
送
し
、

温
水
プ
ー
ル
の
熱
源
と
し
て

も
利
用
す
る
。
一
方
、
定
置

型
の
実
証
試
験
で
は
、
石
原

産
業
四
日
市
工
場
の
酸
化
チ

タ
ン
を
乾
燥
さ
せ
る
工
程

で
、
上
流
側
の
高
温
の
酸
化

チ
タ
ン
か
ら
発
生
す
る
熱
を

蓄
熱
材
に
蓄
熱
し
、
下
流
側

の
比
較
的
低
温
の
酸
化
チ
タ

ン
へ
放
熱
し
乾
燥
に
用
い
る

こ
と
で
、
既
存
の
加
熱
用
蒸

気
の
消
費
量
を
削
減
す
る
。  

今
回
実
証
す
る
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
熱
輸
送

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
自
治
体

の
汚
泥
・
ご
み
焼
却
場
廃
熱
、

工
場
廃
熱
な
ど
の
広
域
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
と
し
て
市
場
へ

の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、工
場
や
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
発
生

す
る
低
温
未
利
用
廃
熱
を
、

除
湿
・
暖
房
・
乾
燥
工
程
な

ど
へ
適
用
す
る
定
置
型
シ
ス

テ
ム
と
し
て
も
展
開
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
今
日
31
日
に
開
く
取

締
役
会
で
福
島
第
２
原
発
の

全
４
基
の
廃
炉
を
正
式
決
定

す
る
。
過
酷
な
原
発
事
故
を

起
こ
し
た
福
島
第
１
と
合
わ

せ
て
県
内
10
基
全
て
が
廃
炉

と
な
る
。
東
電
は
19
年
度
中

に
福
島
第
２
の
廃
炉
の
詳
細

な
工
程
を
ま
と
め
た
廃
止
措

置
計
画
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
提
出
す
る
。

　

東
電
の
小
早
川
智
明
社
長

は
24
日
、福
島
県
庁
を
訪
れ
、

内
堀
雅
雄
知
事
と
会
談
し

「
廃
炉
の
検
討
に
め
ど
が
つ

い
た
。
近
く
取
締
役
会
で
正

式
に
決
め
る
」
と
伝
え
る
と

と
も
に
、
廃
炉
に
伴
っ
て
同

原
発
に
あ
る
使
用
済
み
核
燃

料
を
貯
蔵
す
る
一
時
保
管
施

設
を
敷
地
内
に
建
設
す
る
意

向
も
示
し
て
い
た
。
合
わ
せ

て
、
現
在
、
福
島
第
２
に
約

１
万
本
あ
る
使
用
済
み
核
燃

料
は
「
廃
炉
終
了
ま
で
に
全

量
を
県
外
に
搬
出
す
る
」
と

の
考
え
も
示
し
た
。
そ
の
間

の
貯
蔵
方
式
は
、
プ
ー
ル
で

の
水
冷
方
式
で
は
な
く
乾
式

キ
ャ
ス
ク
に
よ
る
空
冷
方
式

に
す
る
と
伝
え
た
。
ま
た
廃

炉
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
取

り
組
む
こ
と
も
説
明
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
「
県
内
原
発

の
全
廃
炉
に
向
け
大
切
な
一

歩
と
し
て
重
く
受
け
止
め

る
」
と
対
応
し
て
い
た
。
30

日
ま
で
に
、
福
島
県
側
か
ら

回
答
が
届
い
た
こ
と
を
受

け
、
東
電
は
31
日
、
廃
炉
を

正
式
決
定
す
る
。

　

東
電
は
福
島
第
２
に
つ
い

て
、
一
般
的
な
廃
炉
と
同
様

に
１
基
当
た
り
30
年
程
度
か

か
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

福
島
第
１
の
廃
炉
作
業
と
並

行
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

福
島
県
に
は
「
全
４
基
の
廃

炉
を
終
了
す
る
に
は
40
年
超

の
期
間
が
必
要
だ
」
と
説
明

し
て
い
る
。

　

廃
炉
費
用
は
約
２
８
０
０

億
円
と
見
積
も
る
。
18
年
度

末
時
点
で
２
１
２
６
億
円
を

引
き
当
て
済
み
で
、
残
る
７

０
０
億
円
弱
の
費
用
処
理
が

必
要
。

　

福
島
第
１
は
30
〜
40
年
か

け
て
廃
炉
に
す
る
。
第
１
の

　

日
本
で
は
今
年
４
月
に
洋

上
風
力
新
法
が
施
行
さ
れ
、

洋
上
風
力
発
電
市
場
の
急
速

な
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、

欧
州
で
は
す
で
に
大
型
と
さ

れ
る
６
〜
８
メ
ガ
㍗
級
の
洋

上
風
車
に
よ
る
発
電
施
設
が

商
用
化
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

欧
州
の
発
電
事
業
者
と
風
車

メ
ー
カ
ー
は
将
来
、
再
エ
ネ

の
固
定
価
格
買
取（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）

制
度
に
頼
ら
な
く
て
も
事
業

の
採
算
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
９
〜
12
メ
ガ
㍗
級
の
超

大
型
風
車
の
建
設
計
画
を
進

め
て
い
る
。
日
本
で
も
、
今

後
の
発
電
単
価
の
削
減
と
限

ら
れ
た
建
設
海
域
で
の
事
業

規
模
お
よ
び
採
算
を
考
慮
す

る
と
、
欧
州
同
様
に
８
メ
ガ

㍗
級
以
上
の
風
車
が
必
須
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
に
は
現
在
、

８
メ
ガ
㍗
級
以
上
の
風
車
の

建
設
に
対
応
で
き
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ

船
が
な
い
の
が
現
状
。
欧
州

か
ら
大
型
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
を
導
入

す
れ
ば
対
応
可
能
で
あ
る

が
、現
地
で
の
需
要
が
高
く
、

そ
の
確
保
は
容
易
で
な
い
。
こ
の
た
め
、
同
社
は
日
本
国

内
で
計
画
さ
れ
て
い
る
洋
上

風
力
発
電
施
設
の
Ｅ
Ｃ
Ｐ

（
設
計
・
調
達
・
建
設
）
受

注
を
目
指
し
、
世
界
最
大
級

の
搭
載
能
力
と
ク
レ
ー
ン
能

力
を
持
つ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
を
建
造

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

建
造
に
向
け
て
は
、
18
年

10
月
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
ガ
ス

ト
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
の
協
力
を
得
て

仕
様
の
検
討
・
設
計
を
行
い
、

建
造
は
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
（
横
浜
市
）
に

発
注
し
た
。
ま
た
、
運
航
管

理
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
作

業
船
を
保
有
し
て
い
る
深
田

サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設（
大
阪
市
）

な
ど
の
協
力
を
得
て
体
制
を

構
築
す
る
。

　

洋
上
風
車
の
施
工
手
順

は
、
初
め
に
風
車
の
基
礎
を

先
行
施
工
し
、
続
い
て
、
風

車
の
タ
ワ
ー
、
ナ
セ
ル
（
駆

動
部
）、
ブ
レ
ー
ド
（
羽
）

を
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
に
搭
載
・
運
搬

し
、基
礎
上
に
据
え
付
け
る
。

建
造
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
は
、
８

メ
ガ
㍗
風
車
な
ら
７
基
、
12

メ
ガ
㍗
風
車
な
ら
３
基
分
の

全
部
材
を
一
度
に
搭
載
可

能
。予
備
日
を
考
慮
し
て
も
、

８
メ
ガ
㍗
風
車
を
10
日
、
12

メ
ガ
㍗
風
車
を
５
日
で
そ
れ

ぞ
れ
据
え
付
け
で
き
る
。
ま

た
、
太
平
洋
側
の
特
徴
で
あ

る
10
秒
程
度
の
長
周
期
波
浪

に
対
し
て
も
、
船
体
の

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

既
存
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
に
比
べ
稼

働
率
を
５
割
程
度
高
く
発
揮

で
き
る
よ
う
設
計
し
て
い

る
。

　

今
回
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
の
建
造

は
、
同
社
の
中
期
経
営
計
画

（
19
〜
23
年
）
の
投
資
計
画

の
う
ち
、
イ
ン
フ
ラ
・
再
エ

ネ
・
新
規
事
業
投
資
の
核
と

な
る
も
の
。
今
後
、
国
内
外

の
発
電
事
業
者
に
こ
の
Ｓ
Ｅ

Ｐ
船
の
優
れ
た
作
業
性
能
を

提
案
し
、
洋
上
風
力
発
電
施

設
の
Ｅ
Ｃ
Ｐ
受
注
に
結
び
付

け
て
い
く
考
え
。

100℃以下の廃熱を利用可能
蓄熱システムで本格実証試験 
ＮＥＤＯ、高砂熱学、石原産業、日野自など

建造するＳＥＰ船の透視図
（ブレード取付中）

世
界
最
大
級
・
高
効
率
の
自
航
式
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船

清
水
建
設
が
来
月
に
も
建
造
に
着
手

洋
上
風
力
建
設
の
受
注
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
獲
得
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
炭
素

　

中
間
整
理
案
は
、
委
員
の

立
場
を
反
映
し
て
意
見
が
割

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
テ
ー
マ

ご
と
に
過
去
10
回
の
会
合
で

出
た
声
を
列
挙
す
る
形
と

な
っ
た
。
サ
マ
リ
ー
と
し
て

の
要
約
も
、
表
現
の
書
き
振

り
が
難
し
い
と
し
て
、
見
送

ら
れ
た
。
こ
の
た
め
今
後
に

つ
い
て
は
「
炭
素
価
格
の
水

準
や
導
入
の
影
響
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
効
果
な
ど
定
量
的

な
議
論
が
重
要
」
と
す
る
に

と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
日
の
会

合
で
は
、
Ｃ
Ｐ
導
入
賛
成
派

委
員
か
ら
来
年
度
税
制
改
正

で
炭
素
税
の
導
入
を
要
望
す

る
声
が
続
出
し
た
こ
と
を
受

け
、
慶
応
大
学
教
授
の
土
居

丈
朗
委
員
が
「
中
間
的
な
整

理
は
賛
成
、
慎
重
の
両
論
併

記
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て

税
制
改
正
要
望
の
根
拠
に
は

で
き
な
い
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
環
境
省
の
手
足
が
縛
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
中
間

整
理
の
ど
こ
の
部
分
を
使
う

か
は
、
環
境
省
の
意
思
で
自

由
に
活
用
す
れ
ば
良
い
。
例

え
ば
（
私
の
所
属
す
る
）
厚

生
労
働
省
の
委
員
会
で
も
両

論
併
記
の
報
告
書
が
出
る

が
、
厚
労
省
は
ど
ち
ら
か
の

肩
を
持
っ
た
形
で
予
算
折
衝

を
行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、

注
目
を
浴
び
た
。

　

環
境
省
も
土
居
委
員
の
意

見
と
同
様
に
、
早
け
れ
ば
来

年
度
税
制
改
正
で「
炭
素
税
」

導
入
を
要
望
す
る
可
能
性
が

大
き
そ
う
だ
。

　

25
日
の
小
委
員
会
の
そ
の

他
の
主
な
発
言
は
次
の
通

り
。

　〈
Ｃ
Ｐ
導
入
賛
成
派
〉

　

有
村
俊
秀
・
早
稲
田
大
学

教
授
「
炭
素
税
の
使
い
方
に

よ
っ
て
は
経
済
に
貢
献
す
る

と
意
見
を
し
て
い
る
が
、
今

後
、
財
務
省
と
の
議
論
を
重

ね
て
い
く
こ
と
も
方
向
性
の

一
つ
」

　

岩
田
一
政
・
日
本
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
「
今
年

の
税
制
改
正
案
に
ど
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い

の
か
明
確
に
し
て
ほ
し
い
」

　

大
塚
直
・
早
稲
田
大
学
教

授
「
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
検
討
は

海
外
で
よ
り
進
行
し
、
日
本

が
そ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

経
団
連
、電
事
連
、鉄
連
委
員
は
反
対

25
日
会
合 

炭
素
税
の
来
年
度
導
入
意
見
が
続
出

ＣＰの中間整理は両論併記
　

環
境
省
は
25
日
、
中
央
環
境
審
議
会
の
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
Ｃ
Ｐ
、
炭
素
の
価
格
付
け
）
小
委
員
会
（
委
員

長
＝
浅
野
直
人
・
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）
の
第
11
回
会
合
で
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
の
主
張
な
ど
を
両
論
併
記
し
た
中
間

整
理
案
を
提
起
し
た
。
大
学
教
授
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
委
員
の
多
く
は
Ｃ
Ｐ
導
入
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
経
団
連
、
電
気

事
業
連
合
会
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
３
委
員
は
強
く
反
対
し
て
い
る
。
整
理
案
の
修
正
、
と
り
ま
と
め
は
委
員
長
に
一
任

さ
れ
た
。
同
日
の
会
合
で
は
、
来
年
度
税
制
改
正
で
炭
素
税
の
導
入
を
求
め
る
賛
成
派
委
員
の
声
が
続
出
し
た
。

 

（
１
面
参
照
、
小
峰
純
）

　

清
水
建
設
は
来
月
に
も
、
超
大
型
の
洋
上
風
車
の
建
設
に
対
応
で
き
る
世
界
最
大
級
の
搭
載
能
力
と
ク
レ
ー
ン
能
力

を
備
え
た
高
効
率
の
自
航
式
Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
（
自
己
昇
降
式
作
業
船
）
の
建
造
に
着
手
す
る
。
５
兆
円
超
の
市
場
規
模
と
な

る
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
建
設
工
事
の
受
注
に
向
け
、
約
５
０
０
億
円
を
投
じ
る
。
完
成
は
22
年
10
月
の
予
定
。
こ
の

Ｓ
Ｅ
Ｐ
船
は
８
メ
ガ
㍗
級
以
上
の
風
車
建
設
に
対
応
で
き
る
も
の
で
、
全
長
１
４
２
㍍
、
全
幅
50
㍍
、
総
ト
ン
数
２
万

８
千
㌧
。
ク
レ
ー
ン
の
最
大
揚
重
能
力
は
２
５
０
０
㌧
、
最
高
揚
重
高
さ
は
１
５
８
㍍
。
水
深
10
〜
65
㍍
の
海
域
で
作

業
で
き
、
作
業
時
に
は
４
本
の
脚
を
海
底
に
着
床
さ
せ
、
船
体
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
海
面
か
ら
切
り
離

し
、
波
浪
に
左
右
さ
れ
な
い
作
業
条
件
を
確
保
で
き
る
点
も
大
き
な
特
徴
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
の
競
争
力
を
確
保
し
、
国
内
に
お
け
る
洋
上
風
力
建
設
の
受
注
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
獲
得
を
目
指
す
方
針
。

東
電
、福
島
第
２
廃
炉
を
決
定

柏
崎
再
稼
働
な
ど
課
題
山
積

内 容
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環
境
経
営
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
ホ
タ
ル
を
調
査

少
量
の
水
試
料
か
ら
幼
虫
を
把
握

リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

セ
ン
タ
ー
と
連
携
協
定
締
結

森
づ
く
り
、
環
境
教
育
に
活
用

検
討
会
初
会
合
に「
骨
子
案
」を
提
示

再
エ
ネ
事
業
な
ど
へ
の
投
資
拡
大
で

  

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
の
国
際

動
向
に
つ
い
て
は
、
環
境
面

で
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の

促
進
・
支
援
を
目
指
し
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ン
市
場
が
柔
軟

性
を
保
ち
つ
つ
整
合
性
を
守

り
発
展
す
る
よ
う
、
18
年
３

月
に
英
国
の
ロ
ー
ン
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｌ
Ｍ
Ａ
）
な
ど
が
「
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ン
原
則
（
Ｇ
Ｌ

Ｐ
）」
を
策
定
し
て
い
る
。

  

ま
た
、
従
来
、
大
規
模
な

資
源
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
対
す

る
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
03

年
に
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

国
際
金
融
公
社
の
協
力
の

下
、
主
要
な
民
間
金
融
機
関

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
赤
道

原
則
」に
基
づ
き
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
環
境
・
社
会
に
対
し

適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る

か
確
認
す
る
た
め
の
自
主
的

枠
組
み
が
設
け
ら
れ
、
赤
道

原
則
に
署
名
す
る
日
本
の
金

融
機
関
に
よ
る
取
り
組
み
も

進
ん
で
い
る
。

  

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
は
、
こ

の
赤
道
原
則
が
対
象
と
す
る

大
規
模
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
限
ら
ず
活
用
し
得
る
も

の
で
、
か
つ
、
環
境
・
社
会

面
で
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ

ク
ト
を
上
回
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
グ
リ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

  

間
接
金
融
の
比
率
が
高
い

日
本
で
も
、「
２
℃
目
標
」

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
国
連
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
達
成
に

向
け
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
の

果
た
し
得
る
役
割
は
大
き
い

こ
と
か
ら
、
今
回
、
環
境
省

は
そ
の
実
施
を
促
す
た
め
、

Ｇ
Ｌ
Ｐ
と
整
合
を
図
り
つ

つ
、
日
本
に
適
し
た
考
え
方

を
整
理
し
、
そ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に
し

た
。

  

そ
の
際
、
資
金
調
達
側
や

投
融
資
側
に
と
っ
て
、
グ

リ
ー
ン
ロ
ー
ン
と
、
企
業
や

自
治
体
等
が
グ
リ
ー
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
要
す
る
資
金
を

調
達
す
る
た
め
に
発
行
す
る

債
券
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
」
と
同
じ
ベ
ー
ス
で
比

較
検
討
で
き
れ
ば
資
金
調
達

が
活
発
と
な
る
。こ
の
た
め
、

日
本
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
等

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
基

本
的
に
は
環
境
省
が
今
回
別

途
改
訂
す
る
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ベ
ー
ス

と
し
た
上
で
、
国
際
的
な
グ

リ
ー
ン
ボ
ン
ド
原
則
（
Ｇ
Ｂ

Ｐ
）
と
Ｇ
Ｌ
Ｐ
の
相
違
点
を

踏
ま
え
、
ロ
ー
ン
固
有
の
対

応
を
要
す
る
点
に
つ
い
て
整

理
し
て
い
く
方
針
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
共
通
す
る
と
考
え
ら

れ
る
具
体
的
な
資
金
使
途
や

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
効
果
、
具
体

的
な
指
標
の
例
な
ど
に
つ
い

て
は
、
両
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
共

通
の
解
説
書
の
構
成
と
す
る

考
え
。

  

一
方
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
環
境
・
社
会
面

で
持
続
可
能
な
経
済
活
動
と

成
長
を
促
進
し
支
援
す
る
た

め
、
19
年
３
月
に
英
国
の
Ｌ

Ｍ
Ａ
な
ど
が
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン

原
則
」
を
策
定
。
そ
の
特
徴

と
し
て
、
資
金
の
使
途
が
特

定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定

さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
た
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
対

す
る
借
り
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
ロ
ー
ン
の
条
件
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
借
り
手
の

取
り
組
み
の
改
善
を
目
指
す

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
う
し
た
点
は
、
日
本
の

環
境
格
付
融
資
の
趣
旨
と
お

お
む
ね
同
じ
で
あ
る
ほ
か
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
地
域
金
融
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、
金
融
機
関
が

融
資
先
企
業
の
事
業
性
評
価

に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
素
を
考
慮
す
る

プ
ロ
セ
ス
構
築
等
の
検
討
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン

の
考
え
方
は
日
本
に
馴
染
み

や
す
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
有

用
性
や
今
後
の
普
及
可
能
性

を
見
通
し
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ン
と
併
せ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
含
め
る
が
、
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ン
と
は
異
な
る
点
も
あ

る
た
め
、
別
章
に
区
別
し
整

理
す
る
こ
と
と
し
た
。

  

鹿
島
は
25
日
、
環
境
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
活
用
し
、
里
山
を
代
表

す
る
生
物
種
の
一
つ
で
あ
る

ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
調
査
手
法

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

目
的
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
判
別
す
る

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
プ
ラ
イ
マ
ー
」（
ホ

タ
ル
プ
ラ
イ
マ
ー
）
を
、
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
遺
伝
子
配
列

情
報
を
基
に
独
自
に
設
計
・

開
発
し
、
わ
ず
か
な
水
試
料

の
採
取
の
み
で
幼
虫
の
生
息

状
況
を
生
化
学
分
析
で
調
査

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。

調
査
自
体
が
も
た
ら
す
人
為

的
な
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
環
境
に
優
し
い
手
法
で
あ

り
、
広
範
囲
か
つ
幅
広
い
動

植
物
を
対
象
と
す
る
網
羅
的

な
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
も

応
用
で
き
る
。
鹿
島
で
は
、

こ
れ
ら
の
技
術
を
発
展
さ

せ
、
同
社
が
施
工
す
る
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
品
質
確

保
や
地
域
の
環
境
保
全
の

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
研
究

を
推
進
し
て
い
く
考
え
。

　

鹿
島
は
ホ
タ
ル
が
生
息
で

き
る
環
境
を
保
全
・
再
生
す

る
技
術
を
確
立
し
、
15
年
に

竣
工
し
た
熊
本
県
公
共
関
与

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処

分
場
の「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

内
に
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
を

構
築
。
そ
の
後
、
ホ
タ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
動
植
物
の
生

息
状
況
を
継
続
的
に
調
査

し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
状
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
は
近

年
、
魚
類
を
中
心
に
活
用
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
ホ
タ
ル

を
含
む
昆
虫
類
に
つ
い
て

は
、
魚
類
と
比
べ
ふ
ん
や
粘

液
の
量
が
ご
く
わ
ず
か
で
あ

る
上
、
放
出
さ
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
さ
ら
に
微
量
で
検
出
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
研
究
事
例

が
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
。

  

今
回
の
調
査
手
法
で
は
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
遺
伝
子
配

列
情
報
を
基
に
独
自
に
設

計
・
開
発
し
た
ホ
タ
ル
プ
ラ

イ
マ
ー
を
用
い
、
採
取
し
た

水
試
料
の
中
か
ら
、
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
み
を
判

別
・
増
幅
す
る
こ
と
で
、
そ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
み
を
確
実
に
検

出
す
る
。

  

同
社
の
技
術
研
究
所
で
飼

育
中
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼

虫
を
対
象
に
、
こ
の
ホ
タ
ル

プ
ラ
イ
マ
ー
を
用
い
て
飼
育

  

日
本
政
府
は
15
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
か

れ
た
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
）

で
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
地
域
に
お
け
る
脱
炭

素
化
の
実
現
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

向
け
て
―
包
摂
的
な
形
で
の

地
域
循
環
共
生
圏
の
実
現
」

と
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
―
自
然
と
共

生
す
る
社
会
：
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
・
シ
ー
ス
ケ
ー
プ
に

関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

包
摂
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
２

つ
を
、
関
係
各
国
お
よ
び
国

際
機
関
な
ど
と
開
催
し
た
。

両
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
目
標
11
（
持
続

可
能
な
都
市
）や
目
標
13（
気

候
変
動
）、
目
標
15
（
生
物

多
様
性
）
な
ど
に
焦
点
を
当

て
、
各
分
野
に
お
け
る
日
本

の
施
策
や
取
り
組
み
を
海
外

へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
関

連
す
る
他
の
目
標
へ
の
貢
献

や
関
係
者
を
巻
き
込
み
な
が

ら
国
お
よ
び
地
方
レ
ベ
ル
の

政
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
た
。

  

両
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
う

ち
、
前
者
は
環
境
省
、
内
閣

府
、
外
務
省
、
国
連
大
学
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研

究
所
、
地
球
環
境
戦
略
研
究

機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
が
開
催

し
た
も
の
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
環
境
省
の
森
下
哲
地
球

環
境
審
議
官
は
、
先
月
の
Ｇ

20
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
係

閣
僚
会
合
の
結
果
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
お
よ
び
脱
炭
素
化
が
実
現

し
た
社
会
を
目
指
す
地
域
循

環
共
生
圏
に
コ
ン
セ
プ
ト
を

紹
介
し
た
ほ
か
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
世
界
の
実

現
に
向
け
、
他
の
地
域
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

な
ど
を
述
べ
た
。
基
調
講
演

で
は
、
法
政
大
学
の
川
久
保

准
教
授
が
日
本
の
都
市
レ
ベ

ル
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
向

け
た
具
体
例
を
通
じ
、
ロ
ー

カ
ル
指
標
の
検
討
や
事
例
共

有
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、
地
域
循

環
共
生
圏
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
述
べ
た
。
パ
ネ
ル
討
論

で
は
、
持
続
可
能
な
都
市
の

実
現
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

間
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
富
山

市
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ

な
ど
が
具
体
的
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
発
表
し
た
。

水
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
検
出
す
る

実
験
を
行
っ
た
結
果
、
幼
虫

の
個
体
数
や
密
度
、大
き
さ
、

浸
漬
時
間
に
応
じ
て
、
検
出

さ
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
量
が
変
化
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら

に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
濃
度
が
低
い
と

想
定
さ
れ
る
ホ
タ
ル
の
生
息

地
（
関
東
圏
）
で
、
１
㍑
程

度
の
水
試
料
を
採
取
し
、
こ

の
手
法
を
検
証
し
た
結
果
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

検
出
に
成
功
し
、
検
出
さ
れ

た
地
点
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

飛
翔
も
確
認
で
き
た
。

  

イ
オ
ン
環
境
財
団
（
岡
田

卓
也
理
事
長
）と
リ
モ
ー
ト
・

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
セ
ン
タ
ー

（
池
田
要
理
事
長
）
は
23
日
、

人
工
衛
星
な
ど
に
搭
載
し
た

観
測
機
器
（
セ
ン
サ
）
を
使

い
、
離
れ
た
位
置
か
ら
地
球

表
面
な
ど
を
観
測
す
る
同
技

術
の
活
用
に
つ
い
て
、
連
携

協
定
を
締
結
す
る
と
発
表
し

た
。
イ
オ
ン
環
境
財
団
が
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

と
も
に
取
り
組
む
「
イ
オ
ン

の
森
づ
く
り
」
に
同
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
取
り
組
む
も
の
。
具
体
的

に
は
、
同
技
術
に
よ
る
地
球

規
模
の
視
点
で
得
た
過
去
お

よ
び
現
在
の
地
表
面
の
情
報

に
よ
り
、
森
や
地
域
の
状
態

を
効
果
的
に
調
べ
、
植
樹
候

補
地
の
選
定
に
必
要
な
情
報

や
、
植
樹
前
後
の
森
林
の
状

態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
イ
オ
ン
環
境

財
団
が
実
施
し
て
き
た
植
樹

等
の
森
林
管
理
活
動
を
、
よ

り
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
教
育
の

場
に
お
い
て
、
同
技
術
を
活

用
し
た
衛
星
画
像
デ
ー
タ
に

よ
り
、
森
林
減
少
や
地
球
温

暖
化
、
大
気
汚
染
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
問
題
を
把
握
・

理
解
し
、
地
域
の
持
続
的
発

展
の
た
め
の
解
決
案
を
考
え

る
環
境
教
育
も
実
施
す
る
。

  

国
連
の
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
報
告
２
０
１
８
」
に

よ
る
と
、
地
球
上
の
森
林
面

積
は
、
２
０
０
０
年
の
41
億

㌶
か
ら
15
年
に
は
40
億
㌶
へ

と
約
１
億
㌶
縮
小
。
こ
の
面

積
は
日
本
全
土
の
約
２
・
６

倍
に
も
相
当
し
て
い
る
。
リ

モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

は
、
持
続
的
な
森
林
管
理
や

気
候
変
動
対
策
を
実
施
す
る

た
め
、
森
林
変
化
の
状
況
把

握
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

  

環
境
省
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
初
期
投
資
ま
た
は
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（
資
金
の
再
調
達
）
を
行
う
た
め
に
提
供
さ
れ
る
「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
年
度
内
に
策
定
す
る
。

そ
の
た
め
の
検
討
会
の
初
会
合
を
23
日
に
東
京
都
内
で
開
催
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
骨
子
案
を
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
に
関
す
る
調
達
資
金
の
使
途
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
お
よ
び
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
調
達
資
金

の
管
理
、レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
、レ
ビ
ュ
ー
の
５
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、借
り
手
が
野
心
的
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ｓ
）
を
達
成
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー

ン
」
に
つ
い
て
も
別
の
章
を
設
け
、
借
り
手
の
包
括
的
な
戦
略
と
の
関
係
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ｓ
の
設
定
と
測
定
、
レ
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
レ
ビ
ュ
ー
の
４
項
目
を
挙
げ
て
お
り
、
今
後
、
具
体
的
な
内
容
を
詰
め
て
い
く
。

イ オ ン
環 境 財 団

グリーンローンの指針を年度内に策定
環境省

地域の脱炭素化などテーマに
政府がサイドイベント開催
国連持続可能開発政治フォーラムで

鹿

島

が

新
手
法
開
発

Ｇ
20
大
阪
首
脳
宣
言
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

６
月
28
日
お
よ
び
29
日
、

大
阪
に
て
安
倍
晋
三
首
相
の

議
長
の
下
、Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
が

初
め
て
議
長
国
を
務
め
た
Ｇ

20
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
Ｇ
20
メ

ン
バ
ー
国
に
加
え
て
、
８
つ

の
招
待
国
、
９
つ
の
国
際
機

関
の
代
表
が
参
加
し
、
国
内

で
開
催
し
た
史
上
最
大
規
模

の
首
脳
会
議
と
な
っ
た
。

　

安
倍
首
相
か
ら
、
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

中
心
と
し
た
開
発
・
地
球
規

模
課
題
へ
の
貢
献
」
を
通
じ

て
、
自
由
で
開
か
れ
た
、
包

摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
「
人

間
中
心
の
未
来
社
会
」
実
現

を
目
指
す
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
出
さ
れ
た
。

　

採
択
さ
れ
た
「
Ｇ
20
大
阪

首
脳
宣
言
」
で
は
、
そ
の
前

文
で
は
、
次
の
３
点
が
触
れ

ら
れ
た
。

　
（
１
）技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ

び
そ
の
実
装
の
力
を
活
用
し

つ
つ
、
世
界
経
済
の
成
長
促

進
に
向
け
て
協
働
す
る
。

　
（
２
）
不
平
等
に
対
処
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
の
好

循
環
を
創
出
し
、
全
て
の

人
々
が
自
ら
の
潜
在
力
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
。
人
口
動
態
の
変

化
に
よ
る
も
の
を
含
め
て
経

済
、
社
会
お
よ
び
環
境
の
課

題
に
対
処
す
る
。

　
（
３
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
盛
り

込
ん
だ
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」（
以
下
、
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
）
の
開
発
の
促

進
、
そ
の
他
の
地
球
規
模
の

課
題
に
対
処
す
る
取
り
組
み

を
主
導
す
る
。

　

こ
の
通
り
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
経
済
・
社
会
・
環
境
の

統
合
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

確
認
さ
れ
、
９
月
の
国
連
ハ

イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

お
よ
び
国
連
開
発
資
金
ハ
イ

レ
ベ
ル
対
話
を
目
指
す
。

　

宣
言
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
す
る
広
範
な
課
題
（
表
）

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に

関
す
る
Ｇ
20
行
動
計
画
に

基
づ
く
大
阪
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

Ｇ
20
は
、
国
際
経
済
の
協

力
の
た
め
の
世
界
で
の
第
一

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、 

２

０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
施

で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
立

場
に
あ
る
と
の
認
識
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

策
定
の
15 

年
の
Ｇ
20
ア
ン

タ
ル
ヤ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
「
Ｇ

20
の
作
業
を 

２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
と
さ
ら
に
整
合
的

な
も
の
に
す
る
」
と
表
明
し

て
以
来
、
16
年
の
Ｇ
20
杭
州

サ
ミ
ッ
ト
で
は
政
策
枠
組
み

と
し
て
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ
に
関
す
る
Ｇ
20
行
動
計

画
」（
以
下
、
行
動
計
画
）

を
策
定
し
て
い
る
。

　

17
年
の
Ｇ
20
ハ
ン
ブ
ル

ク
・
サ
ミ
ッ
ト
お
よ
び
18 

年
の
Ｇ
20
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
・
サ
ミ
ッ
ト
で
行
動
計
画

に
基
づ
く
取
り
組
み
が
な
さ

れ
、
Ｇ
20
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
15
年
以
降
順
次
積
み
上
げ

作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
19 

年
は「
大
阪
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

と
し
て
次
の
優
先
課
題
お
よ

び
新
た
な
取
り
組
み
に
光
を

当
て
た
。

　
（
ア
）
保
健
お
よ
び
教
育
、

（
イ
）
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
、

（
ウ
）イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、（
エ
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、（
オ
）
気

候
変
動
、（
カ
）
海
洋
環
境

　

特
に
話
題
と
な
っ
た
、
海

洋
環
境
の
テ
ー
マ
で
、
Ｇ
20 

大
阪
宣
言
で
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
に
よ
る
追
加
的
な
汚

染
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
「
大
阪
ブ
ル
ー
・
オ
ー

シ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
具
体
化
の
た

め
、「
Ｇ
20
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
対
策
実
施
枠
組
」
を

立
ち
上
げ
た
。
当
該
枠
組
み

の
内
容
は
、
情
報
共
有
と
継

続
的
な
情
報
更
新
、
国
際
協

力
の
推
進
、
革
新
的
な
解
決

策
の
推
進
、
科
学
的
情
報
と

知
見
の
共
有
、
関
係
者
の
関

与
及
び
意
識
向
上
を
含
ん
で

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別

途
解
説
す
る
。

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

経
営
に
生
か
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

―

持
続
可
能
な
経
営
の
た
め
に―

経
営
に
生
か
す

講
座

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

伊藤園 顧問
笹谷 秀光

28
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表　G20大阪首脳宣言の主な SDGs 関連項目の要約（番号は宣言のパラ番号）

イノベーション 10．�イノベーションは経済成長の重要な原動力であり、SDGs への前進および包摂性向上にも寄与

AI 12.�人工知能（AI）の責任ある開発および活用は、SDGs を推進し、持続可能で包摂的な社会を実現す
るための原動力

観光 24．�包摂的かつ持続可能な開発の実現に対する観光部門の貢献を最大限にするために取り組んでいく

途上国支援
27．�民間部門の資金の動員、能力構築支援など、あらゆる実施手段を用い、貧困の撲滅、質の高いイ
ンフラ投資、ジェンダー平等、保健、教育、農業、環境、エネルギー、産業化等の分野で開発途上
国が SDGs の適時な実施に向けて前進するための努力を支援

科学技術
イノベーション
（STI）

28.「SDGs 達成のための STI ロードマップ策定の基本的考え方」を承認

環境
38．�循環経済、持続可能な物質管理、3Rおよび廃棄物の価値化等の政策やアプローチを通じた資源効
率性の向上が、SDGs 達成および広範な環境問題に対処し、競争力および経済成長を向上し、資源
を持続可能な方法で管理し、雇用を創出することに貢献することを認識

グリーンローンの指針を年度内に策定

―サステナブルライフスタイルで感動を―
n a g o y a  s t y l e  2 0 2 0

2020年５月28日㈭～30日㈯
名古屋市中小企業振興会館
（吹上ホール・第1ファッション展示場・第2ファッション展示場）

出 展 募集中！

開催
会期

開催
会場

詳しくはホームページへ

名
古
屋
未
来
環
境

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
０

美しさと感動の先に
未来の環境ビジネスがある。

時代のニーズは、驚くほど変わる・・・ 
かつてクルマは男性の乗り物で、エンジンの排気量や馬力が性能の基準だった。 
それがいまでは居住性と安全性が基準になり、女性や使い勝手で選ぶ時代に。 
携帯電話も、話す目的から、写真や動画・ゲームが主体となり、
 いまではパソコンが要らない時代に。 
これまでの環境ビジネスは、廃棄物処理や水環境をメインにとらえられていましたが、 
地球の生態系を守るために、人々の多様な暮らしを守るために、 
新しいモノを生み出すビジネスへと変わってきています。 
たとえば、レジ袋を環境にやさしいモノに変えるとき、
単に紙の袋に取り換えるのではない
利用者が使いたくなるデザイン性とか、森林を育てる物語とか、
 美しさと感動の先にはじめてムーブメントがうめれます。 
そしていま、日本の伝統や文化に根ざした環境への取り組みが
世界にアピールする時代になってきました。
名古屋未来環境EXPOは、大きく変わる時代の先駆けを提供します。

―新しいビジネスの扉をひらく―
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資
源
循
環

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、水
素
も
供
給

「
吉
川
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」着
工

新和環境

エコバッグなどのグッズを作成、
環境イベントなどで啓発図る

子
供
た
ち
が
ご
み
の
分
別
な
ど
に

挑
戦
（
写
真
は
甲
佐
小
学
校
で
）

と
す
る
。こ
の
連
携
を
拡
大
・

強
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
、
今
後
県
と
し
て
打
ち
出

し
て
い
く
構
え
だ
。

　

東
京
都
産
業
資
源
循
環
協

会
の
青
年
部
と
女
性
部
は
18

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
一

や
マ
ス
コ
ミ
へ
の
露
出
が
多

く
、
講
演
は
参
加
者
を
飽
き

さ
せ
な
い
話
術
で
展
開
。
映

像
等
を
活
用
し
た
参
加
型
の

ク
イ
ズ
を
要
所
で
盛
り
込

み
、
人
を
褒
め
る
こ
と
で
自

分
自
身
が
高
め
ら
れ
る
こ
と

な
ど
を
実
感
さ
せ
た
。

　

同
氏
は
「
部
下
の
ピ
ン
チ

は
上
司
の
人
間
力
を
向
上
さ

せ
る
」
と
、
部
下
が
失
敗
し

た
時
に
前
向
き
な
言
葉
を
か

け
る
こ
と
を
強
調
。
そ
れ
に

よ
っ
て
何
よ
り
も
自
分
が
高

め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、「
で
も
」「
だ
っ
て
」「
ど

う
せ
」「
で
き
ま
せ
ん
」
と

い
う
消
極
的
な
言
葉
を
あ
え

て
「
４
Ｄ
」
と
し
、
常
用
を

回
避
で
き
る
と
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
「
ほ

め
達
検
定
３
級
」
の
試
験
を

行
っ
た
。

号
館
で
合
同
セ
ミ
ナ
ー
「
ほ

め
達
！
検
定
３
級　

ほ
め
る

達
人
と
い
う
生
き
方
セ
ミ

ナ
ー
＆
検
定
」
を
開
催
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
（
写

真
）。

　
「
ほ
め
達（
ほ
め
る
達
人
）」

と
は
相
手
の
良
さ
を
見
い
だ

し
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
か
ら
価

値
を
発
見
す
る
と
い
う
思
考

を
も
つ
こ
と
と
い
う
。
講
師

の
日
本
ほ
め
る
達
人
協
会
理

事
長
の
西
村
貴
好
氏
は
著
書

年
70
万
㌧
焼
却
施
設

ロ
シ
ア
か
ら
初
受
注

日
立
造
船

　

日
立
造
船
の
子
会
社
、

Hitachi Zosen Inova AG

（
ス
イ
ス
）
は
、
ロ
シ
ア
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、

PJSC Zio-Podolsk

と
企
業

共
同
体
を
組
み
、
ロ
シ
ア
、

モ
ス
ク
ワ
か
ら
ご
み
焼
却
発

電
プ
ラ
ン
ト（
ス
ト
ー
カ
式
、

年
間
処
理
能
力
70
万
㌧
、
発

電
出
力
75
メ
ガ
㍗
）
を
受
注

し
た
。
日
立
造
船
の
ご
み
焼

却
施
設
の
受
注
は
ロ
シ
ア
で

は
初
。
同
案
件
は
モ
ス
ク
ワ

政
府
が
主
導
す
る
ご
み
焼
却

発
電
プ
ラ
ン
ト
建
設
計
画
の

一
部
で
、
２
社
で
構
成
さ
れ

る
企
業
共
同
体
は
、
特
別
目

的
会
社
で
あ
る
Ａ
Ｇ
Ｃ
１
か

ら
ご
み
ク
レ
ー
ン
、火
格
子
、

排
ガ
ス
処
理
設
備
な
ど
の
設

計
、
機
器
供
給
、
据
付
、
試

験
運
転
時
の
技
術
指
導
を
請

け
負
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
社
は
モ
ス
ク

ワ
政
府
が
予
定
し
て
い
る
そ

の
他
３
つ
の
ご
み
焼
却
発

電
プ
ラ
ン
ト
で
も
同
様
の

業
務
所
掌
で
請
け
負
う
こ
と

で
合
意
を
得
て
お
り
、
４
プ

ラ
ン
ト
の
稼
働
で
年
間
約

２
８
０
万
㌧
の
ご
み
焼
却
処

理
と
、
約
１
５
０
万
人
の
消

費
電
力
が
賄
え
る
よ
う
に
な

る
。

　

同
国
で
は
埋
め
立
て
処
理

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
ご

み
の
衛
生
処
理
と
発
電
を
行

う
ご
み
焼
却
発
電
プ
ラ
ン
ト

の
建
設
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

建
設
廃
棄
物
な
ど
産
業
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
と
中
間
処

理
を
行
う
新
和
環
境
（
東
京

都
新
宿
区
、
梁
川
哲
社
長
）

は
、
埼
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
隣
接
敷
地
で
新
た
な
発

電
所
「
吉
川
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
着
工
、

こ
の
ほ
ど
に
地
鎮
祭
を
行
っ

た
（
写
真
）。

　

埼
玉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
排
出
事
業
所
か

ら
混
合
状
態
で
搬
入
さ
れ
て

く
る
建
設
廃
材
を
、
人
と
重

機
に
よ
る
粗
選
別
、
機
械
選

別
、
手
選
別
に
よ
っ
て
、
高

度
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
る
。 

Ｒ
Ｐ
Ｆ(

固
形
燃
料)

製
造
プ
ラ
ン
ト
も
併
設
し
、

再
生
が
困
難
な
紙
、
木
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
、 

製
紙

会
社
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
な
ど
へ
出
荷
、
ボ
イ
ラ
ー

用
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
建
設
す
る
発
電
所

は
、
敷
地
面
積
２
３
７
２
平

方
㍍
、
操
業
開
始
は
来
年
４

月
を
予
定
し
て
い
る
。
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
「
電
気
」

「
熱
」「
水
素
」
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
目
的
と
し
、
年

８
０
３
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を

見
込
む
。
電
気
は
自
社
工
場

で
の
消
費
と
余
剰
電
力
の
売

電
を
行
い
、
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
推
進
す

る
。
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ
２

を
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
排
出
事
業

者
へ
還
元
、
排
出
事
業
者

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
も
寄
与
す

る
。

　

投
入
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
は

含
水
率
55
％
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
排
熱
利
用
の
乾
燥

機
に
よ
り
、
15
％
ま
で
乾
燥

さ
せ
る
。
そ
れ
を
炭
化
炉
に

投
入
、
で
き
た
炭
化
物
を
ガ

ス
化
炉
に
投
入
し
高
純
度
の

水
素
ガ
ス
と
し
て
供
給
す

る
。
熱
に
よ
り
２
７
０
㌔
㍗

の
発
電
を
行
う
。

 

「
ク
ジ
ラ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」を
受
け
止
め
、

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進

　

本
年
４
月
１
日
、
旧
Ｊ
Ｆ

Ｅ
環
境
と
旧
東
京
臨
海
リ
サ

イ
ク
ル
パ
ワ
ー
が
合
併
し
、

Ｊ
＆
Ｔ
環
境
が
誕
生
し
た
。

ど
の
よ
う
な
シ
ナ
ジ
ー
が
生

ま
れ
る
か
は
、
今
後
の
公
開

情
報
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
今
回
は
合
併
直
前

と
な
る
旧
Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
（
以

下
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と
略
す
）
の
２

０
１
８
年
度
の
公
開
情
報
を

分
析
す
る
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
神
奈
川
県
横
浜

市
鶴
見
区
、
金
沢
区
、
川
崎

市
、
東
京
都
江
東
区
、
千
葉

市
、
仙
台
市
、
広
島
県
福
山

市
に
拠
点
を
有
し
、
中
間
処

理
施
設
68
施
設
、
最
終
処
分

場
３
施
設
を
有
す
る
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
総
合
処
分

場
で
あ
り
、
２
０
１
９
年
３

月
期
の
売
上
高
は
約
３
２
８

億
円
と
な
る
。

　

多
彩
な
処
理
施
設
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
廃
棄
物

を
処
理
し
て
お
り
、
処
分
場

の
デ
パ
ー
ト
を
自
称
す
る
だ

け
あ
っ
て
、
で
き
な
い
品
目

は
な
い
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
。
特
に
特
許
を
取
得
し

て
い
る
廃
蛍
光
灯
、
廃
水
銀

灯
、
廃
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
処
理
は
出

色
と
言
え
る
。

　

多
岐
に
わ
た
る
処
理
を
し

て
い
る
た
め
、
公
開
情
報
を

一
覧
し
た
だ
け
で
は
全
体
像

を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
今
回
は
中
間
処

理
の
品
目
別
分
析
に
集
中
し

て
み
た
い
と
思
う
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
中
間
処
理
能
力

の
全
施
設
合
計
は
、
同
社
も

採
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

混
合
処
理
能
力
優
先
最
大
処

理
能
力
合
計
法
で
評
価
す
る

と
１
日
約
７
５
６
４
㌧
と
な

る
。
こ
れ
に
対
し
て
ｉ
メ

ソ
ッ
ド
の
推
定
処
理
時
間
品

目
別
分
解
法
で
評
価
す
る
と

１
日
約
７
０
７
５
㌧
に
な

る
。
今
回
は
Ｔ
Ｏ
Ｃ
法
に
よ

る
施
設
連
結
評
価
は
行
わ
な

か
っ
た
。
拠
点
別
に
は
、
横

浜
市
約
４
３
１
０
㌧
、
千
葉

市
約
１
０
１
４
㌧
、
江
東
区

約
７
５
０
㌧
の
上
位
３
拠
点

で
約
86
％
を
占
め
る
。

　

処
理
実
績
は
年
間
約
41
万

㌧
で
あ
り
、品
目
別
内
訳
は
、

廃
プ
ラ
約
25
％
、
廃
ア
ル
カ

リ
（
特
別
管
理
含
む
、
以
下

同
じ
）
約
19
％
、
廃
酸
約

18
％
、
廃
油
約
12
％
、
汚
泥

約
12
％
、
建
設
系
混
合
廃
棄

物
約
５
％
、
廃
飲
料
約
３
％

と
な
る
。

　

ｉ
メ
ソ
ッ
ド
で
評
価
し
た

品
目
別
受
注
能
力
（
１
日
）

は
、
汚
泥
約
２
８
２
５
㌧
、

廃
酸
約
１
３
５
８
㌧
、
廃
プ

ラ
約
９
８
３
㌧
、
廃
ア
ル
カ

リ
約
８
０
４
㌧
、
廃
油
約
４

３
１
㌧
と
な
る
。
液
状
・
泥

状
廃
棄
物
の
受
注
能
力
が
高

い
こ
と
は
、
直
感
的
に
も
わ

か
る
が
、
推
定
処
理
時
間
品

目
別
分
解
法
に
よ
っ
て
厳
密

な
評
価
が
可
能
に
な
る
。

　

品
目
別
受
注
率
（
品
目
別

受
注
実
績
÷
品
目
別
受
注
能

力
×
３
０
０
日
）
は
、
廃
プ

ラ
約
34
％
、
廃
ア
ル
カ
リ
約

33
％
、
廃
酸
約
18
％
、
廃
油

約
39
％
、
汚
泥
約
６
％
と
な

る
。
全
品
目
平
均
受
注
率
は

約
20
％
で
あ
る
。
処
理
方
法

別
処
理
実
績
は
、
焼
却
・
溶

融
約
19
万
㌧
（
47
％
）、
中

和
約
11
万
㌧
（
27
％
）、
破

砕
約
５
万
㌧
（
13
％
）
の
上

位
３
処
理
で
、
約
86
％
を
占

め
る
。
ｉ
メ
ソ
ッ
ド
で
評
価

し
た
処
理
方
法
別
処
理
能
力

（
１
日
）
は
、
中
和
約
２
０

６
５
㌧
、
脱
水
約
２
２
０
１

㌧
、
焼
却
・
溶
融
約
１
３
８

２
㌧
、
破
砕
約
６
６
７
㌧
で

あ
る
。
中
核
的
な
処
理
は
こ

の
４
種
類
で
あ
る
と
言
え

る
。

　

処
理
方
法
別
施
設
稼
働
率

は
、
焼
却
・
溶
融
約
46
％
、

破
砕
約
26
％
、中
和
約
18
％
、

脱
水
約
２
％
と
な
る
。
脱
水

施
設
は
処
理
工
程
の
途
中
で

使
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
受
注
実
績
で
評
価
し

た
施
設
稼
働
率
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
全
処
理
方
法
平
均
稼
働

率
は
全
品
目
平
均
受
注
率
と

同
じ
約
20
％
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
多
彩
な
処
理
施

設
を
揃
え
、
あ
ら
ゆ
る
廃
棄

物
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
は

い
え
、
廃
プ
ラ
、
廃
酸
、
廃

ア
ル
カ
リ
の
３
品
目
、焼
却
・

溶
融
、
中
和
、
破
砕
の
３
処

理
を
主
体
と
す
る
総
合
処
分

場
で
あ
る
と
総
括
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

旧
東
京
臨
海
リ
サ
イ
ク
ル

パ
ワ
ー
と
の
合
併
に
よ
っ

て
、
焼
却
・
溶
融
能
力
が
５

５
０
㌧
増
え
る
こ
と
に
な

り
、
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
、

多
彩
な
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

能
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

優
良
産
廃
処
理
業
者
の

　
　
　
　

公
開
情
報
分
析

ｉ
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る

3

シーズンⅣ

廃
プ
ラ
、廃
酸
、廃
ア
ル
カ
リ
処
理
を
主
体
と
す
る
総
合
処
分
場

Ｊ
＆
Ｔ
環
境

東
京
都
産
業
資
源
循
環
協
会

「
ほ
め
達
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
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％トン／日
品目別受注能力と受注率

受注能力 受注率
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県

民
に
日
頃
か
ら
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
従
来
か

ら
行
っ
て
い
た
「
マ
イ
エ
コ

10
（
テ
ン
）
宣
言
」
の
プ
ラ

ご
み
宣
言
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
作

成
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス

ト
ロ
ー
の
使
用
は
控
え
る
」、

「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
レ

ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
」、「
マ

イ
ボ
ト
ル
、
マ
イ
箸
を
持
ち

歩
く
」
な
ど
16
項
目
の
行
動

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、「
自
分
が

で
き
そ
う
な
こ
と
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
」
を
10
項
目
選

ん
で
登
録
す
る
形
式
で
、
す

で
に
５
万
人
以
上
の
参
加
が

あ
る
と
い
う
。

　

全
国
で
唯
一
海
岸
沿
い
の

市
町
村
と
県
と
で
負
担
金
を

出
し
合
い
「
か
な
が
わ
環
境

美
化
財
団
」
を
設
立
し
、
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
海
岸

美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
複
数
の
企
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
も
そ
れ
ぞ

れ
活
動
し
て
お
り
、
多
く
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て

い
る
同
県
の
海
岸
等
で
は
清

掃
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。
穂
積
氏
は
「
ベ
ー
ス

に
な
る
活
動
は
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
の
宣

言
を
契
機
に
内
陸
も
含
め
て

ク
リ
ー
ン
活
動
を
よ
り
拡
大

し
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
点

で
活
動
し
て
い
た
も
の
を
つ

な
げ
輪
と
し
て
広
げ
て
い
く

に
は
、
今
回
の
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
宣
言
は
非
常
に
良
い
旗
印

に
な
る
と
思
う
。
自
分
た
ち

の
活
動
が
住
ん
で
い
る
地
域

を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
大
き
な
成
果
に

つ
な
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
今
後
訴
え
て
行
き
た
い
」

か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
〈
神
奈
川
県
の
取
り
組
み
〉

　

昨
年
夏
、
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
に
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
子
供
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
胃

の
中
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
発
見
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
る

神
奈
川
県
は
こ
れ
を
「
ク
ジ
ラ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
受
け
止
め
、
深
刻
化
す

る
海
洋
汚
染
、
特
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と

を
目
指
し
昨
年
９
月
４
日
「
か
な
が
わ
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行
っ
た
。
趣
旨
に
賛

同
す
る
市
町
村
や
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
や
レ
ジ
袋
の

利
用
廃
止
・
回
収
な
ど
の
取
り
組
み
を
神
奈
川
か
ら
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
２
０
３
０
年
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
期
に
廃
棄
さ
れ
る
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
の

実
現
を
目
指
す
。 
（
黒
岩
修
）

賛同する市町村、企業等募り連携を強化

　

同
県
で
は
「
プ
ラ
ご
み
ゼ

ロ
宣
言
」
の
も
と
、
ま
ず
は

①
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
と
連
携
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
や
レ
ジ

袋
の
利
用
廃
止
・
回
収
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
②

県
内
で
行
わ
れ
る
環
境
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
い
て
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ
ー
の
利
用

廃
止
や
回
収
な
ど
を
呼
び
か

け
る
③
海
岸
利
用
者
に
対
し

て
、
海
洋
汚
染
の
原
因
と
な

る
プ
ラ
ご
み
の
持
ち
帰
り
を

呼
び
か
け
る
︱
︱
と
い
っ
た

方
針
を
打
ち
出
し
た
。
外
部

も
含
め
庁
内
で
検
討
メ
ン

バ
ー
を
選
出
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
検
討
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
さ
ら
に
具
体
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

計
画
だ
。

　

宣
言
趣
旨
に
賛
同
す
る
県

内
市
町
村
や
企
業
を
募
り
、

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
方
針
で
、
市
町
村
で

は
独
自
に
プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
を
行
っ
た
鎌
倉
市
を
は
じ

め
今
月
10
日
現
在
で
16
の
市

町
が
賛
同
し
て
い
る
。企
業
・

団
体
等
は
現
在
約
１
２
０
が

賛
同
を
表
明
し
て
い
る
。
賛

同
企
業
等
に
つ
い
て
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
具
体
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
。ま
た
、

賛
同
企
業
は
県
が
提
供
す
る

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
登
録
証
を
名

刺
、
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
で
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
県
資
源
循
環
推
進
課
の

穂
積
克
宏
課
長
は
、「
現
在

は
賛
同
企
業
等
の
取
り
組
み

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す

る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
こ
う
し
た
と
こ

ろ
と
連
携
し
て
実
際
の
対
策

を
進
め
て
行
き
た
い
。
特
に

新
し
い
活
動
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
す
で
に
多
く
の
企
業
等

が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
多
く
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。
例
え
ば
レ
ジ
袋
削

減
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
県

内
１
千
店
舗
以
上
が
協
力
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う

し
た
と
こ
ろ
に
賛
同
い
た
だ

き
、
一
緒
に
さ
ら
に
取
り
組

み
を
進
め
て
行
け
れ
ば
」
と

話
す
。

　

宣
言
後
の
県
の
こ
れ
ま
で

の
主
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
昨
年
11
月
に
鎌
倉
市
と

共
同
で
「
海
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。ま
た
、

今
年
５
月
末
か
ら
６
月
に
か

け
て
環
境
省
な
ど
が
行
っ
た

「
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
」

清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
江
ノ
島

で
行
わ
れ
、
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
県
も
協
力
し
た
。

同
省
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
の

「
賢
い
付
き
合
い
方
」
を
推

進
す
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ス
マ
ー
ト
」
を
展
開
。
こ
の

参
加
団
体
の
対
話
・
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
立

ち
上
げ
た「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ス
マ
ー
ト
」フ
ォ
ー
ラ
ム
の
、

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
発
足

式
に
は
黒
岩
祐
治
県
知
事
も

出
席
し
た
。

　

缶
バ
ッ
ジ
、
エ
コ
バ
ッ
グ

な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
も
作
成

し
、
環
境
イ
ベ
ン
ト
や
ク

リ
ー
ン
活
動
等
の
場
で
配

布
す
る
な
ど
し
て
普
及
啓
発

⑭

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
適
正
循
環
を
目
指
し
て

「マイエコ 10 宣言」などで県民参加促す

世
界
が
認
め
た
高
い
技
術
力

●
安
定
燃
焼
・
熱
回
収

●
自
動
運
転
・
無
人
化

●
点
検
・
修
理
コ
ス
ト
削
減

●
高
カ
ロ
リ
ー
廃
棄
物
対
応

52

生ごみから「電気と
ガスを」作っています。

２０１５

廃プラスチックや紙くず等か
ら化石燃料（石炭・石油）の
代替品として使用される
RPF（固形燃料）を作っ
ています。

飲料水設備の衛生を
管理したり、適切な排
水処理をしてきれいな
　水に変えたりして
　　　　います。
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キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
工
業
会
×
Ｇ
Ｋ
Ｐ

　

台
所
や
お
風
呂
は
、
生
活
者
に
身
近
な
「
水
」
と
の
接
点
。
そ
の
台
所
・
お
風
呂
関
連
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
す

る
「
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
工
業
会
」
は
近
年
、
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
と
連
携
し
た
広
報
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
下
水
道
展
へ
の
参
加
も
そ
の
一
つ
だ
。
今
年
は
、
同
工
業
会
が
主
催
す
る
国
内
最
大
級
の
川
柳
大
会

「
台
所
・
お
風
呂
の
川
柳
」
に
Ｇ
Ｋ
Ｐ
が
協
賛
し
、
下
水
道
と
暮
ら
し
の
関
係
性
を
想
起
さ
せ
る
作
品
に
贈
る
「
排
水

思
源
―
下
水
道
賞
」
が
新
設
さ
れ
た
。
作
品
の
募
集
は
今
月
15
日
に
締
め
切
ら
れ
た
が
、
８
月
６
～
９
日
に
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
開
か
れ
る
「
下
水
道
展
'19
横
浜
」
で
も
応
募
を
受
け
付
け
る
と
い
う
。
台
所
や
お
風
呂
か
ら
み
た
下
水
道
へ

の
想
い
が
「
五
七
五
」
に
ど
う
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
入
賞
作
品
は
10
月
中
旬
に
同
工
業
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

さ
れ
る
。

東急建設

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
効
果
確
認

雨
水
貯
留
・
流
出
抑
制
な
ど

左からキッチン・バス工業会の田中氏、
中村氏、高木利一常務理事、柴崎氏

「台所・お風呂の川柳」の応募用紙

「
台
所・お
風
呂
の
川
柳
」に

�
“
下
水
道
賞
”を
新
設

水
・
土
壌
環
境

　

キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
工
業
会

（
会
長
＝
林
良
祐
・
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
取
締
役
常
務
執
行
役
員
）

は
、
１
９
６
５
年
設
立
の
ス

テ
ン
レ
ス
シ
ン
ク
工
業
会
と

71
年
設
立
の
ス
テ
ン
レ
ス
浴

槽
工
業
会
が
起
源
。
両
工
業

会
な
ど
が
合
併
し
、
１
９
８

７
年
に
現
在
の
工
業
会
が
誕

生
し
た
。現
在
は
キ
ッ
チ
ン
・

バ
ス
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、
台

所
・
浴
室
関
連
の
住
宅
設
備

機
器
・
部
材
・
部
品
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
企
業
も
加
わ
り
、
計

84
社
が
加
盟
す
る
。

　
「
水
道
が
使
え
る
の
も
流

す
先
の
下
水
道
が
あ
る
か

ら
。
台
所
で
食
器
が
洗
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
下
水
道

に
つ
な
が
っ
た
か
ら
。
下
水

道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス

の
機
能
は
高
め
ら
れ
て
き

た
」
と
同
工
業
会
総
務
委
員

長
の
中
村
覚
氏
が
言
う
よ
う

に
、
台
所
や
お
風
呂
の
発
展

と
下
水
道
の
普
及
に
は
密
接

な
つ
な
が
り
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
縁
も
あ
っ
て
か
、

Ｇ
Ｋ
Ｐ
が
同
工
業
会
に
声
を

か
け
、
広
報
活
動
の
連
携
が

始
ま
っ
た
。
14
年
に
は
初
め

て
、
工
業
会
と
し
て
「
下
水

道
展
'14
大
阪
」に
出
展
し
た
。

出
展
に
立
ち
会
っ
た
広
報
専

門
委
員
長
の
柴
崎
和
彦
氏

　

東
急
建
設
は
12
日
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
の
技
術
研
究

所
内
に
設
置
し
た
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
実
証
施
設
（
写
真
）

で
約
１
年
間
か
け
て
デ
ー
タ

を
計
測
し
た
結
果
、
雨
水
の

貯
留
・
流
出
効
果
と
ホ
タ
ル

が
生
息
で
き
る
環
境
保
全
効

果
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

　

同
施
設
は
、
都
市
型
集
中

豪
雨
対
策
と
環
境
保
全
技
術

の
開
発
を
目
的
に
、
２
０
１

下
水
道
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
学
ぶ

非
開
削
技
術
講
演
会
を
開
催

Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｔ

　

日
本
非
開
削
技
術
協
会

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）
は
11
日
、
東

京
都
千
代
田
区
の
内
幸
町

ホ
ー
ル
で
第
26 

回
非
開
削

技
術
講
演
会
を
開
催
、
会
員

企
業
か
ら
約
１
５
０
名
が
参

加
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
非
開

削
技
術
分
野
に
向
け
て
の

i-Construction

」。
国
土

交
通
省
が
進
め
る
、
下
水
道

事
業
な
ど
の
施
工
現
場
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
や
、

調
査
・
設
計
段
階
か
ら
の
３

次
元
モ
デ
ル
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
）導
入
な
ど
に
つ
い
て
、

同
省
下
水
道
部
の
吉
澤
正
宏

事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

長
、日
本
下
水
道
事
業
団（
Ｊ

Ｓ
）
技
術
戦
略
部
技
術
基
準

課
の
井
上
賀
雅
課
長
代
理
、

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科 i-Construction

シ

ス
テ
ム
学
の
全

チ
ョ
ン
パ
ン
ジ
ョ

邦
釘
特
任

准
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

吉
澤
室
長
は
、
①
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
（
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理
の
効
率
化
）

②
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
施
設
管
理
の
効
率
化
）
③

水
処
理
革
命
（
省
エ
ネ
、
経

費
削
減
、
集
中
管
理
、
自
動

化
、
処
理
水
質
の
安
定
化
）

④
雨
水
管
理
ス
マ
ー
ト
化

２
・
０
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
浸
水
対

策
）
―
―
の
４
項
目
に
つ
い

て
解
説
。「
例
え
ば
、
水
処

理
革
命
を
推
進
し
、
広
域
化

な
ど
に
対
応
し
て
い
る
県
も

あ
る
。
下
水
道
の
ス
ト
ッ
ク

効
果
を
最
大
限
引
き
出
す
手

段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
参
加

者
に
訴
え
た
。　

　

Ｊ
Ｓ
の
井
上
課
長
代
理

は
、「
日
本
下
水
道
事
業
団

に
お
け
るi-Construction

」

と
題
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

の
導
入
効
果
に
つ
い
て
、
下

水
処
理
場
の
施
工
事
例
を
交

え
な
が
ら
紹
介
。「
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
３
次
元
モ
デ
ル

で
設
計
対
象
を
立
体
的
に
見

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
験

が
浅
い
技
術
者
も
完
成
イ

メ
ー
ジ
を
把
握
し
や
す
く
、

合
意
形
成
を
迅
速
化
し
、
手

直
し
・
手
戻
り
も
防
止
で
き

る
」
と
語
っ
た
。

　

全
特
任
准
教
授
は
、「
情

報
技
術
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
高

度
化
」
と
題
し
、
自
身
が
専

門
と
す
る
橋
梁
の
維
持
管
理

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ

い
て
、
事
例
を
交
え
て
紹
介

し
た
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
Ｊ
Ｓ

Ｔ
Ｔ
の
森
田
弘
昭
会
長
は

「
当
協
会
と
し
て
も
、
非
開

削
工
法
に
よ
る
施
工
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
広
く
活
用
で
き
る
よ

う
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
が

で
き
る
か
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

ア
ジ
ア
水
環
境
改
善

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
募
集

環
境
省  

来
月
23
日
ま
で

　

環
境
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
ア

ジ
ア
水
環
境
改
善
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
す
る
企
業
等
の

募
集
を
開
始
し
た
。
同
モ
デ

ル
事
業
は
、
ア
ジ
ア
域
内
の

水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
へ
進
出
す

る
日
本
企
業
を
支
援
す
る
の

が
目
的
で
、
２
０
１
１
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
象

と
な
る
事
業
は
、
中
小
規
模

生
活
排
水
処
理
、
産
業
排
水

処
理
、
水
域
の
直
接
浄
化
、

水
質
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
汚
泥
等
の
資
源
化
技
術

な
ど
で
、
モ
デ
ル
事
業
の
実

施
を
通
じ
た
水
環
境
改
善
へ

の
貢
献
が
見
込
ま
れ
る
事
業

を
行
う
企
業
を
募
集
す
る
。

　

モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ

た
企
業
等
は
、
実
現
可
能
性

調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
を
通
じ
た
事

業
計
画
書
の
作
成
、
事
業
計

画
に
基
づ
く
実
証
試
験
、
事

業
効
果
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
し
て
の
適
用
性
の
検
証
な

ど
を
行
う
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
８
月

23
日
正
午
必
着
。
問
い
合
わ

せ
お
よ
び
参
加
申
し
込
み
は
、

環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
水

環
境
課
国
際
担
当
（
03
・
５

５
２
１
・
８
３
１
２
）
ま
で
。

８
年
３
月
に
設
置
し
た
。
面

積
は
約
１
２
０
平
方
㍍
で
、

雨
水
貯
留
槽
や
雨
水
貯
留
水

循
環
型
ビ
オ
ト
ー
プ
、
雨
水

浸
透
促
進
設
備
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
雨
水
の
貯
留

量
と
施
設
で
消
費
す
る
水
収

支
や
生
物
生
息
空
間
と
し
て

の
基
礎
実
験
デ
ー
タ
な
ど
を

収
集
し
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
施
設
と
し
て
の
効
果
を
検

証
し
て
い
る
。

　

都
市
型
集
中
豪
雨
対
策
に

つ
い
て
は
、
集
中
豪
雨
時
に

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
施
設
は

雨
水
の
浸
透
を
促
進
さ
せ
る

と
と
も
に
、
雨
水
を
貯
留
し

て
流
出
を
抑
制
す
る
効
果
を

確
認
し
た
と
い
う
。

　

環
境
保
全
技
術
の
開
発
で

は
、
貯
留
し
た
雨
水
を
活
用

し
た
水
辺
の
生
息
空
間
（
ビ

オ
ト
ー
プ
）
を
創
出
、
雨
水

を
自
然
に
返
す
雨
水
の
浸
透

促
進
と
暑
熱
緩
和
対
策
と
し

て
の
有
効
性
を
確
認
し
た
。

四
季
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

昆
虫
類
や
鳥
類
が
生
息
・
育

成
で
き
る
場
と
な
り
周
辺
の

緑
地
と
の
中
継
地
と
し
て
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
、
生
物
多
様
性
の
保

全
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
。
３
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫

約
80
匹
を
放
流
、
６
月
に
は

成
虫
を
確
認
し
た
。

　

同
社
は
、
実
証
施
設
で
収

集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
要
素
技

術
の
高
度
化
と
段
階
的
な
改

良
を
進
め
、
今
後
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
設
置
提

案
や
開
発
計
画
な
ど
の
環
境

保
全
へ
の
活
用
を
進
め
て
い

く
考
え
。

別
に
応
募
を
受
け

付
け
る
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の

ス
イ
ス
イ
下
水
道

研
究
所
ブ
ー
ス
に

川
柳
を
入
れ
る
箱

を
置
き
、
そ
の
場

で
川
柳
を
書
き
応

募
で
き
る
。

　

中
村
氏
は
「
川

柳
を
通
し
て
、

キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス

と
下
水
道
の
関
係

に
つ
い
て
も
考
え

て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
。

い
う
。

　

こ
う
し
た
連
携
活
動
の
一

環
と
し
て
こ
の
ほ
ど
、「
台

所
・
お
風
呂
の
川
柳
」
に
「
排

水
思
源
―
下
水
道
賞
」
が
新

た
に
設
け
ら
れ
た
。
05
年
に

始
ま
っ
た
こ
の
川
柳
大
会
は

今
年
で
15
回
目
を
数
え
る
。

国
内
で
も
最
大
級
の
大
会

で
、
昨
年
は
17
万
句
を
超
え

る
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

募
集
期
間
は
５
月
１
日
～

７
月
15
日
だ
が
、「
よ
り
多

く
の
方
に
下
水
道
へ
の
想
い

を
詠
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
下
水
道
展
会
場
で
も
特

は
、「（
排
水
設
備
に
設
置
し
）

悪
臭
を
遮
断
す
る
排
水
ト

ラ
ッ
プ
の
模
型
な
ど
を
展
示

し
た
。
会
場
に
は
社
会
科
の

勉
強
に
来
た
子
供
た
ち
も
多

く
、
キ
ッ
チ
ン
か
ら
臭
い
が

し
な
い
仕
組
み
を
紹
介
す
る

と
、
子
供
だ
け
で
な
く
一
緒

に
参
加
し
て
い
る
親
も
驚
い

た
。
そ
れ
は
我
々
に
と
っ
て

も
大
発
見
だ
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
。

　

そ
の
後
も
毎
回
で
は
な
い

が
下
水
道
展
に
出
展
し
、
Ｇ

Ｋ
Ｐ
が
企
画
・
運
営
す
る「
ス

イ
ス
イ
下
水
道
研
究
所
」
で

「
キ
ッ
チ
ン
の
む
か
し
と
今
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
な
ど
を
展

示
、
台
所
と
「
水
」
と
の
つ

な
が
り
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

Ｇ
Ｋ
Ｐ
と
は
相
互
に
関
連

の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
交

流
を
深
め
て
い
る
。
直
近
で

は
北
海
道
帯
広
市
で
、
下
水

汚
泥
の
堆
肥
化
施
設
や
肥
料

に
活
用
す
る
農
家
な
ど
を
訪

ね
て
話
を
聞
い
た
。
そ
れ
ま

で
も
佐
賀
県
や
富
山
県
黒
部

市
、
北
海
道
の
砂
川
市
や
岩

見
沢
市
を
訪
問
し
、
下
水
道

の
資
源
循
環
へ
の
取
り
組
み

を
視
察
し
て
い
る
。

　

視
察
に
参
加
し
て
い
る
業

務
担
当
部
長
の
田
中
朋
子
氏

は
「
Ｇ
Ｋ
Ｐ
の
方
か
ら
﹃
汚

泥
は
宝
﹄
と
言
わ
れ
て
も
、

最
初
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら

な
か
っ
た
」
と
話
す
。
そ
の

後
、
現
場
を
視
察
し
、
関
係

者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
「
汚

泥
を
堆
肥
化
し
て
、
そ
の
堆

肥
を
使
っ
て
農
作
物
を
育

て
、
食
に
還
元
で
き
る
。
水

だ
け
で
な
く
、
下
水
道
に
関

わ
る
も
の
全
て
が
循
環
し
て

い
る
」
こ
と
を
実
感
し
た
と

　

環
境
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
言
葉
が
あ
る
。
例

え
ば
、低
影
響
開
発
、グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

―
、
雨
の
庭
Ｔ
Ｍ
。
ど
れ
も

よ
く
用
い
る
言
葉
な
の
だ
が

違
い
は
な
ん
で
あ
る
の
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
話
の
焦
点
の

差
異
で
は
な
い
か
と
思
う
。

自
分
の
例
で
恐
縮
だ
が
、
私

が
話
の
中
で
使
う
と
き
、
低

影
響
開
発
と
い
え
ば
全
体
的

な
雨
水
管
理
に
つ
い
て
述
べ

た
い
時
で
あ
り
、
そ
れ
が
公

有
地
で
の
こ
と
で
あ
っ
た

り
、
行
政
主
体
の
話
な
ら
ば

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
い
う

言
葉
を
持
ち
だ
し
、
私
有
地

や
商
業
地
で
の
話
や
庭
の
側

面
が
大
き
い
話
で
あ
る
な
ら

ば
雨
の
庭
Ｔ
Ｍ

と
い
う
言
葉

を
持
ち
だ
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

全
く
別
の
も
の
で
は
な
く
、

さ
り
と
て
全
く
同
じ
も
の
で

も
な
い
の
だ
。
こ
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
は
実
際
に
こ
れ
ら
の
言

葉
を
使
っ
た
り
、あ
る
い
は
、

こ
れ
ら
を
実
践
し
た
者
で
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
例
は
沢
山
あ

る
。ま
た
、環
境
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
言
葉
に
は
、
使
わ
れ
続
け

て
い
る
言
葉
も
あ
れ
ば
、
言

葉
の
他
分
野
へ
の
普
及
拡
大

と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
も
あ

る
。そ
し
て
、以
前
か
ら
あ
っ

た
が
最
近
脚
光
が
集
ま
っ
て

い
る
言
葉
も
あ
る
。
一
番
最

初
の
例
と
し
て
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

を
挙
げ
、
次
の
例
と
し
て
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）、

最
後
の
例
と
し
て
バ
イ
オ

フ
ィ
リ
ア
（
生
物
親
和
性
）

を
挙
げ
た
い
。
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
は
資
源
管
理
が

テ
ー
マ
で
あ
り
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
は
気
候
変
動
対
策
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
。
で
は
、

こ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。今
回
は
こ
れ
を
紹
介
し
、

数
回
に
分
け
て
考
え
て
み
た

い
の
で
あ
る
。

　

バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
と
は
、

人
類
と
自
然
は
先
天
的
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す

造
語
で
あ
る
。
理
由
も
な
く
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
私
た
ち
は

自
然
の
一
部
で
あ
り
、
自
然

に
魅
了
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理

論
は
庭
と
い
う
景
観
が
私
た

ち
の
創
造
性
を
高
め
て
く
れ

る
こ
と
や
、
影
や
高
さ
が
魅

力
や
恐
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
、

さ
ら
に
は
ペ
ッ
ト
と
の
同
居

や
公
園
の
散
歩
に
癒
し
の
効

果
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
て
く
れ
る
。
人
間
は
古
代

よ
り
自
然
と
密
接
な
関
係
を

築
い
て
き
た
。
植
物
は
食
物

で
あ
り
薬
で
あ
り
、
衣
服
で

あ
り
家
の
一
部
で
す
ら
あ
っ

た
。
私
た
ち
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
や
ロ
ー
マ
、
あ
る
い
は

今
で
も
世
界
各
地
で
、
地
域

や
時
代
を
超
え
て
植
物
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
装
飾
文
様
を

建
築
や
衣
服
、
家
具
、
雑
貨

な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
が
あ

る
。
人
間
と
植
物
と
は
長
い

付
き
合
い
が
あ
る
の
だ
と
実

感
す
る
が
、
バ
イ
オ
フ
ィ
リ

ア
論
と
は
こ
の
自
然
と
人
間

と
の
関
係
に
対
す
る
一
つ
の

理
由
づ
け
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
立
場

か
ら
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン（
生
物
親
和
性
設
計
）

に
つ
い
て
述
べ
る
。
米
国
で

は
何
十
年
も
の
間
研
究
科
学

者
や
設
計
実
務
家
が
、
人
工

環
境
に
対
し
て
人
間
が
満
足

を
覚
え
る
場
合
、
そ
の
度
合

い
に
最
も
影
響
を
与
え
る
自

然
の
側
面
と
は
な
に
か
を
定

義
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
れ
が
分
か
れ
ば
、

人
間
の
健
康
と
幸
福
度
を
効

果
的
に
高
め
る
バ
イ
オ
フ
ィ

リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
は
植
物
的
側

面
に
焦
点
を
当
て
た
よ
り
効

率
的
な
機
能
性
重
視
の
設
計

へ
の
宣
言
な
の
だ
。

環
境
関
連
の
言
葉
を
読
み
解
く
―
バ
イ
オ
フ
ィ
リ
ア
に
つ
い
て
―

第 28回

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
（
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ａ
）

小
出 

兼
久

歩道と道路の間のグリーンインフラストラク
チャ―と建物側面の雨水タンクは総合的な雨
水管理でありつつ、緑地を身近なものとする
バイオフィリックデザインでもある。

下
水
道
展
で
も
応
募
受
け
付
け下水道展では「キッチンのむかしと今」

について解説

産業廃棄物の適正処理は、私たちの使命です。産業廃棄物の適正処理は、私たちの使命です。産業廃棄物の適正処理は、私たちの使命です。

〒106-0032  東京都港区六本木3-1-17  第2ABビル4Ｆ
TEL. 03-3224-0811／FAX. 03-3224-0820

産業廃棄物適正処理のマスコット
「てき丸君」

マニフェスト

ホームページから、各種出版物やセミナーのお申し込みができます。
いますぐアクセス！

公益社団法人 全国産業資源循環連合会

●マニフェストの普及促進を図り、
　適正処理を推進しています。
排出事業者が産業廃棄物の処理を委託する際には、その
廃棄物について十分に把握し、運搬業者や処分業者に情
報を正しく伝え、処理の確認を最後まで行うことが必要です。
この役割を担うのが〔産業廃棄物の身上書〕とも言えるマニ
フェスト（産業廃棄物管理票）です。私たちはマニフェストシ
ステムの普及促進を図り、不法投棄や不適正処理の防止
に努めています。

●幅広い啓蒙・調査活動によって、
　業界の知識向上に貢献しています。
処理業界の知識や技術の向上を目的とした、各種のセミナ
ーや研修会を開催しています。さらに、産業廃棄物に関する
各種の基礎的な情報収集と調査活動を実施しています。また、
全国産業資源循環連合会が中心となって、各種適正処理自
主基準の策定を行っています。

●出版物の発行によって、
　各事業者に最新の情報を
　お届けしています。
排出事業者や処理業者が、産業廃
棄物の適正処理を行う上で参考と
なるよう、日本で唯一の産業廃棄物
専門誌である「月刊INDUST」や、
最終処分場を適切に運営するため
の「産業廃棄物最終処分場維持
管理マニュアル」のほか、各種報告
書を発行しています。

環境を守り、
産業を支えるために、
全国で幅広い活動を
行っています。

E-mail info@zensanpairen.or.jp

安全・安心確保のため、安全・安心確保のため、
アスベスト適正処理構築を目指しまアスベスト適正処理構築を目指します。す。

安全・安心確保のため、
アスベスト適正処理構築を目指します。

http://www.zenkoku-asbestos.org/全国アスベスト適正処理協議会事務局
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ツネイシカムテックス株式会社
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東 京 鐵 鋼 株 式 会 社
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四
国
高
松
で
の
全
国
大
会
は
19
日
午
前

10
時
、
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
で
同
青
年
部
協

議
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
児
玉
誠
一
郎
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
出
発
宣
言
を
行
っ
て
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
後
バ
ス
８
台
に
分
か
れ
て
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
八
十
八
カ
所
の

中
か
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
屋
島
寺
、
志
度

寺
、
善
通
寺
の
い
ず
れ
か
を
訪
れ
た
。
途

中
で
は
香
川
名
物
の
う
ど
ん
店
で
昼
食
を

取
り
、
香
川
の
「
食
文
化
」
に
触
れ
た
。

　

善
通
寺
を
訪
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
八
十

八
カ
所
各
寺
院
の
本
尊
を
祀
り
各
寺
院
の

境
内
の
砂
を
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
に
敷
き
、

そ
れ
を
踏
み
な
が
ら
礼
拝
し
て
い
く
こ
と

で
八
十
八
カ
所
を
巡
拝
し
た
の
と
同
じ
功

徳
を
積
め
る
と
さ
れ
る「
お
砂
踏
み
道
場
」

を
体
験
。
僧
侶
か
ら
寺
の
い
わ
れ
な
ど
を

学
ん
だ
。

　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
は
、
６
４

０
人
が
一
堂
に
介
し
て
の
大
会
式
典
を
実

施
。
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元

高
松
商
業
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
書
か
れ
た
大
会
テ
ー
マ
で
あ
る

「
47
の
志
」、「
ご
縁
」
や
、
人
類
と
Ａ
Ｉ

の
「
共
存
」
の
文
字
が
大
会
式
典
中
掲
げ

ら
れ
た
。

　

式
典
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
同
青
年
部

協
議
会
の
沖
川
学
会
長
は
、「
こ
の
業
界

は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減

少
、
海
外
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
働
き
方
改

革
、
労
働
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
が
、
今
全
産
連
で
永
井
会
長
を
中
心

に
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
対
策
を
練
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
僕
ら
青
年
部
と
し

て
も
親
会
が
や
っ
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
青
年
部
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
気
持
ち

で
は
な
く
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
情
報

が
下
り
て
来
る
前
か
ら
自
分
か
ら
取
り
に

行
く
、
そ
ん
な
気
概
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。国
が
や
っ
て
く
れ
る
、行
政
が
や
っ

て
く
れ
る
、
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
、
も

う
そ
ん
な
時
代
で
は
な
い
。
僕
ら
自
身
が

僕
ら
の
業
界
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、
青

年
部
が
も
っ
と
も
っ
と
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
今
回
は

ト
ラ
ッ
ク
業
、
倉
庫
業
か
ら
も
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
改
め
て
今
後
も
「
交
流
」
を

深
め
て
い
く
誓
い
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
は
大
懇
親

会
。
各
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
が
変
身

し
た「
奇
跡
の
一
枚
」

の
中
か
ら
、
当
日
の

参
加
者
の
投
票
に

よ
っ
て
優
勝
者
を
決

定
す
る
奇
跡
の
一
枚

コ
ン
テ
ス
ト
、四
国
・

徳
島
名
物
阿
波
踊
り

の
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。 

治
学
の
重
要
課
題
で
す
。

　

い
く
つ
か
の
大
帝
国
が
滅
し
（
１
９

１
７
年
ロ
シ
ア
帝
国
、
１
９
１
８
年
ド

イ
ツ
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
帝
国
、
１
９
２
２
年
オ
ス
マ
ン
帝

国
）、
新
た
な
勢
力
（
ソ
連
や
各
国
共
産

党
、
民
族
主
義
政
派
等
）
も
生
ま
れ
、

や
が
て
世
界
経
済
恐
慌
（
１
９
２
９
年
）

が
襲
い
ま
す
。
そ
し
て
第
一
次
大
戦
か

ら
わ
ず
か
20
年
ほ
ど
で
最
大
の
世
界
大

戦
に
至
り
ま
す
。
こ
の
戦
間
期
は
国
際

政
治
を
見
る
と
き
重
要
で
、
後
へ
の
影

響
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

年
10
月
1
日
）

　

東
京
市
の
街
路
樹
は
す

で
に
12
種
２
万
４
６
０
０

本
あ
り
ま
し
た
が
、
６
割

に
当
た
る
１
万
４
３
０
０

本
を
失
い
ま
し
た
。
重
要

な
の
は
震
災
時
の
樹
木
の

役
割
で
、「
街
路
樹
が
あ
っ

て
助
か
っ
た
」
と
い
う
話

が
芝
や
下
谷
な
ど
方
々
に

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
上
空

か
ら
の
落
下
物
を
防
ぎ
、

人
の
通
り
道
を
確
保
し
、
あ
る
い
は
建

物
の
延
焼
や
倒
壊
を
遅
ら
せ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
震
災
復
興
時
、
街

路
樹
は
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
樹
木
は
災

害
の
時
代
の
救
い
主
で
す
。

　

世
界
も
ま
た
激
震
の
時
代
で
し
た
。

第
一
次
大
戦
は
欧
州
か
ら
世
界
50
カ
国

に
広
が
っ
た
戦
争
で
、
戦
車
や
毒
ガ
ス

な
ど
の
新
兵
器
で
１
６
０
０
万
人
以
上

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
わ
ず

か
20
年
ほ
ど
で
よ
り
大
き
な
世
界
大
戦

に
至
る
の
で
、
こ
の
戦
間
期
は
国
際
政

　

明
治
維
新
（
１
８
６
８
年
）
以
降
、

日
本
特
に
東
京
は
あ
ら
ゆ
る
西
洋
を
導

入
し
ま
し
た
。
西
洋
式
軍
隊
の
整
備
も

急
ぎ
、
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
年
）、
日

露
戦
争
（
１
９
０
４
年
）、
第
一
次
世
界

大
戦
（
１
９
１
４
年
）
を
戦
い
、
日
韓

併
合
（
１
９
１
０
年
）、
中
国
へ
の
21
カ

条
要
求
（
１
９
１
５
年
）
な
ど
帝
国
主

義
を
帯
び
、
諸
外
国
の
脅
威
と
な
っ
て
、

世
界
史
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま
す
。

東
京
は
東
洋
一
の
大
都
市
を
自
負
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
１
９
２
３
年
９
月
１
日
、

関
東
大
震
火
災
が
襲
い
ま
す
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
大
揺
れ
と
３
日
間

で
１
７
０
０
回
の
余
震
、
続
く
大
火
災

で
東
京
市
の
44
％
を
焼
き
ま
し
た
。
犠

牲
者
は
10
万
人
以
上
、
罹
災
世
帯
は
市

内
の
７
割
以
上
で
し
た
。
神
奈
川
、
千

葉
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
時
の
描
写
で
す
。「
突
如
と
し
て
台

地
が
震
動
し
た
。
家
屋
は
瓦
落
々
々
と

崩
落
し
た
。
火
焔
は
渦
巻
い
て
起
っ
た
。

烈
風
は
猛
火
を
煽
り
た
て
た
。
炎
々
た

る
紅
蓮
の
焔
は
市
街
よ
り
市
街
へ
と
飛

ん
で
、
全
都
さ
な
が
ら
火
の
海
と
化
し

て
了
っ
た
。
逃
げ
ま
ど
う
無
数
の
民
衆
、

叫
喚
、
雑
沓
、
大
混
乱
、
傷
つ
け
る
も
の
、

死
す
る
も
の
、
親
を
求
む
る
子
、
子
を

呼
ぶ
親
、
こ
の
世
な
が
ら
の
焦
熱
地
獄

は
展
開
せ
ら
れ
て
ゆ
く
。
火
の
滅
せ
ざ

る
こ
と
三
昼
夜
。
流
言
蜚
語
は
盛
ん
に

お
こ
っ
た
。
人
心
恟
々
と
し
て
定
ま
ら

ず
、
噫
こ
れ
実
に
大
正
十
二
年
九
月
一

日
東
京
大
震
災
当
時
の
状
況
で
あ
っ
た
」

（『
大
正
大
地
震
大
火
災
』、
講
談
社
、
同

千代田の街路樹を守る会
（東海大学・共立女子大学非常勤講師） 愛 みち子

⑥

戦間期の災い・帝都東京焦土と化す

　

私
が
県
の
職
員
と
し
て
勤

め
親
し
ん
で
き
た
、
千
葉
の

魅
力
の
一
部
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
産
廃
Ｇ
メ
ン
と
し

て
旭
市
に
あ
っ
た
海

匝
（
か
い
そ
う
）
支

庁
（
現
海
匝
地
域
振

興
事
務
所
）
に
勤
務

し
て
い
た
時
に
、
よ

く
通
っ
た
と
ん
か
つ

が
人
気
の
食
事
処

「
う
ず
め
」
で
す
。
当

時
こ
の
地
域
は
、
千

葉
県
の
不
法
投
棄
撲

滅
へ
の
取
り
組
み
が

本
格
化
し
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
パ

ト
ロ
ー
ル
中
に
寄
っ

た
り
、
毎
日
多
く
の

取
材
依
頼
が
あ
っ
た

の
で
、
お
昼
時
に
記

者
を
連
れ
て
行
っ
た

り
し
た
の
が
こ
の
店

で
す
。

　

旭
市
は
豚
肉
の
産

地
で
あ
り
、
地
元
の

農
産
物
で
あ
る
さ
つ
ま
い
も

を
主
な
餌
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
「
い
も
豚
」
と
呼
ば
れ
、

甘
く
日
持
ち
の
良
い
豚
肉
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
地
元
産
の
豚
肉

を
使
っ
た
う
ず
め
の
と
ん
か

つ
は
、
こ
ろ
も
は
サ
ク
サ
ク
、

肉
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
甘
み
が

あ
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
た
っ

ぷ
り
で
食
べ
ご
た
え
十
分
で

す
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
み
を
感

じ
な
い
の
で
、
男
性
は
も
ち

ろ
ん
女
性
に
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
昔
な
が
ら
の
味
を
今

も
保
っ
て
お
り
、
な
お
か
つ

ラ
ン
チ
の
と
ん
か
つ
定
食
な

ら
千
円
以
下
で
食
べ
ら
れ
る

と
い
う
安
さ
も
嬉
し
い
で
す
。

と
ん
か
つ
の
他
に
も
多
く
の

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
カ
キ
フ

ラ
イ
、
ば
ら
肉
生
姜
焼
き
も

お
気
に
入
り
で
す
。
旭
市
を

訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

銚
子
市
、
旭
市
の
海
匝
地

域
は
不
法
投
棄
多
発
地
帯
で

し
た
が
、
多
量
の
廃
棄

物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た

銚
子
屏
風
ヶ
浦
の
崖
上

に
は
、
現
在
た
く
さ
ん

の
風
力
発
電
機
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
屏

風
ヶ
浦
は
銚
子
市
名
洗

町
か
ら
旭
市
飯
岡
刑
部

岬
ま
で
10
㌔
に
わ
た
る

高
さ
約
50
㍍
の
海
岸
の

絶
壁
で
、
太
平
洋
か
ら

の
風
が
吹
き
上
が
っ
て

勢
力
を
増
す
の
で
風
力

発
電
に
適
し
た
地
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
私
が
産
廃
Ｇ
メ
ン

だ
っ
た
頃
に
第
１
号
機

が
建
設
さ
れ
、
そ
の
後

続
々
と
建
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
銚
子
沖
で
は

今
年
か
ら
東
京
電
力
初

の
商
用
洋
上
風
力
発
電

所
も
稼
働
を
始
め
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
ま
だ
珍
し
い
洋
上

風
力
発
電
の
様
子
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
屏
風
ヶ
浦

の
南
端
に
あ
り
九
十
九
里
浜

と
の
境
に
あ
る
飯
岡
刑

部
岬
展
望
館
か
ら
は
、

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム（
風

力
発
電
所
）
を
含
む
屏

風
ヶ
浦
や
九
十
九
里
浜

の
景
観
を
一
望
で
き
、

カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ

な
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ⅰメソッドフォーラム
（元千葉県職員）石渡　正佳
～千葉編（上）～

⑯

社
名
や
ロ
ゴ
を
入
れ
た「
加

山
興
業
せ
ん
べ
い
」
は
取

引
先
等
に
も
好
評

大会式典には約 640 人が集結。書道パフォーマンスで書かれた文字が掲げられた

八十八カ所を巡拝したのと同じ功徳を積める
とされる「お砂踏み道場」を体験

地元高松商業高校書道部が
書道パフォーマンスを披露

大懇親会では「奇跡の一枚」
などの楽しい企画も

あいさつする沖川学会長

 産廃Ｇメン時代によく訪れたとんかつが人気の「うずめ」

地元産の豚を使ったとんかつが売りの「うずめ」
銚子、旭の旧不法投棄多発地帯には風力発電機が並ぶ

　

全
国
産
業
資
源
循
環
連
合
会
青
年
部
協
議
会
は
19
日
、
香
川
県
高
松
市
で
第
11
回
全
国
大
会
「
志
国
大

会
in
高
松
」
を
開
催
し
た
。
17
年
３
月
の
仙
台
大
会
以
来
約
２
年
振
り
と
な
っ
た
今
回
の
大
会
に
は
、
過

去
最
多
の
約
６
４
０
人
が
参
加
し
た
。「
47
の
志
〜
ご
縁
〜
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
今
回
は
、
前
回
同
様

参
加
型
の
大
会
と
し
て
、
当
初
予
定
し
て
い
た
参
加
者
全
員
に
よ
る
四
国
八
十
八
カ
所
お
遍
路
道
の
清
掃

活
動
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
八
十
八
カ
所
か
ら
選
ん
だ
寺
院
を
巡
っ
て
四
国
の

文
化
を
学
ん
だ
。
大
会
式
典
で
は
同
青
年
部
協
議
会
が
年
間
を
通
し
た
活
動
の
テ
ー
マ
と
す
る
「
交
流
」

に
つ
い
て
、
改
め
て
ト
ラ
ッ
ク
業
、
倉
庫
業
の
異
業
種
と
も
深
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「47の志～ご縁～」テーマに19日に開催
高松の地に過去最多640人が集う

全
産
連
青
年
部
第
11
回
全
国
大
会

写真「大震火災後の京橋銀座通り」
（1923.11）崩れた煉瓦と焼けた街
路樹。中央区立京橋図書館蔵

絵葉書「東京名所之内　銀座通り風光
－銀座通り之真景」（浦島堂、1919）震
災前の洋風モダンな華やかさや車歩道
の間の街路樹。中央区立京橋図書館蔵

銚子沖では日本ではまだ珍しい
洋上風力発電の様子が見られる

エシカル消費が未来をつくる

〒231 0011 横浜市中区太田町6-72-1-703 ㈱シーエーティ内
TEL：０４５２２８７６９６　FAX：０４５２２８７６９７
E-mail：general@jeijc.org　 URL：http://www.jeijc.org/事務局

一般社団法人

一般社団法人日本エシカル推進協議会は持続可能なエコ文明の構築のために活動する様々な団体、個人のプラットフォームであ

り、特にサステナブル購入、フェアトレード、FSC、MSC、レインフォレストアライアンス認証、RSPO、動物福祉、オーガニック、ESG

投資、エシカルファッションなどなどのエシカルなライフスタイル及び文化全体の底上げを主要な使命としております。
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人
々
が
欲
す
る
価
値
が
変
わ
っ
て
き
た
。
モ
ノ
が
な
い
時
代
は
モ
ノ
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
っ
た
が
、
モ

ノ
が
充
足
し
た
現
在
は
そ
の
価
値
は
下
が
り
、
モ
ノ
が
も
た
ら
す
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
コ
ト
に
価
値
を
見
出
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
い
ち
早
く
車
を
売
る
こ
と
を
や
め
、
移
動
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

売
る
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
（
Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ　

ａ
ｓ　

ａ　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い

る
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
定
額
制
）
サ
ー
ビ
ス
に
見
ら
れ
る
所
有
か
ら
利
用
へ
の
消
費
者
の
行
動
変
容

も
、
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
の
価
値
変
革
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
大
き
な
社
会
の
流
れ
は
、

い
ず
れ
イ
ン
フ
ラ
産
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
下
水
道
も
例
外
で
は
な
い
。

　

下
水
道
事
業
は
ま
さ
に
今
、
普
及
期
の
整
備
の
時
代
、
そ
し
て
整
備
さ
れ
た
モ
ノ
の
維
持
管
理
の
時
代
を

経
て
、
モ
ノ
を
利
用
し
て
価
値
を
生
み
出
す
「
サ
ー
ビ
ス
の
時
代
」
へ
の
大
転
換
期
に
あ
る
。
変
化
に
備

え
、
自
ら
を
変
革
さ
せ
ら
れ
な
い
企
業
は
、
大
波
に
取
り
残
さ
れ
る
。

　

本
鼎
談
で
は
、
東
北
大
学
の
加
藤
裕
之
特
任
教
授
（
国
土
交
通
省
下
水
道
部
の
元
下
水
道
事
業
課
長
）
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
あ
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
も
挑
戦
す
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
イ
ン
フ
ラ
経
営
戦
略
部
イ
ン
フ
ラ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
室
の
山
下
雄
一
室
長
、
電
力

事
業
で
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、
昨
年
に
は
下
水
道
事
業
に
も
参
入
し
た
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
事
業
開
発

室
の
田
村
光
部
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
「
Ｇ
ａ
ａ
Ｓ
」
（
Ｇ
ｅ
ｓ
ｕ
ｉ
ｄ
ｏ　

ａ
ｓ　

ａ　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ

ｃ
ｅ
）
に
つ
い
て
、
次
の
３
テ
ー
マ
に
分
け
て
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
（
図
１
）
。

　

パ
ー
ト
１
で
は
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
価
値
を
向
上
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

パ
ー
ト
２
で
は
、
地
域
経
営
の
視
点
に
立
ち
、
上
下
水
道
や
電
力
、
ガ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
が
統
合
し
た
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
価
値
を
創
出
で
き
る
の

か
を
議
論
し
た
。

　

パ
ー
ト
３
で
は
、
「
Ｇ
ａ
ａ
Ｓ
」
に
必
要
な
人
材
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

「GaaS」（Gesuido as a Service）から考える下水道鼎 談

サ
ー
ビ
ス
発
想
で
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
を
起
こ
そ
う

ユーザー 自治体

機器、設備

ハード付随サービス
（効率化、広域化、共同化、アセマネ等）

下水道サービス

さまざまな社会サービス

下水道サービス

下水道コア事業

まちづくり的事業

「下水道 as a Service」に求められる人材像
（地域経営、ＰＰＰ，ファイナンス、静脈産業の魅力向上等）

業界はこれまで自治体に
ハードを売って儲けてきた

今後は自治体にハードを
効率的に使いこなす
サービスを売って儲ける

今後はユーザーに効
率的な下水道サービ
スを売って儲ける

さらに今後は、住民に様々
な統合的な社会サービスを
売って儲ける

テーマ３

テーマ2

テーマ1

（電気、ガス、通信、道の駅、農業、
　シュタットベルケ、まちづくり等）

企業

加藤　裕之氏
（東北大学特任教授、元国土交通省下水道部下水道事業課長）

山下　雄一氏
（パシフィックコンサルタンツ社会イノベーション事業本部
 インフラ経営戦略部インフラＰＰＰ事業室長）

田村　　光氏
（東京電力パワーグリッド事業開発室部長）

司会　奥田早希子氏（Water-n 代表理事）　

出席者

加
藤
氏  

官
民
連
携
で
新
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
期
待

山
下
氏  

ス
ト
マ
ネ
で
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
最
少
化

田
村
氏  

イ
ン
フ
ラ
事
業
も
所
有
か
ら
利
用
へ

テ
ー
マ
1  
設
備
産
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
産
業
へ

　

―
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
に
提

供
す
る
の
は
自
治
体
で
あ
り
、
業
界
各

社
は
自
治
体
に
装
置
や
設
備
な
ど
の
モ

ノ
を
販
売
す
る
こ
と
で
収
益
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
下
水
道
が
普
及

し
た
現
在
、
モ
ノ
売
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
異
業
種

で
は
モ
ノ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
モ
ノ

が
生
み
出
す
価
値
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

「
コ
ト
」
を
売
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ

の
転
換
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
視

点
で
下
水
道
業
界
も
変
革
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
藤
氏　

目
的
・
素
材
・
効
率
性
・

主
体
（
誰
）
と
い
う
４
つ
の
視
点
で
物

事
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
で
い
う
と
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
と

写
真　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
で
は
管
路
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
社
員
が
現
場
に
行
っ
て
点
検

し
て
い
る
（
管
口
カ
メ
ラ
点
検
実
施

状
況
。
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
提
供
）

図１　本鼎談の背景整理とテーマ設定

加藤　裕之氏

田村　　光氏

山下　雄一氏

奥
田
早
希
子
氏

い
う
「
目
的
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
「
素
材
」
を
、
い
か
に

「
効
率
」
的
に
、
「
誰
」
が
使
う
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
ス
ト
ッ
ク
が
不
足
し
て

い
た
の
で
、
産
業
界
は
「
素
材
」
つ
ま

り
モ
ノ
を
売
る
部
分
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
モ
ノ
は
充
足

し
、
今
後
は
下
水
処
理
場
の
新
設
な
ど

は
国
内
で
は
行
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
人
口
も
使
用
料
収
入
も
減

り
、
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
自
治
体
職

員
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
特
に
重
要
な
こ
と
は
「
効
率
性
」

だ
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
下
水

道
法
改
正
も
行
わ
れ
、
既
存
ス
ト
ッ
ク

を
長
く
大
切
に
使
っ
て
い
く
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、
広
域
化
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
効
率
化
を
実
現
す

る
よ
う
な
制
度
作
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

�

（
８
、
９
面
に
続
く
）

特　集

第１部
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展
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せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
が
上
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な

ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
統
合
す
る
マ
ル
チ

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
概
念
で
、
社
会
全

体
の
コ
ス
ト
を
下
げ
、
地
域
経
営
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
そ
の
具
体
例
と
成
果
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
下
氏　

新
潟
県
三
条
市
で
は
、
道

路
・
公
園
・
水
路
の
維
持
管
理
と
橋
梁

点
検
な
ど
を
束
ね
た
イ
ン
フ
ラ
の
包
括

的
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
条

市
で
は
下
水
道
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
全
国
的
に
人
口
減
少
で
財
源
が
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

中
、
今
後
は
上
下
水
道
を
含
め
た
一
体

的
な
管
理
が
有
効
な
手
段
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

当
社
で
は
複
数
の
イ
ン
フ
ラ
を
一
体

的
に
管
理
す
る
事
業
を
＂
イ
ン
フ
ラ
の

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
＂
と
呼
ん
で
お

り
、
地
域
経
営
に
お
け
る
非
常
に
有
効

な
手
段
と
感
じ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
に

直
結
す
る
下
水
道
は
、
代
替
手
段
が
な

く
、
管
路
は
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
て
見

え
な
い
た
め
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
に
は
な

い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
イ
ン
フ
ラ
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
る
上
で
、
下
水
道
は
特
に

重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
に
精
通
し
た
地
元
企
業

と
の
連
携
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
三
条
市

で
も
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
２

期
目
は
、
地
元
企
業
と
の
Ｊ
Ｖ
で
受
託

し
ま
し
た
。

　

―
電
力
自
由
化
を
背
景
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
で
は
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
化
が
一
足
先
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

田
村
氏　

す
で
に
電
気
事
業
者
が
ガ

ス
を
売
り
、
ガ
ス
事
業
者
が
電
気
を
売

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
受
け
、
当

社
副
社
長
の
岡
本
浩
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
の
２
０
５
０
年
の
将
来
像
と
し

て
「
Ｕ
ｔ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
３
・
０
」
と
い

鼎談　「GaaS」（Gesuido as a Service）から考える下水道

加藤氏  下水道による資源・資金の地域循環
山下氏  地元企業との連携は必須
田村氏  デジタル化でマルチユーティリティに

う
概
念
を
打
ち
出
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
の
壁
が
な
く

な
り
、
融
合
し
て
い
く
こ
と
を
予
見
し

て
い
ま
す
（
図
３
）
。

　

政
府
が
掲
げ
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０

で
も
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が

り
、
知
識
や
情
報
が
共
有
化
さ
れ
る
未

来
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
個
別

の
イ
ン
フ
ラ
が
つ
な
が
り
、
設
備
運
用

が
効
率
化
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
な
姿
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
企
業
は
こ
う
し
た
社
会
の
大

き
な
変
化
に
対
応
で
き
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
は
Ｕ
ｔ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
３
・
０
を
構
成
す
る
重
要

な
領
域
の
１
つ
で
あ
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

―
富
士
市
の
案
件
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
統
合
は
あ
り
ま
す
か
。

　

田
村
氏　

富
士
市
で
は
下
水
処
理
場

に
お
け
る
電
気
設
備
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
み
で
す
が
、
東
京
電
力
グ

ル
ー
プ
全
体
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー

ス
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
下
水
道
事
業
で
で
き

る
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

―
下
水
道
を
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
化
の
中
で
と
ら
え
直
す
こ
と
で
、

下
水
道
事
業
の
あ
り
方
は
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
か
。

　

加
藤
氏　

冒
頭
で
、
下
水
道
事
業
の

「
目
的
」
は
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ

れ
を
実
現
す
る
「
素
材
」
が
設
備
や
機

器
な
ど
の
モ
ノ
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
そ
の
も
の
の
目
的
達
成
を

考
え
る
視
点
で
す
。

　

こ
れ
を
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で

考
え
る
と
、
「
目
的
」
は
地
域
経
営
で

あ
り
、
下
水
道
は
目
的
達
成
の
た
め
の

「
素
材
」
の
１
つ
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
今
後
は
地
域
経
営
と

い
う
目
的
達
成
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
ラ

と
い
う
素
材
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る

か
、
そ
の
中
で
下
水
道
に
何
が
で
き
る

の
か
、
と
い
う
視
点
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

下
水
道
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
可
能

性
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
お
カ
ネ
を

か
け
て
捨
て
て
い
た
汚
泥
か
ら
価
値
を

生
み
出
し
、
資
源
と
お
金
を
地
域
で
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
汚
泥
発
電

の
事
例
は
あ
り
ま
す
が
、
電
気
を
大
手

電
力
会
社
に
売
電
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

お
カ
ネ
は
域
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

農
業
に
お
い
て
も
な
る
べ
く
肥
料
を

地
域
外
か
ら
買
わ
ず
、
汚
泥
肥
料
を
域

内
で
循
環
利
用
さ
せ
た
方
が
良
い
。
地

域
循
環
の
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
地
域
経

営
に
貢
献
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

ド
イ
ツ
に
は
下
水
道
や
電
気
な
ど
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
統
合
的
に
整
備
・
運

営
す
る
公
益
企
業
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
例
を
見
る

と
、
イ
ン
フ
ラ
統
合
に
よ
っ
て
管
理
コ

ス
ト
を
縮
減
で
き
る
こ
と
は
間
違
い
な

さ
そ
う
で
す
。
一
方
で
、
ど
の
よ
う
な

付
加
価
値
を
作
り
出
せ
る
の
か
に
つ
い

て
、
私
自
身
も
明
確
な
答
え
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。
日
本
版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
の
研
究
が
必
要
で
す
。

　

―
加
藤
さ
ん
か
ら
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
地
産
地
消
す
べ
き
と
い
う
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
大
手
電
力
会
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
相
容
れ
な
い
考
え
方

の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
。

　

田
村
氏　

必
ず
し
も
対
立
軸
だ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

市
の
ハ
ン
マ
ル
ビ
ー
・
シ
ョ
ー
ス
タ
ッ

ド
地
区
で
は
、
下
水
・
廃
棄
物
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

半
分
を
賄
う
目
標
を
掲
げ
、
下
水
道
か

ら
取
り
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
地
域

冷
暖
房
や
市
バ
ス
な
ど
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
け

ば
、
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
、
地
域
経

営
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
こ
と
こ
そ
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
パ
シ
コ
ン
の
子
会
社
に
は
小
売

電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
が
あ
り
、
地

域
経
営
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
ね
。

　

山
下
氏　

自
治
体
と
地
元
企
業
と
一

緒
に
設
立
し
た
Ｐ
Ｐ
Ｓ
が
10
社
あ
り
、

利
益
の
一
部
を
自
治
体
の
政
策
実
現
の

た
め
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
政
策
へ
の
還
元
は
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
例
え
ば
管
路
管
理
の
包
括
委

託
や
管
路
点
検
の
た
め
に
新
規
予
算
を

組
む
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
こ
の
よ
う

な
事
業
で
得
た
利
益
を
還
元
す
る
こ
と

も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

加
藤
氏　

官
民
連
携
な
ど
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
の
持
続
を
考
え
る
際
、
今
は
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
だ
け
が
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ

れ
る
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
寂
し
い
で
す
し
、
民
間
の
活
躍
の

場
を
狭
め
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
日
本

版
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
を
考
え
る
な

ら
、
山
下
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

利
益
を
生
む
事
業
と
の
組
み
合
わ
せ
は

必
要
で
す
よ
ね
。

　

山
下
氏　

企
業
の
持
続
、
ひ
い
て
は

社
会
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
の
た

め
に
も
、
利
益
を
生
み
出
す
事
業
と
の

組
み
合
わ
せ
は
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

　

―
パ
シ
コ
ン
は
道
の
駅
な
ど
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
提
供
す
る
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
サ
ル
に
は
見
ら
れ
な

い
事
業
展
開
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
化
の
１
つ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

山
下
氏　

当
社
自
ら
が
事
業
者
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
「
サ

ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
」
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
管
路
の
包
括

委
託
を
は
じ
め
、
高
松
空
港
の
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
や
公
園
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
ウ
エ
ル
ネ

ス
、
道
の
駅
の
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
運
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

テ
ー
マ
２  

地
域
経
営
と
イ
ン
フ
ラ
統
合
化

図２　�現場点検による劣化度合いを５段階のメッシュ図で示した
　　　ハザードマップイメージ（パシフィックコンサルタンツ提供）

（
７
面
よ
り
続
く
）

　

ま
た
、
効
率
性
を
実
現
す
る
た
め
に

官
民
連
携
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

き
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
「
誰
」
が
担

う
の
か
、
そ
の
主
体
も
変
わ
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
今
ま
で
は
民
間
が
モ
ノ
を

自
治
体
に
売
り
、
自
治
体
が
そ
の
モ
ノ

を
使
っ
て
住
民
に
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
民
間

が
住
民
に
直
接
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
う
な
っ

た
時
、
今
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

―
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
（
以
下
、
パ
シ
コ
ン
）
は
静
岡
県
富

士
市
で
管
路
管
理
に
関
す
る
包
括
業
務

を
請
け
負
い
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
成

果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
か
。

　

山
下
氏　

管
路
は
下
水
道
資
産
の

７
、
８
割
と
い
う
膨
大
な
ス
ト
ッ
ク
量

で
あ
る
上
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
地
上
か
ら
劣
化
状
況
を
把
握
で
き

な
い
難
し
さ
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
管

理
は
事
後
対
応
が
主
流
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
維
持
管
理
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
は
机
上
デ
ー
タ
だ
け
で
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
す
が
、
現
場
の
実
態
と
乖
離

す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
管
路
管
理
を
効
率
化
す
る
に
は
、

予
防
保
全
型
へ
の
移
行
は
必
須
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
富
士
市
で
は
、
当
社
の
社
員

が
現
場
ま
で
点
検
に
行
き
、
管
路
の
実

態
を
把
握
し
て
い
ま
す
（
写
真
）
。
富

士
市
の
実
態
に
即
し
た
独
自
の
点
検
基

準
の
作
成
や
そ
の
結
果
の
分
析
評
価
を

基
に
、
管
路
の
劣
化
状
態
を
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
図
２
）
で
見
え
る
化
し
、
ど

こ
か
ら
着
手
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

す
べ
き
か
の
優
先
順
位
付
け
を
し
、
予

防
保
全
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
て
毎
年
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
な
が
ら
、
富
士
市
に
し
か
適
用

で
き
な
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
で
き
る
の
は
、
５

年
間
と
い
う
複
数
年
契
約
か
つ
包
括
的

な
委
託
だ
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
各
地
で
管
路
の
老
朽

化
が
進
み
ま
す
。
効
率
的
に
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェ
ン
ス
を
行
い
、
自
治
体
の
予
算

と
予
防
保
全
の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
バ

　

―
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
持

続
さ
せ
る
か
。
下
水
道
関
係
者
が
下
水

道
の
中
だ
け
で
考
え
て
い
て
も
、
最
適

解
に
行
き
つ
く
こ
と
は
難
し
い
。
東
京

電
力
の
よ
う
な
他
の
イ
ン
フ
ラ
業
界
と

交
わ
る
こ
と
で
、
発
想
や
選
択
肢
が
広

が
り
、
思
い
が
け
な
い
答
え
を
導
き
出

ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要

で
す
。
古
い
モ
ノ
全
て
を
改
築
す
る
の

で
は
な
く
、
古
く
て
も
使
え
る
モ
ノ
は

使
い
、
点
検
や
部
分
修
繕
だ
け
で
済
む

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
最
少
化
と
市
域
の
全
体
最
適
化
を

図
る
こ
と
は
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
持

続
、
ひ
い
て
は
住
民
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

　

加
藤　

コ
ン
サ
ル
が
現
場
で
点
検
さ

れ
て
い
る
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
取

り
組
み
で
驚
き
ま
し
た
。
建
設
の
時
代

は
設
計
指
針
通
り
に
設
計
す
れ
ば
、
誰

で
も
ど
こ
で
も
同
じ
モ
ノ
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
は
す
で
に
モ
ノ
は
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
＂
モ
ノ
を
ど
う
使

う
か
＂
で
す
。
建
設
の
時
代
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
考
え
方
や
提
案
が
求
め
ら

れ
ま
す
ね
。

　

―
東
京
電
力
は
こ
れ
ま
で
も
モ
ノ

を
使
っ
て
電
力
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
に
お
け

る
モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
の
シ
フ
ト
を
ど
う

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

田
村
氏　

社
会
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
が

「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
へ
と
変
化
す

る
中
、
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
も
大
き
く
変
化

し
て
き
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
電
気
事
業
で
培
っ
た
＂
モ
ノ

を
使
う
＂
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
下
水

道
事
業
で
も
生
か
せ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

電
気
事
業
で
は
下
水
道
に
先
ん
じ
て

設
備
の
老
朽
化
に
直
面
し
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す
る

Ｔ
Ｂ
Ｍ
（
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ド
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
）
か
ら
、
設
備
の
劣
化
状
況
に
応

じ
た
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ベ
ー

ス
ド
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
に
移
行
す
る
な

ど
、
カ
イ
ゼ
ン
に
よ
り
徹
底
的
な
効
率

化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
下
水
道
事
業
で

当
社
初
の
実
績
と
な
っ
た
富
士
市
の
下

水
処
理
場
に
お
け
る
電
気
設
備
の
管
理

に
活
用
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
頻
度
の
見

直
し
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
一
定
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
送
電
線
や
配
電
線
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
使
っ
て
電
気
を
提
供
し
て
お

り
、
管
路
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
上
下
水
道
事
業
と
類
似
し
て
い
ま

す
。
当
社
社
員
は
停
電
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
仕

事
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
途
絶
え
さ
せ

て
は
い
け
な
い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
上
下
水
道
事
業
と
マ
イ
ン
ド
、
価
値

観
も
共
通
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人

口
減
少
、
設
備
老
朽
化
、
技
術
者
不
足

な
ど
、
共
通
す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
か
ら
は
大
量
の
下

水
汚
泥
が
発
生
し
ま
す
が
、
仮
に
こ
の

汚
泥
全
量
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
す
る
と

40
億
㌔
㍗
時
／
年
、
約
１
１
０
万
世
帯

の
年
間
電
力
消
費
量
に
も
相
当
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
両
事
業
の
親
和
性
は
極
め

て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
当
社
の
下

水
道
事
業
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
で
は
な

い
見
方
で
下
水
道
事
業
を
と
ら
え
直

し
、
異
業
種
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
で
こ

れ
ま
で
と
は
違
う
新
し
い
価
値
や
や
り

方
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

加
藤
氏　

下
水
道
業
界
は
自
治
体
に

モ
ノ
を
売
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
や
っ

て
き
ま
し
た
が
、
モ
ノ
の
需
要
が
漸
減

す
る
中
で
は
限
界
が
見
え
て
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
異

業
種
な
ら
で
は
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
当

て
て
、
下
水
道
事
業
を
と
ら
え
直
す
こ

と
は
重
要
で
す
ね
。

↖
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―
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
仕
組
み
に
な
る
と

す
る
な
ら
、
そ
こ
に
関
わ
る
企
業
内
部

に
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
人
材
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
本
鼎
談
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
下
水
道
」
、

地
域
経
営
の
た
め
の
下
水
道
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、

従
来
の
下
水
道
業
界
と
は
異
な
る
人
材

や
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

加
藤
氏　

国
土
交
通
省
下
水
道
部
は

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
る
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
、
確
か
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は

育
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
後
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い

う
よ
り
も
、
分
野
と
分
野
、
自
治
体
と

民
間
、
人
と
人
な
ど
多
様
な
主
体
と
主

体
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が

必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
分
か
り
や

す
く
言
う
と
、
飲
み
会
の
幹
事
役
を
や

れ
る
人
か
な
（
笑
）

　

試
験
問
題
を
与
え
ら
れ
、
良
い
回
答

を
書
け
る
人
材
だ
け
で
も
だ
め
。
自
ら

問
題
を
見
つ
け
、
調
査
し
て
答
え
を
探

せ
る
よ
う
な
人
材
の
育
て
方
を
し
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
時
に
は
ト
レ

ー
ド
オ
フ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ

を
う
ま
く
調
整
で
き
る
セ
ン
ス
の
あ
る

人
材
が
必
要
で
す
。
大
学
で
の
教
育
も

含
め
て
考
え
直
す
べ
き
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

―
パ
シ
コ
ン
で
は
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
と
い
う
新
し
い
事
業
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
求
め
る
社
員

像
や
ス
キ
ル
に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

　

山
下
氏　

当
社
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
業
務
で
は
日
本
最
多
の
実
績

が
あ
り
、
財
務
や
法
務
に
詳
し
い
専
門

部
署
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
を

担
う
社
員
が
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
持
た

な
く
て
良
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
下
水
道
の
基
幹
技
術
に
関
し
て

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
当
然

と
し
て
、
最
低
限
の
財
務
と
法
務
の
知

識
は
必
要
で
す
。

　

最
近
は
、
コ
ン
サ
ル
部
門
か
ら
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
部
門
に
異
動
す
る

社
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
経
済
学
部
や

法
学
部
の
出
身
者
も
い
ま
す
が
、
大
半

は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
。

　

私
自
身
は
上
下
水
道
の
技
術
部
門
で

15
年
ほ
ど
勤
め
、
そ
の
後
に
官
民
連
携

の
部
門
に
異
動
し
、
数
年
前
か
ら
サ
ー

ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
の
部
署
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
て
み
て
感
じ

る
こ
と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

説
明
力
、
交
渉
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
力
、
地
元
企
業
な
ど
と
の
調
整
力

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

田
村
氏　

電
気
事
業
は
今
、
人
口
減

少
（
Ｄ
ｅ
ｐ
ｏ
ｐ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）

・
脱
炭
素
化
（
Ｄ
ｅ
ｃ
ａ
ｒ
ｂ
ｏ
ｎ
ｉ

ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
・
自
由
化
（
Ｄ
ｅ
ｒ

ｅ
ｇ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
・
デ
ジ
タ
ル

化
（
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
・
分
散
化
（
Ｄ
ｅ
ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ

ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
と
い
う
「
５
つ

の
Ｄ
」
に
直
面
し
、
大
き
な
転
換
点
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
対
応
す
る

た
め
に
、
海
外
展
開
や
新
し
い
事
業
領

域
へ
の
参
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
水

道
事
業
へ
の
参
入
は
そ
の
一
環
で
す
。

　

停
電
さ
せ
な
い
と
い
う
使
命
感
は
持

っ
た
ま
ま
で
、
さ
ら
に
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
、
社

員
全
員
に
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
を
担
う
責
任
感
と
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
く
気
概
を
持
ち
、
挑
戦
者

と
し
て
大
転
換
期
に
臨
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

う
れ
し
い
こ
と
に
、
新
し
い
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
今
ま
で
と
は
違
う
部
分

の
脳
を
使
っ
て
考
え
る
社
員
が
増
え
て

き
た
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
頼
も
し
い
若
手
が
出

て
き
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
限
り
で

す
。

　

山
下
氏　

（
大
き
く
う
な
づ
く
）

　

―
東
日
本
大
震
災
後
に
は
人
材
が

流
出
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
世
論
の

風
当
た
り
が
強
い
中
、
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
維
持
は
容
易
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

田
村
氏　

若
手
社
員
に
は
、
東
京
電

力
で
な
ぜ
仕
事
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の

か
、
入
社
し
た
時
の
気
持
ち
、
原
点
に

立
ち
返
ろ
う
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
経

鼎談　「GaaS」（Gesuido as a Service）から考える下水道

テ
ー
マ
３  

社
会
変
革
が
も
た
ら
す
人
材
変
革

加
藤
氏  〝
飲
み
会
の
幹
事
役
〟的
人
材
の
育
成
を

山
下
氏  

Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
財
務
・
法
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

田
村
氏  

全
社
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
必
要

営
環
境
は
確
か
に
厳
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
イ
ン
フ
ラ
を
担
う
使
命
感
は
不
変

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
こ
の
先
、
事
業
環
境
の
変
化

に
伴
い
仕
事
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
未
来
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
変
わ
る
こ
と
は
楽
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
仕
事

と
し
て
の
お
も
し
ろ
み
が
増
し
、
従
来

で
あ
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
挑

戦
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
、
そ
う

考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

―
会
社
が
変
わ
っ
て
い
く
中
、
経

営
層
の
マ
イ
ン
ド
を
社
員
に
浸
透
さ
せ

る
こ
と
は
難
し
い
。
パ
シ
コ
ン
で
は
ど

う
や
っ
て
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　

山
下
氏　

社
長
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
を

や
っ
て
い
こ
う
、
と
い
う
こ
と
を
自
ら

の
言
葉
で
社
員
に
発
信
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
結
果
は
す
ぐ
に
出
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
途
中
で
や
め
れ
ば
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
を
長
い
目
で
見

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
富
士
市
や
千
葉
県
柏

市
で
は
、
下
水
道
に
お
い
て
も
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
が
徐
々
に
形
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
が
基
幹
事
業
で
あ
り
、
収

益
も
多
い
で
す
が
、
社
長
を
は
じ
め
全

社
的
に
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業

を
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
会
社
が
事
業

継
続
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ
る
こ

と
が
、
社
員
の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
事
業
は
地
域
経
営
に
と

っ
て
も
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
に
と
っ
て

も
、
下
水
道
業
界
に
と
っ
て
も
は
必
要

だ
と
考
え
、
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。

　

―
自
治
体
の
マ
イ
ン
ド
は
ど
う
で

す
か
。

　

加
藤
氏　

ま
ず
は
下
水
道
の
組
織
ト

ッ
プ
の
意
識
改
革
か
ら
始
め
る
べ
き
で

し
ょ
う
ね
。
リ
ー
ダ
ー
自
ら
が
、
今
後

の
下
水
道
事
業
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
て
若
手
に
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

―
そ
の
個
人
版
の
下
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
も
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
考
え

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

加
藤
氏　

今
ま
さ
に
、
モ
ノ
づ
く
り

の
時
代
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
時
代
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
事
業
の
長

い
歴
史
の
中
で
、
今
は
初
め
て
と
言
え

る
ほ
ど
の
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
モ
ノ
づ
く
り
の
考
え

方
や
や
り
方
は
、
今
後
は
通
用
し
な
い

で
し
ょ
う
。

　

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
民
間
活
用

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
、
大
変

革
へ
の
対
応
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
官
民
連
携
に
お
い
て

は
、
民
間
を
ど
う
評
価
す
る
か
、
の
部

分
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
民
間
評

価
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
規
程
）
作

り
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。

　

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

　

コ
ア
事
業
で
あ
る
下
水
道
計
画

や
都
市
計
画
、
交
通
計
画
、
官
民

連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
な
ど
で
蓄
積
し

た
コ
ン
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
強
み
を
生
か

し
、
ハ
コ
モ
ノ
を
含
め
イ
ン
フ
ラ
全
体

を
ト
ー
タ
ル
で
運
営
す
る
こ
と
で
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
し
い

事
業
を
生
み
出
し
て
い
け
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
い
う
よ
り
も
、
生
み
出
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が
、

70
年
近
く
に
わ
た
っ
て
公
共
事
業
で
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
当
社
の

使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事

業
を
通
し
て
、
常
に
地
元
企
業
と
連
携

し
、
地
域
経
営
の
一
端
を
担
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

は
、
机
上
で
計
画
を
立
案
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
ら
事
業
運
営
を
し
て
経
験

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
む
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
考
え
方

を
含
め
、
持
続
可
能
な
地
域
経
営
、
ま

ち
づ
く
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
事
業
展
開
を

す
る
こ
と
は
、
地
元
住
民
の
た
め
に
も

な
り
ま
す
。
当
社
の
コ
ン
サ
ル
事
業
に

も
受
注
機
会
が
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ま
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
事
業
が
創
出
さ
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に

地
域
の
持
続
に
つ
な
が
る
。
地
域
の
住

民
、
自
治
体
、
当
社
の
三
方
良
し
で
、

み
ん
な
が
持
続
す
る
好
循
環
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

自
治
体
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
立

場
で
地
域
経
営
に
携
わ
る
こ
と
が
理
想

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
段

階
で
す
。

　

―
地
域
経
営
以
外
に
は
、
ど
の
よ

う
な
価
値
が
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
で
し
ょ
う
か
。

　

田
村
氏　

リ
ソ
ー
ス
を
シ
ェ
ア
で
き

る
の
で
、
効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
策
な
ど
で
も

選
択
肢
が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

一
方
で
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
ア

ジ
ア
で
は
人
口
が
増
え
、
都
市
化
が
進

ん
で
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
・
廃
棄

物
・
交
通
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
課

題
が
一
気
に
顕
在
化
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
政
府
は
今
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
国
内

の
課
題
を
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と

い
う
形
で
解
決
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
含
め
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

イ
ン
フ
ラ
輸
出
で
き
る
可
能
性
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

―
今
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
モ
ノ
中
心
か
つ
各
イ
ン
フ

ラ
個
別
の
対
応
に
見
え
ま
す
。
コ
ト
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
で
き
れ
ば
、
世
界
的
な

課
題
の
解
決
に
よ
り
貢
献
で
き
そ
う
で

す
。

　

加
藤
氏　

危
機
管
理
の
強
化
や
海
外

展
開
の
可
能
性
は
大
い
に
期
待
で
き
そ

う
で
す
ね
。

　

マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
を
進
め
る

に
は
、
地
域
経
営
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
首

長
の
理
解
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
マ

ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
多
面
的
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
首
長
の
関
心
も
高
ま
る

で
し
ょ
う
。
山
下
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
地
元
企
業
と
の
連
携
が
進
む
な

ら
ば
尚
更
で
す
。

　

そ
も
そ
も
地
域
経
営
を
一
気
に
改
善

す
る
よ
う
な
大
発
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
地
域
に
入
り
込
み
、
地
元
の

人
で
は
気
づ
き
に
く
い
価
値
あ
る
も
の

や
、
宝
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

産
業
界
に
は
宝
探
し
の
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
く
予
感
が
し
ま
す
。
と
り
わ

け
東
京
の
大
手
企
業
に
は
、
地
元
企
業

を
育
て
る
役
割
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

山
下
氏　

＂
育
て
る
＂
と
い
う
よ

り
、
連
携
し
て
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

田
村
氏　

現
状
の
事
業
の
枠
組
み
を

超
え
て
未
来
志
向
で
イ
ン
フ
ラ
を
形
成

す
る
時
代
に
な
る
と
、
マ
ル
チ
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
は
異
分
野
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ

な
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
広
域
化
に
よ
っ

て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
＂
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
的
＂
な
役
割
を
担
う
存
在
に

な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
治
体
職
員
に
も
気
概
を
持
っ
て
、
か

つ
楽
し
ん
で
、
こ
の
大
転
換
期
に
臨
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
大
転
換
期
を
乗
り
切
り
、
新
し

い
価
値
を
創
造
し
、
地
域
経
営
に
貢
献

し
て
い
く
に
は
、
多
様
な
人
材
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
人
材
の
争
奪
戦
は
激

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ

ー
と
い
っ
た
新
し
い
職
業
が
生
ま
れ
、

魅
力
的
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

続
々
と
誕
生
す
る
中
、
下
水
道
は
分
が

悪
く
、
下
水
道
で
働
き
た
い
と
い
う
人

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
を
集
め
る

取
り
組
み
も
重
要
で
す
。

　

田
村
氏　

下
水
道
は
い
わ
ゆ
る
静
脈

産
業
で
す
が
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

創
出
で
き
る
点
か
ら
す
れ
ば
動
脈
的
な

要
素
も
備
え
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
で
動
脈
イ
ン
フ
ラ
と
静
脈

イ
ン
フ
ラ
が
つ
な
が
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
魅
力
を
見
出
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
仕
事
を
通
じ
て
社
会
課
題

を
解
決
し
た
い
と
い
う
若
い
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
過
去
の
延

長
線
上
で
は
な
く
、
新
し
い
視
点
で
下

水
道
事
業
を
再
定
義
し
、
新
し
い
こ
と

に
取
り
組
め
る
チ
ャ
ン
ス
や
魅
力
を
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、
若
い
人
の
関
心
を

集
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

山
下
氏　

14
年
に
、
今
後
10
年
程
度

で
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
を
概
成
す
る
構

想
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

５
年
が
経
過
し
、
あ
と
５
年
後
に
は
10

年
概
成
の
目
標
期
日
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
頃
に
は
下
水
道
整
備
は
終
わ
り
、
間

違
い
な
く
管
理
の
時
代
、
サ
ー
ビ
ス
の

時
代
に
変
わ
り
ま
す
。
管
理
や
運
営
に

重
心
を
移
し
た
人
材
は
必
須
で
す
。

　

ま
た
、
今
よ
り
も
っ
と
民
間
が
関
与

で
き
る
間
口
が
広
が
っ
て
い
く
と
す
る

な
ら
ば
、
今
よ
り
も
っ
と
多
様
な
人
材

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
社
と
し
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
官
民

連
携
、
マ
ル
チ
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
へ
と

事
業
展
開
し
、
で
き
る
だ
け
広
く
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
材
が
各
自
の
ス
キ

ル
を
生
か
せ
る
場
、
そ
し
て
多
く
の
人

に
下
水
道
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
場
を
創
出
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

加
藤
氏　

こ
れ
か
ら
世
界
で
は
水
・

食
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
な
問
題
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ト
ー
タ
ル
で
解
決

で
き
る
可
能
性
を
下
水
道
事
業
は
秘
め

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
こ
ま
で
議
論
し
て
き
た
よ

う
に
、
地
域
経
営
に
貢
献
で
き
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
な
の
に
ロ
ー
カ

ル
に
解
決
策
が
あ
っ
た
り
、
ロ
ー
カ
ル

な
事
業
な
の
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に

も
貢
献
で
き
た
り
す
る
。
そ
れ
が
下
水

道
の
魅
力
で
す
。

　

若
い
人
に
は
、
こ
う
伝
え
た
い
で

す
。

　

「
一
緒
に
下
水
道
の
宝
を
探
し
に
行

こ
う
よ
！
」

　

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

図３　�「Utility3.0」の概念図。2050年にはデジタル化によってインフラ事業者の壁が
なくなり、融合していくことを予見している（東京電力パワーグリッド提供）
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昨年の「下水道展’18北九州」には約３万5000人が来場した

パブリックゾーンは親子連れが多く訪れた

下水道展，19横浜
８月６～９日 パシフィコ横浜

３
４
６
社
・
団
体
、１
０
９
８
小
間
出
展

「
下
水
道
、く
ら
し
を
支
え
、未
来
を
拓
く
」

特
別
企
画「
自
然
災
害
と
下
水
道
」も

　

下
水
道
展
は
、
主
に
自
治
体
な
ど
の

下
水
道
管
理
者
を
対
象
に
、
設
計
・
測

量
や
建
設
、
管
路
資
器
材
、
下
水
処

理
、
維
持
管
理
な
ど
の
技
術
・
機
器
を

展
示
・
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
展
示
は

分
野
別
に
分
か
れ
て
お
り
「
下
水
処

理
」
「
管
路
資
器
材
」
「
維
持
管
理
」

「
建
設
」
「
設
計
・
測
量
」
な
ど
の
各

ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
る
。
注
目
は
、
ア

ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
一
般
来

場
者
向
け
の
体
験
型
展
示
ゾ
ー
ン
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
」
だ
。

　

下
水
道
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｇ
Ｋ

Ｐ
）
が
企
画
協
力
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ

ー
ン
で
は
、
東
京
・
神
奈
川
な
ど
の
８

自
治
体
が
共
同
で
企
画
・
展
示
す
る

「
ス
イ
ス
イ
下
水
道
研
究
所
」
を
設
置

す
る
。

　

参
加
す
る
の
は
、
①
横
浜
市
②
埼
玉

県
③
東
京
都
④
神
奈
川
県
⑤
小
平
市
⑥

川
崎
市
⑦
相
模
原
市
⑧
大
阪
市
の
８
都

府
県
市
。
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
加

え
て
、
屋
外
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
大
量

発
生
チ
ュ
ウ
２
０
１
９
」
を
企
画
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
恒
例
の
、
「
Ｖ
Ｒ
下

水
道
展
」
も
合
わ
せ
て
開
催
す
る
。
３

６
０
度
Ｖ
Ｒ
カ
メ
ラ
で
会
場
を
撮
影

し
、
会
場
内
や
各
ブ
ー
ス
の
様
子
が

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ

ー
」
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
出
展
社
情

報
も
紐
付
け
、
各
ブ
ー
ス
の
映
像
と
表

示
す
る
。

　

同
展
の
共
催
行
事
・
併
催
企
画
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
企
画
の
日

程
・
会
場
・
内
容
は
左
記
の
通
り
。　

　

併
催
行
事
や
併
催
企
画
の
参
加
に
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。
参
加
登
録

・
申
し
込
み
は
同
展
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
。

併催行事
〈第56回下水道研究発表会〉
日時＝８月６日（火）～８日（木）
会場＝展示ホール前・会議センター３～５階
内容＝
①８月６日（火）
　９時30分～　下水道展・下水道研究発表会合

同開会式
　13時～14時　特別講演（無料）前田正博氏

（日本大学客員教授）
　15時～17時　パネルディィスカッション（無

料）
　12時30分～16時55分　口頭発表部門
②７日（水）
　10時～17時15分　口頭発表部門
　12時30分～14時　ポスター発表部門
　17時30分～18時30分　交流会（有料）
③８日（木）
　９時30分～17時05分　口頭発表部門
　11時45分～12時　ポスター発表部門表彰式

〈第34回下水道都道府県セミナー（有料）〉
日時＝８日（木）・９日（金）
会場＝会議センター315・311～314
参加対象：都道府県の一般職員60名程度

併催企画
〈包括的民間委託に関するシンポジウム〉
日時＝７日（水）９時30分～12時20分
会場＝会議センター501ルーム
内容＝「包括的民間委託」のガイドラインの概
要説明と導入課題の報告など。
募集人数＝190名
〈下水道における微量物質等への取組～マイク
ロプラスチック問題を考える〉
日時＝７日（水）10時～12時
会場＝会議センター511・512ルーム
内容＝下水道の処理対象物への取り組みのあり
方を探る。
募集人数＝70名
〈「ストックマネジメントの実践」についての
セミナー〉
日時＝７日（水）10時～12時10分
会場＝アネックスホール（別館）Ｆ205・Ｆ206
ルーム
募集人数＝300名

内容＝
（１）講演
①開会あいさつ：長谷川健司氏（日本下水道管

路管理業協会会長）
②事例発表：横浜市、川崎市、横須賀市など
③講演内容：管路の管理・計画・活用について
〈下水道経営を考えるシンポジウム'19～下水
道を魅力ある地域の拠点として再生〉
日時＝７日（水）13時30分～16時
会場＝会議センター503ルーム
募集人数＝350名
内容＝
（１）基調講演
①講演者：吉澤正宏氏（国土交通省下水道部下

水道事業課事業マネジメント推進室長）
②講演内容：下水道リノベーションについて
（２）事例発表
①発表者：堺市、豊橋市、鶴岡市
②発表内容：下水道事業の施策や取り組み
（３）パネルディスカッション
①コーディネーター：鈴木延明氏（国土交通省

下水道部下水道企画課管理企画指導室長）
②パネリスト：堺市、豊橋市、鶴岡市、国交省
③パネルディスカッション内容：下水道資源の

活用など
〈全国上下水道コンサルタント協会における防
災・減災・安全への取り組み〉
日時＝７日（水）14時～16時
会場＝会議センター501ルーム
募集人数＝180名
①講演者：古屋敷直文氏（技術・研修委員会委

員）、山本整氏（災害時支援者育成小委員会
委員長）

②講演内容：雨水管理の計画と支援マニュアル
について

〈Ｂ‐ＤＡＳＨガイドライン説明会〉
日時＝７日（水）13時～16時
会場＝会議センター502ルーム
募集人数＝150名
内容＝自治体を対象に、2016年度採択のＢ-Ｄ
ＡＳＨプロジェクト技術の導入・実施事例につ
いて紹介する。
〈下水道管路ストックマネジメントの実践〉
日時＝８日（木）10時～11時30分
会場＝会議センター501ルーム
募集人数＝180名
内容＝下水道管路ストックマネジメント計画、

マンホールトイレ設計事例、マンホール蓋のＪ
ＩＳ改訂について
講演者＝野村誉久氏（管路診断コンサルタント
協会技術委員）、根岸智和氏（管路診断コンサ
ルタント協会技術委員）、手嶋泰三氏（日本グ
ラウンドマンホール工業会グラウンドマンホー
ル維持管理推進委員）
〈ＪＳ技術報告会〉
日時＝８日（木）13時～15時
会場＝会議センター414、415ルーム
募集人数＝75名
内容＝基調講演を踏まえ、地方公共団体の方に
向けた災害支援、政策形成支援、人材育成など
講演者＝ＪＳ理事
〈市民科学シンポジウム～地域の未来のための
協働〉
日時＝８日（木）13時30分～15時40分
会場＝会議センター502ルーム
募集人数＝150名
内容＝
（１）講演
①講演者：白崎亮氏（国土交通省水管理・国土

保全局下水道部流域管理官）、小堀洋美氏
（市民科学プロジェクト座長、東京都市大学
特別教授）

（２）パネルディスカッション
①コーディネーター：阿部恭二氏（21世紀水倶

楽部副理事長）
　パネルディスカッション内容：下水道に関す
る活動団体と行政の事例発表
〈第５回アジア水の再利用シンポジウム〉
日時＝９日（金）９時～17時
会場＝会議センター414、415ルーム
募集人数＝100名
内容＝水の再利用に関する施策面や技術面の課
題など
〈都市浸水リスクのリアルタイム管理・制御へ
の挑戦〉
日時＝９日（金）10時～12時
会場＝会議センター413ルーム
募集人数＝120名
内容＝
管渠水位のリアルタイムセンシングやデータ同
化技術を活用した都市浸水対策について鶴見川
流域の研究開発で得られた成果に基づいて発表
する。
講師＝古米弘明氏、渋尾欣弘氏、石井智博氏

〈「下水道×謎解き」下水道クエスト〉
日時＝９日（金）10時～16時
会場＝会議センター304ルーム
募集人数＝300名
内容＝会場内の展示ブースで、下水道の仕組み
についてのクイズに答える。
〈災害時のトイレ・下水道フォーラム～集合住
宅でのトイレ対策を実践から学ぼう〉
日時＝９日（金）12時～16時
会場＝アネックスホールＦ205・Ｆ206ルーム
募集人数＝150名
内容＝
講師：新田巧氏（横浜市環境創造局下水道管路
部管路保全課長）、市川ゆかり氏（マンション
居住者・防災トイレアドバイザー）、宮良拓百
氏（日本建築設備診断機構）
講演内容：集合住宅における給排水設備の仕組
みや災害時の対策事例
〈下水道’19横浜テクニカルツアー〉（公共
団体のみ）
日時＝７日（水）・８日（木）13時～17時
内容＝市内の下水道施設や観光名所をめぐるバ
ス見学ツアー
Ａコース（７・８日）＝北部下水道センター／
ハマウィング
Ｂコース（７日）＝港北水再生センター／横浜
国際総合競技場

出展者プレゼンテーション
会場＝パシフィコ横浜展示ホール内ステージＡ
・Ｂ（参加無料・入退場自由）
　６日（火）▷管路情報協同組合（管渠施設、
処理施設調査の３Ｄ計測データ活用、11時30分
～、13時30分～、15時30分～）▷住友重機械エ
ンバイロメント（耐硫酸、耐震の新素材チェー
ン、14時30分～）▷Ｃａｍｂｉ ＧｒｏｕｐＡ
Ｓ（13時～）▷フジクリーン工業（工場製作型
極小規模処理施設、14時～）▷下水道既設管路
耐震技術協会（管路施設の耐震化と非開削工
法、15時～）
　７日（水）▷スエヒロシステム（水中軸受の
延命化、10時30分～）▷横河ソリューションサ
ービス（データ活用技術、11時30分～）▷前澤
工業（現有施設の省スペース化、11時～）▷日
水コン（雨水管理支援システム、13時～）▷大
原鉄工所（バイオマス利活用、13時30分～）▷

住友重機械エンバイロメント（耐硫酸、耐震の
新素材チェーン、14時30分～、）▷ＮＪＳ（14
時～）▷堀場アドバンストテクノ（ポータブル
水質計、15時～）▷日本下水道新技術機構（審
査証明の新技術、15時30分～、16時～）
　８日（木）ワイエスアイナノテック（最適化
汚水処理、10時30分～）▷住友重機械エンバイ
ロメント（耐硫酸、耐震の新素材チェーン、11
時～、14時30分～）▷ハックウルトラ（排水の
オンライン測定、12時～）▷ＪＥＲコンクリー
ト補改修協会（施設延命化におけるジックボー
ド工法、13時～）▷月島機械（最新汚泥処理技
術、13時30分～）▷堀場アドバンストテクノ
（水質維持管理、14時～）▷Ｉｎｔｅｒｎａｔ
ｉｏｎａｌＴｒａｄｉｎｇ（亜臨界水処理技
術、15時～）▷日本下水道新技術機構（審査証
明の新技術、15時30分～、16時～）
　９日（金）▷豊国コンクリート工業（コンク
リートの新素材適用、11時30分～）▷コーレン
ス（パイプシステム、11時～）▷日科機バイオ
ス（流速計測器、12時～）

　

下
水
道
関
連
の
技
術
や
機
器
が
一
堂
に
会
す
る
「
下
水
道
展
＇19
横
浜
」

（
主
催
＝
日
本
下
水
道
協
会
）
が
８
月
６
日
〜
９
日
、
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
。
横
浜
で
の
開
催
は
11
年
ぶ
り
と
な
る
。
今
回
も

「
下
水
道
、
く
ら
し
を
支
え
、
未
来
を
拓
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
３
４
６
社
・

団
体
、
１
０
９
８
小
間
が
出
展
さ
れ
る
。
近
年
、
地
震
や
水
害
な
ど
大
規
模

な
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
展
示
会
で
は
「
自
然
災
害
と
下
水
道
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
特
別
企
画
も
行
わ
れ
る
。
展
示
会
に
は
４
日
間
で
４
万
５
千
人

が
来
場
す
る
見
込
み
だ
。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て

世
界
の
発
展
に
貢
献

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

横
浜
市
長 

林
　
文
子

下
水
道
の
魅
力
と

底
力
を
実
感
し
よ
う

―
―
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下
水
道
部
長 

植
松
　
龍
二

都
市
を
創
り
出
そ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
の
下
水
道
の
歴
史
は
古
く
、

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
、
日
本
で

初
め
て
外
国
人
居
留
地
で
の
下
水
道
整

備
に
着
手
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
以
降
、
急

速
に
下
水
道
整
備
を
進
め
、
今
で
は
、

11
カ
所
の
水
再
生
セ
ン
タ
ー
、
２
カ
所

の
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
約
１
万
１

９
０
０
㌔
㍍
に
及
ぶ
下
水
道
管
な
ど
、

国
内
最
大
規
模
の
下
水
道
資
産
を
有
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
定
し
た
市

民
生
活
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
雨
水

幹
線
や
雨
水
調
整
池
の
整
備
に
よ
る
浸

水
対
策
、
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
や
被

災
時
の
ト
イ
レ
機
能
の
確
保
に
よ
る
地

震
対
策
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

近
年
で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な

ど
、
気
候
変
動
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る

自
然
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
う

雨
水
浸
透
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
っ

て
、
地
下
街
へ
の
浸
水
な
ど
都
市
型
の

浸
水
被
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、

被
害
を
最
小
化
・
回
避
す
る
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
市
で
は
、
下

水
道
事
業
と
ま
ち
づ
く
り
を
連
携
さ

せ
、
公
園
、
樹
林
地
、
農
地
な
ど
、
都

市
が
持
つ
「
雨
水
を
保
水
・
浸
透
さ
せ

る
機
能
」
を
高
め
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
の
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
２
０
５
０
年
を
見
据
え
て

温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
ゼ
ロ
（
脱
炭

素
化
）
を
目
指
す
「Zero Carbon 

Yokohama

（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ヨ
コ
ハ

マ
）
」
の
実
現
に
向
け
て
、
下
水
道
事

業
に
お
い
て
も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
・

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
横
浜
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
都
市
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
市

内
企
業
の
優
れ
た
技
術
を
活
用
し
て
、

「
公
民
連
携
に
よ
る
国
際
技
術
協
力
事

業
（
Ｙ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）
」
を
展
開
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
市
な
ど
で
、
下
水

道
分
野
で
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各

ゴ
ー
ル
達
成
に
欠
か
せ
な
い
取
組
で

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、
世

界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

横
浜
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

美
し
い
景
観
を
楽
し
め
る
大
都
市
で
あ

り
な
が
ら
、
身
近
に
自
然
が
広
が
る
魅

力
あ
ふ
れ
る
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
下

水
道
展
の
会
場
と
な
る
パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
か
ら
少
し
足
を
の
ば
せ
ば
、
世
界
最

大
級
の
横
浜
中
華
街
や
、
日
本
の
古
く

か
ら
の
居
酒
屋
文
化
を
楽
し
め
る
野
毛

エ
リ
ア
な
ど
、
多
彩
な
食
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
会
場
で
最
新
の
下
水

道
技
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ぜ
ひ
、
横
浜
の
歴
史
や
街
並
み
、

美
し
い
夜
景
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ど
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
下
水
道
を
取

り
巻
く
諸
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
官

民
連
携
や
広
域
化
・
共
同
化
な
ど
下
水

道
の
持
続
性
向
上
を
図
る
た
め
の
施

策
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
国
際
展
開
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
な
ど
成
長
戦
略
に
資
す
る
施
策

も
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年

は
豪
雨
や
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
多
発

し
、
年
末
に
は
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急

点
検
を
踏
ま
え
た
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対

策
」
を
政
府
全
体
で
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
目
に
見
え
る
効
果
を

上
げ
る
べ
く
、
浸
水
対
策
や
耐
震
化
な

ど
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
現
場
で
し
っ

か
り
と
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ら
を
支
え
る
技
術
の
確
立
と
進
歩
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
最
新
技
術
が
揃
う

の
が
下
水
道
展
で
す
。
私
が
政
策
展
開

の
上
で
重
視
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
実

践
」
と
「
発
信
」
が
あ
り
ま
す
が
、
出

展
者
に
と
っ
て
下
水
道
展
は
最
大
の

「
発
信
」
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
事

業
者
に
と
っ
て
新
た
な
「
実
践
」
へ
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
も
あ
る
の
で
す
。

最
新
技
術
の
活
用
や
、
技
術
と
技
術
の

融
合
が
新
し
い
時
代
の
下
水
道
に
向
け

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
契
機
と
な
り
、

下
水
道
事
業
を
さ
ら
な
る
発
展
に
導
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、
下
水
道
展
が
開
催
さ
れ
る
横

浜
市
は
、
幕
末
、
波
止
場
の
建
設
、
居

留
地
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
開
港
地

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
外
国
と
の
窓
口
と
し
て
の
性
格

か
ら
、
鉄
道
、
電
信
、
水
道
、
ガ
ス
な

ど
当
時
の
最
先
端
と
も
言
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
居
留
地
の
外
国
人
た
ち

は
、
産
業
の
発
展
と
と
も
に
汚
染
が
進

ん
だ
自
国
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
お

り
、
居
留
地
の
下
水
道
の
整
備
を
切
望

し
て
い
ま
し
た
。
居
留
地
の
下
水
道
整

備
は
明
治
２
年
に
着
手
さ
れ
、
明
治
４

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
日

本
の
近
代
化
の
表
舞
台
と
し
て
の
歴
史

を
持
つ
横
浜
市
に
お
い
て
、
令
和
の
幕

開
け
の
年
に
下
水
道
展
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
も
の
と
感
慨
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
展
は
日
本
の
下
水
道
界
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国
内
外
、
老
若
男

女
問
わ
ず
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
「
下
水
道
展
'19
横

浜
」
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
「
行
っ

て
」
「
見
て
」
「
体
験
す
る
」
こ
と
で

日
本
の
下
水
道
の
魅
力
と
底
力
を
実
感

さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
関
係
者
と
参
加

者
の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
あ
る
下
水
道

展
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

来
る
８
月
６
日
か
ら
４
日
間
に
わ
た

り
、
横
浜
市
の
み
な
と
み
ら
い
21
地
区

に
あ
る
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
」
で
「
下

水
道
展
'19
横
浜
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
に
関
す
る
最
新
の
技
術
が
結
集

す
る
展
示
会
が
、
11
年
ぶ
り
に
横
浜
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ

り
、
主
催
者
の
㈳
日
本
下
水
道
協
会
様

を
は
じ
め
、
開
催
に
当
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
出
展
い
た

だ
く
賛
助
会
員
の
皆
様
、
全
国
か
ら
御

来
場
さ
れ
る
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
の
皆
様
を
、
心
か
ら
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

横
浜
は
、
１
８
５
９
年
（
安
政
６

年
）
に
世
界
へ
港
を
開
き
、
今
年
、
開

港
１
６
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
時

は
、
わ
ず
か
１
０
０
戸
ほ
ど
の
小
さ
な

村
で
し
た
が
、
近
年
で
は
、
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
建
造
物

や
、
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
な
ど
近
未

来
的
な
街
区
が
共
存
す
る
魅
力
的
な
街

づ
く
り
を
進
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、
交
流
す
る
国
際
都
市
と

し
て
発
展
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
や
、
国
か
ら
選
定
さ
れ

た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
、

３
７
４
万
人
の
市
民
と
11
万
の
事
業
所

の
皆
様
と
連
携
し
、
少
子
高
齢
化
や
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
さ
ら
に
は
、
世
界

的
な
気
候
変
動
な
ど
、
都
市
の
成
熟
に

伴
う
課
題
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な

　

「
下
水
道
展
'19
横
浜
」
の
開
催
に
当

た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
在
、
国
民
の
約
８
割
が
恩
恵
を
受

け
る
下
水
道
は
、
国
民
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
社
会
資
本
と
し
て
定
着
し

近
年
に
な
く
充
実
し
た

情
報
・
技
術
を
結
集

―
― 

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
協
会
会
長（
岡
山
市
長
） 

大
森
　
雅
夫

め
る
た
め
の
積
極
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
年
の
下
水
道
展
で
は
、
特

別
企
画
と
し
て
「
自
然
災
害
と
下
水

道
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
特
別
展
示
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
講
演
を
行

い
ま
す
。

　

特
別
展
示
で
は
、
開
催
地
で
あ
る
横

浜
市
を
は
じ
め
札
幌
市
、
仙
台
市
、
岡

山
市
、
広
島
市
、
熊
本
市
の
ご
協
力
の

も
と
、
各
自
治
体
に
お
け
る
、
大
規
模

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
状
況
や
そ

の
後
の
対
策
等
を
写
真
や
映
像
、
イ
ラ

ス
ト
で
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
大
規
模
災
害
と
災
害
対

策
」
と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

や
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
国
土
交
通
省
、
札

幌
市
、
横
浜
市
、
岡
山
市
、
広
島
市
の

担
当
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
今
後
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

す
。

　

合
わ
せ
て
、
「
仙
台
市
南
蒲
生
浄
化

セ
ン
タ
ー
復
旧
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し

て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
東
北
総
合
事

務
所
長
の
金
子
照
人
氏
よ
り
、
東
日
本

大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
南

蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
わ
ず
か
３
年
半

で
処
理
運
転
の
開
始
ま
で
達
成
し
た
経

緯
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

す
。

　

小
学
生
を
中
心
と
し
た
一
般
来
場
者

向
け
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
で
は
、
横

浜
市
を
は
じ
め
埼
玉
県
、
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
小
平

市
、
大
阪
市
（
次
回
開
催
地
）
に
ご
出

展
い
た
だ
き
、
下
水
道
の
仕
組
み
や
資

源
利
用
等
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

す
。

　

併
催
企
画
に
お
い
て
は
、
包
括
的
民

間
委
託
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
16

本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
下
水
道
展
'19
横
浜
」
は
、
近
年
に

な
く
充
実
し
た
情
報
・
技
術
を
結
集
し

た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
一

同
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
開
催
に
当
た
り
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
し
た
。
し
か
し
施
設
の
老
朽
化
等
に

よ
り
、
機
能
・
安
全
性
の
低
下
等
が
各

地
で
生
じ
、
施
設
の
改
築
・
更
新
は
全

国
で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
使
用
料
収

入
の
減
少
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
退
職
に

伴
う
技
術
力
の
低
下
等
、
下
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
再
生
水
や
汚
泥
肥

料
、
下
水
熱
の
利
用
等
、
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と

し
て
、
下
水
道
の
社
会
的
価
値
や
役
割

は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
と
計
画
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た

め
、
ぜ
ひ
こ
の
度
の
下
水
道
展
で
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。

　

下
水
道
展
は
、
出
展
者
の
皆
様
に
よ

る
日
頃
の
技
術
開
発
の
成
果
や
最
新
の

技
術
・
機
器
等
を
展
示
・
紹
介
す
る
、

下
水
道
関
連
で
は
わ
が
国
最
大
の
展
示

会
で
す
。
地
方
自
治
体
の
関
係
者
を
対

象
に
、
全
国
の
下
水
道
関
連
企
業
・
団

体
等
の
技
術
開
発
の
成
果
等
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
般
の

方
々
に
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
下
水
道
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
向
上
、
人
材
確
保
等
の
た
め
に
そ
の

魅
力
を
紹
介
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

展
示
会
場
は
、
設
計
・
測
量
、
建

設
、
管
路
資
器
材
、
下
水
処
理
、
維
持

管
理
、
そ
の
他
の
各
ゾ
ー
ン
に
分
か

れ
、
３
４
６
社
・
団
体
（
１
０
９
８
小

間
）
が
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
ま
す
が
、
下
水
道
は
、
雨

水
の
速
や
か
な
排
水
や
地
下
へ
の
貯
留

・
浸
透
等
、
浸
水
被
害
の
軽
減
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
一
般
市
民
の

方
の
認
識
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
今
ま

で
以
上
に
下
水
道
事
業
へ
の
理
解
を
深

　

横
浜
市
に
お
い
て
「
下
水
道
展
'19
横

浜
」
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
と
健
全
な
社
会
経
済
活
動
に

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の
整

備
・
普
及
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
、
普
及
率
は
浄
化
槽

な
ど
を
含
め
９
割
に
達
し
ま
し
た
が
、

残
る
未
普
及
対
策
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
都
市
の
浸
水
対
策
、
合
流

改
善
や
高
度
処
理
な
ど
水
質
改
善
対

策
、
強
靱
な
下
水
道
シ
ス
テ
ム
に
向
け

た
地
震
対
策
、
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
対
策

な
ど
、
今
後
も
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
の
効

果
的
・
効
率
的
な
形
成
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下

水
道
事
業
は
人
口
減
少
や
老
朽
化
な
ど

に
直
面
し
て
お
り
、
ス
ト
ッ
ク
の
維
持

と
持
続
性
の
確
保
・
向
上
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
ヒ
ン

ト
が
満
載
さ
れ
、
下
水
道
の
魅
力
と
底

力
を
実
感
で
き
る
機
会
が
下
水
道
展
で

す
。
併
催
の
下
水
道
研
究
発
表
会
、
そ

し
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
と
合
わ
せ
、
多
く
の
方
々
に
最
新

の
技
術
や
知
見
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
２
０
１
４
年
に

策
定
し
た
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
、
15
年

の
下
水
道
法
等
の
改
正
、
17
年
に
策
定

し
た
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
加
速
戦
略
な

「下水道展,19横浜」
開催に寄せて

正会員  （50音順）

ア ク ア イ ン テ ッ ク 株 式 会 社
株式会社荒木製作所
株式会社石黒鋳物製作所
株 式 会 社 岡 本
沖縄鋳鉄工業株式会社

カ ネソウ 株 式 会 社
株式会社クロダイト
虹 技 株 式 会 社
第 一 機 材 株 式 会 社
大和重工業株式会社
株 式 会 社 田 中 工 業

鶴 巻 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 ト ミ ス
友 鉄 工 業 株 式 会 社
長 島 鋳 物 株 式 会 社
日本鋳鉄管株式会社
日之出水道機器株式会社

福 西 鋳 物 株 式 会 社
北 勢 工 業 株 式 会 社
株式会社水島鉄工所

（20社）

見える下水道  路上の橋
新しい時代の流れをみつめて、私たちは、マンホール鉄蓋を「グラウンド  マンホール」という新しい名称に改めました。
グラウンド　マンホールは、下水道用資材の中で、地上に目にふれる唯一の存在であり、
都市文明の地下空間への入り口として、道路に架けられた「橋」そのものです。
「橋」として求められる安全性のための過酷な使用条件に耐える品質基準と、見える下水道として求められる都市環境との美しい調和。
日本グラウンド  マンホール工業会は、これを支える高度な技術と豊かな感性で、
機能性と人間性が調和した豊かな都市環境づくりをめざします。

JAPAN｠｠GROUND｠｠MANHOLE｠｠ASSOCIATION

●事務局  〒107-0052 東京都港区赤坂3丁目10番6号 ヒノデビル内
 　　　　　　　　　　 TEL 03-3582-9050　FAX 03-3583-4348
　　　　  ホームページ  http://www.jgma.gr.jp
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国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下
水
道
部
下
水
道
企
画
課 

村
岡 

正
季

「
日
本
産
」資
源
を
利
用
し
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

下水道の付加価値向上に向けた施策の展望
■
下
水
道
資
源
の
活
用
へ
の 

期
待

　

下
水
道
は
、
都
市
内
に
張
り
巡
ら
せ

た
管
路
網
を
使
用
し
て
、
水
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
熱
な
ど
の
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
下
水
の

処
理
過
程
で
発
生
す
る
下
水
汚
泥
を
は

じ
め
、
嫌
気
性
消
化
で
発
生
す
る
消
化

ガ
ス
、
下
水
や
処
理
水
が
保
有
す
る
下

水
熱
等
は
、
下
水
道
が
産
む
﹁
日
本

産
﹂
の
資
源
で
す
。
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
、
例
え
ば
全
国
の
下
水
処
理
場
で

発
生
す
る
汚
泥
を
固
形
燃
料
化
し
た
場

合
、
約
１
１
０
万
世
帯
分
の
電
力
消
費

量
に
相
当
し
、
ま
た
、
下
水
が
有
す
る

熱
は
約
90
万
世
帯
の
年
間
冷
暖
房
熱
源

に
相
当
す
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
普
及
拡
大
の
時
代
に
整
備
さ

れ
た
管
路
や
処
理
場
等
の
施
設
も
、
下

水
道
が
有
す
る
資
源
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
既
存
の
下
水
道
施

設
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
余
裕
能
力
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
、
民
間
開
放
に
よ
る
収
益
確
保

も
可
能
で
す
。

Ａタイプの紙オムツ分離装置に求める条件

下水処理場

ゴミ処理・リサイクル

紙オムツ分離装置使用済み紙オムツ

洗浄後紙オムツ

汚物・排水

水道水 離水剤

洗浄・分離

下水道へ

●紙オムツ1枚当たり水道水11リットル以下
●紙オムツ処理のための薬品は離水剤のみ
 （消毒・消臭剤は排水に悪影響が無い範囲で使用可能）

●紙オムツ分離装置の構成

※破砕・破断機構は認められない

●処理対象は使用済み紙オムツのみ
 （感染性疾患患者の紙オムツは対象外）

●適切な設置、使用、維持管理、事故対応等の注意喚起
●適切な水量、薬品量、投入紙オムツ量等に対する措置

（１）紙オムツと汚物の分離機構
（２）汚物を分離した紙オムツの離水・脱水・回収機構
（３）汚物の排出機構

●SS成分は極力排出しない
●塩化物イオン濃度は1,000mg/L以下
 （塩化カルシウム使用の場合）

●基本的に全ての下水道施設で受入可能
 （本考え方に則った装置を適切に運用した場合に限定）
●今後の製品化や市場の動向を踏まえて適切な時期に見直し

下⽔処理場における地域バイオマスの受け⼊れ

　

他
方
、
下
水
道
事
業
は
施
設
整
備
と

そ
の
管
理
が
目
的
で
は
な
く
、
住
民
の

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
や
、
良
好
な
水

環
境
に
よ
る
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
下
水
道
資

源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
下
水
道
を
中

心
と
し
た
地
域
の
循
環
型
社
会
形
成
の

一
助
に
な
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
付

加
価
値
を
向
上
さ
せ
、
下
水
道
事
業
の

持
続
性
確
保
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
加
速
戦
略
で

は
、
住
民
の
生
活
利
便
性
向
上
策
と
し

て
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
下
水
道
へ

の
紙
オ
ム
ツ
受
入
可
能
性
の
検
討
な
ど

３
項
目
を
、
ま
た
、
下
水
道
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
向
け
て
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ
に
よ
る
下
水
処

理
場
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
化
な
ど
８
項
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置

付
け
て
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

■
住
民
の
生
活
利
便
性
向
上

　

国
土
交
通
省
で
は
、
加
速
戦
略
に
お

け
る
紙
オ
ム
ツ
受
け
入
れ
検
討
の
方
針

を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
８
年
１
月
に
、

﹁
下
水
道
へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
実
現
に

向
け
た
検
討
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
下
水
道
に
紙
オ
ム
ツ
を

受
け
入
れ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
影

響
、
並
び
に
実
現
の
た
め
に
必
要
と
な

る
検
討
事
項
等
が
議
論
さ
れ
、
同
年
３

月
に
﹁
下
水
道
へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
実

現
に
向
け
た
検
討
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂
を

策
定
、
紙
オ
ム
ツ
の
処
理
方
式
を
３
タ

イ
プ
に
分
類
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
本
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
き
、
昨
年
度
は
Ａ
タ
イ
プ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
案
を
策
定
し
、
下
水
道
管
理

者
が
今
後
の
実
証
試
験
等
を
行
う
に
当

た
っ
て
の
留
意
事
項
等
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。
ま
た
、
下
水
道
の
観
点
か
ら

紙
オ
ム
ツ
分
離
装
置
に
求
め
る
条
件
を

示
す
こ
と
で
、
未
だ
実
用
化
さ
れ
て
い

な
い
本
装
置
の
製
品
開
発
の
方
向
性
を

誘
導
す
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
と
し

て
の
生
ご
み
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
デ

ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
活
用
や
、
感
染
性
疾

患
の
拡
大
防
止
に
資
す
る
下
水
中
の
ウ

ィ
ル
ス
情
報
の
活
用
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
の
活
用
に
よ

り
住
民
の
生
活
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

地
域
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

促
進

　

（
１
）
消
化
ガ
ス
（
バ
イ
オ
ガ
ス
︶

　

下
水
汚
泥
の
嫌
気
性
消
化
︵
メ
タ
ン

発
酵
︶
は
全
国
約
２
７
０
処
理
場
で
採

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
発
生
す

る
消
化
ガ
ス
は
約
３
・
６
億
立
方
㍍

︵
17
年
度
︶
に
上
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
約
８
割
が
消
化
槽
の
加
温
、
汚
泥

焼
却
炉
の
補
助
燃
料
、
消
化
ガ
ス
発
電

等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

約
２
割
は
焼
却
処
分
と
な
っ
て
お
り
、

下
水
道
資
源
の
観
点
で
は
さ
ら
な
る
活

用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
消
化
ガ
ス
発
電

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
︶
制
度
の
活
用
や
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
導
入
等
に
よ
り
採
用
事
例
は

増
加
し
、
18
年
５
月
時
点
で
全
国
１
０

４
処
理
場
に
ま
で
普
及
し
ま
し
た
。
17

年
度
の
発
電
総
量
は
約
３
億
㌔
㍗
時
で

あ
り
、
こ
れ
は
全
国
の
下
水
道
施
設
の

総
電
力
消
費
量
の
約
４
・
５
％
に
相
当

し
ま
す
。

　

嫌
気
性
消
化
は
、
比
較
的
規
模
の
大

き
い
処
理
場
に
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昨
今
で
は
中
小
規
模
処
理
場
で
も

採
算
性
が
見
込
め
る
技
術
も
開
発
さ
れ

て
お
り
、
広
域
化
・
共
同
化
の
取
り
組

み
と
し
て
、
汚
泥
の
集
約
処
理
を
行
う

際
に
新
た
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
タ
ン
か
ら

水
素
へ
の
転
換
も
実
証
さ
れ
、
今
後
の

水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
下
水
道
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
汚
泥
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
当
た
り
、
地
域
に
存
在
す
る
生
ご

み
や
剪
定
枝
、
刈
草
、
し
尿
等
の
バ
イ

オ
マ
ス
を
下
水
処
理
場
に
集
約
す
る
取

り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
の
受
け
入
れ
に
よ

り
、
中
小
規
模
の
下
水
処
理
場
に
お
い

て
も
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
と
も

に
、
電
力
・
農
業
分
野
等
で
産
業
や
雇

用
の
創
出
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
の
受
け
入

れ
は
、
18
年
５
月
時
点
で
９
カ
所
の
採

用
実
績
︵
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
、
農
業

集
落
排
水
汚
泥
の
み
の
集
約
を
除
く
︶

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
推
進
基
本
計
画
や
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
計
画
等
に
は
、
下
水
道

へ
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
と

し
て
も
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

（
２
）
固
形
燃
料

　

下
水
汚
泥
の
固
形
燃
料
化
の
手
法
に

は
炭
化
と
乾
燥
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
火

力
発
電
所
や
製
紙
工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
で

石
炭
の
代
替
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
18
年
５
月
時
点
で
は
全
国
19

カ
所
で
下
水
汚
泥
の
固
形
燃
料
化
が
行

わ
れ
、
そ
の
多
く
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
Ｄ
Ｂ
Ｏ

に
よ
り
事
業
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
固

形
燃
料
の
事
業
化
に
は
利
用
先
の
確
保

が
課
題
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

事
業
実
施
者
︵
特
別
目
的
会
社
等
︶
へ

の
電
力
事
業
者
の
参
画
等
に
よ
り
、
安

定
的
な
事
業
運
営
を
実
現
し
て
い
る
例

も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
汚
泥
固
形
燃
料
の
石
炭

混
焼
に
係
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
に

お
い
て
、
21
年
度
よ
り
新
た
に
申
請
を

行
う
案
件
に
つ
い
て
は
認
定
対
象
外
と

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
か
ら
自
立
し
た
実
施
が
可

能
と
判
断
さ
れ
た
初
の
ケ
ー
ス
で
あ

り
、
制
度
の
中
で
も
好
事
例
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
の
対
象
外
と
な
っ
た
以
降
も
、
発

電
事
業
者
に
よ
る
積
極
的
な
利
用
が
継

続
ま
た
は
新
規
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
、
国

土
交
通
省
と
し
て
も
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

（
３
）
汚
泥
・
処
理
水
の
緑
農
地
利

用
　

下
水
汚
泥
に
は
、
肥
料
の
三
大
要
素

に
挙
げ
ら
れ
る
窒
素
や
リ
ン
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
肥
効
成

分
を
利
用
す
る
た
め
、
汚
泥
の
コ
ン
ポ

ス
ト
化
な
ど
に
よ
る
緑
農
地
利
用
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
緑
農
地
利
用
で

は
、
直
営
／
委
託
に
関
わ
ら
ず
下
水
道

管
理
者
に
汚
泥
処
理
費
の
低
減
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
事

業
者
に
お
い
て
も
肥
料
購
入
費
の
削
減

や
作
物
の
品
質
向
上
な
ど
の
効
果
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
循
環
型

社
会
形
成
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
処
理
場
か
ら
安
定
し
て

放
流
さ
れ
る
下
水
処
理
水
も
緑
農
地
利

用
が
可
能
で
す
。
農
業
用
水
と
し
て
の

利
用
だ
け
で
な
く
、
処
理
水
中
の
窒

発
電
等
を
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
ん
だ
焼

却
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
始
め
て
お
り
、

さ
ら
に
汚
泥
脱
水
設
備
の
高
効
率
化
と

組
み
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
型
の

焼
却
炉
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
熱
回
収
の
方
法
や
程
度
は
、
焼
却

方
式
や
規
模
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
国
土
交
通
省
で
は
﹁
下
水
道
事

業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ

た
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
︵
17
年
９
月

15
日　

国
水
下
事
第
38
号
︶
﹂
に
よ

り
、
廃
熱
回
収
率
40
％
以
上
か
つ
消
費

電
力
量
削
減
率
が
20
％
以
上
の
性
能
指

標
を
満
た
す
汚
泥
焼
却
炉
を
、
設
置
・

改
築
の
交
付
対
象
と
し
ま
し
た
。
本
通

知
に
基
づ
き
、
汚
泥
焼
却
に
つ
い
て
も

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
一
手
法
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
、
下
水
道
バ
イ
オ
マ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
率
に
も
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

（
５
）
下
水
熱
利
用

　

下
水
熱
は
、
下
水
や
下
水
処
理
水
と

大
気
と
の
温
度
差
を
利
用
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
、
都
市
域
に

お
け
る
熱
需
要
家
と
の
需
給
マ
ッ
チ
ン

グ
の
可
能
性
が
高
く
、
下
水
道
施
設
以

外
に
お
け
る
採
用
実
績
は
18
年
５
月
時

点
で
26
カ
所
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
調
・
給
湯
や
融
雪
の
熱
源
と
し
て
利

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、
冷

熱
利
用
で
は
夏
季
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
に
も
有
効
と
考
え
て
お
り
、
空

調
施
設
で
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
用
す

る
こ
と
で
室
外
機
か
ら
の
排
熱
を
削
減

で
き
ま
す
。
ま
た
、
路
面
の
熱
を
下
水

に
放
出
し
て
冷
却
す
る
取
り
組
み
も
試

験
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
の
事

例
で
は
、
下
水
処
理
場
か
ら
処
理
水
を

取
水
し
て
採
熱
す
る
方
式
が
多
く
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
下
水

道
法
改
正
に
伴
う
規
制
緩
和
や
新
技
術

の
開
発
等
に
よ
り
、
管
渠
に
設
置
し
た

採
熱
器
か
ら
熱
回
収
す
る
方
式
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
の
民
間
事
業
者
や
、
下
水
道
以

外
の
部
局
へ
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
、
建
築

物
等
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
に
資
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
下
水
熱

の
活
用
を
一
層
推
進
し
て
い
く
予
定
で

す
。

■
加
速
戦
略
の
進
捗
評
価
と 

今
後
の
方
針

　

以
上
の
よ
う
に
、
加
速
戦
略
に
位
置

付
け
て
い
る
﹁
下
水
道
の
活
用
に
よ
る

付
加
価
値
向
上
﹂
に
向
け
て
、
紙
オ
ム

ツ
受
け
入
れ
の
検
討
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の
策
定
、
汚
泥
利
活

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
各
下
水
道
管
理
者
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
持
続
可
能
な
下
水
道
事

業
の
実
現
だ
け
で
な
く
、
下
水
道
を
中

心
と
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

貢
献
に
向
け
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
下
水
道
資
源
の
利
用
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
引
き

続
き
、
各
下
水
道
管
理
者
の
下
水
道
資

源
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て

財
政
、
技
術
の
両
面
か
ら
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

直接投入型
ディスポーザー

ゴミ収集車等で受入

下水処理場

バイオガス
供給事業

下水管

剪定枝等 生ゴミ等 し尿・浄化槽汚泥 家畜排せつ物

下水汚泥

バイオガス化

電力供給事業

コンポスト化
リン回収施設

リン等資源
供給事業 肥料会社等

下水処理施設

生ゴミ

投入口

下水処理場へ

ディスポーザー本体

発電所等固形燃料化
施設

固形燃料化
供給事業

電力会社等

水素製造

ガス事業者等

バイオガス発電施設

素
、
リ
ン
等
の
成
分
も
期

待
し
た
利
用
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

汚
泥
・
処
理
水
の
緑
農

地
利
用
に
つ
い
て
も
、
全

国
各
地
の
好
事
例
や
、
今

ま
で
検
証
し
て
き
た
安
全

性
・
肥
効
性
等
の
デ
ー
タ

を
駆
使
し
て
、
農
業
事
業

者
と
の
連
携
促
進
・
強
化

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

（
４
）
焼
却
廃
熱

　

汚
泥
焼
却
の
目
的
は
減

量
化･

安
定
化
で
あ
り
、

残
渣
で
あ
る
焼
却
灰
︵
無

機
分
︶
は
主
に
建
設
資
材

と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
焼
却
プ
ロ
セ
ス

内
で
は
汚
泥
中
の
有
機
分

を
燃
焼
さ
せ
、
廃
熱
回
収

に
よ
る
循
環
利
用
や
発
電

利
用
等
が
可
能
で
す
。
昨

今
の
技
術
開
発
に
よ
り
、

高
効
率
な
熱
回
収
や
廃
熱
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Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ-

ｎ
代
表
理
事　

奥
田
早
希
子

投
資
家
の
期
待
に
自
治
体
と
業
界
は
応
え
ら
れ
る
か
？

投資家から見た下水道事業――持続可能性を問い直す大転換期に
■
資
本
主
義
の
３
つ
の
限
界

　

「
い
い
会
社
」
の
定
義
が
変
わ
っ
て

き
た
。
か
つ
て
は
、
よ
り
多
く
の
利
益

を
稼
げ
る
企
業
、
よ
り
多
く
の
配
当
金

を
投
資
家
に
還
元
で
き
る
企
業
が
「
い

い
会
社
」
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
も
当

然
の
こ
と
で
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
資
本

主
義
社
会
の
「
資
本
」
と
は
財
務
資

本
、
つ
ま
り
「
カ
ネ
」
の
こ
と
で
あ

り
、
カ
ネ
を
増
や
す
こ
と
が
良
し
と
さ

れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
は
カ
ネ
を
増
や
す
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因

を
、
高
崎
経
済
大
学
の
水
口
剛
教
授
は

資
本
主
義
が
迎
え
て
い
る
３
つ
の
限
界

を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
が
「
実
物
経
済
の
限
界
」

だ
。
先
進
国
で
は
す
で
に
モ
ノ
が
充
足

し
、
消
費
者
は
モ
ノ
そ
の
も
の
の
価
値

よ
り
、
モ
ノ
を
通
し
て
得
ら
れ
る
経
験

な
ど
の
コ
ト
に
価
値
を
見
出
す
よ
う
に

な
り
、
消
費
行
動
は
モ
ノ
の
所
有
か
ら

シ
ェ
ア
に
変
容
し
て
い
る
。
経
済
成
長

期
の
よ
う
に
モ
ノ
を
売
っ
た
り
買
っ
た

り
し
て
利
益
を
上
げ
、
カ
ネ
を
増
や
す

こ
と
、
つ
ま
り
経
済
成
長
に
よ
っ
て
財

務
資
本
を
増
や
し
に
く
い
世
の
中
に
な

っ
て
い
る
。

　

２
つ
目
が
「
金
融
経
済
の
限
界
」

だ
。
金
融
経
済
は
一
方
で
利
益
が
増
え

れ
ば
、
一
方
の
利
益
が
減
る
。
経
済
全

体
で
見
れ
ば
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
の
た

め
、
実
体
経
済
そ
の
も
の
を
大
き
く
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
必
然
的
に
格

差
を
生
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
内
包
す
る
。

そ
れ
で
も
貧
困
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

な
ら
、
か
な
り
な
経
済
成
長
で
底
上
げ

す
る
し
か
な
い
と
指
摘
す
る
。

　

し
か
し
、
３
つ
目
の
「
地
球
の
限

界
」
が
超
経
済
成
長
を
不
可
能
に
す

る
。
自
然
資
源
、
地
球
の
器
は
有
限
で

あ
り
、
気
候
変
動
を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、
地
球
は
物
理
的
に
限
界
に
き
て

い
る
。

　

「
放
っ
て
お
く
と
格
差
は
広
が
り
、

格
差
是
正
の
た
め
に
経
済
成
長
し
よ
う

に
も
地
球
に
限
界
が
来
て
い
る
」
（
水

口
氏
）
。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し

て
、
カ
ネ
だ
け
に
価
値
を
見
出
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
資
本
主
義
に
対
す
る
危

機
感
が
強
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
価

値
」
に
対
す
る
考
え
方
が
今
、
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
変
わ
り
始
め
て
い
る
と
感

じ
る
。

　

そ
も
そ
も
経
済
を
成
立
さ
せ
る
の
は

カ
ネ
だ
け
で
は
な
く
、
人
も
必
要
だ

し
、
人
と
人
の
相
互
の
信
頼
関
係
で
成

り
立
つ
社
会
、
そ
の
背
景
に
あ
る
安
定

し
た
水
や
気
候
、
自
然
環
境
も
不
可
欠

だ
。
こ
れ
ら
は
順
に
人
的
資
本
、
社
会

関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
）
、
自
然
資
本
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ら

も
経
済
を
支
え
る
あ
る
種
の
資
本
で
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
資
本
概
念
を
拡
大
し
て

企
業
を
見
つ
め
直
し
て
み
る
と
、
カ
ネ

と
い
う
財
務
資
本
を
増
や
せ
る
か
ど
う

か
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
大
切
に
で
き

る
か
、
社
会
を
豊
か
に
す
る
か
、
環
境

モジュール 内容
基本情報 会社の概要、報告年次など

現状

水の依存度、水のアカウンティング（水のモニタリ
ングの割合、取水量、排水量、消費量の合計値、水
ストレスの大きい地域での取水量、リサイクル・再
生水の割合）

ビジネスへの
影響

報告年における水による事業への影響

手順 潜在的な水汚染に対する管理手法、水リスクの評価
手法・要素、水関連リスクを対処する際の組織手順

リスクと機会潜在的な水汚染に対する管理手法、水リスクの評価手法・要素、水関連リスクを対処する際の組織手順

ガバナンス 役員の水関連問題に対する責任、パブリックポリシ
ー

ビジネス戦略戦略計画、設備投資／運用コスト、シナリオ分析、ウォータープライシング

目標 水に関する定量的・定性的目標

検証 水情報に関する検証

 

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
、
企

業
や
自
治
体
の
取
り
組
み
が
活
性
化
し
て
い
る
。
企
業
責
任
と
い
う
理
念
と
し
て
の
使
命
感
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ

が
、
む
し
ろ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
た
17
の
目
標
が
企
業
や
ま
ち
の
存
続
を
危
う
く
す
る
リ
ス
ク
と
表
裏
一
体
で
あ

り
、
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
持
続
で
き
る
企
業
か
ど
う
か
を
投
資
家
が
冷
静
に
評
価
し
始
め
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
本
質

だ
ろ
う
。
下
水
道
事
業
に
関
与
す
る
自
治
体
や
業
界
も
投
資
家
の
目
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

を
棄
損
し
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も

「
い
い
会
社
」
の
条
件
に
な
っ
て
く

る
。

■
非
財
務
情
報
に
目
を
向
け
る

機
関
投
資
家

　

資
本
主
義
の
限
界
に
敏
感
に
反
応
し

た
の
が
投
資
家
だ
。
単
発
的
な
利
益
に

基
づ
い
て
高
配
当
を
得
る
よ
り
、
よ
り

長
期
的
に
安
定
し
て
持
続
的
に
配
当
を

得
ら
れ
る
方
が
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

カ
ネ
に
関
す
る
財
務
情
報
だ
け
で
は
な

く
、
人
や
社
会
、
環
境
と
い
う
非
財
務

情
報
か
ら
も
企
業
を
評
価
し
、
投
資
先

を
選
定
す
る
投
資
家
が
増
え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
投
資
行
動
は
、
「
Ｅ
ｎ
ｖ

ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」
（
環
境
）
、

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
」
（
社
会
）
に
対
し

て
よ
い
行
動
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
企

業
活
動
を
「
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｎ
ｃ

ｅ
」
（
統
治
）
で
き
て
い
る
か
を
評
価

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頭
文
字
を
と
っ

て
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、
２
０
０
６
年
に
国

連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
（
当
時
）
が
機

関
投
資
家
に
対
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
投
資
プ

ロ
セ
ス
に
組
み
入
れ
る
「
責
任
投
資
原

則
」
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
を
提
唱
し
た
こ
と
に

端
を
発
す
る
。
同
年
４
月
時
点
で
Ｐ
Ｒ

Ｉ
に
署
名
し
た
機
関
投
資
家
は
２
０
０

足
ら
ず
で
あ
っ
た
が
、
18
年
６
月
時
点

で
は
２
０
０
６
社
と
10
倍
近
く
に
増
え

た
。
資
産
運
用
残
高
は
82
兆
ド
ル
に
達

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
機
関
投
資
家
に
よ

る
企
業
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
は
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
「
い

い
会
社
」
を
評
価
す
る
格
付
機
関
と
し

て
世
界
的
に
影
響
力
を
増
し
て
い
る
の

が
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ
だ
。
水
と
の
関
連

性
が
極
め
て
高
い
取
り
組
み
の
た
め
、

下
水
道
関
係
者
は
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
動
向
を
注

視
し
て
お
い
た
方
が
良
い
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｐ
が
注
目
す
る
の
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

の
う
ち
の
「
Ｅ
」
（
環
境
）
だ
。
機
関

投
資
家
の
要
請
を
受
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
環
境
に
関
す
る
質
問
事
項
を
送

付
し
、
企
業
か
ら
返
っ
て
き
た
回
答
書

や
分
析
結
果
を
機
関
投
資
家
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
回
答
書
は
全
て
サ
イ
ト

で
も
開
示
す
る
。
回
答
は
義
務
で
は
な

い
が
、
そ
れ
を
基
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ

れ
、
機
関
投
資
家
の
投
資
行
動
に
も
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業
と
し
て
も
無

視
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

設
立
し
た
00
年
当
初
は
、
気
候
変
動

リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
問
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
し
か
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
Ｃ
Ｄ
Ｐ

と
い
う
組
織
名
は
、
カ
ー
ボ
ン
（
Ｃ
）

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｄ
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｐ
）
に
由
来
す
る
。
そ
の

後
、
10
年
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
現
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
、 

13
年
に
フ
ォ

レ
ス
ト
、
18
年
に
シ
テ
ィ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
下
水

道
に
最
も
関
連
の
深
い
も
の
が
ウ
ォ
ー

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

■
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
企
業
の 

格
付
け
が
始
ま
っ
た

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質
問

状
で
は
、
水
へ
の
依
存
度
や
取
水
・
排

水
量
、
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
水
害
に
よ

る
事
業
へ
の
影
響
と
そ
れ
へ
の
対
応
、

水
に
関
連
す
る
問
題
へ
の
役
員
責
任
な

ど
を
企
業
に
問
う
て
い
る
（
図
１
）
。

　

ス
タ
ー
ト
し
た
10
年
当
初
、
署
名
し

た
機
関
投
資
家
数
は
１
３
７
機
関
だ
っ

た
が
、
18
年
に
は
４
・
７
倍
の
６
５
５

機
関
に
達
し
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
運

用
資
産
総
額
も
右
肩
上
が
り
で
増
加
し

て
お
り
、
初
回
の
16
兆
ド
ル
か
ら
、
18

年
に
は
５
・
４
倍
の
87
兆
ド
ル
に
達
し

る
と
、
小
松
製
作
所
は
中
国
の
水
不
足

地
域
に
あ
る
工
場
で
水
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
る
た
め
、
６
千
万
円
を
投
資
し
て

浄
水
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
水
課
題
に
対

応
し
て
き
た
経
験
や
技
術
を
持
つ
、
下

水
道
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
企

業
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
水
質
悪
化
に
対
し
て
は

排
水
処
理
技
術
で
対
応
で
き
、
水
の
過

剰
使
用
に
対
し
て
は
排
水
の
再
利
用
技

術
が
あ
る
。
水
資
源
が
少
な
い
地
域
に

は
、
海
水
淡
水
化
や
雨
水
利
用
技
術
を

提
案
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

17
年
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
Ａ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
た
日
本
企
業
の

中
に
は
、
ク
ボ
タ
な
ど
下
水
道
分
野
で

活
躍
す
る
企
業
も
名
を
連
ね
る
。
こ
の

う
ち
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
汚
濁
が
ひ
ど
い
水
源
の
利
用
や

排
水
再
利
用
に
生
か
せ
る
装
置
や
、
排

水
処
理
向
け
の
中
空
糸
膜
の
海
外
展
開

に
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
た

三
菱
電
機
は
、
下
水
処
理
場
で
使
用
さ

れ
て
き
た
オ
ゾ
ン
装
置
に
つ
い
て
、
工

場
や
水
族
館
、
海
外
展
開
に
よ
る
拡
販

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
東
レ
は
、
30
年
度
ま
で
に
水
処

理
膜
に
よ
り
新
た
に
創
出
さ
れ
る
年
間

の
水
処
理
量
を
13
年
度
比
で
３
倍
に
拡

大
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
る
（
「
Ｃ
Ｄ

Ｐ
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー

ト
２
０
１
８
日
本
版
」
）
。

　

下
水
道
で
培
っ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

で
あ
っ
て
も
下
水
道
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
分
野
、

異
な
る
業
種
の
水
リ
ス
ク
に
適
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
視
点
が
重
要

に
な
る
。

■
ダ
イ
ベ
ス
ト
さ
れ
な
い
下
水

道
事
業
へ

　

最
後
に
、
今
後
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
が
下
水
道

事
業
に
関
係
す
る
自
治
体
や
業
界
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
考
え

て
お
き
た
い
。
視
点
は
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

視
点
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
対
象
と
な
る
の
は
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

に
し
て
も
上
場
企
業
が
メ
ー
ン
と
な
る

た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
は
な
か
っ

た
り
、
非
上
場
の
企
業
は
自
社
と
の
関

連
を
認
識
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　

た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
に

署
名
し
た
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
、
上
場
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
、

Ｃ
Ｄ
Ｐ
か
ら
気
候
変
動
や
水
、
森
林
に

関
す
る
質
問
状
が
届
き
、
回
答
を
迫
ら

れ
る
。
日
本
で
は
ト
ヨ
タ
な
ど
が
署
名

し
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
影
響
は
想
像
以

上
に
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
自
治
体
を
格
付
け
す
る

視
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ウ
ォ
ー
タ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象

は
企
業
で
あ
っ
た
が
、
水
道
事
業
体
を

加
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
下
水

道
事
業
体
が
対
象
に
加
え
ら
れ
る
の
も

時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。
事
業
を
担
う
自

治
体
、
あ
る
い
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
官
民
連
携
で
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る

業
界
各
社
は
、
住
民
理
解
を
得
る
一
方

で
、
投
資
家
目
線
で
の
事
業
の
見
直
し

が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
く
と
予
想
で

き
る
。

　

で
は
、
機
関
投
資
家
は
、
現
在
の
上

下
水
道
事
業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

だ
ろ
う
か
。
下
水
道
に
お
い
て
喫
緊
の

課
題
の
１
つ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
全
国

の
下
水
処
理
場
で
日
本
全
体
の
約
０
・

７
％
、
年
間
約
70
億
㌔
㍗
時
の
電
力
を

使
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
年
間
約
３
７

８
万
㌧
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て

い
る
。
機
関
投
資
家
が
火
力
発
電
所
な

ど
化
石
燃
料
に
関
す
る
事
業
へ
の
融
資

や
投
資
を
撤
退
す
る
カ
ー
ボ
ン
ダ
イ
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
の
流
れ
が
強
ま
る
中
、
下

水
道
事
業
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
横

浜
市
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
副
本
部
長

の
奥
野
修
平
氏
は
「
大
量
の
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
る
下
水
道
が
市
民
や
投

資
家
か
ら
ダ
イ
ベ
ス
ト
さ
れ
る
日
が
来

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
18
年
か
ら

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

日
本
で
回
答
し
た
の
は
東
京
都
、
横
浜

市
、
名
古
屋
市
の
３
都
市
だ
け
と
ま
だ

少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
可
能
性

は
大
き
い
。
下
水
道
だ
け
で
は
な
く
、

ま
ち
全
体
と
し
て
持
続
可
能
に
し
て
い

く
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
、
「
い
い
会

社
」
な
ら
ぬ
「
い
い
ま
ち
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。
下
水
道
事
業
は
今
、

本
特
集
号
の
鼎
談
で
も
議
論
し
た
よ
う

に
、
下
水
道
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ま
ち
や
地
域
経
営
と
い
う
広
い
視

点
で
下
水
道
の
持
続
可
能
性
を
問
い
直

す
大
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

図１　�ＣＤＰウォーターセキュリティプロジェクトの質問例
　　　（CDPジャパン資料を基に東京設計事務所作成のものから抜粋）

図２　�ＣＤＰウォーターセキュリティプロジェクト
に署名した機関投資家数と運用資産総額の推
移（各年「CDPウォーター報告書」を基に
筆者作成）

図３　�ＣＤＰウォーターセキュリティプロジェクト
での日本企業への質問状送付数と回答企業数
の推移（各年「CDPウォーター報告書」を
基に筆者作成）

て
い
る
（
図
２
）
。
機
関
投
資
家
の
目

が
間
違
い
な
く
水
に
向
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

日
本
企
業
も
こ
う
し
た
動
き
に
反
応

し
て
い
る
。
日
本
企
業
を
対
象
と
し
た

調
査
が
14
年
に
始
ま
っ
て
以
来
、
対
象

と
な
る
企
業
数
も
、
質
問
状
に
回
答
す

る
企
業
数
も
約
実
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。
対
象
と
な
る
企
業
数
は
15
年
の
１

５
０
社
か
ら
、
18
年
に
は
３
０
９
社
に

倍
増
し
た
。
回
答
企
業
数
も
飛
躍
的
に

伸
び
て
お
り
、
73
社
か
ら
１
８
６
社
へ

と
２
・
５
倍
に
な
っ
た
（
図
３
）
。
多

く
の
日
本
企
業
が
水
リ
ス
ク
へ
の
対
応

の
重
要
性
を
認
識
し
、
機
関
投
資
家
の

要
望
に
応
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が

読
み
取
れ
る
。

　

18
年
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
が
「
ウ

ォ
ー
タ
ー
」
か
ら
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
」
に
改
称
さ
れ
た
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
安
全
を
担
保
す
る
こ
と
だ
。

　

日
本
の
公
害
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
は
影
響
を

及
ぼ
す
ベ
ク
ト
ル
は
企
業
か
ら
水
に
向

い
て
お
り
、
企
業
が
一
方
的
に
公
共
用

水
域
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
構

図
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

昨
今
は
ベ
ク
ト
ル
が
逆
に
な
り
、
水
の

災
害
が
企
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

例
も
増
え
て
い
る
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
制
作
し
た

「
第
14
回
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
報
告
書

２
０
１
９
年
版
」
に
よ
る
と
、
今
後
10

年
間
に
産
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
リ
ス
ク
と
し
て
、
水
危
機
は
第
４

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
実
は
水
危
機

は
12
年
以
降
、
８
年
連
続
で
上
位
５
位

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
世
界
の
経
済
界

の
目
が
、
水
に
集
ま
っ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
も
近
年
は
台
風
や
豪
雨
が
増

え
て
き
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
18
年
度

は
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
「
平
成
30

年
台
風
21
号
」
「
平
成
30
年
台
風
24

号
」
と
大
き
な
水
害
が
３
回
も
日
本
列

島
を
襲
っ
た
。
日
本
損
害
保
険
協
会
に

よ
る
と
、
こ
れ
ら
３
つ
の
災
害
の
保
険

金
支
払
額
は
１
兆
１
７
５
７
億
円
に
達

し
た
。
「
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
２
０
１
８

日
本
の
損
害
保
険
」
に
よ
る
と
、
１
９

９
１
年
以
降
で
最
多
だ
っ
た
の
が
04
年

の
７
４
４
９
億
円
で
あ
り
、
そ
れ
と
比

較
す
る
と
18
年
度
の
被
害
が
ど
れ
ほ
ど

甚
大
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。

　

企
業
と
水
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
ど
ち

ら
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
企
業
に

は
、
原
因
と
結
果
の
関
係
性
を
「
企
業

↓
水
」
の
一
方
向
だ
け
で
は
な
く
、

「
水
↓
企
業
」の
側
面
か
ら
も
と
ら
え
直

す
こ
と
、
そ
し
て
水
質
だ
け
で
は
な
く

水
量（
洪
水
や
渇
水
）に
も
、
両
面
で
の

対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
「
ウ
ォ
ー
タ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
名
称
は
、

水
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

と
、
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
企
業
が

「
い
い
会
社
」で
あ
る
と
い
う
新
た
な
時

代
の
要
請
を
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。

■
水
リ
ス
ク
は 

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る

　

水
リ
ス
ク
の
多
様
化
を
背
景
と
し

て
、
今
後
、
水
へ
の
投
資
が
拡
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
「
Ｃ
Ｄ
Ｐ
ウ
ォ
ー
タ

ー
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
７
日
本
版
」
に
よ
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広く浅い所の設置には最適

スーパーフレーム
軽量ハニカム構造ブロック

ハニカムトレンチ

販売エリア：関東地区

内部の様子

■空隙率…95％
■耐自動車荷重…T-14以下
■埋設深さ…最大2.9m

自在製
フレームの組み合わせにより現場の形状に合わせた施工が可能。
矩形形状の槽の構築も可能です。

水の流れがスムーズ
フレーム構造のため、槽内部でのスムーズな水の流入・流出が可
能です。

■空隙率…94％
■耐自動車荷重…T-25以下
■埋設深さ…最大2.0m

再生プラスチック製

パネケーブ

再生プラスチック製

システムパネル
空隙率　　　　95％
耐自動車荷重　T-25以下
最大埋設深さ　3.6m

コンクリート製点検口部材と横断通路部材を使用することにより、
維持管理が広範囲で可能となりました。

コンクリート横断通路

部材4点で、50cm
角空間を形成する
L型パネル、パズル
感覚組立工法

50cm角
空間

中小規模施設に最適！
合理的・経済的設計が可能！
簡便施工によりトータルコストダウン可能！

雨水貯留浸透製品

雨水貯留浸透製品

大規模施設に最適！
本格的維持管理機能！
現場都合で施工が可能！

パネケーブ点検口

パネケーブ点検口

パネケーブ横断通路

パネケーブ横断通路

空隙率　　　　93％
耐自動車荷重　T-25以下
最大埋設深さ　3.99m

ニューレック座台
特殊プラスチック製により、従来のコンクリート
座台に比べ、1/9の軽量化になり運搬・設置が
楽々。また充分な耐力を有しています。

特　徴

沈砂の臭気指数を軽減する洗浄システム
サンドクリーンは沈砂池に溜まった臭気の高い汚物を含む沈砂を洗浄ボー
ルと空気と水で攪拌洗浄し、沈砂に付着した汚物や浮遊物を分離、除去し
ます。洗浄後の沈砂には臭いが少なく、作業環境が飛躍的に改善されます。

○ 標準仕様１ユニット 0.5 ～ 1.5ｍ3 ／
バッチの処理能力（特殊仕様：～
3.0ｍ3 ／バッチ）

○ 洗浄直後のコンテナ内臭気指数30
以下

○ 粒径0.2㎜以上、比重2.5以下の固
形物回収率 95％以上

○ し尿処理場向けへの転用可能（特
殊仕様有）

○ 沈砂の性状により運転時間、運転回
数を任意に設定出来る。

更なる作業環境改善や再利用に取り組ん

で行きます。

平成27年度 第1537号
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グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表（
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

吉
村　

和
就

下
水
汚
泥
は〝
宝
の
山
〟

下水道の付加価値向上と地方創生
　

２
０
１
７
年
度
末
に
お
け
る
日
本
の

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
90
・
９
％
と

な
り
、
各
処
理
別
に
み
る
と
、
下
水
道

に
よ
る
も
の
が
１
億
31
万
人
︵
普
及
率

78
・
８
％
︶
と
初
め
て
１
億
人
を
突
破

1

し
た
。
そ
の
他
、
下
水
道
法
上
の
農
業

集
落
排
水
施
設
等
に
よ
る
も
の
が
３
４

４
万
人
︵
同
２
・
７
％
︶
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
も
の
が
21
万

人
︵
同
０
・
２
％
︶
、
浄
化
槽
に
よ
る

も
の
が
１
１
７
５
万
人
︵
同
９
・
２

％
︶
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
下

水
道
に
係
わ
る
先
人
の
た
ゆ
ま
な
い
努

力
に
よ
り
﹁
世
界
に
誇
れ
る
衛
生
的
な

日
本
﹂
を
作
り
上
げ
て
き
た
の
だ
。
し

か
し
、
そ
の
下
水
道
は
重
大
な
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。

　

下
水
道
の
本
来
の
目
的
﹁
汚
水
の
処

理
と
雨
水
の
排
除
、
都
市
の
健
全
な
発

達
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
﹂
か
ら
、

下
水
道
政
策
は
新
し
い
時
代
の
動
き

に
、
い
か
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
か
が
問
わ

れ
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
足
下
を
み
る
と
大
き

な
壁
に
直
面
し
て
い
る
。
①
人
口
減
少

化
社
会
で
の
資
本
投
下
減
少
②
自
然
災

害
へ
の
対
策
・
対
応
︵
大
地
震
の
発

生
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
頻
発
︶
③

国
や
地
方
公
共
団
体
等
の
厳
し
い
財
政

状
況
④
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

そ
の
更
新
費
用
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

の
増
大
な
ど
で
あ
る
。
今
ま
で
の
下
水

道
は
巨
大
な
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
過
去
に
投
資
し
た
下
水
道
処
理
シ

ス
テ
ム
か
ら
、
い
か
に
付
加
価
値
を
生

み
出
す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は

下
水
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、

地
方
創
生
︵
新
産
業
の
創
出
と
雇
用
の

促
進
︶
に
つ
い
て
提
案
し
て
み
た
い
。

■
人
口
減
少
化
に
お
け
る 

既
存
下
水
道
資
産
の
活
用

　

日
本
の
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
︵
下
水

道
、
農
業
集
落
排
水
処
理
、
浄
化
槽
な

ど
︶
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
各
々
の

場
で
活
躍
し
て
き
た
が
、
国
内
の
汚
水

処
理
シ
ス
テ
ム
は
共
通
の
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。
人
口
減
少
に
伴
う
処
理
対

象
水
量
の
減
少
、
必
要
な
処
理
能
力
の

稼
働
率
の
低
下
、
使
用
料
金
収
入
の
低

下
、
老
朽
化
に
よ
る
改
築
・
更
新
費
用

の
増
加
な
ど
か
ら
持
続
可
能
性
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
誰
が
考
え
て
も
、
汚

水
処
理
の
統
合
化
、
汚
泥
処
理
の
統
合

化
は
避
け
ら
れ
な
い
の
が
事
実
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
は
汚
水
処
理
の
主
役
で

あ
る
下
水
処
理
場
︵
全
国
約
２
２
０
０

カ
所
︶
を
フ
ル
に
活
用
し
汚
水
処
理
の

効
率
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
下
水
道
関

係
者
か
ら
提
案
さ
れ
、
汚
泥
の
集
中
処

理
や
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
構
想
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
事
業
な
ど
で
実
践
・
実
証
さ
れ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
も
多
い
。
さ
ら
な
る
広
域

化
・
統
合
化
な
ど
で
下
水
道
資
産
の
活

用
に
拍
車
を
か
け
て
欲
し
い
。

■
下
水
道
の
付
加
価
値 

向
上
と
地
方
創
生

　

地
方
創
生
に
資
す
る
下
水
道
資
源
は

①
処
理
水
の
活
用
︵
工
業
用
水
、
農
業

用
水
、
都
市
用
水
、
環
境
修
復
用
水
︶

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
︵
メ
タ
ン
発
酵
に

よ
る
発
電
、
乾
燥
汚
泥
に
よ
る
燃
料
資

源
︶
③
農
業
資
源
︵
下
水
汚
泥
の
肥
料

化
、
リ
ン
の
回
収
、
窒
素
肥
料
、
土
壌

改
良
剤
︶
④
熱
の
利
用
︵
下
水
熱
回

収
、
融
雪
用
水
︶
⑤
炭
酸
ガ
ス
の
利
用

︵
植
物
工
場
、
作
物
の
加
速
栽
培
︶
な

ど
が
あ
り
、
す
で
に
実
施
、
ま
た
は
実

証
中
で
あ
る
。

　

筆
者
の
提
案
は
、
こ
れ
か
ら
の
下
水

道
資
源
の
活
用
は
﹁
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
食
料
の
三
位
一
体
﹂
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
ま
で
の
下
水
道
資
源

の
活
用
は
、
大
都
市
の
大
規
模
な
シ
ス

テ
ム
で
実
施
さ
れ
成
果
を
上
げ
て
き
た

が
、
前
述
の
よ
う
に
、
人
口
減
少
下
の

こ
れ
か
ら
は
、
資
本
投
下
が
少
な
く
て

済
む
地
方
創
生
に
合
致
し
た
個
別
分
散

型
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
必
須
で
あ
る
。

以
下
に
一
例
を
紹
介
す
る
。

「
水
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
の
三
位
一
体
」で
有
効
活
用

■
亜
臨
界
水
処
理
に
よ
る
汚
泥

処
理
―
―
Ｇ
８
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
挑
戦

　

亜
臨
界
水
処
理
技
術
は
、
古
く
か
ら

使
わ
れ
て
い
る
技
術
で
、
有
名
な
の
は

コ
ー
ヒ
ー
豆
か
ら
カ
フ
ェ
イ
ン
を
取
り

除
く
︵
デ
カ
フ
ェ
︶
処
理
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
温
度
２
０
０
℃
以
下
で
圧
力

20
気
圧
以
下
の
水
蒸
気
を
反
応
槽
に
注

入
し
、
亜
臨
界
状
態
の
水
の
加
水
分
解

力
で
、
低
分
子
化
す
る
技
術
で
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
質
は
ア
ミ
ノ
酸
へ
、
セ
ル
ロ

ー
ス
は
糖
類
に
、
脂
肪
は
低
級
脂
肪
酸

に
分
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
高
温
・
高

圧
で
処
理
す
る
た
め
に
、
腐
敗
菌
や
ウ

イ
ル
ス
は
死
滅
、
臭
い
成
分
も
分
解
さ

れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
多
様
な
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
が
活
用
で
き
る
。
そ
れ

ら
の
市
場
規
模
は
、
表
の
通
り
で
あ

る
。

　

Ｇ
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
製
の

亜
臨
界
水
処
理
装
置
の
納
入
実
績
は
、

日
本
で
２
基
、
台
湾
２
基
、
中
国
２

基
、
マ
レ
ー
シ
ア
２
基
の
計
８
基
︵
４

カ
国
︶
で
あ
る
。

　

︵
１
︶
下
水
汚
泥
は
最
高
の
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
活
用
に
お
い
て
、
重
要
な
の
は
収
集

運
搬
コ
ス
ト
低
減
と
資
源
の
存
在
密
度

で
あ
る
。
他
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
は
点

在
し
て
お
り
、
季
節
変
動
が
大
き
く
、

質
も
変
動
す
る
。
ま
た
貯
留
す
る
と
臭

い
の
発
生
な
ど
資
源
量
は
多
い
も
の
の

問
題
も
多
い
。
そ
の
点
、
下
水
汚
泥
は

管
理
さ
れ
た
処
理
場
で
集
中
処
理
が
で

き
、
最
適
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
下
水
汚
泥
だ
け
で

は
資
源
量
が
不
足
す
る
の
で
、
表
に
示

し
た
よ
う
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
や
浄
化

槽
汚
泥
な
ど
を
添
加
し
安
定
量
を
確
保

表　バイオマス資源の市場規模（推計）
バイオマス種別 国内年間発生量 年間市場規模／試算
家畜糞尿 8200万トン 約800億円
食品残渣 1200万トン 約1200億円
林地残材 400万トン 約2000億円

下水汚泥 217万トン
（乾物重量）

約1000億円

総計 約10,017万トン 最大5000億円
水の安全保障戦略機構にて中央大学研究開発機構　松下潤教授による講演より

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

■
下
水
汚
泥
の
亜
臨
界
水
処
理

　

脱
水
さ
れ
た
下
水
汚
泥
を
亜
臨
界
水

反
応
槽
に
投
入
し
、
１
８
０
℃
、
12
気

圧
で
30
分
間
処
理
す
る
と
、
微
細
化
さ

れ
た
含
水
率
15
～
20
％
の
乾
燥
汚
泥
が

得
ら
れ
る
。

　

亜
臨
界
水
処
理
さ
れ
た
乾
燥
汚
泥
で

の
肥
効
性
比
較
は
、
従
来
の
下
水
汚
泥

コ
ン
ポ
ス
ト
よ
り
２
～
４
倍
の
成
長
を

示
し
て
い
る
。
汚
泥
中
の
肥
効
成
分
が

亜
臨
界
水
処
理
に
よ
り
低
分
子
化
さ
れ

作
物
へ
の
吸
収
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

■
下
水
汚
泥
メ
タ
ン
発
酵
の
前

処
理
に
最
適
な
亜
臨
界
水
処

理
　

現
在
、
汚
泥
量
の
多
い
大
き
な
下
水

処
理
場
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
︶
制
度
に
よ

り
メ
タ
ン
発
酵
で
発
電
し
収
入
を
得
て

い
る
が
、
汚
泥
を
亜
臨
界
水
処
理
で
前

処
理
︵
20
～
30
分
／
バ
ッ
チ
処
理
︶
を

す
る
と
発
生
メ
タ
ン
ガ
ス
が
約
２
倍
に

増
加
す
る
試
験
結
果
が
出
て
い
る
。
亜

臨
界
水
処
理
に
て
低
分
子
化
さ
れ
た
有

機
物
が
メ
タ
ン
菌
に
吸
収
分
解
さ
れ
や

す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

亜
臨
界
水
処
理
は
下
水
汚
泥
の
も
つ
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る

技
術
で
あ
る
。

■
亜
臨
界
水
処
理
で
和
牛
の
飼

料
製
造
―
―
エ
ー
ス
ク
リ
ー

ン
の
挑
戦

　

北
海
道
北
見
市
の
エ
ー
ス
ク
リ
ー
ン

︵
中
井
英
治
社
長
︶
は
、
下
水
汚
泥
や

ポ
ン
プ
場
の
清
掃
な
ど
廃
棄
物
の
収
集

・
運
搬
、
中
間
処
理
を
手
掛
け
る
企
業

で
あ
る
。

　

本
邦
初
の
面
白
い
挑
戦
を
し
て
い

る
。
Ｇ
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
亜

臨
界
水
処
理
装
置
を
採
用
し
、
道
内
の

木
質
資
源
︵
シ
ラ
カ
バ
、
ヤ
ナ
ギ
な

ど
︶
か
ら
和
牛
の
餌
を
生
産
し
て
い

る
。
14
年
か
ら
帯
広
畜
産
大
学
等
の
指

導
を
受
け
、
黒
毛
和
牛
17
頭
を
飼
育

し
、
良
好
な
結
果
を
得
て
い
る
。
そ
の

地
域
の
有
機
資
源
で
安
全
で
安
価
な
飼

料
を
提
供
で
き
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
林

業
や
畜
産
業
の
活
性
化
、
さ
ら
に
食
料

自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ま
さ
に

地
域
創
生
で
あ
る
。
エ
ー
ス
ク
リ
ー
ン

で
は
さ
ら
に
道
内
の
あ
ら
ゆ
る
有
機
資

源
か
ら
飼
料
生
産
と
給
餌
の
実
証
試
験

を
続
け
て
い
る
。

■
微
生
物
は
ウ
ソ
を
つ
か
な
い

―
―
共
和
化
工
の
挑
戦

　

創
立
60
周
年
の
中
堅
の
水
処
理
企
業

だ
が
、
常
に
地
方
創
生
に
向
け
て
新
し

い
試
み
に
挑
戦
し
て
い
る
共
和
化
工

︵
東
京
都
品
川
区
、
吉
村
俊
治
社
長
︶

に
注
目
し
て
い
る
。
﹁
微
生
物
は
ウ
ソ

を
つ
か
な
い
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
全
国
５

カ
所
︵
南
砺
、
高
知
、
長
崎
、
佐
呂

間
、
堺
市
︶
に
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

を
自
社
で
建
設
、
下
水
汚
泥
や
家
畜
ふ

ん
尿
、
農
作
物
の
残
渣
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
残
渣
な
ど
を
受
け
入
れ
、
独
自
の

シ
ス
テ
ム
︵
超
高
温
好
気
性
菌
︶
を
使

い
90
～
１
１
０
℃
で
発
酵
さ
せ
る
た
め

完
熟
肥
料
と
し
て
肥
効
性
が
高
く
、
地

元
の
農
家
や
園
芸
家
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
全
国
の
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
は
売
れ
残
り
や
臭
い
の
問
題
で
迷

惑
施
設
に
な
っ
て
い
る
の
と
大
違
い
で

あ
る
。
国
交
省
初
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、

ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
で
有
名
な
下
水
汚
泥

堆
肥
化
施
設
︵
佐
賀
市
︶
も
共
和
化
工

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
同
社
の
環
境
微

生
物
学
研
究
所
︵
町
田
市
︶
で
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
を
用
い
て
微
生
物
な

ど
の
測
定
を
行
い
、
さ
ら
な
る
農
作
物

の
成
長
、
栄
養
価
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
同
社
の
肥
料
で
育
成
さ

れ
た
農
作
物
を
提
供
す
る
和
食
レ
ス
ト

ラ
ン
﹁
和
饗
﹂
︵
品
川
区
五
反
田
︶
も

展
開
し
て
い
る
。

■
お
わ
り
に

　

全
国
約
２
２
０
０
カ
所
の
下
水
処
理

場
か
ら
、
毎
日
多
く
の
下
水
汚
泥
が
排

出
さ
れ
て
い
る
。
下
水
汚
泥
は
最
高
の

有
機
資
源
で
あ
り
、
宝
の
山
で
あ
る
。

新
し
い
技
術
の
採
用
で
地
域
創
生
の
主

役
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
﹁
水
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
食
料
の
三
位
一
体
﹂
の
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
き
、
汚
水
の
浄
化
は
も
ち
ろ

ん
、
地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
、
さ
ら

に
、
地
域
の
農
産
物
・
果
実
な
ど
へ
の

栽
培
で
、
ど
ん
な
肥
料
が
必
要
か
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
個
別
分
散
型
の

シ
ス
テ
ム
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
固
定

観
念
を
捨
て
て
新
し
い
技
術
開
発
と
と

も
に
地
域
創
生
に
貢
献
す
る
果
敢
な
る

取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　　

参
考
：
下
水
道
展
19
横
浜
出
展
情
報

▽
Ｇ
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︵
ブ
ー

ス
・
Ｃ
５
４
９
︶
▽
共
和
化
工
︵
ブ
ー

ス
・
Ｃ
５
５
０
︶

•
• 2m3

190 13 30
• 17 2014 ~2015 235
•

TDN 32% 72.5%
0.53kg/ 0.58kg/

亜臨界水領域の高温・高圧水蒸気を活用

MRM亜臨界水反応資源再生装置
有機性廃棄物を安全に処理し、資源として再活用（資源循環）

パシフィコ横浜［神奈川県横浜市］

10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

4日間
10:00～17:00
（但し、初日開館 10:30   最終日閉館 16:00）

　  ～8月6日　  ～火 金火 金 4日間
入場無料

9日
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堺
市
上
下
水
道
局
下
水
道
施
設
課
長 

松
井
　
宏
樹

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
」「
防
災
」「
憩
い
・
賑
わ
い
」

下水道リノベーションによる付加価値のさらなる向上―堺市三宝水再生センターの取り組み
■
は
じ
め
に

　

堺
市
は
、
大
阪
平
野
の
や
や
南
寄
り

に
位
置
し
、
北
は
一
級
河
川
大
和
川
を

隔
て
て
大
阪
市
と
、
西
は
大
阪
湾
に
面

し
て
お
り
、
行
政
人
口
は
約
83
・
６
万

人
、
行
政
面
積
は
約
１
万
５
千
㌶
で

す
。
中
心
部
に
は
、
日
本
を
代
表
す
る

古
墳
群
で
あ
る
百
舌
鳥
古
墳
群
が
あ

り
、
日
本
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
を
は
じ
め
、
現
在
で

も
形
状
さ
ま
ざ
ま
な
古
墳
が
残
っ
て
い

ま
す
。
７
月
６
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
首
都
バ
ク
ー
で
開
催
中
の
第
43
回

世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
百
舌
鳥

・
古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

堺
市
の
下
水
道
事
業
は
、
１
９
５
２

年
に
中
心
市
街
地
で
あ
る
土
居
川
周
辺

の
約
５
３
３
㌶
に
つ
い
て
旧
下
水
道
法

に
よ
る
事
業
認
可
を
取
得
し
、
下
水
道

事
業
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

63
年
に
は
現
在
運
転
し
て
い
る
処
理
場

で
は
最
も
古
い
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー

が
高
級
処
理
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
69

図１　下水再生水の複合利用の概要

図２　三宝水再生センター内の災害対策センターの概要

年
に
は
南
部
丘
陵
地
の
泉
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
に
伴
い
大
阪
府
が
建
設
し
た

泉
北
水
再
生
セ
ン
タ
ー
︵
85
年
に
堺
市

に
移
管
︶
、
72
年
に
は
石
津
水
再
生
セ

ン
タ
ー
の
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
２

０
１
８
年
度
末
の
下
水
道
処
理
人
口
普

及
率
は
98
・
３
％
に
達
し
て
お
り
、
汚

水
整
備
に
つ
い
て
は
概
成
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
堺
市
の
三
宝
水
再
生
セ

ン
タ
ー
の
取
組
内
容
が
、
国
土
交
通
省

の
﹁
下
水
道
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
﹂

に
第
１
号
と
し
て
認
定
さ
れ
、
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
堺
市
の
﹁
三

宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

計
画
﹂
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の 

取
り
組
み

　

三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
は
、
堺
市
の

北
端
、
大
阪
湾
に
近
い
臨
海
エ
リ
ア
に

位
置
し
て
お
り
、
63
年
に
処
理
を
開
始

し
た
、
堺
市
で
は
一
番
古
い
処
理
場
で

す
。
堺
市
の
全
体
計
画
区
域
面
積
約
１

万
２
７
０
０
㌶
の
う
ち
、
三
宝
処
理
区

の
面
積
は
約
１
９
０
０
㌶
で
、
堺
市
域

の
約
15
％
の
エ
リ
ア
の
下
水
を
当
セ
ン

タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
処
理
能
力

は
約
12
万
立
方
㍍
／
日
、
処
理
方
式
は

担
体
投
入
型
ス
テ
ッ
プ
流
入
式
多
段
消

化
脱
窒
法
で
、
全
量
を
高
度
処
理
し
て

い
ま
す
。

　

三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理

水
や
下
水
熱
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な

ど
下
水
道
が
有
す
る
貴
重
な
資
源
を
活

用
す
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
下

水
処
理
場
と
し
て
の
枠
を
超
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
ま
す

（
図
１
）
。
以
下
で
は
、
過
去
か
ら
の

取
り
組
み
も
含
め
、
登
録
要
件
に
あ
る

３
つ
の
拠
点
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
化
の
取
り

組
み

　

三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
水

処
理
水
を
下
水
再
生
水
と
名
付
け
、
約

２
㌔
㍍
離
れ
た
民
間
の
大
型
商
業
施
設

に
１
５
０
０
立
方
㍍
／
日
を
送
水
し
て

い
ま
す
。
下
水
再
生
水
は
、
外
気
温
と

比
較
し
て
﹁
温
度
幅
の
変
動
が
少
な

い
﹂
﹁
冬
季
は
暖
か
く
、
夏
季
は
冷
た

い
﹂
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
大
型

商
業
施
設
で
は
こ
の
下
水
再
生
水
の
特

徴
を
利
用
し
、
冬
季
に
は
外
気
余
熱
と

給
湯
利
用
を
、
夏
季
に
は
給
湯
利
用
と

空
調
利
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
熱
利
用

後
の
下
水
再
生
水
は
、
商
業
施
設
内
の

ト
レ
イ
洗
浄
水
や
せ
せ
ら
ぎ
水
路
の
水

源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

近
接
す
る
堺
市
所
管
の
内
川
緑
地
せ
せ

ら
ぎ
水
路
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
、

最
終
的
に
一
級
河
川
内
川
に
放
流
さ
れ

て
お
り
、
水
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
下
水
再
生
水
を
熱
源

・
水
源
に
複
合
的
に
利
用
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
②
防
災
拠
点
化
の
取
り
組
み

　

堺
市
で
は
、
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー

の
防
災
拠
点
化
を
堺
市
地
域
防
災
計
画

に
位
置
付
け
、
大
規
模
災
害
の
場
合
で

も
下
水
道
の
速
や
か
な
機
能
復
旧
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
に
資
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
６
年
10

月
に
は
、
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
内
に

災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
（
図
２
）
を
設
置

し
ま
し
た
。
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、

地
下
１
階
、
地
上
３
階
建
の
建
物
で

す
。
大
規
模
災
害
時
に
は
下
水
道
施
設

の
被
害
調
査
や
応
急
復
旧
作
業
の
拠
点

と
し
て
活
用
や
、
他
都
市
か
ら
の
応
援

部
隊
の
一
時
的
な
宿
泊
場
所
と
し
て
の

活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必

要
な
資
機
材
の
保
管
や
地
域
の
一
時
避

難
所
と
し
て
も
す
で
に
活
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
他
都
市
か
ら
の
支
援
部
隊
を
ス

■
今
後
の
展
望

　

堺
市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
安

定
し
た
処
理
機
能
を
保
持
し
つ
つ
、
三

宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
を
﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
﹂
﹁
防
災
﹂
﹁
憩
い
・
賑
わ
い
﹂

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
・
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
、
地
域
の
活
性

化
お
よ
び
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。
そ
の
た
め
、
﹁
三

宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

計
画
﹂
で
は
、
事
業
期
間
は
19
年
度
～

23
年
度
の
５
年
間
、
全
体
事
業
費
は
約

99
億
円
で
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠

点
と
し
て
は
、
継
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
を
安
定
的
に
行
う
た
め
、
三
宝
水

再
生
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
設
備
の
更
新

等
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
防
災
拠
点
と
し
て
は
、
防
災
力
の

強
化
の
観
点
か
ら
、
処
理
場
間
を
管
渠

で
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
監
視
設

備
の
高
度
化
を
進
め
る
ほ
か
、
必
要
な

資
機
材
の
充
実
化
、
施
設
の
耐
震
性
能

の
向
上
等
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
憩
い
・
賑
わ
い
の
拠
点
と

し
て
は
、
施
設
の
上
部
空
間
に
広
場
を

整
備
し
、
地
域
に
開
放
さ
れ
た
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

今
後
と
も
、
本
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
着
実
に
実
施
し
、
３
つ
の
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
処
理

場
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　

■
お
わ
り
に

　

三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま

で
に
水
処
理
施
設
は
全
量
を
高
度
処
理

化
し
て
い
る
ほ
か
、
場
内
に
揚
水
能
力

２
３
６
０
立
方
㍍
／
分
の
雨
水
ポ
ン
プ

場
を
整
備
す
る
な
ど
、
堺
市
中
心
部
の

施
設
の
被
災
、
交
通
手
段
の
寸
断
に
よ

り
燃
料
の
流
通
に
支
障
が
生
じ
た
場

合
、
こ
れ
ら
の
仮
設
燃
料
供
給
拠
点
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
市
の
重
要
施
設
の

非
常
用
発
電
機
、
避
難
所
の
発
電
機
の

燃
料
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
被
災
時
に
お
け
る
救
援
物
質

の
集
積
場
所
と
し
て
の
利
用
や
、
臨
時

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
な
ど
も
検
討
し
て

お
り
、
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

さ
ら
な
る
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
考

え
で
す
。

　
③
憩
い
・
賑
わ
い
の
拠
点
化
の
取
り

組
み

　

三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理

水
を
使
用
し
て
あ
じ
さ
い
の
栽
培
を
し

て
お
り
、
あ
じ
さ
い
の
種
類
は
約
１
０

０
種
で
、
株
数
は
約
１
６
０
０
株
に
達

し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
上
旬
に
10
日

間
程
度
の
期
間
で
あ
じ
さ
い
祭
り
（
写

真
）
を
開
催
し
て
市
民
に
公
開
し
て
お

り
、
毎
年
数
千
人
か
ら
１
万
人
前
後
の

方
が
来
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
じ
さ
い
祭
り
で
は
、
堺
市
の
ほ
か

数
都
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
展
示
す
る

ほ
か
、
施
設
見
学
会
、
環
境
学
習
展

都
市
活
動
を
支
え
、
市
民
の
暮
ら
し
と

水
環
境
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
堺
市
の
基
幹
的
な
処
理
場
で

す
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
ご
説
明
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点
化
、
防
災
拠
点

化
、
憩
い
・
賑
わ
い
の
拠
点
化
と
し
て

の
取
り
組
み
も
進
め
て
お
り
、
今
後

も
、
処
理
場
の
付
加
価
値
を
高
め
る
べ

く
、
知
恵
を
絞
り
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
﹁
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
﹂
に
係
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
過
去
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
関
係
者
の
皆
様
が
積
み
重
ね
て
き

た
地
道
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

３
つ
の
拠
点
化
の
維
持
・
向
上
へ

示
、
地
元
の
高
校
生
に
よ
る
ラ

イ
ブ
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン

と
は
、
高
校
生
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
下
水
道
学
習
の
取

り
組
み
の
一
つ
で
、
﹁
下
水
道

の
た
め
に
誰
で
も
で
き
る
料
理

の
後
始
末
﹂
に
つ
い
て
、
来
場

し
た
市
民
の
皆
様
に
対
し
、
高

校
生
に
発
表
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
下
水

道
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
に
開
か
れ
た
空
間
の

形
成
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
水
処
理
施
設
の
上

部
空
間
を
多
目
的
広
場
と
し
て

整
備
す
る
た
め
の
工
事
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
と

も
、
地
域
に
開
か
れ
た
拠
点
と

し
て
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え

で
す
。

写真　あじさい祭りの概要

ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
つ
つ
、
復
旧
資
機

材
等
を
事
前
に
確
保
し
て
お
く
こ
と

で
、
下
水
道
の
機
能
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド

が
向
上
し
、
住
民
の
ト
イ
レ
が
使
え
な

い
と
い
っ
た
混
乱
や
衛
生
環
境
の
悪

化
、
雨
水
が
排
除
で
き
な
い
、
マ
ン
ホ

ー
ル
の
突
出
な
ど
に
よ
る
交
通
障
害
が

生
じ
る
等
の
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響

を
最
小
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
一
時
避

難
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
宝
水
再
生
セ
ン
タ
ー
内
の

ス
ペ
ー
ス
を
仮
設
燃
料
供
給
拠
点
に
指

定
し
て
お
り
、
被
災
時
に
は
重
油
や
軽

油
、
灯
油
と
い
っ
た
燃
料
の
供
給
拠
点

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
大
規
模
な
停
電
の
発
生
、
危
険
物

● 環境分析
● ダイオキシン分析
● アスベスト分析
● 水道水検査
● シックハウス分析
● 土壌汚染調査
● 残留農薬分析
● 食品添加物分析
● 放射能検査
● 衛生検査
● 温泉分析
● 飼肥料分析
● 工業・医薬品販売
● 上・下水道施設維持管理
● 建築物総合維持管理
● 一般・産業廃棄物処理
● 下水道保守管理
● 浚渫・道路維持管理
● 土木工事一式

横浜支店／大阪支店
横浜市金沢区福浦2-10-12／大阪市北区天満2-2-21

東京支店

New！
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シ
ー
エ
ナ
ジ
ー 

営
業
部 

城
田
　
猛

下
水
熱
は
エ
ネ
利
用
効
率
化
に
有
効
な
ア
イ
テ
ム

エネルギー事業者から見た下水道の付加価値
　

シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
は
、
中
部
電
力
グ
ル

ー
プ
の
「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス

企
業
﹂
と
し
て
間
も
な
く
設
立
20
年
を

迎
え
る
会
社
で
す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
︵
液
化
天

然
ガ
ス
︶
の
販
売
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
︵
太
陽
光
発
電
・
水
力
発
電

・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
︶
と
合
わ
せ

て
、
お
客
さ
ま
の
敷
地
内
に
発
電
機
・

ボ
イ
ラ
ー
・
冷
温
熱
源
機
等
の
設
備
を

設
置
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
行
う
「
オ

ン
サ
イ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業

︵
Ｅ
Ｓ
事
業
︶
﹂
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
設
備
の
導
入
や
更
新
に
当
た
っ
て

初
期
投
資
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
プ
ロ
に
よ
る
維
持
管
理
が

評
価
さ
れ
、
全
国
１
７
０
件
以
上
で
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
下
水
道

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と
下
水
道
事
業

は
、
実
は
と
て
も
関
係
の
深
い
事
業
で

す
。
共
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
あ

り
、
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
そ

の
た
め
、
「
変
わ
ら
ぬ
使
命
﹂
と
し
て

「
安
定
し
た
供
給
・
排
除
﹂
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
点
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
電
力

使
用
量
は
全
国
の
電
力
消
費
量
の
約
０

・
７
％
を
占
め
て
お
り
、
電
気
以
外
に

も
都
市
ガ
ス
や
重
油
が
下
水
汚
泥
の
焼

却
等
に
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
両
者
一
体
と
な
っ
て
、
水
の

静
脈
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
社
会
・
経
済
の
発
展
、
生
活
を

支
え
る
基
盤
と
し
て
両
者
が
「
変
わ
ら

写真１　小諸市庁舎等および浅間南麓こもろ医療センター

図１　小諸エネルギーシステム

ぬ
使
命
﹂
を
完
遂
し
て
い
く
こ
と
に
疑

い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で

社
会
の
要
請
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
「
地
産
池
消
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
﹂
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
を
今
ま
で
の
大
規
模
集
中
型
か
ら

集
中
と
分
散
の
共
存
型
に
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
非
常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
の
確
保
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
省

エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
、
地
域
資
源
の
有
効

活
用
で
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
主
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
側
で
あ

っ
た
下
水
道
が
、
今
ま
で
以
上
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
側
と
し
て
活
躍
で
き
る

状
況
が
整
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
さ
に
こ
れ
は
「
付
加
価
値
﹂
で

あ
り
、
新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ

た
「
新
た
な
下
水
道
の
使
命
﹂
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

具
体
的
に
は
、
主
に
大
規
模
集
中
型

と
し
て
、
下
水
汚
泥
燃
料
が
一
般
電
気

事
業
者
等
の
発
電
所
で
混
焼
︵
中
部
電

力
碧
南
火
力
発
電
所
他
で
実
施
︶
さ
れ

て
い
ま
す
。
下
水
汚
泥
消
化
ガ
ス
は
都

市
ガ
ス
原
料
あ
る
い
は
都
市
ガ
ス
導
管

へ
の
注
入
と
い
っ
た
形
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
産
池
消
分
散
型
と
し
て
、

下
水
道
管
や
処
理
場
の
処
理
水
等
か
ら

採
取
す
る
下
水
熱
は
融
雪
や
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
の
熱
源
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

下
水
管
か
ら
の
熱
回
収
の
場
合
、
採
熱

管
の
設
置
と
合
わ
せ
て
管
更
生
を
行
え

ば
、
そ
れ
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
強
靱
化

に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
水
汚

泥
消
化
ガ
ス
は
下
水
処
理
場
で
発
電
燃

料
︵
豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
事
業
に
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
も
参
画
︶

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
度
処

理
を
施
し
た
再
生
水
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
の
各
種
用
水
と
し
て
活
用
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
社
会
の
要

請
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
下
水
道
は
一
体

と
な
っ
て
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ま
す
。

■
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
の 

下
水
熱
利
用

　

現
在
、
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
は
下
水
管
か

ら
の
下
水
熱
利
用
に
つ
い
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
長
野
県
小
諸
市
と

諏
訪
市
の
２
カ
所
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
回
収
可
能

な
下
水
熱
は
、
Ｅ
Ｓ
事
業
の
一
つ
の
熱

源
と
し
て
有
効
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
下

水
道
管
理
者
と
熱
利
用
者
が
直
接
、
下

水
熱
を
や
り
取
り
す
る
の
で
は
な
く
、

Ｅ
Ｓ
事
業
者
で
あ
る
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
が

下
水
道
管
理
者
か
ら
下
水
熱
を
受
け
取

り
、
熱
利
用
者
が
使
い
や
す
い
、
温
水

や
冷
水
に
加
工
し
て
渡
し
て
い
ま
す
。

■
長
野
県
小
諸
市
で
の
事
例

　

小
諸
市
の
公
共
下
水
道
管
︵
分
流

式
、
直
径
２
５
０
㍉
㍍
︶
か
ら
熱
を
回

収
し
、
浅
間
南
麓
地
域
10
万
人
の
医
療

圏
の
急
性
期
病
院
で
あ
る
、
Ｊ
Ａ
長
野

厚
生
連　

浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医
療
セ
ン

タ
ー
︵
２
４
６
床
、
以
降
、
こ
も
ろ
医

療
セ
ン
タ
ー
︶
の
給
湯
用
の
熱
源
と
し

■
長
野
県
諏
訪
市
で
の
事
例

　

長
野
県
の
流
域
下
水
道
管
︵
分
流

式
、
直
径
２
千
㍉
㍍
︶
か
ら
熱
を
回
収

し
、
諏
訪
市
公
共
下
水
道
を
経
由
し

て
、
地
域
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ

れ
、
諏
訪
二
次
医
療
圏
の
基
幹
病
院
で

あ
る
、
日
本
赤
十
字
社
諏
訪
赤
十
字
病

院
︵
４
５
５
床
、
以
降
、
諏
訪
赤
十
字

病
院
、
写
真
２
参
照
︶
の
空
調
用
冷
温

水
熱
源
と
し
て
18
年
４
月
か
ら
活
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
管
理
す
る
流
域
下
水
道
管
渠
に

初
め
て
民
間
事
業
者
が
熱
交
換
器
を
設

置
し
た
事
例
に
な
り
ま
す
。

　

諏
訪
赤
十
字
病
院
は
地
域
災
害
拠
点

病
院
と
し
て
、
さ
ら
な
る
対
応
強
化
と

よ
り
高
度
な
医
療
へ
の
対
応
の
た
め
、

増
築
を
計
画
し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
諏
訪
市
の

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
﹂
に
基

づ
い
た
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り

熱
利
用
側
も
含
め
た
補
助
ス
キ
ー
ム
が
必
要
に

図２　諏訪エネルギーシステム

ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
「
Ｍ
Ｃ
Ｐ

︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
医
療
版
︶
﹂
を
支
え
な
が

ら
「
環
境
性
﹂
「
経
済
性
﹂
も
達
成
す

る
も
の
と
さ
れ
、
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
は
電

気
・
ガ
ス
・
重
油
を
使
い
、
非
常
時
の

継
続
性
、
常
時
の
経
済
性
を
考
慮
し
た

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
な
シ
ス
テ
ム
と
地
域

の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱

と
下
水
熱
を
活
用
し
た
Ｅ
Ｓ
事
業
（
図

２
参
照
）
を
提
案
し
、
16
年
１
月
に
事

業
者
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
お
よ
び
諏
訪
市
と
連
携
し
て

地
中
熱
・
下
水
熱
の
活
用
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
経
済
産
業
省
の
補
助
事

業
「
平
成
28
年
度
地
産
池
消
型
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
等
推
進
事
業

︵
補
助
率
３
分
の
２
︶
﹂
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
下
水
熱
用
熱
交
換
器
は
管
底

に
設
置
し
て
、
等
間
隔
で
バ
ン
ド
を
使

っ
て
固
定
し
て
い
ま
す
。

　

運
用
開
始
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
運
用
で
き
て

い
ま
す
。
今
後
は
デ
ー
タ
の
分
析
を
進

め
、
小
諸
市
の
事
例
と
合
わ
せ
て
水
平

展
開
の
知
見
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

両
事
業
と
も
下
水
道
管
理
者
は
国
土

交
通
省
の
下
水
熱
利
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
等
支
援
事
業
︵
小
諸
市
：
15
年

度
、
長
野
県
：
16
年
度
︶
を
活
用
し
ま

し
た
。

　

下
水
管
か
ら
の
下
水
熱
利
用
に
当
た

り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
国
土
交

通
省
下
水
道
部
、
長
野
県
、
諏
訪
市
、

小
諸
市
、
日
本
赤
十
字
社　

諏
訪
赤
十

字
病
院
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連　

浅
間
南

麓
こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
、
石
本
建
築

事
務
所
、
横
河
建
築
設
計
事
務
所
、
東

亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
の
皆
様
に
謝
意
を
表

し
ま
す
。

■
下
水
道
の
付
加
価
値
の
活
用

に
当
た
っ
て
の
提
言

　

「
下
水
熱
﹂
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効

率
化
に
有
効
な
一
つ
の
ア
イ
テ
ム
で

す
。
熱
利
用
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

者
、
下
水
道
管
理
者
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
︱
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

が
構
築
で
き
た
と
き
に
そ
の
利
用
価
値

は
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
環
境
性
と
合
わ
せ
て
経
済
性
は

Ｗ
ｉ
ｎ
︱
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
構
築
に
重
要

な
要
素
で
す
。
前
述
２
事
業
は
経
済
産

業
省
や
国
土
交
通
省
の
他
部
局
の
補
助

事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
事

業
に
お
い
て
も
下
水
道
部
分
だ
け
で
な

く
熱
利
用
側
も
含
め
た
シ
ス
テ
ム
全
体

に
対
す
る
補
助
ス
キ
ー
ム
等
を
構
築
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
熱
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
慮
し
て
建
物
等
の

計
画
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

街
づ
く
り
や
建
物
の
計
画
・
設
計
を
す

る
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
設
計
事
務
所
、

ゼ
ネ
コ
ン
等
に
下
水
熱
の
存
在
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

下
水
道
が
持
続
可
能
な
経
営
を
実
現

す
る
た
め
に
、
「
老
朽
化
対
策
﹂
「
官

民
連
携
﹂
「
広
域
化
・
共
同
化
﹂
「
資

源
利
用
﹂
を
推
進
す
る
中
で
シ
ュ
タ
ッ

ト
ベ
ル
ケ
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
と
い

っ
た
新
た
な
地
域
連
携
の
中
で
存
在
感

を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
い
え
ば
、

全
国
に
約
２
２
０
０
か
所
あ
る
下
水
処

理
場
は
そ
の
地
域
に
お
け
る
、
地
産
池

消
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
と
し
て

活
躍
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー
は
お
客
さ
ま

目
線
に
立
ち
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー

ビ
ス
企
業
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス

で
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
ス
キ
ー
ム

を
構
築
し
、
下
水
熱
を
は
じ
め
と
し
た

下
水
道
の
付
加
価
値
を
活
用
し
て
社
会

の
要
請
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

写真２　諏訪赤十字病院

て
17
年
12
月
か
ら
活
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

15
年
５
月
の
下
水
道
法
改
正
以
降
、

民
間
事
業
者
が
下
水
道
管
渠
内
へ
熱
交

換
器
設
置
を
設
置
し
て
下
水
熱
を
利
用

す
る
初
め
て
の
事
例
で
す
。

　

小
諸
市
は
、
13
年
３
月
、
「
第
一
期

小
諸
市
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
﹂
を

策
定
し
、
都
市
機
能
の
集
約
化
お
よ
び

街
の
低
炭
素
化
の
実
現
を
目
的
に
小
諸

市
庁
舎
等
の
建
て
替
え
と
Ｊ
Ａ
長
野
厚

生
連
の
病
院
の
移
転
新
築
に
よ
る
集
約

化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
参

照
）
。
こ
の
実
施
に
際
し
て
、
14
年
１

月
に
小
諸
市
と
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関
す
る
協
定
﹂

を
締
結
し
、
隣
接
す
る
両
施
設
が
一
体

と
な
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
公
共

と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
こ

の
協
定
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
の
実
現
に
向
け
て
、
重
要
な
取

り
組
み
と
考
え
ま
す
。
シ
ー
エ
ナ
ジ
ー

は
両
建
物
に
対
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
達
か
ら
受
電
、
空
調
、
給
湯
設
備
の

設
置
・
運
用
管
理
ま
で
一
括
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
Ｅ
Ｓ
事
業
に
よ

り
、
低
炭
素
化
の
実
現
に
協
力
し
て
い

ま
す
（
図
１
参
照
）
。

　

ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
給
湯
の
一
部

を
下
水
熱
を
利
用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
に
変
え
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
先
導
的
と
評
価
さ
れ
、
こ
も
ろ
医

療
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
は
国
土
交
通
省

の
補
助
事
業
「
平
成
26
年
度
住
宅
・
建

築
物
省
Ｃ
Ｏ
２
先
導
事
業
︵
補
助
率
２

分
の
１
︶
﹂
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
熱
用
熱
交
換
器
は
管
底
に
設
置

し
、
そ
の
上
か
ら
管
更
生
を
施
す
方
式

を
採
用
し
ま
し
た
。
運
用
開
始
か
ら
１

年
半︵
設
置
か
ら
２
年
半
︶経
過
し
ま
す

が
、
流
下
阻
害
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
間
を
通
し
て
安
定
的
に

下
水
熱
を
回
収
し
、当
初
の
計
画
通
り
、

ボ
イ
ラ
ー
を
使
っ
た
場
合
の
推
定
と
比

較
し
て
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省
コ
ス
ト
が
達
成

で
き
て
い
ま
す
。
１
年
間
の
運
用
で
改

善
点
も
出
て
き
た
た
め
、
さ
ら
な
る
下

水
熱
の
活
用
を
目
指
し
て
調
整
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①インストールして頂いたアプリを開きます ➡ ②ログイン ID・パスワードを入力し、ログインボタンを押してログインします（状況に応じて
「ID, パスワードを保存する」、「自動ログインをする」をご使用ください） ➡ ③マイページより環境新聞電子版をご利用頂けます。

詳細・お申込みはこちらから

バージョンアップ！！
その１

１. 自動ログイン機能
　ホーム画面上のアプリアイコンを押すだけでマイページへ移動します。
２. 閲覧の操作がスムーズに
　上下にスクロールしてページを切り替え。拡大縮小もストレスなく動作します。
３. 画質がクッキリと鮮明に
　コンテンツを拡大しても文字がぼやけずに鮮明に表示します。

2002年１月～前回号までの過去バックナンバーを閲覧できるようになりました。
もちろんキーワードでの検索も可能です！
※テキストの精度：PDFからのOCR抽出

アプリインストール後の手順専用のアプリで電子版をより簡単に
閲覧しやすくなりました。
専用のアプリで電子版がより簡単に
閲覧しやすくなりました。

その2 2002年からの過去バックナンバーが
閲覧検索できるようになりました！

① ② ③

今すぐアプリをダウンロード

★
ア
プ
リ
の
特
徴
★

※現行バージョンのブラウザ版も引き続きご利用頂けます。
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〈正 会 員〉
株式会社 石垣
株式会社 荏原製作所
オルガノ 株式会社
株式会社 クボタ
三機工業 株式会社
JFEエンジニアリング 株式会社
株式会社 神鋼環境ソリューション
シンフォニアテクノロジー 株式会社
新明和工業 株式会社
水道機工 株式会社
水ingエンジニアリング 株式会社
住友重機械エンバイロメント 株式会社
株式会社 タクマ

月島機械 株式会社
株式会社 鶴見製作所
株式会社 電業社機械製作所
株式会社 東光高岳
東芝インフラシステムズ 株式会社
巴工業 株式会社
株式会社 酉島製作所
株式会社 西原環境
日新電機 株式会社
株式会社 日立インダストリアルプロダクツ
株式会社 日立製作所
日立造船 株式会社
株式会社 フソウ
前澤工業 株式会社

株式会社 丸島アクアシステム
三菱化工機 株式会社
三菱電機 株式会社
株式会社 明電舎
メタウォーター 株式会社
株式会社 安川電機

〈賛助会員〉
アクアインテック 株式会社
荏原実業 株式会社
株式会社 大原鉄工所
万水電機設備工業 株式会社
株式会社 広島メタル&マシナリー
ラサ商事 株式会社

会 員 各 社会 員 各 社

〒104-0033  東京都中央区新川2-6-16  馬事畜産会館2階
  TEL 03-3552-0991　FAX 03-3552-0993
  URL http://www.siset.or.jp/ 会長　木股　昌俊

日本下水道施設業協会
一般社団法人

人にやさし
い地球環境を次世代に…人にやさし
い地球環境を次世代に…

プローブ型 プローブ型 プローブ型 プローブ型 プローブ型
有機汚濁モニター 濁度 / 色度計 色度モニター

流通型測定システム例流通型測定システム例流通型測定システム例UV/COD計

浸漬型取付測定

UV-700W

排水用

TCR-700W

上水道用

浸漬型取付測定

TSS-700W

上水／排水用

CR-700WTR-5500

上水道用 上水道用

NH4-2000

し尿／下水処理場用

◆直線性◆保守点検が簡単◆保守点検が簡単

〇測定光路長：高感度型 60mm
〇測定範囲：0～50度の範囲
〇ワイパー洗浄器内蔵

測定方式 ： 0.000～2.000　Abs／cm
COD換算値 ： 0 ～ 200 mg/L
水銀フリー　UV／LED検出器
ワイパー洗浄器内蔵

〇上水道用：TSS-700W-L（0～50度）
〇排水用：TSS-700W-H（0～1000度）
〇ワイパー洗浄器内蔵

〇レーザー90°散乱光式濁度検出器
〇測定範囲：0.000～2.000度（標準）
〇プローブ型で保守が最も簡単

〇紫外透過光測定方式
〇測定範囲：0～50度の範囲
〇ワイパー洗浄器内蔵

〇無希釈測定　0～25mg/L
〇フローインジェクション法
〇アルカリ注入ガス置換
　　　　　　導電率測定方式

新住所：〒340-0203　埼玉県久喜市桜田2丁目133番８
新TEL：0480-38-9151　新FAX：0480-38-9157（代表）
URL ：http://www.krkjpn.co.jp

本社・工場移転のお知らせ

2019年5月7日（火）より右記の通り本社・工場を移転致しました。

※ 電話番号・FAX番号も変わりました。

アンモニア態窒素計濁度モニター レーザー濁度計
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エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
タ
ー
・
名
古
屋
悟

地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
を
熱
源
利
用
―
港
南
区
総
合
庁
舎

下水道の熱資源利用の動向――横浜市の最新事例
■
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
を

庁
舎
の
空
調
熱
源
に

　

未
利
用
で
下
水
道
に
放
流
さ
れ
て
い

た
地
下
鉄
湧
出
水
を
利
用
し
て
い
る
の

は
、
２
０
１
７
年
３
月
21
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
横
浜
市
港
南
区
総
合
庁
舎
（
写

真
１
）
。
横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ

イ
ン
の
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
を
熱
源
と
し

た
空
調
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
、
全
国

で
も
珍
し
い
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。

　

区
役
所
の
機
能
と
消
防
署
が
入
る
新

庁
舎
は
、
敷
地
面
積
５
０
７
７
平
方

㍍
、
延
床
面
積
１
万
７
１
６
３
平
方
㍍

写真２　地下鉄トンネル湧出水を熱源に利用しているヒートポンプ

写真１　港南区総合庁舎

■
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド 

現
象
緩
和
に
期
待

　

も
う
１
つ
の
事
例
は
、
横
浜
市
旭
土

木
事
務
所
に
お
け
る
取
り
組
み
だ
。
同

事
務
所
で
は
18
年
夏
以
降
、
同
区
内
の

「
鶴
ヶ
峰
ま
ち
か
ど
広
場
」
（
写
真

４
）
に
下
水
熱
を
利
用
し
た
路
面
温
度

調
整
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
そ
の
効
果

検
証
と
し
て
、
同
年
９
月
に
は
７
・
３

℃
か
ら
最
大
12
℃
の
路
面
温
度
の
低

下
、
今
年
２
月
に
は
約
２
・
４
℃
の
路

面
温
度
の
上
昇
を
確
認
し
て
お
り
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
対
策
等

に
も
期
待
で
き
る
結
果
が
出
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
は
採
熱
管
（
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
）
を
下
水
道
幹
線
の
管
底
に
敷
設

し
て
熱
交
換
器
と
し
、
広
場
路
面
下
に

設
置
し
た
放
熱
パ
ネ
ル
（
ス
テ
ン
レ
ス

管
）
と
の
間
に
不
凍
液
を
循
環
ポ
ン
プ

で
直
接
循
環
さ
せ
る
も
の
で
、
夏
は
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
広
場
路

面
の
熱
を
下
水
に
放
出
し
て
冷
却
し
、

冬
は
下
水
道
幹
線
か
ら
下
水
の
熱
を
集

　

横
浜
市
は
、
下
水
道
に
眠
る
資

源
利
用
に
積
極
的
だ
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
下
水
熱
も
そ

の
一
つ
。
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
、

下
水
道
に
放
流
さ
れ
未
利
用
の
地

下
鉄
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
を
建
物
の

熱
源
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
、
も
う
一
つ
は
管
路
を
流
れ
る

下
水
か
ら
熱
だ
け
回
収
し
路
面
温

度
調
節
に
利
用
す
る
実
証
試
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
、
下
水
道
事
業

だ
け
で
な
く
幅
広
い
分
野
か
ら
注

目
を
集
め
そ
う
だ
。

し
て
作
ら
れ
た
冷
温
水
は
、
デ
シ
カ
ン

ト
空
調
で
庁
舎
内
の
冷
暖
房
や
、
総
合

受
付
が
あ
る
１
階
の
床
輻
射
冷
暖
房
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

２
次
利
用
を
終
え
た
湧
出
水
は
排
水

槽
へ
送
ら
れ
、
下
水
道
に
放
流
さ
れ
る

が
、
一
部
は
ろ
過
、
滅
菌
処
理
し
た

後
、
雑
用
水
槽
へ
送
ら
れ
、
屋
上
緑
化

の
散
水
や
ト
イ
レ
洗
浄
用
水
、
災
害
時

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
用
水
と
し
て
利

用
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ
。

　

市
へ
の
取
材
に
よ
る
と
、
当
初
は
地

下
水
を
汲
み
上
げ
て
熱
源
に
す
る
オ
ー

プ
ン
ル
ー
プ
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、

庁
舎
予
定
地
近
く
に
あ
る
市
営
地
下
鉄

「
港
南
中
央
駅
」
近
傍
に
ト
ン
ネ
ル
湧

出
水
を
下
水
道
に
放
流
す
る
た
め
の

「
大
谷
ポ
ン
プ
場
」
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
湧
出
水
を
熱
源
に
利
用
で
き
な
い
か

検
討
を
開
始
。
設
備
が
敷
地
内
だ
け
で

な
く
、
導
水
管
を
ポ
ン
プ
場
か
ら
敷
設

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
等
で

道
路
局
や
市
営
地
下
鉄
な
ど
関
係
部
局

と
の
調
整
を
重
ね
て
実
現
し
た
と
の
こ

と
だ
。

　

港
南
区
総
合
庁
舎
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
ホ
ー
ル
等
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

来
庁
者
に
も
湧
出
水
を
利
用
し
た
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
で
冷
暖
房
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
分
か
る
工
夫
が
施
さ
れ
、

市
民
の
未
利
用
熱
利
用
へ
の
関
心
を
高

め
る
効
果
も
期
待
で
き
る
（
写
真

３
）
。

　

都
市
部
で
の
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
は
、

一
部
で
河
川
水
量
の
維
持
な
ど
の
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
あ
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下
水
道
等
へ
放

流
さ
れ
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
は
少
な
く
、
こ
の
事
例
は
注
目
に
値

す
る
取
り
組
み
と
言
え
そ
う
だ
。

の
地
上
７
階
、
地
下
１
階
の
鉄
骨
造
、

一
部
Ｃ
Ｆ
Ｔ
造
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
建
物
で
、
「
災
害
に
強
く
安

全
・
安
心
、
省
エ
ネ
で
地
球
環
境
に
配

慮
し
た
総
合
庁
舎
」
を
目
指
し
て
作
ら

れ
た
。

　

同
市
で
は
市
庁
舎
建
物
な
ど
の
建
設

に
当
た
り
、
公
共
建
築
物
環
境
配
慮
基

準
に
基
づ
く
こ
と
な
ど
を
設
定
し
て
い

る
。
港
南
区
総
合
庁
舎
も
、
環
境
へ
の

配
慮
と
し
て
太
陽
光
発
電
や
直
射
日
光

の
遮
蔽
と
自
然
採
光
の
活
用
や
自
然
換

気
に
よ
る
中
間
期
の
冷
暖
房
負
荷
を
抑

制
す
る
仕
組
み
、
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
と

し
て
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
と
太
陽

熱
温
水
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
建
物
環
境
性
能
「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
横
浜
」
最
高
位
Ｓ
ラ
ン
ク

を
取
得
し
て
い
る
。

　

こ
の
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
熱
源
と
し

て
導
入
し
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水

は
、
庁
舎
か
ら
１
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
た

場
所
に
あ
る
市
営
地
下
鉄
「
港
南
中
央

駅
」
付
近
の
「
大
谷
ポ
ン
プ
場
」
か
ら

庁
舎
へ
と
導
水
し
て
お
り
、
使
用
量
は

１
日
当
た
り
４
０
０
立
方
㍍
（
計
画
水

量
）
ほ
ど
で
、
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
（
多

段
階
利
用
）
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特

徴
だ
。

　

ポ
ン
プ
場
か
ら
送
水
さ
れ
て
き
た
湧

出
水
は
、
ま
ず
１
次
利
用
水
槽
に
送
ら

れ
、
プ
レ
ー
ト
式
熱
交
換
器
を
介
し
て

熱
だ
け
回
収
し
、
水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
（
Ｗ
Ｈ
Ｐ
、
写
真
２
）
２
台
（
１
７

８
㌔
㍗
×
２
）
で
冷
温
水
を
作
り
、
空

冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー
（
Ａ
Ｈ
Ｐ
）

と
組
み
合
わ
せ
て
空
調
に
利
用
し
て
い

る
。

　

１
次
利
用
後
の
湧
出
水
は
２
次
利
用

水
槽
に
送
ら
れ
、
こ
ち
ら
で
も
プ
レ
ー

ト
式
熱
交
換
器
を
介
し
て
ガ
ス
吸
収
式

冷
温
水
発
生
機
（
Ｇ
Ｒ
Ｓ
）
の
熱
源
と

し
て
、
太
陽
熱
温
水
シ
ス
テ
ム
と
組
み

合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
る
。

　

地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
等
を
利
用

管
路
の
熱
で
路
面
温
度
調
節 

効
果
実
証
―
旭
土
木
事
務
所

め
て
融
雪
等
を
行
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

　

広
場
に
設
置
し
た
放
熱
管
の
放
熱
面

積
は
24
・
６
平
方
㍍
、
下
水
道
幹
線
管

底
に
設
置
し
た
採
熱
管
は
採
熱
延
長
36

㍍
と
な
っ
て
い
る
。
設
備
の
運
転
は
路

面
温
度
で
自
動
運
転
を
行
っ
て
お
り
、

夏
は
路
面
温
度
33
℃
以
上
で
運
転
、
冬

は
路
面
温
度
２
℃
以
下
で
運
転
し
て
い

る
。

　

広
場
に
は
市
民
が
下
水
熱
を
体
感
で

き
る
よ
う
、
放
熱
管
に
接
続
さ
れ
て
い

る
「
下
水
熱
体
感
手
す
り
」
を
設
け
、

市
民
が
未
利
用
熱
利
用
を
身
近
に
感
じ

る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
（
写
真

５
）
。

　

下
水
熱
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
は
近

年
、
冬
季
の
降
雪
量
が
多
い
地
域
な
ど

で
歩
道
の
融
雪
シ
ス
テ
ム
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

「
融
雪
」
と
し
て
の
機
能
が
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
雪
の
少
な
い
同
市
に

お
け
る
夏
の
路
面
温
度
低
下
の
効
果
検

証
が
進
め
ば
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
緩
和
に
つ
な
が
る
技
術
と
し
て
注

目
を
集
め
そ
う
だ
。

　

同
事
務
所
で
は
引
き
続
き
同
広
場
に

写真３　市民にも熱利用等分かるよう設置されたモニター

お
い
て
効
果
検
証
を
行
う
ほ
か
、
ほ
か

の
場
所
で
の
検
証
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
横
浜
市
環
境
科
学
研
究
所

と
連
携
し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

と
し
て
よ
り
効
果
的
な
対
応
等
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
し
て
お
り
、
今
後
の

取
り
組
み
も
高
い
関
心
を
集
め
そ
う

だ
。

　

な
お
、
「
鶴
ヶ
峰
ま
ち
か
ど
広
場
」

の
最
寄
り
駅
は
、
相
鉄
線
「
鶴
ヶ
峰
」

駅
で
あ
る
。

■
下
水
熱
を
含
め
た
再
エ
ネ
熱

利
用
に
注
力
す
る
横
浜
市

　

下
水
熱
の
利
用
は
、
国
土
交
通
省
が

12
年
に
設
置
し
た
「
下
水
熱
利
用
推
進

協
議
会
」
で
事
業
採
算
性
等
の
検
討
が

進
め
ら
れ
、
本
格
的
な
普
及
促
進
に
向

け
関
心
が
高
ま
っ
た
。
同
省
で
は
、
下

水
熱
利
用
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
や
下
水
熱
利
用
を
検
討
す
る
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
職
員
や
経
験
の
あ
る

地
方
公
共
団
体
職
員
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
し
、
個
別
事
案
の
課
題
整
理

と
助
言
を
実
施
す
る
下
水
熱
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
事
業
な
ど
を
実
施
。
15
年
５

月
に
改
正
さ
れ
た
下
水
道
法
で
は
、
民

間
事
業
者
等
の
熱
需
要
者
が
熱
交
換
器

を
下
水
道
管
渠
内
に
設
置
で
き
る
規
制

緩
和
も
進
め
ら
れ
る
な
ど
下
地
が
整
え

ら
れ
て
き
た
。

　

同
省
が
18
年
５
月
末
時
点
で
ま
と
め

た
下
水
熱
利
用
実
施
個
所
は
全
国
26
カ

所
。
処
理
場
処
理
水
や
ポ
ン
プ
場
未
処

理
下
水
を
取
水
し
て
熱
交
換
さ
せ
る
方

法
や
管
路
内
に
熱
交
換
器
を
設
置
し
て

未
処
理
下
水
か
ら
熱
だ
け
回
収
す
る
方

法
な
ど
に
よ
り
、
建
物
の
冷
暖
房
や
農

業
施
設
の
熱
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
紹
介
し
た
横
浜
市
の
２
例
の
う

ち
、
港
南
区
総
合
庁
舎
の
事
例
で
は
下

水
道
に
未
利
用
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
い

た
地
下
鉄
ト
ン
ネ
ル
湧
出
水
を
利
用
し

て
い
る
点
、
旭
区
の
路
面
温
度
調
節
で

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
わ
ず
に
夏
の
路

面
温
度
低
下
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
の
緩
和
効
果
の
検
証
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
点
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
視
点
で
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
横
浜
市
で
は
近
年
、
泉
区
総
合

庁
舎
、
金
沢
区
総
合
庁
舎
、
南
区
総
合

庁
舎
で
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
ほ
か
、
来
年
６
月

に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
横
浜
市

新
市
庁
舎
で
も
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
」
に
積
極

的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
今
後
も
下

水
熱
を
含
め
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
熱
利
用
」
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

る
の
か
、
大
き
な
関
心
を
集
め
そ
う

だ
。

写真４　�下水熱路面温度調節の効果検証が進められている鶴ヶ峰
まちかど広場

写真５　ベンチ横に下水熱を体感する手すりを設置

東京都新宿区四谷２-10-３ TMSビル　TEL:03-3355-1531

http://toa-g.co.jp/

ヒートライナー工法 管路を更生する　光硬化工法　の応用技術

通常の管路更生と同じ外観で流下阻害が無い

下水からの熱エネルギーを、空調・給湯・
床暖房・融雪に利用できます。管内の外観
は更生と同じで、流下性能を阻害しません。
取付管も穿孔可能です。

ヒートライナー工法

TV番組でも放送されました。
下水の廃熱エネルギーを活用する技術です。

ヒートライナー
（熱交換マット）

「インフラメンテナンス大賞」
の優秀賞

「環境賞」
の優良賞

両賞を受賞
しました
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下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
チ
ー
ム　

佐
々
木　

俊
郎

笑
顔
が
生
ま
れ
る「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
」を
目
指
し
て

下水道と食、農業の連携
■
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
と
は

　

下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
︵
Ｇ

Ｋ
Ｐ
︶
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
チ
ー

ム
で
は
、
８
月
６
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

﹁
下
水
道
展
'19
横
浜
﹂
に
合
わ
せ
て
、

﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
マ
ル
シ
ェ
﹂
の
開

催
、
下
水
道
展
会
場
内
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゾ

ー
ン
で
の
展
示
、
展
示
会
最
終
日
の
午

後
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま

す
。

　

横
浜
市
で
の
下
水
道
展
開
催
は
11
年

振
り
で
す
の
で
、
前
回
の
開
催
時
に
は

﹁
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
﹂
と
い
う
言

葉
自
体
が
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
は
、
２

０
１
３
年
に
国
土
交
通
省
下
水
道
部
の

加
藤
裕
之
流
域
管
理
官
︵
現
・
東
北
大

学
特
任
教
授
︶
の
発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
料
理
店

を
意
味
す
る
﹁
ビ
ス
ト
ロ
﹂
と
﹁
下
水

道
﹂
を
組
み
合
わ
せ
た
画
期
的
な
取
り

組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
取
り
組
み
か
ら
生
ま
れ
た
野

菜
や
果
物
、
お
米
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ

ー
ム
と
し
て
﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
﹂
を

立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の
約
６
年
間
、

国
交
省
、
日
本
下
水
道
協
会
、
そ
し
て

Ｇ
Ｋ
Ｐ
が
連
携
し
、
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

下
水
道
推
進
戦
略
チ
ー
ム
﹂
と
し
て
下

水
道
由
来
資
源
の
有
効
活
用
の
促
進
、

情
報
の
水
平
展
開
、
そ
し
て
広
報
活
動

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目

指
し
て
い
る
の
は
、
下
水
道
を
通
し
て

地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
い

い
作
物
が
育
ち
生
産
者
が
笑
顔
に
な
る

こ
と
、
そ
の
美
味
し
い
野
菜
や
果
物
を

食
べ
て
消
費
者
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
で

す
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
に
つ
い
て
の

詳
し
い
情
報
は
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
下
水
道
チ
ー
ム
が
18
年
10
月
に
立

ち
上
げ
た
﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
通
信
﹂

の
中
で
加
藤
裕
之
さ
ん
が
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

　

こ
の
取
り
組
み
も
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
の
中
で
一
定
の
認
知
度
が
得
ら
れ
、

全
国
的
な
広
が
り
が
見
ら
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
ど
う
や
っ
て
発
展
さ
せ
、
大
き

な
流
れ
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
多
く
の

方
々
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
考
え
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
全
国
の
隠
れ
た
取
り
組
み
を

発
掘

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
﹁
発
掘
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
実
施
事
例

は
比
較
的
地
方
都
市
が
多
く
、
大
都
市

圏
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
消
費
量
の
関
係

か
ら
難
し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
下
水
道
展
が
横
浜
開
催
と
い
う

こ
と
で
市
内
の
農
業
関
係
者
に
対
し
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
に
は
汚
泥

由
来
肥
料
に
惚
れ
込
ん
だ
種
苗
業
の
方

が
お
り
、
横
浜
・
川
崎
・
相
模
原
の
数

多
く
の
農
家
に
供
給
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
の
方
々

も
自
信
を
持
っ
て
汚
泥
由
来
の
肥
料
を

使
用
し
て
お
り
、
農
作
物
の
品
質
に
も

自
信
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
青
森
県
内
の
民
間
会
社

は
、
県
内
５
自
治
体
よ
り
下
水
汚
泥
を

引
き
取
り
食
品
残
渣
と
混
合
し
、
１
年

掛
け
て
発
酵
さ
せ
た
原
料
を
ペ
レ
ッ
ト

化
し
、
肥
料
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
自
家
農
園
で
全
て
消
費
す
る
か
た

ち
で
農
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
で
す
で
に
10
年
以
上
も
生鶴岡で栽培されたじゅんかん育ち野菜

飼料用米を実水田にて栽培中（鶴岡市）

水の天使とハウスで栽培したホ
ウレンソウ（鶴岡市）

産
し
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
こ
れ
ま
で
全
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
全
国
に
ま
だ
ま
だ

隠
れ
て
存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
地
域
に
よ
り
そ
の
特
性
が
異
な
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
が
発
見
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｇ
Ｋ
Ｐ
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
チ
ー
ム
で
は
、
そ
れ
ら

を
探
し
出
し
そ
の
情
報
を
意
欲
の
あ
る

校
給
食
に
供
給
す
る
社
会
実
験
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
一
人

ひ
と
り
が
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
と
い
う
積
極
性
が
地
域
に
根

ざ
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
鹿
児
島
高
専
の
山
内
正

仁
教
授
の
下
水
汚
泥
を
用
い
た
﹁
き
の

こ
﹂
と
﹁
お
茶
﹂
の
研
究
で
す
。
焼
酎

粕
や
竹
チ
ッ
プ
な
ど
の
地
元
由
来
資
源

と
下
水
汚
泥
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
地
場
産

業
と
し
て
名
高
い
お
茶
の
栽
培
に
活
用

す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
肥
料
代

の
嵩
む
お
茶
へ
の
施
肥
技
術
が
実
用
化

す
れ
ば
、
他
の
地
域
へ
の
展
開
も
期
待

さ
れ
ま
す
。
鹿
児
島
市
と
霧
島
市
の
協

力
は
無
論
の
こ
と
、
鹿
児
島
大
学
や
高

専
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
学
の
連
携

に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
研
究
の
発
表
の
場
と
し
て
、
学

校
が
自
ら
講
演
会
を
開
催
し
、
研
究
成

果
を
広
め
る
努
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
下
水
汚
泥
の

処
理
・
処
分
に
苦
労
し
て
い
る
自
治
体

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、
Ｊ
Ａ
や

農
家
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
コ
ン
サ
ル
等
の
民
間
企
業
の
協
力
も

取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
産
官

学
農
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
と
し
て
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ 

集
積
と
発
信

　

こ
の
よ
う
に
、
佐
賀
市
を
中
心
と
し

た
地
域
の
つ
な
が
り
や
産
官
学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す

が
、
積
み
重
な
っ
て
き
た
知
見
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
﹁
デ
ー
タ
整
備
﹂
す
る
こ
と
の

必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

を
発
信
す
る
手
立
て
も
考
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
﹁
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
﹂
も
必

要
で
す
。
蓄
積
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
共
有
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
作

り
の
た
め
に
多
く
の
関
係
者
が
集
う
場

の
設
定
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
回
の
下
水
道
展
で
は
、
そ
の

一
環
と
し
て
﹁
ビ
ス
ト
ロ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
下
水
道
界
は
、

普
段
は
工
学
系
の
先
生
方
と
の
お
付
き

合
い
が
多
い
の
で
す
が
、
近
年
は
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
っ
た
経

済
学
の
分
野
か
ら
下
水
道
を
検
証
す
る

と
い
っ
た
試
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の
講
師
に

は
、
﹁
未
利
用
資
源
活
用
と
経
済
効

果
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
事
業
構
想
大
学

院
大
学
の
重
藤
さ
わ
子
准
教
授
に
基
調

講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
お
時
間
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
聴
講
下
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
﹁
発
掘
﹂
﹁
デ
ー
タ

整
備
﹂
﹁
イ
ベ
ン
ト
開
催
﹂
を
柱
と
し

て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
展
開
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

■
消
費
者
と
の
接
点
を
拡
大

　

Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り
組
み

は
、
﹁
行
政
﹂
﹁
生
産
者
﹂
﹁
消
費

者
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道

界
は
元
々
が
行
政
中
心
の
世
界
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
最
近
は
生
産

者
と
の
関
わ
り
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
次
に
必
要
な
の
が

﹁
消
費
者
﹂
と
の
関
わ
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
下
水
道
界
は
直
接
消
費
者

と
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
行
政
が
汚
泥
肥
料
の
製
造
に
寄
与

し
、
生
産
者
に
栽
培
し
て
頂
い
て
も
、

消
費
者
が
購
入
し
な
け
れ
ば
何
の
成
果

も
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
積
極

的
に
購
入
す
る
意
思
を
持
っ
て
く
れ
る

た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
の
悪
さ
や
重

金
属
の
問
題
を
含
む
風
評
被
害
に
つ
い

て
で
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
動
き
は
ま

だ
少
な
い
と
い
え
ま
す
。
大
学
の
研
究

と
し
て
も
、
沖
縄
県
糸
満
市
の
下
水
道

革
新
的
技
術
実
証
事
業
︵
Ｂ
︱
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︶
の
際
に
、
京
都
大

学
の
吉
野
淳
准
教
授
の
研
究
室
の
小
田

実
紀
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
３
代
に
渡

り
行
っ
た
﹁
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
﹂
の
事
例
が
あ
る
程
度
で
す
。

　

消
費
者
か
ら
の
視
点
を
大
事
に
し

て
、
そ
れ
を
反
映
す
る
作
業
は
こ
れ
か

ら
増
や
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
メ
ー
ジ
の
改
善
、
風
評
被
害
の
払
拭

は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相

当
の
努
力
が
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
広
報
の
あ
り
方

　

ま
た
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下

水
道
チ
ー
ム
で
は
﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち

通
信
﹂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
今
の

と
こ
ろ
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
下
水
道

関
係
者
を
主
体
に
２
０
０
名
程
の
会
員

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
の

方
々
に
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
か
が
課
題

と
な
り
ま
す
。
最
近
お
付
き
合
い
の
あ

る
マ
イ
ナ
ビ
に
は
農
業
活
性
事
業
部
が

あ
り
、
立
ち
上
げ
か
ら
１
年
余
り
で
１

５
０
万
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
有
し
て
い
ま

す
。
先
日
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の

取
り
組
み
を
取
材
し
て
頂
き
、
１
カ
月

強
で
約
６
０
０
名
の
方
が
ア
ク
セ
ス
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
情
報
発
信
の
活
動

は
重
要
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
研
鑽

を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る

自
治
体
に
提
供

す
る
こ
と
で
、

メ
デ
ィ
エ
ー
タ

ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
サ
イ
エ
ン
ス
を 

ど
う
生
か
す
か

　

次
に
、
蓄
積
さ
れ
た
﹁
サ
イ
エ
ン

ス
﹂
の
生
か
し
方
に
つ
い
て
も
考
え
ま

す
。
佐
賀
市
で
は
、
１
９
９
２
年
か
ら

す
で
に
農
業
勉
強
会
を
実
施
し
て
お

り
、
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
環
境
・
農
業
の

会
﹂
は
今
年
で
設
立
14
周
年
を
迎
え
ま

す
。
佐
賀
市
に
は
近
隣
の
自
治
体
関
係

者
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
か
ら
勉
強
会

に
参
加
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
佐
賀
市
の
前
田
純
二
環
境
政
策

調
整
監
を
中
心
と
し
て
農
業
従
事
者
や

堆
肥
製
造
者
と
の
情
報
交
換
が
始
ま
っ

て
お
り
、
北
海
道
岩
見
沢
市
や
秋
田
市

の
方
々
と
交
流
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

て
指
導
に
も
出
向
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
の
大
学
や
高
専
で
の
研

究
も
進
ん
で
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
応
用
研
究

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
て

い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
山
形
大
学
農
学
部
の
渡

部
徹
教
授
の
再
生
水
を
用
い
た
飼
料
用

米
の
栽
培
で
す
。
鶴
岡
市
や
Ｊ
Ａ
鶴

岡
、
日
水
コ
ン
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
昨
年
よ
り
実
水
田
で
の
栽
培
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
農
学
部
の
特

性
を
生
か
し
、
畜
産
系
の
先
生
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
豚
や
鶏
の
飼

料
と
し
て
供
給
す
る
試
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
鶴
岡
市
で
も
消
化
ガ
ス
発
電
の

余
剰
熱
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
取
り
込

み
、
冬
場
に
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
学

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
地
方
版
・
地
方
局
の
取
材

は
あ
っ
て
も
、
全
国
版
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
マ
ス
コ
ミ
対
策
も
今
後
は
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
対
峙
す
る
課
題

は
非
常
に
多
い
と
い
え
ま
す
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
下
水
道
展

の
企
画
と
し
て
、
次
の
２
つ
を
実
施
し

ま
す
。
１
つ
目
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
８
月
３
日
︵
土
︶
に
み
な
と
み
ら

い
線
馬
車
道
駅
構
内
で
﹁
じ
ゅ
ん
か
ん

育
ち
マ
ル
シ
ェ
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
２

つ
目
は
、
下
水
道
展
期
間
中
限
定
で
す

が
横
浜
地
ビ
ー
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
驛

︵
う
ま
や
︶
の
食
卓
﹂
で
ビ
ス
ト
ロ
居

酒
屋
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
下

水
道
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
一
般
の
方

に
も
参
加
し
て
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
展

開
し
、
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く
の

方
々
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
頂
く
努
力
を
続
け
ま

す
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水

道
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
間
は
掛
か
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
ま
で
広
が
っ
て

き
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
さ
ら
な
る
前
進
が
図
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｋ
Ｐ
と
し
て
は
、
そ
の

名
の
通
り
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
皆

さ
ん
が
交
流
す
る
場
を
設
け
、
い
つ
で

も
お
越
し
頂
け
る
よ
う
な
環
境
作
り
に

努
め
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂

き
楽
し
く
進
め
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
に
興
味
の
あ
る
方

は
い
つ
で
も
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

︵https://www.facebook.com/
jyunkansodachi/

︶

鹿
児
島
高
専
で
の
講
演
会
の
様
子

施
肥
試
験
中
の
茶
畑
（
霧
島
市
）

ア
ス
パ
ラ
農
家
に
集
合
し
た
関
係

者
た
ち
（
佐
賀
市
）

じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
野
菜
を
販
売
す

る
佐
賀
市
職
員

MMホール(    )立坑兼用
マンホール

● RC（鉄筋コンクリート）ケーシング仕様のため低コスト
● 工期が驚異的に短縮可能
● 到達立坑の小型化に最適
● 狭小な現場での施工が可能
● 経済性に優れている

中川ヒューム管工業㈱内

中川ヒューム管工業㈱内
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仙
台
市
建
設
局
下
水
道
事
業
部
下
水
道
調
整
課
長
　
加
藤 

公
優

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
秘
め
る
下
水
情
報

流入下水中の病原ウイルス観測情報を活用した感染症流行の拡大抑制
■
は
じ
め
に

　

仙
台
市
東
部
の
太
平
洋
沿
岸
に
位
置

す
る
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０

１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

が
、
現
在
は
災
害
復
旧
が
完
了
し
て
い

る
。
そ
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
﹁
ビ
ル

ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
﹂
を
念
頭
に
復

旧
事
業
が
進
め
ら
れ
、
従
来
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
下
水
道
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る

資
源
の
利
活
用
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、

流
入
下
水
か
ら
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
使
っ
た
社
会
へ
の
貢
献
と
し

て
、
各
戸
か
ら
流
入
し
て
く
る
下
水
中

に
含
ま
れ
る
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
観
測
す

る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
流
行
の
兆
し

を
捉
え
、
流
行
の
拡
大
を
抑
制
し
よ
う

と
い
う
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組

み
、
東
北
大
学
・
山
形
大
学
・
日
水
コ

ン
・
仙
台
市
が
共
同
し
て
実
証
実
験
を

行
っ
た
。

　

以
下
に
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

資
源
の
利
活
用
か
ら
一
歩
踏
み
出
し

　
■
感
染
性
胃
腸
炎
へ
の
注
意
喚

起
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て

（
１
）
応
用
研
究
の
経
緯
と
研
究
体
制

　

こ
の
実
証
実
験
以
前
か
ら
、
東
北
大

学
の
大
村
達
夫
教
授
ら
は
流
入
下
水
中

の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
と
感
染
性
胃
腸

炎
の
罹
患
者
数
と
の
関
係
に
つ
い
て
調

査
を
進
め
て
い
た
が
、
17
年
度
か
ら
は

﹁
流
入
下
水
中
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
観

測
に
よ
る
総
合
的
感
染
症
流
行
防
止
対

策
の
確
立
﹂
と
し
て
、
流
行
防
止
に
取

り
組
む
た
め
の
注
意
喚
起
シ
ス
テ
ム
の

確
立
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の
下
水

道
応
用
研
究
と
し
て
実
証
実
験
を
行
っ

て
き
た
。

■
お
わ
り
に

　

水
監
視
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
応
用

研
究
に
よ
り
、
感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行

拡
大
防
止
対
策
に
資
す
る
情
報
提
供
ツ

ー
ル
と
し
て
の
可
能
性
が
見
出
さ
れ

た
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
原
性
ウ
イ

ル
ス
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、

感
染
性
胃
腸
炎
に
加
え
、
他
の
感
染
症

ウ
イ
ル
ス
濃
度
の
事
前
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
拡
大
防
止
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な

側
面
と
し
て
、
病
原
性
ウ
イ
ル
ス
の
遺

伝
子
情
報
か
ら
抗
体
遺
伝
子
を
特
定

し
、
抗
体
薬
品
の
開
発
に
活
用
す
る
可

能
性
も
秘
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て

い
る
。
下
水
道
シ
ス
テ
ム
が
有
す
る
資

源
の
利
活
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
水
道

シ
ス
テ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
は
さ

ま
ざ
ま
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
、
そ
の
可
能
性
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
国
土
交
通
省
下

水
道
部
に
お
い
て
﹁
下
水
道
流
入
水
質

に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
情
報
等
の
活
用
﹂

に
関
す
る
調
査
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

本
市
も
参
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

図１　応用研究の体制と役割分担

図
２　

�

下
水
中
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
情
報

発
信
シ
ス
テ
ム　

概
念
図

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
﹁
水
監
視
シ
ス
テ

ム
﹂
と
し
て
、
下
水
処
理
場
に
お
い
て

流
入
下
水
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
を
定

期
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染

症
が
流
行
す
る
前
に
感
染
予
防
行
動
に

つ
な
が
る
注
意
喚
起
を
行
い
、
感
染
症

の
流
行
抑
制
を
目
的
と
し
て
情
報
発
信

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
実
証
実
験
の
た
め
の
応

用
研
究
は
、
図
１
の
と
お
り
東
北
大
学

︵
未
来
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
、
医
学
系

研
究
科
︶
、
山
形
大
学
︵
農
学
部
︶
、

日
水
コ
ン
、
仙
台
市
が
構
成
員
と
し
て

参
画
し
て
い
る
。

（
２
）
「
水
監
視
シ
ス
テ
ム
」
の
提
唱

　

こ
の
応
用
研
究
で
提
唱
し
て
い
る

﹁
水
監
視
シ
ス
テ
ム
﹂
の
構
築
を
通
じ

て
、
流
入
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
情
報
を
活
用
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図３　下水中ノロウイルス濃度と仙台市の患者報告数

し
、
人
々
が
感
染
症
流
行
の
予
兆
を
捉

え
、
感
染
症
の
予
防
策
を
講
じ
る
体
制

を
と
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
図
２
に
示

す
よ
う
な
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
社

会
へ
の
貢
献
と
し
て
、
感
染
症
の
流
行

防
止
に
よ
り
医
療
費
の
削
減
や
発
病
に

よ
る
労
働
力
の
低
下
の
防
止
な
ど
と
い

っ
た
経
済
的
損
失
防
止
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
病
原
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

染
者
と
の
因
果
関
係
を
明
確
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
応
用
研
究
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
流
入
下
水
中
の
病
原
ウ
イ
ル

ス
の
検
出
お
よ
び
定
量
に
基
づ
く
導
入

可
能
性
と
、
病
原
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
流
行
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

新
た
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
﹁
水
監
視

シ
ス
テ
ム
﹂
の
構
築
を
目
指
し
て
実
験

を
行
っ
た
。

（
３
）
流
入
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
濃
度

と
感
染
症
罹
患
者
数

　

東
北
大
学
で
は
以
前
か
ら
他
の
場
所

で
流
入
下
水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度

と
感
染
性
胃
腸
炎
の
罹
患
者
数
に
関
す

る
調
査
を
進
め
て
い
た
が
、
新
た
に
16

年
７
月
か
ら
南
蒲
生
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

調
査
を
進
め
て
き
た
。
結
果
は
図
３
の

通
り
で
あ
る
。

　

16
年
に
み
ら
れ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃

度
と
患
者
報
告
数
ピ
ー
ク
の
関
係
は
、

そ
れ
以
前
か
ら
観
察
さ
れ
て
い
る
が
、

17
年
以
降
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
は
以

前
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
反

面
、
患
者
報
告
数
は
低
い
状
況
が
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
仙
台
市
だ
け
で
な
く

全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
が
、
実
際
、
顕

著
な
患
者
報
告
数
の
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
状
況
で
あ
る
。

　

確
認
の
た
め
、
下
水
中
で
観
測
さ
れ

た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
が
真
に
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
由
来
す
る
も
の
か
に
つ
い

て
下
水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

（
４
）
下
水
中
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
情

報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

17
年
11
月
に
、
応
用
研
究
の
一
環
と

し
て
﹁
下
水
中
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
情

報
発
信
サ
イ
ト
﹂
を
開
設
し
た
。
登
録

を
呼
び
か
け
る
た
め
に
図
４
に
示
す
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保

育
園
、
小
中
学
校
お
よ
び
各
区
役
所
に

お
い
て
配
布
し
た
。
18
年
３
月
現
在

で
、
３
６
３
名
が
登
録
し
て
お
り
、
２

８
８
名
が
メ
ー
ル
を
購
読
中
で
あ
る
。

　

応
用
研
究
の
期
間
内
で
あ
る
17
年
12

月
、
18
年
１
月
と
12
月
に
は
、
流
入
下

水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
が
情
報
発

信
濃
度
基
準
を
超
過
し
た
こ
と
か
ら
、

図
５
に
示
す
内
容
で
感
染
性
胃
腸
炎
の

流
行
の
兆
し
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
情

報
発
信
を
行
っ
た
。

　

情
報
発
信
メ
ー
ル
で
は
、
下
水
中
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
が
上
昇
し
て
い
る
説

明
に
加
え
て
、
感
染
を
予
防
す
る
た
め

の
対
策
を
明
記
し
、
受
信
者
が
具
体
的

な
行
動
を
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。
ま

た
、
感
染
予
防
対
策
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
の
周
知
を
目
的
に
、
研
究
代
表

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
３
回
配

信
し
て
い
る
。

　

本
応
用
研
究
で
は
、
情
報
発
信
シ
ス

テ
ム
の
検
証
を
行
う
た
め
に
、
広
く
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
で
は
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
発
信
し
て

い
る
情
報
の
有
用
性
に
関
し
て
は
、
シ

ス
テ
ム
利
用
者
と
非
利
用
者
と
の
間
に

は
、
流
行
防
止
に
対
す
る
正
し
い
行
動

に
関
す
る
認
知
度
と
し
て
、
ド
ア
ノ
ブ

や
イ
ス
な
ど
手
で
触
れ
る
場
所
を
消
毒

す
る
、
キ
ッ
チ
ン
や
調
理
器
具
を
消
毒

す
る
な
ど
に
関
し
て
、
明
ら
か
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
シ

ス
テ
ム
利
用
者
の
多
く
は
、
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
に
よ
り
感
染
予
防
の
行
動

を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

（
５
）
病
原
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
お
よ
び

定
量
の
技
術
開
発

　

感
染
症
の
主
因
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ
れ

ま
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
監
視
を
中
心
に

図４　実証試験協力についてのチラシ

図５　�下水中ノロウイルス
濃度情報発信メール

水
監
視
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
重
点
を
置

い
て
き
た
が
、
社
会
で
は
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
や
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
サ
ポ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
水
を
介
し
て
伝
播
す
る
感
染

症
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
出
来
る
限
り

多
く
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
高
精
度
で
迅

速
に
検
出
・
定
量
で
き
る
技
術
の
開
発

を
試
み
る
こ
と
は
有
用
で
あ
り
、
本
応

用
研
究
で
も
、
下
水
中
病
原
体
由
来
遺

伝
子
を
網
羅
的
検
出
に
お
い
て
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
由
来
す
る
遺
伝
子
が

比
較
的
高
い
頻
度
で
検
出
さ
れ
た
こ
と

や
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
組
み
換
え
体
を

効
率
よ
く
検
出
す
る
プ
ラ
イ
マ
ー
の
開

発
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
の
成
果
を
得
た

が
、
こ
れ
ら
の
技
術
開
発
は
、
今
後
も

進
め
る
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。

症
は
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
だ
け
で
は

な
く
、
小
児
の

下
痢
症
に
お
け

る
ロ
タ
ウ
イ
ル

ス
や
Ａ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
な
ど

多
く
の
病
原
ウ

イ
ル
ス
が
関
与

し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
病
原
ウ

イ
ル
ス
に
も
対

応
で
き
、
迅
速

で
高
精
度
な
検

出
定
量
技
術
の

開
発
に
よ
り
、

水
監
視
シ
ス
テ

ム
を
進
化
さ
せ

る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の

上
で
、
下
水
集

水
域
内
の
感
染

者
の
動
向
を
医

療
関
係
機
関
と

協
力
し
、
今
後

は
、
流
入
下
水

中
の
病
原
ウ
イ

ル
ス
濃
度
と
感

型
を
調
査
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
検
出

さ
れ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
主
要
な
遺
伝

子
型
で
あ
る
と
の
結
果
と
な
っ
た
。
一

部
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
病
原
性
が
低
い

の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
で
き
る
も
の

も
あ
っ
た
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
新
た

な
遺
伝
子
型
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
流
入

下
水
中
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

よ
っ
て
、
17
年
か
ら
18
年
の
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
状
況
は
例
年
通
り
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
例
年
の
よ
う
な
流
行
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
感
染
性

胃
腸
炎
の
患
者
報
告
数
が
小
児
科
の
定

点
観
測
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
も
推
測
さ

れ
、
児
童
や
幼
児
の
患
者
数
が
例
年
と

は
異
な
っ
て
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
後
述
す
る
﹁
下
水
中
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
情
報
発
信
シ
ス
テ

ム
﹂
に
よ
る
効
果
と
い
う
こ
と
を
断
定

は
で
き
な
い
が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
情
報
発
信
を
含
め
て
、
少
な
く
と
も

児
童
や
幼
児
が
通
う
小
学
校
、
幼
稚
園

お
よ
び
保
育
園
で
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
対
す
る
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
て

お
り
、
家
庭
や
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
、
感
染
症
予
防
の
対
応
が

確
実
に
な
さ
れ
て
い
る
結
果
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
で
、
流
入
下
水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
濃
度
が
高
い
状
況
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
不
顕
性
感
染
の

患
者
や
そ
れ
ほ
ど
重
篤
で
な
い
大
人
の

患
者
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
想
像
さ
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
状
況
確
認
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

本社・豊橋・岐阜
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農
林
水
産
省
食
料
産
業
局 

バ
イ
オ
マ
ス
循
環
資
源
課 

課
長
補
佐 

川
原
　
清
文

農
水
省
と
国
交
省
が
連
携 

処
理
場
、食
品
事
業
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

下水処理場を活用した事業系食品廃棄物の再利用
■
は
じ
め
に

　

持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
し
て
い
く

た
め
、
経
済
、
社
会
お
よ
び
環
境
の
三

側
面
を
不
可
分
な
も
の
と
し
て
統
合
的

取
り
組
み
に
よ
り
課
題
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
国
連
で
は
世
界
的
な
課

題
解
決
の
た
め
、
そ
の
考
え
の
下
、
２

０
１
５
年
﹁
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
﹂
が
採
択
さ

れ
、
﹁
持
続
可
能
な
開
発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
︶
﹂
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
化
石
資
源
な
ど
資
源
を
多
く
輸
入

し
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
国
内

に
存
在
す
る
循
環
資
源
に
つ
い
て
、
持

続
的
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
用
な
活

用
方
法
の
確
立
と
利
用
に
係
る
無
駄
の

削
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
食
品
産
業
環

境
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
食
品
廃
棄
物

か
ら
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
り
バ
イ
オ
ガ
ス

を
生
成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
︵
電
気

・
熱
︶
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

事
業
系
食
品
廃
棄
物
の
発
生
量
は
年

間
約
２
千
万
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
発
生

の
抑
制
に
加
え
、
さ
ら
な
る
生
成
利
用

の
推
進
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

図　食品産業における再生利用等実施率推移
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写真　�石川県中能登町　鹿島中部クリーンセンター。産学官連携により取りまとめられた「メタン活用いしかわモデル」
（小規模下水処理場における混合バイオマスメタン発酵システム）の第１号機として、17年10月から本格運用
し、下水汚泥をはじめ、事業系食品廃棄物（食品工場や給食センター）や農業集落排水汚泥、し尿・浄化槽汚泥を
集約混合処理しています

に
外
食
産
業
に
お
け
る
16
年
度
の
再
生

利
用
等
実
施
率
は
23
％
と
い
う
利
用
率

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
）
。

　

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
食
品
廃
棄

物
の
再
生
利
用
に
つ
い
て
、
飼
料
化
や

肥
料
化
を
ま
ず
優
先
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
組
成
等
に
よ
り
こ
れ
ら

に
向
か
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
メ
タ
ン

発
酵
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
で
の
活

用
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
、
特
に
外
食
産
業
や
食

品
小
売
業
に
お
い
て
は
、
①
分
別
が
難

し
い
こ
と
②
処
理
費
用
が
増
加
す
る
こ

と
③
当
該
地
域
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

の
引
き
取
り
手
が
い
な
い

︱
こ
と
に

よ
り
再
生
利
用
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
系
食
品
廃
棄
物
は
、
メ
タ
ン
発

酵
技
術
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
お

い
て
、
ガ
ス
発
生
量
が
多
く
、
性
状
・

発
生
量
が
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
比
較
的
分
別
が
粗
く
て
も
メ
タ

ン
化
な
ら
対
応
可
能
と
い
う
利
点
が
あ

る
も
の
の
、
新
た
に
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
す
る
に
は
多
額
な
投
資
が

必
要
な
こ
と
、
食
品
業
界
に
お
い
て
知

見
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ

り
、
そ
の
導
入
が
十
分
進
ん
で
い
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
下
水
道
事
業
者
で
は
、
下
水

汚
泥
は
、
焼
却
や
埋
め
立
て
等
に
よ
り

処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

下
水
処
理
施
設
に
は
、
全
国
で
１
０

４
カ
所
︵
18
年
５
月
時
点
︶
の
施
設
に

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
設
備
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
①
下
水
道
施
設
で
消
費
す

る
電
力
費
は
、
年
間
１
１
０
０
億
円
に

上
り
、
下
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
費

全
体
の
１
割
に
相
当
す
る
こ
と
②
下
水

汚
泥
は
他
の
バ
イ
オ
マ
ス
※
に
比
べ
ガ

ス
の
発
生
量
が
少
な
い
こ
と
③
今
後
の

人
口
減
少
に
伴
い
下
水
処
理
場
の
消
化

槽
︵
メ
タ
ン
発
酵
槽
︶
に
余
裕
が
生
じ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

︱
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
農
林
水
産
省
の
取
り
組
み

と
し
て
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
、
下

水
処
理
施
設
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設

で
の
下
水
汚
泥
と
食
品
廃
棄
物
の
混
合

利
用
を
推
進
す
る
目
的
で
、
﹁
事
業
系

食
品
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
対
策
調

査
事
業
﹂
を
今
年
度
創
設
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
設
備
が

導
入
さ
れ
て
い
る
下
水
処
理
施
設
へ
、

バ
イ
オ
ガ
ス
へ
の
変
換
効
率
の
高
い
食

品
廃
棄
物
を
混
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
効
果
的
な
発
電
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
下
水
処
理
施
設
の
電
力
費
や
汚
泥

処
分
費
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
に
な
り

効
率
的
経
営
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
効
果
が
食
品

事
業
社
側
へ
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
処
理

コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が
る
な
ど
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
バ
イ

オ
マ
ス
由
来
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
事
業
概
要

　

本
事
業
の
内
容
は
、
今
後
事
業
系
食

品
廃
棄
物
の
下
水
処
理
場
バ
イ
オ
ガ
ス

化
施
設
へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
施

設
に
お
い
て
、
混
合
利
用
を
検
討
す
る

事
業
化
可
能
性
調
査
と
し
て
、
①
下
水

処
理
場
の
諸
元
等
の
収
集
②
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
適
性
調
査
③
実
現
可
能
性
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
兵
庫
県
豊
岡
市
、
香
川

県
高
松
市
、
熊
本
県
熊
本
市
の
３
カ
所

の
施
設
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
計
画
と

今
年
度
、３
カ
所
で
事
業
化
可
能
性
調
査

え
、
す
で
に
事
業
系
食
品
廃
棄
物
を
導

入
し
て
い
る
下
水
処
理
場
３
カ
所
を
対

象
に
、
関
連
す
る
食
品
関
連
事
業
者
、

下
水
道
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
等
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
等
に
よ
る
調
査
を

行
い
課
題
の
抽
出
、
情
報
収
集
を
行

い
、
課
題
の
解
決
方
法
お
よ
び
食
品
廃

棄
物
導
入
の
有
効
性
の
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
調
査
の
対
象
と
し
た

下
水
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
﹁
平
成
30

年
度
下
水
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
﹂
︵
国
土
交
通
省
所

管
︶
の
申
請
地
区
か
ら
選
定
し
、
本
年

度
の
聞
き
取
り
調
査
等
に
つ
い
て
も
、

﹁
下
水
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
事
業
﹂
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

■
お
わ
り
に

　

下
水
汚
泥
は
、
主
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
多
い
都
市
部
で
発
生
し
、
有
機
分

が
多
く
生
分
解
性
に
優
れ
て
い
る
た
め

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
価
値
が
高
く
、
か
つ

発
生
量
が
安
定
し
下
水
処
理
場
に
集
積

す
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
事

業
化
に
と
っ
て
有
利
な
条
件
を
備
え
た

非
常
に
貴
重
な
バ
イ
オ
マ
ス
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
法
に
お

い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
、
バ
イ
オ
ガ
ス

化
や
固
形
燃
料
化
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
20
年
に
約
85
％
を
有
効
利
用

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
下
水
処
理
場
を
地
域
の

バ
イ
オ
マ
ス
活
用
拠
点
と
位
置
付
け
、

関
係
府
省
・
自
治
体
・
事
業
者
が
連
携

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度
の
活
用
も
検
討
し
つ
つ
、
下

水
汚
泥
の
メ
タ
ン
発
酵
に
よ
る
ガ
ス
化

と
固
形
燃
料
化
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
稿
は
、
下
水
処
理
施
設
で

の
事
業
系
食
品
廃
棄
物
の
混
合
利
用
を

中
心
に
書
き
ま
し
た
が
、
わ
が
国
に

は
、
温
暖
・
多
雨
な
気
候
条
件
に
よ

り
、
バ
イ
オ
マ
ス
が
豊
富
に
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
わ
が
国
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス

の
発
生
量
は
炭
素
換
算
で
約
３
４
０
０

万
㌧
︵
15
年
調
査
︶
で
あ
り
、
廃
棄
物

系
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
抑
制
の
取
り
組

み
等
に
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
量
は

減
少
傾
向
で
す
。
今
後
も
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
を
拡
大
し
、
化
石
資
源
を
用
い

て
製
造
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を

バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
も
の
に
代
替
え
す

る
こ
と
で
25
年
に
炭
素
換
算
で
２
６
０

０
万
㌧
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
す
る
目

標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
と
し
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
や
地

球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の
形

成
と
い
っ
た
わ
が
国
の
抱
え
る
問
題
の

解
決
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

※
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
生
物
資
源

︵bio

︶
の
量
︵mass

︶
を
示
す
概
念

で
あ
り
、
﹁
動
植
物
に
由
来
す
る
有
機

物
で
あ
る
資
源
︵
化
石
資
源
を
除

く
︶
﹂
で
あ
り
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
を
増
加
さ
せ
な
い
﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
﹂
と
呼
ば
れ
る
特
性
を
有
し

て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

①
下
水
処
理
場
の
基
本
諸
元
収
集

は
、
施
設
状
況
、
稼
働
状
況
、
更
新
計

画
、
維
持
管
理
費
、
余
裕
能
力
お
よ
び

今
後
の
見
込
み
等
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。

　

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
適
性
調
査
は
、

発
生
量
の
安
定
性
の
確
認
と
し
、
下
水

処
理
施
設
周
辺
の
協
力
を
得
ら
れ
る
食

品
関
連
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
品

廃
棄
物
の
年
間
発
生
量
や
季
節
変
動
の

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品
廃
棄
物

の
性
状
分
析
を
実
施
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
の
適
性
を
確
認
し
ま
す
。

　

③
実
現
可
能

性
調
査
は
、
下

水
汚
泥
と
食
品

廃
棄
物
の
混
合

利
用
の
実
現
性

を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
経
済

性
の
検
討
と

し
、
混
合
利
用

に
必
要
な
下
水

処
理
場
に
お
い

て
分
別
・
破
砕

等
を
行
う
前
処

理
施
設
の
必
要

性
や
費
用
の
算

出
、
食
品
廃
棄

物
の
収
集
・
運

搬
等
の
費
用
算

出
お
よ
び
混
合

利
用
に
よ
る
効

果
︵
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
に
よ
る

増
収
な
ど
︶
を

算
出
し
経
済
性

に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業

系
食
品
廃
棄
物

の
導
入
に
伴
う

課
題
等
を
整
理

す
る
た
め
、
前

述
し
た
下
水
処

理
施
設
に
加
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ＰＦＩ方式による下水道バイオマスエネルギーの利活用――黒部市の取り組み

処理フロー

下
水
道
初
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ

　

―
ま
ず
は
事
業
の
概
要
と
特
徴
か

ら
伺
い
た
い
。

　

「
こ
の
事
業
の
目
的
は
大
き
く
分
け

て
、
下
水
汚
泥
処
分
の
安
定
化
、
生
ご

み
の
減
量
化
、
低
炭
素
化
に
あ
る
。
施

設
が
稼
働
を
開
始
し
た
の
は
東
日
本
大

震
災
の
直
後
の
２
０
１
１
年
５
月
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
施
設
が
で
き

た
こ
と
は
、
非
常
に
時
宜
を
得
た
取
り

組
み
だ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
れ
ま
で
黒
部
市
で
は
、
脱
水
汚
泥

を
外
部
に
委
託
処
理
し
て
い
た
が
、
処

理
費
用
の
大
き
な
変
動
か
ら
長
期
的
な

処
分
計
画
が
立
て
に
く
い
状
況
に
あ
っ

た
。
ま
た
地
域
の
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
下
水
処
理
施
設

へ
の
負
荷
増
加
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
な

る
コ
ス
ト
増
も
想
定
さ
れ
た
。

　

本
事
業
の
特
徴
は
、
民
間
提
案
に
よ

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
あ
る
こ
と
だ
。
下
水

道
で
は
全
国
で
初
め
て
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ

（Build Transfer and Operate

）

だ
。
黒
部
市
は
自
ら
資
金
調
達
を
し
な

く
て
済
む
。
建
設
費
の
約
半
分
は
Ｓ
Ｐ

Ｃ
が
調
達
し
て
い
る
。
ロ
ー
ン
の
返
済

に
つ
い
て
は
、
15
年
の
運
営
期
間
に
サ

ー
ビ
ス
購
入
料
と
し
て
市
に
支
払
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
以
外
に
処
理
に
関
す
る

変
動
費
を
い
た
だ
く
ス
キ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
は
当
初
、
水
ｉ
ｎ
ｇ

と
荏
原
製
作
所
が
共
同
出
資
し
て
い
た

が
、
現
在
は
水
ｉ
ｎ
ｇ
の
１
０
０
％
出

資
と
な
っ
て
い
る
。
施
設
の
運
転
管
理

は
現
在
、
水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー
プ
で
行
っ

て
い
る
。

　

処
理
の
流
れ
は
、
ま
ず
下
水
処
理
場

か
ら
管
路
を
使
っ
て
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー

生
ご
み
を
含
む
濃
縮
汚
泥
を
導
入
し
、

外
部
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
粕
、
農
業
集
落
排

水
・
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
受
け
入
れ
、
そ
れ
ら
を
混
合
し
メ
タ

ン
発
酵
す
る
。
メ
タ
ン
ガ
ス
を
使
っ
て

ボ
イ
ラ
ー
で
蒸
気
を
起
こ
し
、
消
化
し

た
後
の
汚
泥
（
含
水
率
約
80
％
）
を
蒸

気
乾
燥
機
で
約
40
％
の
含
水
率
ま
で
乾

燥
さ
せ
る
。
乾
燥
汚
泥
は
、
県
内
の
製

紙
会
社
で
石
炭
の
代
替
燃
料
や
堆
肥
と

し
て
活
用
さ
れ
る
。
乾
燥
用
蒸
気
で
使

い
き
れ
な
か
っ
た
メ
タ
ン
ガ
ス
は
マ
イ

ク
ロ
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
で
発
電
し
て
場
内

利
用
。
さ
ら
に
、
余
剰
電
力
は
隣
接
す

る
下
水
処
理
場
に
売
電
し
て
い
る
。

　
　

黒
部
市
は
、
こ
の
事
業
に
よ
り
下

水
汚
泥
を
１
０
０
％
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

黒
部
市
の
人
口
は
約
４
万
人
だ
が
、

こ
の
規
模
で
下
水
汚
泥
の
焼
却
炉
や
資

源
化
施
設
を
持
っ
て
い
る
自
治
体
は
少

な
い
。
そ
う
し
た
中
、
汚
泥
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
活
用
と
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
を
実

現
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

黒
部
市
で
は
、
施
設
の
稼
働
に
合
わ

せ
て
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
を
目
的
に
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
の
普

及
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当
初
５

０
０
世
帯
か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
約
１

１
０
０
世
帯
に
拡
大
し
て
い
る
」

黒
部
市
―
―
汚
泥
処
分
の

ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放

　

―
事
業
開
始
か
ら
10
年
、
施
設
の

稼
働
開
始
か
ら
約
８
年
が
経
過
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
評
価
は
。

　

「
汚
泥
処
理
の
外
部
委
託
費
用
は
市

況
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
し
、
委
託
先
か

ら
処
理
単
価
の
値
上
げ
な
ど
の
要
望
も

あ
り
、
市
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
汚
泥

処
分
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
費

用
対
効
果
も
出
て
い
る
点
は
評
価
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
少
な
い
初
期
投
資
で
も
事

業
が
行
え
る
。
頭
金
ゼ
ロ
で
36
億
円
の

事
業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
は
黒
部

市
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

考
え
る
。
ま
た
、
設
計
・
建
設
か
ら
維

持
管
理
・
運
営
ま
で
を
１
回
の
特
定
事

業
契
約
で
執
行
で
き
、
長
期
で
事
業
予

算
を
確
定
で
き
る
の
も
利
点
だ
」

　

―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
苦
労

し
た
点
や
課
題
な
ど
は
。

　

「
一
つ
は
、
乾
燥
汚
泥
（
燃
料
）
の

取
引
先
確
保
の
問
題
。
こ
の
事
業
の
鍵

を
握
る
燃
料
利
用
の
予
定
取
引
先
か
ら

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
運
営
開
始
時
は
全

量
を
堆
肥
化
利
用
せ
ざ
る
を
得
ず
処
分

費
が
か
か
っ
た
。
乾
燥
汚
泥
の
引
取
先

の
確
保
に
奔
走
し
、
３
年
後
の
14
年
に

よ
う
や
く
県
内
の
製
紙
会
社
で
発
電
燃

料
と
し
て
有
価
で
引
き
受
け
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
受
入
先
で

臭
気
問
題
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　

直
近
の
話
で
は
、
収
集
運
搬
事
業
者

の
運
賃
値
上
げ
の
対
応
だ
っ
た
。
運
送

業
界
も
人
手
不
足
と
車
両
の
老
朽
化
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
人
件
費
の
高
騰
、

車
両
手
配
困
難
な
状
況
が
重
な
り
、
収

集
運
搬
の
委
託
先
か
ら
大
幅
値
上
げ
の

要
求
が
あ
り
、
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
黒
部
市
と
の
契
約

で
は
、
値
上
げ
分
を
サ
ー
ビ
ス
購
入
料

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

新
た
な
収
集
運
搬
企
業
と
新
規
契
約

し
、
今
回
は
何
と
か
乗
り
切
れ
る
見
通

し
が
つ
い
た
」

　

富
山
県
黒
部
市
で
、
下
水
道
事
業
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
Ｂ
Ｔ
Ｏ
）
方
式
に
よ

る
下
水
道
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10
年

が
経
過
し
た
。
汚
泥
の
処
理
・
処
分
と
い
う
下
水
道
事
業
の
課
題
に
、
民

間
の
力
を
活
用
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度
に
国

土
交
通
大
臣
賞
「
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
」
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
部
門
を
受

賞
。
国
交
省
は
下
水
処
理
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
を
推
進
し
て
お
り
、

現
在
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
同
事
業
の
設
計
・
建
設
か
ら
維

持
管
理
・
運
営
ま
で
を
手
掛
け
る
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
で
あ
る
黒

部
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長
（
水
ｉ
ｎ
ｇ
理
事
）
の
大
矢
佳
司
氏

に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
評
価
、
課
題
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
い
た
。

事業概要

○発注者 富山県黒部市

○事業者　 黒部Eサービス株式会社(SPC)

○事業方式 ＰＦＩ事業（BTO方式）

○処理対象物 下水汚泥等 26,248m3/年、コーヒー粕 2,100t/ 年

○処理方式 高温湿式メタン発酵による汚泥乾燥燃料化・発電　
　

○事業費　　 約36億円

　　　　　　 (建設費 16億円、維持管理費 20億円)

○着工　　　 2009年2月

○竣工　　　 2011年4月

○維持管理運営期間　 2011年5月～2025年4月(15年間)

黒
部
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長（
水
ｉ
ｎ
ｇ
理
事
）
大
矢　

佳
司
氏
に
聞
く

事
業
開
始
10
年
後
の
成
果
と
課
題

下
水
汚
泥
＋
バ
イ
オ
マ
ス
で
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
に

Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

　

―
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
反
応

は
。

　

「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
は
、
Ｗ
ｉ

ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
が
築
け
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　

当
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
が
苦
労
し
た
点
や

課
題
は
ま
さ
に
、
そ
れ
ま
で
の
黒
部
市

の
ご
苦
労
と
課
題
で
あ
り
、
市
が
こ
の

事
業
を
実
施
す
る
動
機
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
肩
代
わ
り
で
き
た
こ

と
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
施
効
果
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
株
主
で
あ
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
と

維
持
管
理
運
営
業
務
を
受
託
し
た
水
ｉ

ｎ
ｇ
Ａ
Ｍ
に
と
っ
て
は
、
当
時
全
国
で

初
め
て
で
誰
も
経
験
し
て
い
な
か
っ
た

下
水
道
事
業
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ
に
参
入
で
き
た

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
ま
た
設
計
建

設
か
ら
事
業
運
営
ま
で
17
年
間
の
安
定

し
た
売
り
上
げ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
長
期
雇
用
の
確
保
が
で
き
る
点
も

メ
リ
ッ
ト
だ
。
さ
ら
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
現

場
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
削
減
な
ど
に
よ
る
経
営
の
安
定

化
と
収
益
の
確
保
に
生
か
せ
る
の
で
、

関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

民
間
の
力
を
活
用
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み

　

―
こ
の
事
業
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
の
地
域
循
環
、
有
効
活
用
の
先
進
事

例
で
あ
り
、
他
の
自
治
体
に
も
参
考
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
他
地
域
へ
の
水
平

展
開
な
ど
を
含
め
、
今
後
の
展
望
は
。

　

「
汚
泥
の
燃
料
化
事
業
は
複
数
の
自

治
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
本
事
業
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
な

か
な
か
広
が
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
事
業
者
決
定

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
複
雑
で
時
間
が
か

か
る
の
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
黒
部
市
も
構
想

か
ら
事
業
者
の
決
定
に
至
る
ま
で
６
〜

７
年
か
か
っ
て
お
り
、
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
課
題

に
、
水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー
プ
は
十
分
に
応

え
ら
れ
る
。

　

自
治
体
は
、
低
コ
ス
ト
で
長
期
安
定

し
た
汚
泥
の
処
分
先
を
確
保
し
た
い
。

中
間
処
理
や
最
終
処
分
で
は
な
く
、
汚

泥
を
利
活
用
し
た
い
。
ま
た
汚
泥
焼
却

も
で
き
れ
ば
な
く
し
た
い
。
さ
ら
に

は
、
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
で
き
る

だ
け
焼
却
量
を
削
減
し
た
い
。
本
事
業

は
こ
う
し
た
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
最
適
な

事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

下
水
汚
泥
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
り
ガ
ス
を
回
収
し
て

発
電
・
熱
回
収
し
、
消
化
汚
泥
を
燃
料

化
す
る
方
向
に
あ
る
。
事
業
化
に
向
け

て
は
、
汚
泥
燃
料
の
受
入
先
の
確
保
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
制
度
の
状
況
、
熱
電
利
用

に
よ
る
地
域
の
産
業
創
生
の
可
能
性
、

さ
ら
に
は
生
活
排
水
処
理
や
ご
み
処
理

の
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
」

 

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

黒部名水マラソンへ参加した水ｉｎｇグループの社員

昨秋からおからの受け入れも始めた

市
内
の
豆
腐
店
か

ら
お
か
ら
の
受
け

入
れ
を
始
め
た
。

そ
れ
ま
で
、
そ
の

お
か
ら
は
市
内
の

牧
場
で
餌
に
利
用

さ
れ
て
き
た
が
、

高
齢
化
等
に
伴
い

牧
場
が
廃
業
し
、

お
か
ら
の
受
入
先

が
な
く
な
り
、
市

の
仲
介
で
本
施
設

に
持
ち
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

豆
腐
店
の
方
に
非

常
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
う

れ
し
い
限
り
だ
」

つ
な
が
る
。
契
約
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
独

自
に
営
業
活
動
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

営
業
努
力
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
収
入
を

増
や
す
こ
と
も
で
き
る
。
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
と
リ
ス
ク
分
担
が
適
度
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

コ
ー
ヒ
ー
粕
の
排
出
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
本
施
設
は
処
分
先
の
一
つ
で
は

あ
る
が
、
地
元
に
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
準
拠
し
た
受
入
先
が
で
き
た
こ
と

は
、
リ
ス
ク
分
散
に
な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
も
あ
り
、
有
効
だ
と
考
え
て
い

る
。

　

乾
燥
汚
泥
に
つ
い
て
は
、
製
紙
工
場

で
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
化

石
燃
料
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
堆
肥
に
関
し
て

は
、
園
芸
業
者
や
市
民
に
汚
泥
肥
料
と

し
て
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
農
地
還

元
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献

し
て
い
る
」

延
べ
３
千
人
超
の
視
察
者

　

―
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

た
取
り
組
み
に
も
積
極
的
だ
が
。

　
　

「
バ
イ
オ
ガ
ス
の
熱
を
利
用
し
た

足
湯
『
ば
い
お
〜
ゆ
』
（
市
民
公
募
で

命
名
）
を
無
料
で
開
放
し
て
お
り
、
延

べ
４
万
６
千
人
以
上
に
利
用
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　

本
施
設
は
、
産
業
観
光
ル
ー
ト
に
選

定
さ
れ
、
黒
部
市
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
市
内
外
や
県
外

か
ら
の
視
察
者
も
多
く
、
延
べ
３
千
人

を
数
え
る
。
ま
た
全
国
で
も
有
数
の
黒

部
名
水
マ
ラ
ソ
ン
に
協
賛
し
、
水
ｉ
ｎ

ｇ
グ
ル
ー
プ
か
ら
毎
年
25
〜
30
名
が
ラ

ン
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
て
い
る
。

　

最
近
の
話
題
と
し
て
は
、
昨
秋
よ
り

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、ファックスにてご注文ください）販売課　FAX.03-3351-1939
　　　　 （〒　　　－　　　　　）
ご住所　　　　　　都道　　　　　　　市区
　　　　　　　　　府県　　　　　　　町村
会社名
団体名

お電話番号　（　　　　）　　　　－

部　購入します

所属・
お名前

E-mail

環境新聞社 〒160-0004  東京都新宿区四谷3-1-3 第一富澤ビル
TEL.03-3359-5371

●商品到着後、代金＋送料を、商品と同送の振込用紙でお支払い下さい。　●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

『生死を分けるトイレの話』

　【申し込み先】環境新聞社 販売部（ＴＥＬ 03・3359・5371、FAX 03・3351・1939）

せっかく助かった命を「たかがトイレの問題」で失ってしまうことはなくしたい！

【編　著】上　幸雄
　　　　　（ＮＰＯ法人日本トイレ
　　　　　研究所）

【体　裁】　Ａ５判、
　　　　 １２８頁、索引付
【定　価】本体２,２００円
　　　　　（税・送料別）

行政の責務として災害時トイレ対策を

車いす使
用者のた

めに

  簡易洋
式トイレ

を設置し
たが

    使えな
かった

仮設トイ
レが届く

まで

  手作り
素堀りト

イレで

    １週間
しのいだ

便槽が満
杯になり

、

  使えな
い仮設ト

イレで

    被災者
を悩ませ

た

被災地のトイレの実態／災害用トイレの種類／災害時のトイレ対応をＢＣＰに入れる必要性／災害時のトイレ計画
の策定手順／し尿処理の基礎知識／中央省庁の対応の現状／自治体の実施例／応急トイレの作り方等

本  書  で
わかること

下水道管きょ・マンホールの長寿命化や耐震化に有効な更生・修繕改築技術や、関連機器のデモを生で見ることができる北陸唯一の展示会

●お問い合せ先●

●管きょ更生・修繕改築の技術、設備
●コンクリート防食被覆の修繕改築技術、設備
●マンホール修繕改築の技術、設備
●管内洗浄・清掃の技術、機器
●点検・調査・診断・解析等の技術、機器
●安全衛生管理の技術、機器
●耐震化技術

第19
回

公益社団法人日本下水道管路管理業協会
（本部、中部支部）
事務協力：環境新聞社

国土交通省北陸地方整備局
石川県
金沢市
中部地方下水道協会
公益財団法人日本下水道新技術機構

日時：2019年10月3日（木）　12時25分～13時30分
場所：会場内特設テント
　12:25 ～　講演会 開会
　　　　　 司会　2019 年度ミス日本「水の天使」　　西尾菜々美
　12:30 ～ 13:00
　　『マネジメント時代の下水道事業』
　　　国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部長　　植松　龍二
　13:00 ～ 13:30
　　『金沢市における下水道管路の改築更新計画について』
　　　金沢市企業局 建設部 建設課
　　　　　　　　　　　　　下水道管渠改良係 係長　　大田　純也

EX・ダンビー協会／EPR工法協会／FFT工法協会／管清工業
クリスタルライニング工法協会／スワレント／セイフティーフラット工法協会
Two-Wayライニング工法協会／南陽／パルテム技術協会

ASS工法協会／SWライナー工法協会／MLR協会／オールライナー協会
カンツール／全国パラボラ工法協会　長島鋳物／日本インシチュフォーム協会
ビーエスエル／北菱／ポリエチレンライニング工法協会

FRP工法協会／Kanaflex工法協会／兼松エンジニアリング／キュー・アイ／3SICP技術協会
JERコンクリート補改修協会／日本SPR工法協会 北陸支部／日本スナップロック協会
光硬化工法協会 北陸地域支部／日之出水道機器 中部支店／ペンタフ

※ガイドツアー参加は事前登録制です。詳細はhttps://www.jascoma.comをご覧下さい。
※各コースの内容は予定です。変更になる場合もあります。

9時30分～16時00分
西部緑地公園
多目的広場

※入場受付は15時30分まで。
※順延の場合は 2019 年10月10日（木）を予定しています。

会場内ガイドツアー

敬称略。



（24）令和元年（2019 年）7月 31日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

会場配置図

下水道展，19横浜　小間番号 B321 下水道展，19横浜　小間番号 A223

くらしの礎を創る くらしの礎を担う
もと

下水道展，19横浜　小間番号 A101



（25） 令和元年（2019 年）7月 31日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

下水道展，19横浜　小間番号 C529

HINODE,Ltd.

安全、そして安心で快適な生活環境の実現のために。

下水道展，19横浜　小間番号 C533 下水道展，19横浜　小間番号 C516

暮らしのインフラを支え、未来を拓くDNA



（26）令和元年（2019 年）7月 31日（水曜日）（第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

　　　　 （〒　　　　　－　　　　　　　　）

ご住所　　　　　　　　都道　　　　　　　　　市区
　　　　　　　　　　　府県　　　　　　　　　町村

会社名
団体名

お電話番号　（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　－

部　購入します

所属・
お名前

E-mail

環境新聞社 〒160-0004  東京都新宿区四谷3-1-3 第1富澤ビル
TEL.03-3359-5371

●受付後、請求書をお送り致します。ご入金確認後、到着までに１週間程度お時間を頂いておりますので、ご了承下さい。　●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

の書籍を

ご
購
入
申
し
込
み
書

（
右
記
に
ご
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
）

環 境 新 聞 社 の 書 籍環 境 新 聞 社 の 書 籍

林 孝昌　著

●Ａ５判／180頁／本体価格1,500円（税・送料別）

リサイクルビジネスも
イノベーションを語ろう

環境新聞ブックレットシリーズ◎14
「経営に生かすＳＤＧs 講座」
―持続可能な経営のために―

新 刊新 刊

　ＡＩ、ＩｏＴ等技術の進展、質より量が問われる雇用情勢の変化等により、従来の労働集約型
産業であったリサイクルビジネスは、大きな変革が求められるようになってきた。これを実現す
るためのキーワードは、「イノベーション」。
　本書は、資源循環ネットワーク代表理事の林孝昌氏が環境新聞で長年続けてきた連載コラムを中心にまとめた第２弾。
前作は業界構造の現状分析に力点が置かれていたが、本書では未来の話を含め、これからの業界のあるべき姿を視野に
入れた提言的な内容が中心になっている。

古市 徹／石井 一英　著

●Ａ５判／220頁／本体価格2,500円（税・送料別）

エネルギーとバイオマス
～地域システムのパイオニア～

　新技術や既存技術の効率化・組み合わせなど、バイオマス利活用を促進する技術の進歩や研
鑽が日々続いている中、地域創生を目的にバイオマス利活用を通じて新たな循環・エネルギーシ
ステムを構築することは地域の構造改革を行うのに等しく、課題も多いのが実情だ。　
　現在のバイオマス利活用事例は時間をかけて周囲の人から理解を得るなど、関係者の地道で
果敢な努力の積み重ねの上に成り立っており、本書の副題「地域システムのパイオニア」には読者に地域の新しいシステム
を創るパイオニアになって欲しいという著者の願いが込められている。地方創生を目指す方の参考になる１冊。

笹谷 秀光　著

●Ａ５判／106頁／本体価格800円（税・送料別）

白井 信雄　著

再生可能エネルギーによる地域づくり
～自立・共生社会への転換の道行き

　２０１２年の固定価格買取制度（ＦＩＴ）により活発化した再生可能エネルギー事業。再エネとい
う道具を手に、地域や市民主導による、これまでとは異なる地域づくり、新たな社会への転換が動
き出した。
　本書は、地域・市民主導による国内８地域の訪問調査を中心に、再エネによる地域づくりの経緯
と到達点を共有し、学ぶべき点や今後のあり方への提案をまとめたもの。再エネによる「自立・共
生」社会への転換の道行きを示す一冊。

送付先  ：  　会社　　自宅　※どちらかに○をつけてください

お申し込みＦＡＸ番号：03-5369-4858
●Ａ５判／272頁／本体価格2,500円（税・送料別）

　企業の役割を重視する「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）は、ＣＳＲやＣＳＶの根拠となり、早く
もグローバル企業が新たな事業戦略として利用し始めている。
　本書は、農林水産省や外務省、環境省での勤務経験を持つ伊藤園顧問の笹谷秀光氏による環境新聞の連載コラムをま
とめたもの。伊藤園をはじめ、住友化学、サラヤなどの企業や、福井県大野市などの事例を紹介。
２０年東京五輪・パラリンピックを見据え、日本企業はＳＤＧｓ先進国を目指して本業力を発揮すべきと訴えている。

NPO法人環境文明21　編著

●Ａ５判／132頁／本体価格1,000円（税・送料別）

環境新聞ブックレットシリーズ◎15
脱炭素社会のためのＱ＆Ａ
―気候変動を乗り越えて

　2015年12月に採択されたパリ協定では、世界共通の長期目標として、産
業革命以前の地球の平均気温からの上昇を２℃より十分下回るように抑え、
1.5℃に止めるよう努力する。そして、この目標を達成するため、早期に世界の
温室効果ガスの排出量を頭打ちにし、今世紀後半に実質的にゼロにする目標
が書き込まれた。
　世界各地で気候異変が深刻化する中、我々の社会を持続的に継続していくには、これまでの「低」炭素
化では足りず、「脱」炭素化に向かうしかない。50年以降の今世紀後半まで、残る時間は30年ほど。この
ような短期間で「脱炭素」は本当に可能なのか？　本書は、多くの人が抱くさまざまな疑問に答え、その
道筋を示す一冊。

上田 マリノ 　著

●四六判／207頁／本体価格1,500円（税・送料別）

エコ娘が聞く！
環境世代へつなぐ女性39人　
子どもたちへ環境問題を
残したくないと思ったら読む本

　あの「エコ娘」が「エコママ」になって帰ってきた！　エコ活動に迷っている人への処方箋。
　本書は、環境ナビゲーターとして活躍する上田マリノ氏が、2013年4月から2016年10月まで3年半
にわたって環境新聞で連載したコラムに、特別対談や書き下ろしなどを加えたもの。「環境」をキーワー
ドにさまざまな立場の39人の女性を取材しており、現在環境問題、環境ビジネスに携わる女性、そうし
た女性たちとともに環境に取り組む男性、さらにはこれから環境ビジネスに従事することを志す学生な
ど、環境に関わる全ての人々に手にしてほしい１冊。

子
供
た
ち
が
ご
み
の
分
別
な
ど
に

挑
戦
（
写
真
は
甲
佐
小
学
校
で
）

　

第
56
回
下
水
道
研
究
発
表
会
（
主
催
＝
日
本
下
水
道
協
会
）
が
８
月
６
日
〜
８
日
の
３
日
間
、

横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー
棟
で
開
催
さ
れ
る
。
地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民

間
企
業
の
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
研
究
者
や
実
務
者
が
、
経
営
・
計
画
、
雨
水
対
策
、
環
境
・

再
生
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
建
設
、
維
持
管
理
、
水
処
理
技
術
、
汚
泥
処
理
技
術
、
計
測
・
制
御
等

の
分
野
に
お
け
る
日
頃
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
発
表
を
行
う
。研
究
発
表
会
で
は
、21
セ
ッ
シ
ョ

ン
・
３
８
９
編
の
口
頭
発
表
と
、
25
編
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
23
編
の
英
語
口
頭
発
表
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
初
日
に
は
、
特
別
講
演
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
下
水
道
」（
前
田
正
博
・
日
本
大
学

客
員
教
授
）
と
、「
大
規
模
災
害
と
災
害
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
す
る
。 

（
※
文
中
敬
称
略
）

　

６
日
（
火
）

午
後
の
部

第
１
会
場
（
３
０
２
ル
ー
ム
）

《
震
災
対
策
》

　

▽
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
お

け
る
札
幌
市
と
水
コ
ン
協
北
海
道

支
部
等
の
対
応
に
つ
い
て
（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
阿
辺
山
一
輝
）
▽
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
に
伴
う
札
幌
市
下
水

道
管
理
施
設
の
被
災
状
況
に
つ
い

て
（
札
幌
市
、
森
岡
礼
菜
）
▽
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴
う
厚
真

町
下
水
道
管
理
施
設
の
被
災
状
況

の
調
査
お
よ
び
分
析（
日
水
コ
ン
、

星
野
功
明
）
▽
川
崎
駅
以
北
の
地

域
の
重
要
な
管
き
ょ
の
耐
震
診
断

結
果
に
つ
い
て
（
川
崎
市
、
赤
井

利
光
）
▽
東
京
２
０
２
０
大
会
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
支
え
る
下
水
道
管
耐
震
化
事

業
（
東
京
都
、
吉
田
拓
史
）
▽
人

孔
の
浮
上
抑
制
対
策
に
お
け
る
構

造
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
す
る
研
究

（
東
京
都
、
岡
部
和
樹
）
▽
処
理

場
樋
門
に
お
け
る
大
規
模
な
変
位

を
許
容
で
き
る
後
施
行
継
手
と
そ

の
施
工
方
法
（
中
日
本
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
戸
頃
幸
広
）
▽
減

容
化
施
設
処
理
前
後
に
お
け
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
存
在
形
態
に
関

す
る
調
査
（
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
、
岩
崎
宏
和
）

《
計
測
・
制
御
》

　

▽
振
動
セ
ン
サ
ー
と
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
集
約
に
よ
る
劣
化
診
断
・

設
備
点
検
技
術
の
実
証
研
究
（
水

ｉ
ｎ
ｇ
、
荒
田
剛
司
）
▽
産
業
用

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
無
線

振
動
セ
ン
サ
の
開
発
（
横
河
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
慶
馬

央
敏
）
▽
反
応
槽
要
求
風
量
に
基

づ
く
送
風
機
運
転
圧
力
可
変
制
御

に
よ
る
送
風
電
力
削
減
効
果
の
検

証
（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、中
大
輔
）

▽
下
水
処
理
場
の
省
エ
ネ
分
析
の

た
め
の
電
力
ロ
ガ
ー
に
よ
る
測
定

に
つ
い
て
（
日
本
下
水
道
新
技
術

機
構
、
和
泉
大
貴
）
▽
縦
軸
型
オ

キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
の

ア
ン
モ
ニ
ア
制
御
に
よ
る
長
期
運

転
結
果
（
住
友
重
機
械
エ
ン
バ
イ

ロ
メ
ン
ト
、
松
﨑
祐
子
）
▽
光
学

式
溶
存
酸
素
計
に
お
け
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
負
荷
低
減
に
つ
い
て
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
、
安
久
伸

助
）

第
２
会
場
（
３
０
１
ル
ー
ム
）

《
バ
イ
オ
ソ
リ
ッ
ド
の
利
活
用
／

り
ん
等
有
用
資
源
の
回
収
（
２
）》

　

▽
南
部
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー

下
水
汚
泥
燃
料
化
施
設
の
運
営
管

理
（
横
浜
市
、
米
ノ
井
智
之
）
▽

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
消
化
ガ
ス
発

電
設
備
の
更
新
と
運
転
実
績
（
横

浜
市
、
木
戸
洋
人
）
▽
熊
本
市
に

お
け
る
消
化
ガ
ス
有
効
利
用
の
状

況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
（
熊

本
市
、
松
波
信
広
）
▽
乾
燥
汚
泥

を
用
い
た
じ
ゃ
が
い
も
・
と
う
も

ろ
こ
し
の
栽
培
試
験
結
果
と
化
学

肥
料
と
の
比
較（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

橋
本
毅
）
▽
下
水
汚
泥
由
来
肥
料

の
利
活
用
促
進
の
た
め
の
佐
賀
市

と
宮
古
島
市
の
汚
泥
発
酵
肥
料
の

特
性
解
析
（
共
和
化
工
、
松
澤
泰

宏
）
▽
余
剰
汚
泥
か
ら
の
ポ
リ
ヒ

ド
ロ
キ
シ
ア
ル
カ
ン
酸
蓄
積
微
生

物
の
迅
速
集
積
法
の
検
討
（
大
阪

大
学
、
井
上
大
介
）
▽
下
水
処
理

場
に
流
入
す
る
汚
濁
粒
子
の
粒
径

別
発
熱
量
と
そ
の
回
収
可
能
性

（
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

Ｙ
ａ
ｈ
ｙ
ａ　

Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｚ
Ｏ
Ｕ

Ｎ
）
▽
下
水
汚
泥
中
の
希
少
金
属

等
含
有
量
に
関
す
る
調
査
（
日
本

下
水
道
事
業
団
、
井
上
善
之
）
▽

《
バ
イ
オ
ソ
リ
ッ
ド
の
利
活
用
／

り
ん
等
有
用
資
源
の
回
収
（
１
）》

　

▽
集
約
処
理
を
目
的
と
し
た
地

域
バ
イ
オ
マ
ス
の
基
本
性
状
調
査

結
果
と
考
察
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、
熊
越
瑛
）
好
適
バ
イ
オ
マ
ス

と
下
水
汚
泥
の
混
合
消
化
に
よ
る

シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
検
証（
神
戸
市
、

児
玉
か
ん
な
）
▽
事
業
系
生
ご
み

の
受
入
れ
に
よ
る
消
化
ガ
ス
の
増

量
に
向
け
た
調
査
検
討（
横
浜
市
、

細
川
能
之
）
▽
プ
ラ
ズ
マ
触
媒
反

応
に
よ
る
消
化
ガ
ス
高
度
利
用
技

術
の
開
発
（
東
京
工
業
大
学
、
野

崎
智
洋
）
▽
循
環
ガ
ス
型
生
物
脱

硫
法
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
の
精
製

シ
ス
テ
ム
の
検
討
（
荏
原
実
業
、

川
崎
祐
）
▽
膜
分
離
法
を
用
い
た

消
化
ガ
ス
精
製
シ
ス
テ
ム
の
性
能

お
よ
び
耐
久
性
評
価（
東
京
ガ
ス
、

西
川
研
志
）
▽
精
製
消
化
ガ
ス
を

用
い
た
水
素
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
関

す
る
研
究
（
京
都
市
、太
田
人
平
）

第
３
会
場
（
３
０
３
ル
ー
ム
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
１
）》

　

▽
高
濃
度
消
化
・
省
エ
ネ
型
バ

イ
オ
ガ
ス
精
製
に
よ
る
効
率
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
技
術
実
証
研
究

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
小
倉
一

輝
）
▽
福
岡
市
中
部
水
処
理
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
高
温
・
高
濃
度
一

段
消
化
方
式
の
導
入
及
び
そ
の
効

果
（
福
岡
市
、
井
邊
早
春
）
▽
下

水
汚
泥
の
高
濃
度
・
高
温
嫌
気
性

消
化
（
福
井
工
業
大
学
、
高
島
正

信
）
▽
稲
わ
ら
と
下
水
汚
泥
の
高

温
混
合
消
化
を
核
と
し
た
地
域
内

循
環
シ
ス
テ
ム
（
公
立
鳥
取
環
境

大
学
、
戸
苅
丈
仁
）
▽
新
規
卵
形

消
化
タ
ン
ク
の
立
上
げ
と
そ
の
消

化
特
性
（
京
都
市
、
中
村
友
美
）

▽
下
水
汚
泥
の
望
ま
し
い
有
効
利

用
方
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
湖
沼
復
活

研
究
所
、
森
忠
洋
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
２
）》

　

▽
Ａ
Ｂ
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
に
よ

る
消
化
ガ
ス
発
生
量
増
量
効
果
に

つ
い
て
の
検
討
（
明
電
舎
、
酒
井

孝
輔
）
▽
脱
水
汚
泥
の
ア
ル
カ
リ

高
温
可
溶
化
法
と
高
速
嫌
気
性
消

化
法
の
組
合
せ
の
経
済
性
に
関
す

る
考
察
▽
高
効
率
消
化
シ
ス
テ
ム

の
実
証
施
設
運
転
状
況
に
つ
い
て

（
三
菱
化
工
機
、
前
田
良
一
）
▽

嫌
気
性
消
化
槽
へ
の
発
酵
促
進
剤

添
加
に
よ
る
消
化
ガ
ス
増
量
お
よ

び
添
加
停
止
の
影
響
評
価
（
水
ｉ

ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
高
橋

惇
太
）
▽
嫌
気
性
汚
泥
消
化
槽
へ

の
基
質
投
入
パ
タ
ー
ン
が
及
ぼ
す

影
響
（
栗
田
工
業
、
埜
村
誠
）
▽

消
化
槽
の
運
転
状
況
比
較
検
討
結

果
に
つ
い
て
（
福
岡
市
、
出
口
征

弥
）
▽
消
化
脱
水
分
離
液
と
濃
縮

分
離
液
の
混
合
に
よ
る
Ｍ
Ａ
Ｐ
析

出
対
策
（
横
浜
市
、
飯
田
裕
介
）

第
４
会
場
（
３
０
４
ル
ー
ム
）

《
水
処
理
技
術
（
４
）》

　

▽
反
応
タ
ン
ク
へ
の
流
入
停
止

が
活
性
汚
泥
の
処
理
能
力
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
（
札
幌
市
、
夏

目
あ
づ
さ
）
▽
反
応
タ
ン
ク
固
形

物
滞
留
時
間
に
関
す
る
一
考
察

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
栗
田
毅
）

▽
標
準
活
性
汚
泥
法
に
お
け
る
有

機
物
除
去
の
基
礎
的
研
究
（
東
京

理
科
大
学
、
柴
崎
直
也
）
▽
高
濃

度
塩
分
対
応
活
性
汚
泥
法
に
関
す

る
基
礎
研
究
（
日
本
大
学
、
神
林

大
介
）
▽
活
性
汚
泥
Ｏ
Ｕ
Ｒ
と
流

入
下
水
の
有
機
物
除
去
に
関
す
る

研
究
（
東
京
理
科
大
学
、

晗
）

▽
流
入
下
水
の
生
物
分
解
性
有
機

物
濃
度
の
迅
速
推
定
に
向
け
た
Ｏ

Ｒ
Ｐ
・
ｐ
Ｈ
電
極
デ
ー
タ
の
評
価

（
茨
城
大
学
大
学
院
、
鈴
木
駿
也
）

▽
中
川
水
再
生
セ
ン
タ
ー
最
終
沈

殿
池
に
お
け
る
窒
素
の
挙
動
に
つ

い
て
（
東
京
都
、
高
橋
克
典
）
▽

既
存
施
設
の
運
転
条
件
見
直
し
に

よ
る
窒
素
除
去
率
向
上
と
電
力
使

用
量
削
減
の
両
立
（
東
京
都
、
西

村
元
気
）

《
水
処
理
技
術
（
５
）》

　

▽
低
圧
損
型
メ
ン
ブ
レ
ン
式
散

気
装
置
の
導
入
時
に
お
け
る
留
意

点
と
導
入
効
果
に
関
す
る
研
究

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
石

川
聖
人
）
▽
水
質
改
善
と
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
両
立
を
目
指
し
た
風
量

制
御
技
術
の
開
発
（
東
京
都
、
葛

西
孝
司
）
▽
落
合
水
再
生
セ
ン

タ
ー
南
系
反
応
槽
に
お
け
る
散
気

装
置
更
新
後
の
効
果
に
つ
い
て

（
東
京
都
、
前
田
宗
）
▽
メ
ン
ブ

レ
ン
散
気
装
置
の
底
部
設
置
に
よ

る
深
槽
曝
気
シ
ス
テ
ム
の
清
水
実

験
（
前
澤
工
業
、
中
町
和
雄
）
▽

担
体
投
入
好
気
槽
と
微
好
気
槽
を

適
用
し
た
省
エ
ネ
・
低
Ｌ
Ｃ
Ｃ
高

度
処
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
（
Ｊ
Ｆ

Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
山
川
岳

志
）
▽
低
圧
損
型
メ
ン
ブ
レ
ン
式

散
気
装
置
の
撹
拌
性
能
等
に
つ
い

て
の
考
察
（
ク
ボ
タ
、常
盤
雄
毅
）

▽
下
水
処
理
場
送
風
シ
ス
テ
ム
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
池
畑
将

樹
）

第
５
会
場

《
雨
水
対
策
（
１
）》

　

▽
既
設
雨
水
貯
留
施
設
に
お
け

る
水
位
計
設
置
の
提
案
と
今
後
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
の
考
察
（
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
三
木
貴

仁
）
▽
横
浜
市
に
お
け
る
既
存
雨

水
貯
留
施
設
水
位
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
（
横

浜
市
、
安
田
雅
人
）
▽
雨
水
滞
水

池
の
最
大
限
有
効
活
用
に
関
す
る

検
討
（
川
崎
市
、
成
澤
貴
大
）
▽

京
都
市
公
共
施
設
に
お
け
る
雨
水

流
出
抑
制
施
設
設
置
効
果
の
検
証

に
つ
い
て
（
京
都
市
、三
浦
徹
也
）

▽
流
下
型
貯
留
管
を
活
用
し
た
効

率
的
な
合
流
式
下
水
道
の
改
善
対

策
に
つ
い
て
（
東
京
都
、牧
慎
介
）

▽
下
水
道
再
整
備
地
区
に
お
け
る

浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
横
浜
市
、
新

井
達
彦
）
▽
大
岡
川
右
岸
流
域
に

お
け
る
浸
水
対
策
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
横
浜
市
、
上
野
克
典
）

▽
急
傾
斜
地
に
お
け
る
貯
留
管
へ

の
分
水
施
設
に
関
す
る
研
究
（
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
吉
田
裕

二
）

《
雨
水
対
策
（
２
）》

　

▽
雨
水
桝
蓋
の
落
葉
堆
積
形
態

が
排
水
能
力
に
与
え
る
影
響
（
Ｇ

＆
Ｕ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
柴
田

章
兵
）
▽
分
流
式
下
水
道
に
お
け

る
雨
天
時
浸
入
水
発
生
地
区
の
効

率
的
な
調
査
方
法
に
関
す
る
研
究

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
齋

藤
篤
）
▽
ら
せ
ん
式
壁
面
水
路
を

活
用
し
た
高
落
差
人
孔
で
の
導

水
・
排
気
方
法
に
つ
い
て
（
西
宮

市
、
永
末
将
吾
）
▽
人
孔
浮
上
防

止
に
向
け
た
既
設
雨
水
幹
線
に
対

す
る
効
果
的
な
エ
ア
抜
き
対
策
に

つ
い
て
（
横
浜
市
、小
野
塚
裕
人
）

▽
横
引
き
管
の
排
水
機
能
に
対
す

る
マ
ン
ホ
ー
ル
形
状
の
影
響
（
日

本
大
学
大
学
院
、
石
塚
公
隆
）
▽

射
流
お
よ
び
常
流
中
の
横
越
流
区

間
に
フ
ラ
ッ
プ
板
を
設
置
し
た
こ

と
に
よ
る
流
量
制
御（
日
本
大
学
、

安
田
陽
一
）

第
６
会
場（
３
１
３
・
３
１
４
ル
ー

ム
）

《
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
》

　

▽
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
に
お
け
る
考
察
（
東
京
設
計
事

務
所
、
浅
川
浩
）
▽
多
摩
地
域
に

お
け
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
の
現
状
と
課
題
（
東
京
都
都

市
づ
く
り
公
社
、
青
本
功
）
▽
予

防
保
全
方
式
の
選
択
基
準
に
つ
い

て
（
京
都
大
学
、
藤
木
修
）
▽
横

浜
市
に
お
け
る
管
路
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て

（
横
浜
市
、
鈴
木
啓
太
郎
）
▽
総

合
的
な
管
路
施
設
情
報
の
管
理
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
管
路
管
理
技

術
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

中
嶋
亮
太
）
▽
下
水
道
管
渠
の
地

理
情
報
を
用
い
た
重
点
維
持
管
理

の
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
大

阪
大
学
、
篠
﨑
秀
太
）
▽
Ａ
形
管

の
劣
化
状
況
を
踏
ま
え
た
改
築
計

画
策
定
に
向
け
た
研
究
（
日
本
下

水
道
新
技
術
機
構
、
篠
崎
淳
）

《
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
１
）》

　

▽
発
注
者
・
受
注
者
・
履
行
監

視
者
３
者
の
協
力
・
連
携
に
よ
る

包
括
的
民
間
委
託
の
事
業
運
営

（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
有
我
清
隆
）
▽
川
崎

市
下
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
管
路
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
に
向
け
た
取
組
（
川
崎
市
、

浪
貝
泰
之
）
▽
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
実
践
に
向
け
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定
に
関
す
る
事

例
研
究
（
日
水
コ
ン
、谷
裏
弘
晃
）

▽
管
路
施
設
の
維
持
管
理
・
長
期

改
築
計
画
に
関
す
る
調
査
研
究

（
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
嶋

田
耕
二
）
▽
維
持
管
理
を
起
点
と

し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
現
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
証

（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
戸
田
浩
一
）

▽
下
水
道
管
路
施
設
の
維
持
管
理

計
画
策
定
に
向
け
た
研
究
（
日
本

下
水
道
新
技
術
機
構
、
北
岡
豊
）

第
７
会
場（
４
１
１
・
４
１
２
ル
ー

ム
）

《
管
路
（
建
設
）（
１
）》

　

▽
受
託
者
向
け
「
管
渠
再
構
築

実
施
設
計
の
進
め
方
」
作
成
に
つ

い
て（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

梅
﨑
龍
典
）
▽
耐
震
設
計
の
効
率

化
に
向
け
た
取
組
（
東
京
都
、
酒

匂
邦
生
）
▽
横
浜
市
に
お
け
る
下

水
道
管
渠
老
朽
化
対
策
に
課
題
検

討
に
つ
い
て
（
横
浜
市
、権
正
梓
）

▽
管
渠
更
生
工
法
の
適
用
と
浸
水

リ
ス
ク
に
関
す
る
一
考
察
（
東
京

設
計
事
務
所
、
松
岡
英
和
）
▽
現

場
条
件
に
あ
わ
せ
た
超
急
曲
線
推

進
の
採
用
に
よ
る
浸
水
対
策
（
横

浜
市
、
三
堀
拓
也
）
▽
急
曲
線
・

狭
あ
い
道
路
下
に
お
け
る
貯
留
管

の
築
造
（
横
浜
市
、
渡
邊
章
彦
）

▽
羽
田
空
港
周
辺
の
公
共
下
水
道

計
画
（
東
京
都
、
佐
藤
真
太
郎
）

《
管
路
（
建
設
）（
２
）》

　

▽
シ
ー
ル
ド
坑
内
か
ら
発
進
す

る
推
進
工
法
に
お
け
る
設
計
施
工

上
の
技
術
的
工
夫
に
つ
い
て
（
名

古
屋
市
、
田
中
秀
忠
）
▽
固
結
シ

ル
ト
が
挟
在
す
る
砂
質
土
層
地
盤

に
お
け
る
立
坑
設
置
の
検
討
（
東

京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
若
狭
知

之
）
狭
小
一
方
通
行
路
で
の
再
構

築
工
事
へ
の
取
組
（
東
京
都
下
水

道
サ
ー
ビ
ス
、
千
年
英
一
郎
）
▽

シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
鉄
道
敷
横

断
施
工
に
関
す
る
報
告（
川
崎
市
、

大
鹿
祐
二
）
▽
レ
ン
ガ
積
み
矩
形

き
ょ
の
再
構
築
に
つ
い
て
（
東
京

都
、
大
野
浩
嗣
）
▽
下
水
道
工
事

に
お
け
る
国
内
最
大
規
模
の
凍
結

工
法
を
用
い
た
シ
ー
ル
ド
の
拡
幅

及
び
地
中
接
合
（
東
京
都
、
安
立

麻
莉
）
▽
Ｈ
＆
Ｖ
シ
ー
ル
ド
工
法

に
よ
る
浸
水
対
策
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
（
北
区
赤
羽
西
地
区
）（
東

京
都
、
岸
宗
）
▽
各
種
管
渠
対
応

開
削
型
自
走
推
進
工
法
の
地
下
水

へ
の
挑
戦
（
ア
イ
サ
ワ
工
業
、
日

下
部
彰
）

第
８
会
場
（
４
１
３
ル
ー
ム
）

《
国
際
協
力
・
海
外
展
開
》

　

▽
開
発
途
上
国
技
術
者
へ
の
下

水
道
研
修
の
効
果
的
な
運
営
に
つ

い
て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
、
井
元
大
樹
）
▽
ト
ル
コ

共
和
国
イ
ズ
ミ
ル
市
へ
の
リ
ス
ク

管
理
に
基
づ
い
た
管
路
更
新
計
画

策
定
の
技
術
協
力
（
仙
台
市
、
水

澤
真
也
）
▽
横
浜
市
に
お
け
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
都
市
へ
の
水

環
境
分
野
に
お
け
る
公
民
連
携
し

た
技
術
協
力
（
横
浜
市
、
横
内
宣

明
）
▽
下
水
道
整
備
が
ベ
ト
ナ
ム

都
市
環
境
に
与
え
る
影
響
評
価

（
日
本
大
学
、
畑
林
勇
輝
）

《
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
》

　

▽
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け

る
汚
泥
脱
水
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
活
用
及
び

検
証
に
つ
い
て
（
岡
山
市
、
江
見

侑
亮
）
▽
下
水
道
管
路
被
害
の
整

理
と
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
初
動

体
制
構
築
に
関
す
る
調
査
（
国
土

技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
平
出
亮

輔
）
▽
公
民
連
携
に
よ
る
下
水
道

管
渠
の
迅
速
な
災
害
復
旧
に
向
け

た
取
組
（
横
浜
市
、
塩
田
光
希
）

▽
受
電
設
備
更
新
工
事
中
に
お
け

る
停
電
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

（
川
崎
市
、
坂
井
良
旭
）
▽
流
域

下
水
道
施
設
の
設
備
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
る
機
能
停
止
に
対
応
し
た
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
（
大
阪
府
、

岩
﨑
誠
）
▽
修
繕
工
事
で
の
油
漏

れ
等
の
事
故
発
生
時
に
お
け
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
応
に
つ
い
て
（
月
島
テ
ク

ノ
メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス
、西
本
直
弘
）

▽
修
繕
工
事
で
の
労
働
災
害
Ｂ
Ｃ

Ｐ
訓
練
に
つ
い
て
（
月
島
テ
ク
ノ

メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス
、
大
塚
晃
司
）

　

７
日
（
水
）

午
前
の
部

第
１
会
場
（
３
０
２
ル
ー
ム
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
４
）》

　

▽
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
カ
メ
ラ
を

活
用
し
た
効
率
的
な
管
内
調
査
の

検
討
に
つ
い
て
（
京
都
市
、
橋
本

佳
郎
）
▽
広
島
市
に
お
け
る
管
路

点
検
調
査
の
効
率
化
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
（
広
島
市
、
宇

枝
美
涼
）
▽
下
水
道
管
理
者
（
横

須
賀
市
）
に
お
け
る
路
面
下
空

洞
化
調
査
に
つ
い
て
（
横
須
賀

市
、
宇
佐
美
亮
介
）
▽
大
田
区
に

お
け
る
道
路
陥
没
発
生
状
況
の
分

析
（
東
京
都
、
有
田
和
宏
）
▽
画

像
処
理
を
用
い
た
下
水
管
点
検
映

像
フ
ァ
イ
ル
の
管
理
技
術
の
開
発

（
日
立
製
作
所
、
陰
山
晃
治
）
▽

直
視
型
管
路
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
カ

メ
ラ
調
査
に
お
け
る
詳
細
調
査
移

行
基
準
の
検
討
（
管
清
工
業
、
髙

﨑
暢
哉
）
▽
無
人
小
型
飛
行
体
を

活
用
し
た
管
渠
点
検
調
査
技
術
の

実
用
化
に
関
す
る
取
組
み
（
日
水

コ
ン
、
浦
部
幹
夫
）
▽
Ｕ
Ａ
Ｖ
を

用
い
た
下
水
道
管
渠
の
点
検
調
査

の
有
効
性
検
討
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
勝
岡

聡
）

第
２
会
場
（
３
０
１
ル
ー
ム
）

《
経
営
・
計
画
（
２
）》

　

▽
「
共
に
考
え
る
」
政
策
形
成

手
法
を
用
い
た
桐
生
市
下
水
道
事

業
の
全
体
最
適
化
に
つ
い
て
（
日

本
下
水
道
事
業
団
、
山
下
敬
裕
）

▽
水
質
管
理
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
向
上
を
見
据
え
た
技
術
継

承
と
人
材
育
成
の
取
組（
東
京
都
、

笹
田
良
介
）
▽
都
下
水
道
局
と
連

携
し
た
管
路
維
持
管
理
業
務
に
お

け
る
技
術
継
承
の
取
組
み
（
東
京

都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
前
田
忠

邦
）
▽
「
水
処
理
研
究
会
」
に
よ

る
人
材
育
成
と
技
術
継
承
の
取
組

み
（
北
九
州
市
、
田
中
英
俊
）
▽

管
路
の
設
計
・
積
算
に
お
け
る
技

術
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
横
浜
市
、
石
塚
佳
恵
）
▽
若
手

職
員
に
よ
る
下
水
道
事
業
の
広
報

活
動
〜
「
Ｐ
Ｒ
隊
」：
通
称
「
あ

げ
隊
」
の
活
動
報
告
〜
（
北
九
州

市
、
藤
井
信
也
）
▽
導
入
前
提
の

技
術
開
発
を
活
用
し
た
共
同
研
究

手
法
の
紹
介
（
東
京
都
、松
並
亮
）

▽
地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
し
た

技
術
ニ
ー
ズ
や
技
術
導
入
上
の
課

題
等
に
関
す
る
調
査
（
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
、
南
山
瑞
彦
）

第
３
会
場
（
３
０
３
ル
ー
ム
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
３
）》

　

▽
汎
用
型
食
品
乾
燥
機
を
用
い

た
脱
水
汚
泥
の
肥
料
化
・
燃
料
化

の
報
告
（
瑞
穂
市
、
工
藤
浩
昭
）

▽
脱
水
乾
燥
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
下

水
汚
泥
の
肥
料
化
、
燃
料
化
技
術

実
証
研
究（
第
３
報
）（
月
島
機
械
、

高
尾
大
）
▽
汚
泥
性
状
に
あ
わ
せ

た
遠
心
脱
水
機
の
最
適
運
転
方
法

の
検
討
（
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
自
主
研

究
）（
池
田
市
、
岸
田
勝
也
）
▽

脱
水
助
剤
に
よ
る
余
剰
１
０
０
％

脱
水
に
つ
い
て
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
村
木
真
治
）
▽
省
エ

ネ
型
遠
心
脱
水
機
の
稼
働
状
況
報

告
（
三
機
工
業
、
半
田
大
介
）
▽

新
型
回
転
加
圧
脱
水
機
Ⅲ
型
に
よ

る
低
含
水
率
化
（
巴
工
業
、
武
市

嘉
高
）
▽
下
水
汚
泥
由
来
繊
維
の

実
態
調
査
と
そ
の
回
収
性
能
に
つ

い
て
（
石
垣
、
末
次
康
隆
）
▽
下

水
汚
泥
由
来
繊
維
に
よ
る
脱
水

ケ
ー
キ
低
含
水
率
化
の
予
測
と
導

入
効
果
試
算
（
石
垣
、玉
内
亮
介
）

第
４
会
場
（
３
０
４
ル
ー
ム
）

《
水
処
理
技
術
（
１
）》

　

▽
久
留
米
市
中
央
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
段
階
的
高
度
処
理

に
関
す
る
取
り
組
み
（
日
本
下
水

道
新
技
術
機
構
、
奥
友
晃
）
▽
３

区
画
の
反
応
タ
ン
ク
に
お
け
る
効

率
的
な
窒
素
除
去
に
つ
い
て
（
池

田
市
、
上
枝
聡
）
▽
ス
テ
ッ
プ
流

入
式
多
段
硝
化
脱
窒
法
に
お
け
る

無
酸
素
槽
と
好
気
槽
の
再
適
容
積

比
に
関
す
る
検
討
（
京
都
市
、
増

田
光
佑
）
▽
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ｈ
計
を
活
用

し
た
水
処
理
技
術
に
関
す
る
調
査

研
究
（
京
都
市
、
安
井
孝
典
）
▽

標
準
活
性
汚
泥
法
施
設
で
の
高
窒

素
除
去
率
の
要
因
解
明
に
向
け
た

調
査
（
札
幌
市
、
岡
田
直
樹
）
▽

ス
テ
ッ
プ
流
入
式
多
段
硝
化
脱
窒

法
に
お
け
る
リ
ン
除
去
に
つ
い
て

の
調
査
（
堺
市
、
松
本
哲
平
）
▽

麻
生
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

段
階
的
高
度
処
理
導
入
に
関
す
る

研
究
（
川
崎
市
、
薄
井
宗
光
）
▽

長
時
間
曝
気
法
を
用
い
た
汚
泥
処

理
返
流
水
の
窒
素
処
理
向
上
に
関

す
る
検
討
（
大
阪
市
、前
田
俊
介
）

第
５
会
場（
３
１
１
・
３
１
２
ル
ー

ム
）

《
雨
水
対
策
（
４
）》

　

▽
集
中
豪
雨
を
想
定
し
た
沈
砂

池
機
械
の
性
能
検
証
（
水
ｉ
ｎ
ｇ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
出
本
卓

也
）
▽
既
存
施
設
を
活
用
し
た
効

率
的
な
雨
天
時
下
水
処
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
（
そ
の
２
）（
フ
ソ
ウ
、

須
崎
岐
嗣
）
▽
放
流
汚
濁
負
荷
を

低
減
す
る
雨
天
時
下
水
処
理
制
御

技
術
の
開
発
（
日
立
製
作
所
、
西

田
佳
記
）
水
面
制
御
装
置
の
適
用

範
囲
拡
大
に
向
け
た
検
証
に
つ
い

て
（
東
京
都
、
川
村
航
太
）
▽

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
た
合
流
式
下
水
道
の
改
善

の
取
組
（
東
京
都
、
星
野
進
吾
）

▽
連
携
が
生
み
だ
す
新
た
な
浸
水

対
策
〜
気
候
変
動
に
適
応
し
た
横

浜
型
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
（
横
浜

市
、
堀
田
誠
治
）
▽
気
候
変
動
に

適
応
す
る「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」

の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
基
盤
整
備
へ
の

導
入
（
横
浜
市
、
田
渕
堅
斗
）

第
６
会
場（
３
１
３
・
３
１
４
ル
ー

ム
）

《
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
１
）》

　

▽Development of Real-
Time Assimilation Model 
for prediction of water 
level distribution in urban 
sewerage system

(The 
University of Tokyo Lianhui 
W
u) 

▽Sea Level Rise and 
W
astewater Treatm

ent 
Plants: how to adapt 
(The university of Tokyo 
CAO Vu Quynh Anh) 

▽Fluorescent staining-
observation method for 
detecting m

icroplastic 
fibers in wastewater 
treatment plants

（
国
立
研
究

開
発
法
人
土
木
研
究
所
、
鈴
木

裕
識
）
▽The investigation 
of fluctuation of the 
nitrous oxide em

ission 
from wastewater treatment 
process

（
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
、
粟
田
貴
宣
）▽Survey 

of microorganisms such as 
Escherichia coli in effluent 
from

 sewage treatm
ent 

plant for one year

（
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
、
松
橋
学
）

第
７
会
場（
４
１
１
・
４
１
２
ル
ー

ム
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
３
）》

　

▽
汚
泥
焼
却
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
発
生
抑
制
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
管
理
の
両
立
に
つ
い
て
（
東
京

都
、
折
原
規
之
）
▽
多
段
最
適
燃

焼
制
御
付
気
泡
流
動
炉
の
導
入
効

果
に
つ
い
て
（
三
菱
重
工
環
境
・

化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
藤
原

雅
樹
）
▽
階
段
炉
に
お
け
る
Ｎ
ｏ

ｘ
低
減
技
術
の
導
入
効
果
の
検
討

（
タ
ク
マ
、
堀
井
靖
生
）
▽
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
を
考
慮
し
た
発
電

型
汚
泥
焼
却
技
術
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
実
証
結
果
（
川
崎

市
、
菅
原
充
）
▽
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
を
考
慮
し
た
発
電
型
汚
泥
焼

却
技
術
に
関
す
る
導
入
効
果
の
検

討（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、

山
本
明
広
）
▽
ポ
リ
リ
ン
酸
蓄
積

細
菌
と
ア
ン
モ
ニ
ア
酸
化
細
菌
の

共
存
下
に
お
け
る
亜
酸
化
窒
素
の

生
成
特
性
（
日
本
大
学
大
学
院
、

髙
橋
啓
太
）
▽
下
水
処
理
に
お
け

る
一
酸
化
二
窒
素
発
生
量
の
変
動

に
関
す
る
調
査
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
粟
田
貴
宣
）

８
会
場
（
４
１
３
ル
ー
ム
）

《
集
中
豪
雨
対
策
（
１
）》

　

▽
倉
敷
市
真
備
浄
化
セ
ン
タ
ー

災
害
復
旧
に
向
け
て
の
初
動
と
応

急
復
旧
に
つ
い
て
（
倉
敷
市
、
濱

田
健
史
）
▽
平
成
30
年
７
月
豪

雨
の
災
害
復
旧
を
踏
ま
え
た
官

民
連
携
の
あ
り
方
に
対
す
る
一
考

察
（
東
京
設
計
事
務
所
、
中
野
隆

志
）
▽
岡
山
市
に
お
け
る
浸
水
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
岡
山

市
、
難
波
建
二
朗
）
▽
横
浜
市
港

北
区
内
に
お
け
る
下
水
幹
線
内
水

位
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
観
測
と
降
雨

特
性
と
の
関
係
（
東
京
大
学
、
古

米
弘
明
）
▽
降
雨
情
報
と
実
測
水

位
に
基
づ
く
管
渠
内
水
位
の
予
測

に
関
す
る
一
考
察
（
日
本
下
水
道

新
技
術
機
構
、
大
内
洋
）
▽
人
工

知
能
を
用
い
た
雨
水
幹
線
お
よ
び

ポ
ン
プ
場
流
入
渠
の
水
位
予
測
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
検
証（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、

田
辺
隆
雄
）
▽
予
測
誤
差
特
性
を

活
用
し
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
降
水
短

時
間
予
測
情
報
構
築
手
法
の
開
発

（
金
沢
大
学
、
谷
口
健
司
）
▽
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
を
用
い
た
市
街
地
で
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
浸
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
東
京
電
機
大
学
、
小
林
亘
）

午
後
の
部

第
１
会
場
（
３
０
２
ル
ー
ム
）

《
管
路
（
維
持
管
理
（
５
）》

　

▽
圧
送
管
路
の
調
査
手
法
に
関

す
る
検
討
（
日
本
下
水
道
新
技
術

機
構
、石
川
大
祐
）
▽
首
振
り
式
・

長
距
離
押
込
み
カ
メ
ラ
を
用
い
た

圧
送
管
の
点
検
・
調
査
方
法
と
実

施
例
に
つ
い
て
（
カ
ン
ツ
ー
ル
、

佐
々
木
啓
至
）
▽
下
水
道
圧
送
管

路
に
お
け
る
硫
酸
腐
食
箇
所
の
効

率
的
な
調
査
の
事
例
報
告
（
ク
ボ

タ
、
景
山
早
人
）
▽
圧
送
管
路
の

改
築
手
法
に
関
す
る
一
考
察
（
日

水
コ
ン
、
山
本
整
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
６
）》

　

▽
安
全
性
向
上
、
適
用
拡
大
に

向
け
た
異
口
径
対
応
無
翼
扇
形
送

風
機
（
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｔ
―
ｅ
ｆ
）
の
開

発
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、

瀧
野
誉
将
）
▽
土
質
分
布
と
管
路

更
新
緊
急
度
の
関
連
評
価
（
函
館

市
、
佐
藤
亮
）
▽
腐
食
環
境
下
に

お
け
る
鋳
鉄
製
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
部

品
の
腐
食
に
つ
い
て
（
日
之
出
水

道
機
器
、
石
塚
啓
）
▽
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
の
防
食
工
法
を
評
価
す
る

た
め
の
浸
漬
試
験
方
法
の
検
討

（
Ｇ
＆
Ｕ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、

杉
伸
太
郎
）
▽
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
バ

ブ
ル
を
用
い
た
硫
化
水
素
抑
制
対

策
の
実
証
試
験
（
管
清
工
業
、
相

原
光
）
▽
導
電
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
用
い
た
下
水
管
内
に
お
け
る
硫

化
水
素
の
発
生
抑
制
技
術
の
開
発

（
山
口
大
学
大
学
院
、
福
島
聖
人
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
７
）》

　

▽
「
管
路
補
修
工
事
・
作
業
に

お
け
る
安
全
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
」
の
作
成
に
つ
い
て
（
東

京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
須
原
弘

貴
）
▽
下
水
道
管
渠
維
持
管
理
業

務
の
リ
ス
ク
低
減
を
目
指
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
（
東
京
都
、
栁

智
之
）
▽
自
立
管
製
管
工
法
（
ら

旋
巻
管
）
に
関
す
る
研
究
（
積
水

化
学
工
業
、
中
島
真
）
▽
下
水
管

渠
に
生
ず
る
異
状
と
敷
設
条
件
に

関
す
る
分
析
（
日
本
大
学
、
保
坂

成
司
）
▽
下
水
管
渠
の
異
常
に
伴

う
リ
ス
ク
の
発
生
傾
向
（
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
、川
島
弘
靖
）

▽
硬
質
瀝
青
管
の
維
持
管
理
方
法

確
立
に
向
け
て
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
野
田
康
江
）

第
２
会
場
（
３
０
１
ル
ー
ム
）

《
経
営
・
計
画
（
３
）》

　

▽
官
民
連
携
手
法
に
お
け
る

勉
強
会
（
宇
部
市
の
例
）（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
河
上
智
行
）
▽
柏
市
包
括
的

民
間
委
託
に
お
け
る
履
行
監
視
・

評
価
に
関
す
る
調
査
・
検
討
（
日

本
下
水
道
新
技
術
機
構
、
伊
藤
優

一
）
▽
長
門
市
に
お
け
る
下
水
処

理
場
等
維
持
管
理
の
包
括
的
民
間

委
託
導
入
支
援
に
つ
い
て
（
日
本

水
工
設
計
、
山
本
崇
寛
）
▽
下
水

道
事
業
に
お
け
る
官
民
連
携
と
そ

の
中
で
当
社
が
担
う
役
割
に
つ
い

て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
、
谷
村
俊
彰
）
▽
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ

５
５
０
０
１
の
活
用（
三
協
技
術
、

渡
辺
勝
久
）
▽
下
水
道
事
業
を
起

点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
〜
佐
賀
県

鹿
島
市
事
例
の
紹
介
〜
（
日
水
コ

ン
、
落
合
ゆ
り
）

《
経
営
・
計
画
（
４
）》

　

▽
下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事

業
に
お
け
る
下
水
汚
泥
等
の
共
同

処
理
に
関
す
る
一
考
察
（
日
本
下

水
道
事
業
団
、
大
塚
泰
寛
）
▽
広

域
化
・
共
同
化
に
伴
う
水
量
変
動

を
考
慮
し
た
施
設
改
築
手
法
の
考

察
（
北
秋
田
市
、
佐
藤
誠
）
▽
上

下
水
道
事
業
に
お
け
る
経
営
改
善

診
断
事
例
に
つ
い
て
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、

中
園
翔
太
）
▽
し
尿
・
浄
化
槽
汚

泥
受
入
れ
の
影
響
と
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
レ
ス
に
よ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
汚
泥
処

理
事
例
（
石
垣
、
赤
阪
勇
哉
）
▽

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
汚
水
処

理
シ
ス
テ
ム
効
率
化
に
関
す
る
技

術
資
料
策
定
（
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
、
石
川
剛
士
）
▽
大
分

市
上
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
―
未

来
へ
渡
そ
う
美
し
い
大
分
―
上
下

水
道
３
６
５
３
日
の
挑
戦
（
大
分

市
、
岡
本 

有
未
）

第
３
会
場
（
３
０
３
ル
ー
ム
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
５
）》

　

▽
下
水
汚
泥
焼
却
炉
に
お
け
る

水
銀
化
合
物
の
挙
動
に
つ
い
て

（
大
阪
府
、
永
岡
健
一
）
▽
汚
泥

資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
水
銀
対
策
に

つ
い
て
（
横
浜
市
、
渡
邉
訓
安
）

▽
ク
リ
ン
カ
と
流
動
砂
の
含
有
化

合
物
に
つ
い
て
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
後
藤
麻
希
）
▽
煙
道

閉
塞
対
策
と
し
て
の
ポ
リ
鉄
添
加

の
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
（
東
京

都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、八
島
卓
寛
）

▽
画
像
解
析
を
用
い
た
下
水
汚
泥

焼
却
灰
の
閉
塞
抑
制
シ
ス
テ
ム
の

開
発
（
東
京
都
、
岸
本
長
）
▽
新

河
岸
水
再
生
セ
ン
タ
ー
汚
泥
焼
却

炉
に
お
け
る
効
率
的
運
転
方
法
を

検
証
す
る
実
証
試
験
（
東
京
都
、

秋
葉
拓
紀
）
▽
高
濃
度
り
ん
に
よ

る
焼
結
抑
制
に
固
形
物
演
算
を
活

用
し
た
事
例
報
告
（
月
島
テ
ク
ノ

メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス
、
篠
野
充
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
６
）》

　

▽
旋
回
流
動
炉
へ
の
低
空
気
二

段
燃
焼
の
適
用
実
証
試
験
結
果

（
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

片
山
岳
史
）
▽
下
水
汚
泥
焼
却
灰

に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
含
有
量

に
関
す
る
一
考
察
（
国
土
技
術
政

策
総
合
研
究
所
、
長
嵜
真
）
▽
明

石
市
二
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
汚
泥
処
理
方
法
の
変
遷
と
今
後

の
展
望
（
明
石
市
、
城
谷
泰
隆
）

▽
重
力
濃
縮
槽
及
び
汚
泥
分
配
槽

へ
の
処
理
水
投
入
効
果
の
検
証
に

つ
い
て
（
新
潟
市
、
齊
藤
雅
志
）

▽
北
多
摩
二
号
及
び
浅
川
水
再
生

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
省
エ
ネ
型
機

械
濃
縮
機
の
導
入
効
果
に
つ
い
て

（
東
京
都
、
宮
本
貴
翔
）
▽
槽
内

監
視
機
能
を
利
用
し
た
重
力
濃
縮

槽
の
積
極
的
管
理
（
日
本
メ
ン
テ

ナ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
、
石
田

勝
啓
）
▽
高
濃
度
対
応
型
ろ
過
濃

縮
機
を
用
い
た
余
剰
汚
泥
の
濃
縮

（
月
島
機
械
、
橋
本
悠
司
）

第
４
会
場
（
３
０
４
ル
ー
ム
）

《
水
処
理
技
術
（
２
）》

　

▽
ア
ン
モ
ニ
ア
計
を
活
用
し
た

水
処
理
と
省
エ
ネ
の
両
立
（
横
浜

市
、
阿
部
光
裕
）
▽
反
応
槽
Ｍ
Ｌ

Ｓ
Ｓ
濃
度
の
槽
別
管
理
に
よ
る
硝

化
安
定
化
の
検
討
（
東
京
都
、
青

木
恵
里
香
）
▽
高
効
率
固
液
分
離

併
用
無
終
端
水
路
式
硝
化
脱
窒
法

に
お
け
る
処
理
性
能
調
査
（
前
澤

工
業
、
綿
引
綾
一
郎
）
▽
流
入
・

流
出
水
質
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
生

物
学
的
硝
化
反
応
の
爆
気
量
制
御

に
関
す
る
基
礎
検
討（
三
菱
電
機
、

吉
田
航
）
▽
新
た
な
生
物
反
応
を

用
い
た
水
処
理
技
術
の
下
水
処
理

へ
の
適
用
に
関
す
る
調
査
（
日
本

下
水
道
事
業
団
、
中
村
周
太
郎
）

▽
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
施
設
運
転
に
お

い
て
阻
害
と
な
る
亜
硝
酸
濃
度
と

水
温
の
管
理
に
係
る
検
討
（
大
阪

市
、
山
﨑
徹
）
▽
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス

細
菌
を
活
用
し
た
活
性
汚
泥
処
理

の
実
現
に
向
け
た
植
種
方
法
の
検

討
（
明
電
舎
、
中
田
昌
幸
）
▽
ア

ナ
モ
ッ
ク
ス
膨
張
床
に
よ
る
窒
素

除
去
能
力
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響

（
東
北
大
学
、
馬
海
元
）

《
水
処
理
技
術
（
３
）》

　

▽
北
九
州
市
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
水
処
理
状
況
に
つ
い
て
（
北
九

州
市
、
永
石
昌
也
）
▽
嫌
気
無
酸

素
好
気
法
に
お
け
る
ポ
リ
硫
酸
第

第
56
回
下
水
道
研
究
発
表
会 

８
月
６
～
８
日
開
催
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二
鉄
の
適
正
注
入
量
の
検
討
に
つ

い
て
（
茨
城
県
、
川
上
知
弘
）
▽

下
水
処
理
場
に
お
け
る
Ｍ
Ａ
Ｐ
構

成
成
分
の
挙
動
調
査
（
長
野
県
、

中
山
隆
）
▽
降
雨
時
に
お
け
る
生

物
学
的
り
ん
除
去
機
能
低
下
の
対

策
手
法
の
開
発
（
大
阪
市
、
逸
見

隆
史
）
▽
効
率
的
り
ん
除
去
を
目

的
と
し
た
凝
集
沈
澱
池
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
（
横
浜
市
、
高
井
洋

澄
）
▽
部
分
循
環
式
嫌
気
性
ろ

床
・
嫌
気
好
気
活
性
汚
泥
法
の
余

剰
汚
泥
中
の
り
ん
含
有
率
に
つ
い

て
（
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研

究
所
、
岡
安
祐
司
）
▽
汚
泥
脱
水

分
離
液
と
活
性
汚
泥
の
初
期
吸
着

に
着
目
し
た
栄
養
塩
類
増
加
運
転

の
検
討
に
つ
い
て
（
熊
本
市
、
坂

巻
伸
一
）
▽
佐
賀
市
下
水
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
季
別
運
転
の
効

率
化
に
関
す
る
取
り
組
み
（
佐
賀

市
、
古
賀
大
雅
）

第
５
会
場（
３
１
１
・
３
１
２
ル
ー

ム
）

《
雨
水
対
策
（
３
）》

　

▽
中
核
都
市
を
対
象
と
し
た
雨

水
管
理
方
針
策
定
に
関
す
る
検
討

事
例
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
大
森
稔
寛
）
▽

雨
水
ポ
ン
プ
の
運
転
制
御
を
目
的

と
し
た
管
路
内
水
位
観
測
情
報
の

活
用
に
つ
い
て
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
近
藤
浩
毅
）
▽
効

率
的
・
効
果
的
な
浸
水
対
策
に
資

す
る
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
設
備
に
関
す

る
研
究
（
日
本
下
水
道
新
技
術
機

構
、
大
村
宏
幸
）
▽
庄
内
川
流
域

ポ
ン
プ
所
に
お
け
る
排
水
量
増
強

に
つ
い
て
（
名
古
屋
市
、
若
松
靖

弘
）
▽
水
位
周
知
下
水
道
の
導
入

検
討
事
例
（
日
水
コ
ン
、
上
原
亮

平
）
▽
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
画
像
解
析

に
よ
る
効
率
的
な
監
視
支
援
策
の

一
考
察
（
日
水
コ
ン
、浅
田
勇
次
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
施
設
（
建
設
）》

　

▽
都
市
部
の
狭
隘
な
敷
地
で
の

ポ
ン
プ
棟
統
合
に
伴
う
水
理
模
型

実
験
に
よ
る
土
木
施
設
の
流
況
検

討
（
大
阪
市
、
三
井
裕
貴
）
▽
既

存
下
水
道
施
設
に「
非
線
形
解
析
」

を
導
入
し
た
場
合
の
効
果
の
検
証

（
東
京
設
計
事
務
所
、
米
村
拓
峰
）

▽
狭
隘
な
用
地
に
お
け
る
雨
水
ポ

ン
プ
場
の
新
設
設
計
事
例
（
東
京

設
計
事
務
所
、
伊
藤
元
晴
）
▽
機

能
向
上
と
都
心
狭
小
用
地
で
の
高

度
利
用
を
図
っ
た
芝
浦
水
再
生
セ

ン
タ
ー
の
施
設
計
画
（
東
京
都
、

吉
原
沙
也
佳
）
▽
雨
水
ポ
ン
プ
場

に
お
け
る
津
波
対
策
の
優
先
度
設

定
手
法
の
一
事
例
（
東
京
設
計
事

務
所
、
佐
藤
洋
平
）
▽
下
水
道
事

業
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導

入
効
果
の
検
証
（
日
本
下
水
道
事

業
団
、
馬
場
省
伍
）
▽
可
動
翼
水

中
ポ
ン
プ
適
用
に
よ
る
中
小
規
模

排
水
機
場
の
信
頼
性
向
上
（
昱
、

小
山
康
宏
）
▽
機
械
設
備
工
事
の

施
行
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

と
３
次
元
点
群
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
つ
い
て
（
フ
ソ
ウ
、
田
中 

聡
）

第
６
会
場（
３
１
３
・
３
１
４
ル
ー

ム
）

《
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
２
）》

　

▽Inplementation of A-st
age Bio-sorption technology 
to enhance carbon 
redirection

（
明
電
舎
、
Ｌ

Ａ
Ｉ　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｈ　

Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｎ

） 

▽Inprovement of 
Sludge Setting Modelling in 
Secondary Sedimentation 
Tank Using Computational 
Fluid Dynamics

（
北
九
州
市

立
大
学
、
Ｎ
ｇ
ｕ
ｙ
ｅ
ｎ　

Ｔ
ｈ

ｅ
‐
Ａ
ｎ
ｈ
）
▽Fast Start-up 

and Enhanced Performance 
of Partial Nitrificatin and 
Anamox Process

（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｐ
）

Using Two-stage Fixed bed-
Biofilm Configuratin

（
東
北

大
学
、
宋
頴
）

《
計
画
と
実
施
事
例
（
１
）》

　

▽Research and Technolo
gy Developm

ent for 

M
unicipal W

astewater 
treatment Plants by JS

（
日

本
下
水
道
事
業
団
、
松
浦
將
行
）

▽The technical document 
about im

provingthe 
efficiency of wastewater 
treatment systems for the 
local governments

（
国
土
技

術
政
策
総
合
研
究
所
、石
川
剛
士
）

▽New Business Model of 
purchasing Public Service 
for wastewater Treatment 
in the perspective of 
circular Economy

（sewerage 
system

s  Office Public 
Works Department Taipei 
City Governm

ent, Lee 
Chien Hsien

）

第
７
会
場（
４
１
１
・
４
１
２
ル
ー

ム
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
１
）》

　

▽
浜
松
市
に
お
け
る
下
水
熱
利

用
の
官
民
一
体
で
の
取
り
組
み
と

下
水
道
部
局
の
対
応
（
浜
松
市
、

仲
田
義
治
）
▽
下
水
熱
広
域
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
の
実
用
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
（
パ
ス
コ
、

田
中
幹
人
）
▽
札
幌
市
に
お
け
る

下
水
熱
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て
（
札
幌
市
、
西
敬

浩
）
▽
管
路
外
設
置
型
熱
回
収
方

式
に
よ
る
下
水
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

性
能
検
証
と
課
題
（
倉
敷
市
、
高

田
光
統
）
▽
下
水
熱
を
利
用
し
た

熱
供
給
施
設
に
お
け
る
安
定
か
つ

効
率
的
な
供
給
に
向
け
た
設
備
更

新
（
東
京
都
、
大
島
卓
也
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
２
）》

　

▽
小
口
径
管
路
か
ら
の
下
水
熱

を
利
用
し
た
融
雪
技
術
の
実
用
化

に
関
す
る
実
証
研
究
（
東
亜
グ
ラ

ウ
ト
工
業
、
柴
博
志
）
▽
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
レ
ス
で
低
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
高
Ｃ

Ｏ
Ｐ
を
実
現
す
る
下
水
熱
融
雪
シ

ス
テ
ム
の
実
証
研
究
（
興
和
、
小

酒
欽
弥
）
▽
横
浜
市
に
お
け
る
下

水
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
効
果
検
証

に
つ
い
て
（
横
浜
市
、望
月
昭
秀
）

▽
下
水
放
流
水
か
ら
回
収
し
た
冷

温
熱
に
よ
る
年
間
を
通
し
た
植
物

栽
培
へ
の
利
用
（
長
岡
技
術
科
学

大
学
、
飯
塚
佳
佑
）
▽
下
水
放
流

水
を
熱
源
と
す
る
下
水
熱
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
植
物

工
場
へ
の
利
用
（
長
岡
技
術
科
学

大
学
、
樋
口
志
那
）

第
８
会
場
（
４
１
３
ル
ー
ム
）

《
集
中
豪
雨
対
策
（
２
）》

　

▽
下
水
道
流
出
解
析
に
お
け
る

放
流
先
河
川
の
モ
デ
ル
化
に
関
す

る
一
考
察
（
東
京
設
計
事
務
所
、

中
倉
弘
勝
）
▽
鶴
見
川
流
域
に
お

け
る
下
水
管
内
水
位
の
連
続
観
測

デ
ー
タ
を
用
い
た
浸
水
モ
デ
ル
の

精
度
検
証
（
東
京
大
学
、李
星
愛
）

▽
鶴
見
川
流
域
に
お
け
る
激
甚
化

す
る
台
風
を
想
定
し
た
洪
水
・
高

潮
・
都
市
浸
水
の
予
測
シ
ナ
リ
オ

（
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究

所
、
渋
尾
欣
弘
）
▽
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
浸
水

予
測
手
法
に
関
す
る
検
討
（
日
水

コ
ン
、
福
本
徹
）
▽
高
度
に
都
市

化
さ
れ
た
川
崎
市
東
部
を
対
象
と

し
た
豪
雨
時
の
浸
水
リ
ス
ク
評
価

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
吉
野
萌
）

▽
集
中
豪
雨
に
よ
る
鶴
見
川
流
域

の
浸
水
拡
大
プ
ロ
セ
ス
と
こ
れ
に

及
ぼ
す
下
水
道
の
効
果
（
早
稲
田

大
学
大
学
院
、
竹
村
尚
樹
）
▽
豪

雨
・
高
潮
に
よ
る
東
京
都
23
区
の

大
規
模
浸
水
プ
ロ
セ
ス
と
下
水
道

が
果
た
す
役
割
（
早
稲
田
大
学
大

学
院
、
馬
場
航
）
▽
都
市
浸
水
対

策
の
た
め
の
リ
ス
ク
評
価
シ
ス
テ

ム
の
検
討
（
関
西
大
学
、
池
田
凌

弥
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・
水
系

水
質
リ
ス
ク
／
理
化
学
試
験
と
微

生
物
試
験
（
２
）》

　

▽
有
機
系
廃
棄
物
の
水
系
処
理

に
よ
る
最
適
化
―
持
続
的
地
域
経

営
に
お
け
る
Ｄ
Ｐ
導
入
の
可
能

性
（
日
本
大
学
、
森
田
弘
昭
）
▽

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
導
入
に
よ
る
都

市
コ
ス
ト
の
試
算
（
鶴
岡
市
、
伊

藤 

槙
哉
）
▽
有
機
系
廃
棄
物
の

水
系
処
理
に
よ
る
最
適
化
‐
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
導
入
地
域
の
実
態
調

査
（
東
京
農
業
大
学
、吉
田
綾
子
）

▽
有
機
系
廃
棄
物
の
水
系
処
理
に

よ
る
最
適
化
―
下
水
・
可
燃
ご
み

の
連
携
処
理
の
可
能
性
（
和
歌
山

工
業
高
等
専
門
学
校
、鶴
巻
峰
夫
）

▽
有
機
系
廃
棄
物
の
水
系
処
理
に

よ
る
最
適
化
―
下
水
管
渠
内
の
性

状
変
化
に
関
す
る
基
礎
研
究
（
日

本
大
学
、
岡
崎
祐
介
）
▽
中
川
建

設
発
生
土
改
良
プ
ラ
ン
ト
に
お
け

る
長
期
的
な
運
転
・
土
質
試
験

デ
ー
タ
の
分
析
と
考
察
（
東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
青
池
大
介
）

　

８
日
（
木
）

午
前
の
部

第
１
会
場
（
３
０
２
ル
ー
ム
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
１
）》

　

▽
分
流
式
下
水
道
に
お
け
る
雨

天
時
浸
入
水
実
態
調
査
に
つ
い

て
（
大
阪
府
、
片
田
祥
司
）
▽
沿

岸
部
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
管
口
部

に
お
け
る
止
水
工
法
に
関
す
る
共

同
研
究
に
つ
い
て
（
神
戸
市
、
梶

智
恵
）
▽
下
水
道
管
渠
の
経
年
に

伴
う
雨
天
時
浸
入
水
量
の
変
動
に

関
す
る
一
考
察
（
日
本
下
水
道
新

技
術
機
構
、
成
田
篤
史
）
▽
熊
本

地
震
前
後
に
お
け
る
不
明
水
量
の

比
較
と
対
策
優
先
地
区
等
の
検
討

（
熊
本
市
、
太
田
ひ
と
み
）
▽
東

京
都
の
流
域
下
水
道
に
お
け
る
雨

天
時
浸
入
水
対
策
に
つ
い
て
（
東

京
都
、
佐
久
間
圭
吾
）
▽
時
系
列

水
温
デ
ー
タ
の
成
分
分
解
に
よ
る

雨
天
時
浸
入
水
の
影
響
評
価
手
法

（
中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

堀
田
孝
行
）
▽
流
量
解
析
に
基
づ

く
不
明
水
発
生
の
流
域
特
性
把
握

（
パ
ス
コ
、
丸
山
雄
吉
）

第
２
会
場
（
３
０
１
ル
ー
ム
）

《
経
営
・
計
画
（
５
）》

　

▽
下
水
道
未
接
続
事
業
者
対
策

と
下
水
道
法
第
10
条
た
だ
し
書
の

運
用
に
つ
い
て
（
２
）（
大
津
市
、

梅
本
直
希
）
▽
下
水
道
使
用
料
滞

納
者
に
対
す
る
破
産
等
の
関
係
事

務
に
つ
い
て
（
堺
市
、横
山
憲
幸
）

▽
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る

非
価
格
要
素
に
関
す
る
基
礎
的
分

析
（
名
古
屋
市
、
佐
藤
嘉
宣
）
▽

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
に
お
け
る

電
力
自
由
化
へ
の
取
組
み
（
名
古

屋
市
、
前
田
周
吾
）
▽
全
国
初
！

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用
し
た
有
料

広
告
事
業
の
取
組
（
所
沢
市
、
田

島
幸
雄
）
▽
中
小
規
模
自
治
体
を

対
象
と
し
た
下
水
道
固
定
資
産
評

価
方
法
の
提
案
（
パ
ス
コ
、
岡
本

龍
太
朗
）
▽
下
水
道
事
業
へ
の
地

方
公
営
企
業
法
適
用
に
お
け
る
資

産
整
理
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
オ

リ
ジ
ナ
ル
設
計
、
伊
藤
宣
行
）

第
３
会
場
（
３
０
３
ル
ー
ム
）

《
汚
泥
処
理
技
術
（
４
）》

　

▽
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
型
ベ
ル

ト
プ
レ
ス
脱
水
機
の
開
発
（
月
島

機
械
、
後
藤
秀
徳
）
▽
紫
外
可
視

分
光
法
を
用
い
た
高
分
子
溶
液
と

脱
水
ろ
液
の
高
分
子
凝
集
剤
濃
度

の
測
定
（
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
ズ
、
永
森
泰
彦
）
▽
低
動
力
型

高
効
率
遠
心
脱
水
機
の
処
理
性
能

〜
可
溶
化
消
化
汚
泥
に
対
す
る
処

理
性
能
〜
（
巴
工
業
、植
村
英
之
）

▽
直
胴
型
遠
心
脱
水
機
（
低
動
力

モ
デ
ル
）
に
お
け
る
各
種
汚
泥
へ

の
適
用
事
例
（
ク
ボ
タ
、
名
越
収

二
郎
）
▽
非
圧
入
式
ス
ク
リ
ュ
ー

プ
レ
ス
脱
水
機
の
下
水
汚
泥
へ
の

適
用
（
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
中
村
暢
大
）
▽
凝
集
前
濃
縮

装
置
を
用
い
た
高
効
率
型
回
転
加

圧
脱
水
機
の
脱
水
性
能
向
上
（
メ

タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
丹
雅
史
）
▽
植

物
バ
イ
オ
マ
ス
混
合
に
よ
る
下
水

汚
泥
脱
水
へ
の
影
響
評
価
（
国
立

研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
、
山

﨑
廉
予
）
▽
日
報
を
利
用
し
た
汚

泥
処
理
設
備
の
最
適
操
業
に
関
す

る
研
究
：
外
れ
値
を
利
用
し
た
解

析
（
鳥
取
大
学
、
木
村 

周
平
）

第
４
会
場
（
３
０
４
ル
ー
ム
）

《
水
処
理
技
術
（
６
）》

　

▽
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
水
処
理
制

御
支
援
技
術
に
よ
る
処
理
場
運
転

管
理
設
定
値
の
予
測
誤
差
の
検

証
（
安
川
電
機
、
藤
原
翔
）
▽
省

エ
ネ
機
器
と
Ｎ
Ｈ
４
制
御
に
よ

る
低
動
力
反
応
タ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

の
性
能
・
導
入
効
果
の
評
価
（
神

鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
石
山

明
）
▽
リ
モ
ー
ト
診
断
機
能
を
付

加
し
た
Ｎ
Ｈ
４
‐
Ｎ
／
Ｄ
Ｏ
制
御

の
長
期
運
用
に
よ
る
性
能
及
び
経

済
性
評
価
（
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
ズ
、
小
原
卓
巳
）
▽
ア
ン
モ

ニ
ア
計
を
用
い
た
反
応
タ
ン
ク
出

口
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
濃
度
の
自

動
制
御
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
、
小
貫
博
章
）
▽
放
流
水

質
の
予
測
に
基
づ
く
反
応
タ
ン
ク

送
風
量
の
最
適
化
に
つ
い
て
（
横

河
電
機
、
川
田
美
香
）
▽
下
水
処

理
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
運
転

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
Ｎ

Ｊ
Ｓ
、
大
津
順
）
▽
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
耐
酸
性
硝
化
の

再
現
と
中
和
に
対
す
る
影
響
評
価

に
つ
い
て
（
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
日
本

メ
ン
テ
ナ
ス
共
同
企
業
体
、
野
引

政
芳
）
▽
全
窒
素
・
全
リ
ン
自
動

測
定
装
置
を
用
い
た
凝
集
剤
使
用

量
の
削
減
（
石
垣
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
・

ト
ー
ニ
チ
共
同
企
業
体
、
伊
藤
良

信
）

第
５
会
場（
３
１
１
・
３
１
２
ル
ー

ム
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設
（
維

持
管
理
）（
１
）》

　

▽
可
搬
式
ス
カ
ム
除
去
装
置

（
水
流
式
）
に
よ
る
ス
カ
ム
除
去

作
業
の
改
善
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
堀
悠
之
介
）
▽
間
欠

式
し
さ
コ
ン
ベ
ヤ
洗
浄
方
式
効
果

検
証
（
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
、
曽
根
知
志
）
▽
等
々
力
水
処

理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
好
気
性
ろ

床
の
逆
洗
浄
回
数
の
最
適
化
に
向

け
た
調
査
研
究
（
川
崎
市
、
村
松

希
未
）
▽
し
さ
破
砕
機
導
入
効
果

に
つ
い
て（
愛
知
水
と
緑
の
公
社
、

西
谷
友
寛
）
▽
万
世
ポ
ン
プ
場
雨

水
ポ
ン
プ
設
備
の
電
動
化
（
横
浜

市
、
鈴
木
智
）
▽
試
運
転
と
試
料

分
析
の
組
合
せ
に
よ
る
油
冷
却
器

冷
却
水
へ
の
油
混
入
箇
所
の
調
査

に
つ
い
て
（
東
京
都
、
中
山
由

生
）
▽
自
洗
式
空
気
作
動
オ
ー
ト

ス
ト
レ
ー
ナ
の
汚
泥
処
理
施
設
へ

の
導
入
事
例
（
月
島
テ
ク
ノ
メ
ン

テ
サ
ー
ビ
ス
、
野
田
卓
矢
）

第
６
会
場（
３
１
３
・
３
１
４
ル
ー

ム
）

《
資
源
再
利
用
（
１
）》

　

▽Our achievements and
challenging problems of 
ISO/TC

２
７
５
（
日
本
下
水

道
事
業
団
、
金
子
由
美
）
▽

Development of technical 
guidelines-The technologys 
that were carried out until 
2018 in D-DASH Project

（
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
田

隝
淳
）
▽A study of minor 

metal contents of sewage 
sludge incineration ash

（
国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
長
嵜

真
）
▽Evaluation of applica

bility od a reclaimed water 
system for industrial water 
reuse in Itoman City

（
京
都

大
学
、
竹
内
悠
）

第
７
会
場（
４
１
１
・
４
１
２
ル
ー

ム
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
６
）》

　

▽
Ｂ
―
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
・
廃
熱
発
電
・
処
理
能

力
向
上
技
術
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
、
田
隝
淳
）
▽
汚
泥
処
理
施
設

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関

す
る
調
査
（
国
土
技
術
政
策
総
合

研
究
所
、
佐
藤
拓
哉
）
▽
下
水
処

理
場
に
お
け
る
水
素
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
関
す
る

立
地
及
び
経
済
的
考
察
（
Ｎ
Ｊ

Ｓ
、
亀
田
由
希
子
）
▽
下
水
処
理

場
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

導
入
に
関
す
る
考
察
（
日
本
下
水

道
新
技
術
機
構
、
星
野
正
明
）
▽

ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
型
下
水
処

理
場
の
可
能
性
調
査
研
究
（
日
本

下
水
道
新
技
術
機
構
、古
屋
一
寿
）

▽
下
水
道
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
技
術
の
現
状
と
展
望
（
明
電

舎
、
福
井
篤
人
）
▽
下
水
処
理
場

に
お
け
る
電
力
消
費
量
の
試
算
と

実
態
と
の
比
較
（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
藤
井
都
弥
子
）
▽

省
エ
ネ
技
術
導
入
に
よ
る
下
水
処

理
場
の
電
力
消
費
量
削
減
効
果
の

検
討
（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
、
高
村
和
典
）

第
８
会
場
（
４
１
３
ル
ー
ム
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・
水
系

水
質
リ
ス
ク
／
理
化
学
試
験
と
微

生
物
試
験
（
１
）》

　

▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
水
生

生
物
保
全
に
係
る
要
監
視
項
目
の

調
査
（
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木

研
究
所
、
小
森
行
也
）
▽
メ
ダ

カ
多
世
代
繁
殖
試
験
に
よ
る
下

水
処
理
水
の
魚
類
個
体
群
存
続
評

価
（
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研

究
所
、
北
村
友
一
）
▽
凝
集
沈
殿

処
理
に
よ
る
下
水
処
理
水
中
の
Ｎ

ｉ
除
去
と
ニ
セ
ネ
コ
ゼ
ミ
ジ
ン

コ
に
対
す
る
影
響
（
国
立
研
究
開

発
法
人
土
木
研
究
所
、
村
田
里

美
）
▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
年

間
を
通
じ
た
大
腸
菌
等
の
挙
動
の

把
握
（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
、
松
橋
学
）
▽
元
荒
川
水
循
環

セ
ン
タ
ー
流
入
下
水
及
び
放
流
水

に
お
け
る
腸
管
系
ウ
イ
ル
ス
調
査

（
埼
玉
県
下
水
道
公
社
、
丸
山
信

之
）
▽
事
業
場
の
１
、４
‐
ジ
オ

キ
サ
ン
水
質
検
査
実
施
対
象
範
囲

の
検
討
に
つ
い
て
（
神
奈
川
県
下

水
道
公
社
、
竹
川
和
宏
）
▽
下
水

へ
の
動
植
物
油
流
入
事
故
時
の
ス

テ
ロ
ー
ル
分
析
に
よ
る
油
種
迅
速

識
別
法
（
札
幌
市
、
妻
木
慧
悟
）

▽
下
水
に
関
す
る
発
泡
時
の
非
イ

オ
ン
界
面
活
性
剤
の
測
定
に
つ
い

て
（
福
岡
市
、
堀
雄
輔
）

午
後
の
部

第
１
会
場
（
３
０
２
ル
ー
ム
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
２
）》

　

▽
吉
祥
寺
駅
周
辺
に
お
け
る
ビ

ル
ピ
ッ
ト
臭
気
に
対
す
る
地
域
や

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
事

例
（
武
蔵
野
市
、
中
川
貴
之
）
▽

繁
華
街
に
お
け
る
油
脂
対
策
の

取
り
組
み
事
例
と
課
題
（
ク
リ
ア

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
後
藤

翔
生
）
▽
酸
性
排
水
が
管
渠
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
〜
下
水
道
施

設
の
損
傷
事
例
〜
（
東
京
都
、
太

宅
香
織
）
▽
送
泥
管
空
気
弁
か
ら

発
生
す
る
臭
気
ガ
ス
の
調
査
結
果

の
報
告
（
荏
原
実
業
、
井
上
伍

央
）
▽
雨
天
時
浸
入
水
対
策
の
効

果
検
証
に
関
す
る
一
考
察
（
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
赤

羽
祐
也
）
▽
地
理
的
特
性
を
活
用

し
た
不
明
水
削
減
対
策
事
例
（
パ

ス
コ
、
渡
邉
嘉
彦
）
▽
光
フ
ァ
イ

バ
ー
温
度
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た

雨
天
時
浸
入
水
調
査
手
法
の
研
究

（
そ
の
２
）（
日
本
水
工
設
計
、
今

井
聡
）

《
管
路
（
維
持
管
理
）（
３
）》

　

▽
特
殊
な
環
境
下
で
の
幹
線
再

構
築
調
査
事
例
（
東
京
都
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
、
原
田
芳
朗
）
▽
堺
市

の
災
害
時
等
に
お
け
る
管
路
包
括

委
託
業
者
と
の
連
携
（
堺
市
、
磯

崎
将
也
）
▽
堺
市
に
お
け
る
効
率

的
な
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
改
築

更
新
の
取
り
組
み
（
堺
市
、
初
野

哲
律
）
▽
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向

上
及
び
リ
ス
ク
削
減
に
基
づ
い
た

非
経
年
管
の
改
築
に
つ
い
て
（
仙

台
市
、
熊
谷
菜
那
）
▽
横
浜
市
に

お
け
る
既
設
幹
線
下
水
道
耐
震
化

の
推
進
方
策
に
つ
い
て（
横
浜
市
、

大
高
智
也
）
▽
汚
水
ポ
ン
プ
場
送

水
管
に
お
け
る
長
期
的
な
改
築
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
（
広
島
市
、

齊
藤
佳
吾
）

第
２
会
場
（
３
０
１
ル
ー
ム
）

《
経
営
・
計
画
（
１
）》

　

▽
入
江
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
広
報
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
（
川
崎
市
、
鈴
木
宏
昌
）
▽
マ

ン
ホ
ー
ル
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

（
北
九
州
市
、
村
田
健
）
▽
大
活

躍
し
て
い
ま
す
「
明
石
の
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
」
〜
フ
タ
の
役
目

だ
け
で
は
退
屈
な
の
で
〜
（
明
石

市
、
宮
下
高
徳
）
▽
「
北
九
州
市

下
水
道
１
０
０
周
年
」
を
記
念
し

た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
下
水

道
事
業
を
Ｐ
Ｒ
（
北
九
州
市
、
岩

下
健
一
郎
）
▽
川
崎
市
に
お
け
る

下
水
道
施
設
の
広
報
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
（
川
崎
市
、
山

口
洸
樹
）
▽
浸
水
被
害
等
の
水
問

題
に
取
り
組
む
！
雨
水
貯
留
タ
ン

ク
の
基
数
増
加
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
（
京
都
市
、
中
川
民

人
）
▽
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
施
設
に

お
け
る
下
水
道
を
テ
ー
マ
と
し
た

企
画
展
に
つ
い
て
（
仙
台
市
、
西

坂
光
）

第
３
会
場
（
３
０
３
ル
ー
ム
）

《
膜
処
理
技
術
》

　

▽
省
コ
ス
ト
・
省
エ
ネ
・
省
ス

ペ
ー
ス
型
高
率
窒
素
除
去
Ｍ
Ｂ
Ｒ

の
基
礎
研
究
（
ク
ボ
タ
、
矢
次
壮

一
郎
）▽
膜
分
離
活
性
汚
泥
法（
Ｍ

Ｂ
Ｒ
）
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
再
生

水
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
（
ク
ボ

タ
、
小
野
亮
輔
）
▽
浸
漬
型
Ｍ
Ｂ

Ｒ
の
膜
表
面
及
び
膜
細
孔
内
の

フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
物
質
の
分
析
（
東

京
都
市
大
学
大
学
院
、
佐
々
木
敬

成
）
▽
膜
分
離
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ

に
お
け
る
膜
面
曝
気
最
適
化
技
術

に
関
す
る
基
礎
検
討（
三
菱
電
機
、

今
村
英
二
）
▽
セ
ラ
ミ
ッ
ク
平
膜

を
用
い
た
膜
分
離
活
性
汚
泥
法
の

鉄
含
有
下
水
へ
の
適
用（
明
電
舎
、

Ｔ
ｈ
ａ
ｐ
ａ 

Ｃ
ｈ
ｈ
ｅ
ｔ
ｒ
ｉ 

Ｒ
ａ
ｊ
ａ
ｎ
）

第
４
会
場
（
３
０
４
ル
ー
ム
）

《
水
処
理
技
術
（
７
）》

　

▽
特
殊
繊
維
担
体
を
用
い
た
余

剰
汚
泥
削
減
型
水
処
理
技
術
の
低

水
温
期
処
理
性
能
の
検
証
（
帝
人

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
松
本
智
樹
）
▽

好
気
グ
ラ
ニ
ュ
ー
ル
汚
泥
を
用
い

た
下
水
処
理
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
試
験
（
オ
ル
ガ
ノ
、
三
宅
將

貴
）
▽
Ｄ
Ｈ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
水
量
変
動
追
従
型
水
処
理
技
術

の
実
規
模
実
証
と
導
入
効
果
（
三

機
工
業
、
松
本
祐
典
）
▽
脱
窒
グ

ラ
ニ
ュ
ー
ル
の
好
気
性
反
応
槽
へ

の
適
用
（
三
機
工
業
、三
村
和
久
）

▽
担
体
法
を
用
い
た
有
機
物
・
微

量
化
学
物
質
の
除
去
と
菌
叢
の
関

係
（
西
原
環
境
、
中
村
知
弥
）
▽

ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル
単
層
式
管
路
内
下

水
浄
化
装
置
の
性
能
評
価
（
東
京

大
学
、
佐
藤
弘
泰
）
▽
高
効
率
エ

ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
た
め
の
高
速
活

性
汚
泥
法
に
よ
る
有
機
物
回
収
の

基
礎
的
調
査
（
国
立
研
究
開
発
法

人
土
木
研
究
所
、
桜
井
健
介
）

《
水
処
理
技
術
（
８
）》

　

▽
小
規
模
下
水
処
理
場
に
お
け

る
流
入
水
量
・
水
質
の
変
動
特
性

（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
糸
川
浩

紀
）
▽
大
規
模
下
水
処
理
場
に
お

け
る
紫
外
線
消
毒
施
設
の
現
地
調

査
（
日
本
下
水
道
事
業
団
、
水
田

丈
裕
）
▽
最
終
沈
殿
池
処
理
能
力

向
上
技
術
の
実
規
模
実
証
試
験
結

果
そ
の
２
（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

神
座
豊
）
▽
し
尿
等
を
投
入
し
た

下
水
処
理
場
に
お
け
る
処
理
機
能

の
追
跡
調
査
（
Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
渡
邊
仁

史
）
▽
佐
賀
市
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
季
別
運
転
の
実
績

と
そ
の
効
果（
佐
賀
大
学
大
学
院
、

福
吉
晴
生
）
▽
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排

水
処
理
槽
に
関
す
る
負
荷
の
実
態

調
査
（
２
）（
テ
ラ
ル
、
野
津
雄

一
）
▽
臭
化
カ
リ
ウ
ム
を
使
っ
た

ト
レ
ー
サ
の
開
発
（
東
京
都
、
宅

間
大
吉
）
▽
遊
離
・
結
合
塩
素
に

よ
る
下
水
処
理
水
中
病
原
ウ
イ
ル

ス
消
毒
モ
デ
ル
の
構
築
（
東
北
大

学
大
学
院
、
門
屋
俊
祐
）

第
５
会
場（
３
１
１
・
３
１
２
ル
ー

ム
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設
（
維

持
管
理
）（
２
）》

　

▽
有
機
酸
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
防
食
被
覆
層
の
腐
食
に
関
す
る

実
施
設
調
査
（
日
本
下
水
道
事
業

団
、
清
水
克
祐
）
▽
下
水
処
理
場

に
お
け
る
耐
硫
酸
防
食
被
覆
工
法

の
現
地
調
査
結
果
に
つ
い
て
（
日

本
下
水
道
事
業
団
、
中
西
啓
）
▽

送
泥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
問

題
と
薬
品
（
ク
エ
ン
酸
）
洗
浄
設

備
に
つ
い
て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
池
本
卓
史
）

▽
送
泥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
時
対

応
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に

つ
い
て
（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
野
中
愼
也
）
▽
耐
硫

酸
性
樹
脂
チ
ェ
ー
ン
フ
ラ
イ
ト
式

汚
泥
か
き
寄
せ
機
（
住
友
重
機
械

エ
ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト
、柄
澤
俊
康
）

▽
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の
下
水
処

理
投
入
に
よ
る
機
械
濃
縮
機
及
び

消
化
槽
機
能
へ
の
影
響
に
つ
い
て

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
今
井
佑
実
）

《
ポ
ン
プ
場
・
処
理
場
施
設
（
維

持
管
理
）（
３
）》

　

▽
保
全
点
検
時
の
機
器
異
常
音

の
録
音
保
存
活
用
に
つ
い
て
（
東

京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
熊
倉
利

昭
）
▽
全
天
球
カ
メ
ラ
を
活
用
し

た
震
災
対
応
の
安
全
確
保
及
び
管

渠
調
査
へ
の
応
用
（
福
島
県
下
水

道
公
社
、
佐
久
間
健
司
）
▽
振
動

診
断
と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ

る
劣
化
状
況
把
握
・
診
断
技
術
の

下
水
道
へ
の
適
用
（
ウ
ォ
ー
タ
ー

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
西
澤
英
樹
）

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
試
験
導
入
に
よ
る
処
理

場
業
務
効
率
化
に
つ
い
て
（
神
戸

市
、
田
川
翔
）
▽
高
温
多
湿
な
閉

鎖
空
間
や
炎
天
下
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
の
効
果
検
証
（
東
京
都
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
、
岡
田
吉
人
）
▽

敷
地
内
に
あ
る
未
申
請
建
築
物
の

安
全
性
を
示
す
方
法
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て（
東
京
設
計
事
務
所
、

及
川
昂
）
▽
深
芝
処
理
場
に
お
け

る
事
業
場
の
排
除
基
準
等
超
過
事

例
の
特
徴
（
茨
城
県
、佐
藤
宥
秀
）

第
６
会
場（
３
１
３
・
３
１
４
ル
ー

ム
）

《
計
画
と
実
施
事
例
（
２
）》

　

▽Treatment of Domestic
 Wastewater and technical 
Cooperation Projerct 
A
ctivitiees in D

KI 
Jakarta,Indonesia

（
北
九
州

市
、
松
本
実
）
▽Approach 

to the Im
provem

entof 
W
ater Quality in the 

W
estern Division of Fiji

（
福
岡
市
、
植
田
文
子
）
▽

W
idening exsting tunnel 

and underground joining 
of Shield tunnel by using 
one of the largest artificial 
ground freezing method in 
japan,s sewer constraction

（
東
京
都
、
永
谷
す
み
れ
）
▽

Deep Tunnels

：Never 
Maintenance Free

（Water 
Environment Federation 
Brianne Nakamura

）

《
資
源
再
利
用
（
２
）》

　

▽Survey on the energy 
consumption of the whole 
facillities of  sluddge 
treatment

（
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
、
佐
藤
拓
哉
）
▽

Study on the introduction 
effect of innovativ 
technology to reduce GHG 
emissions in the sluddge 
incineration process

（

国

土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
山

本
明
広
）
▽Comparison 

of calculation results of 

power comsumption and 
actual values in sewage 
treatment Plants

（

国

土

技
術
政
策
総
合
研
究
所
、
藤

井
都
弥
子
）
▽Energy 

Neutrality

：Examples of 
W
astewater Leadership

（W
ater Environm

ent 
Federation,Barry Liner

）

第
７
会
場（
４
１
１
・
４
１
２
ル
ー

ム
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
４
）》

　

▽
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
考
慮

し
た
発
電
型
汚
泥
焼
却
技
術
に
お

け
る
高
効
率
発
電
技
術
の
実
証

（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

岡
田
悠
輔
）
▽
森
ケ
崎
水
再
生
セ

ン
タ
ー
小
水
力
発
電
設
備
の
拡
大

導
入
に
つ
い
て
（
東
京
都
、
松
岡

将
太
）
▽
微
生
物
燃
料
電
池
を
利

用
し
た
下
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
評

価
（
日
本
工
営
、
麦
田
藍
）
▽
下

水
処
理
に
適
し
た
低
濃
度
対
応
型

微
生
物
燃
料
電
池
の
開
発
（
岐
阜

大
学
、
廣
岡
佳
弥
子
）

《
地
球
温
暖
化
／
省
エ
ネ
対
策

（
５
）》

　

▽
ば
っ
気
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化

に
よ
る
電
力
使
用
量
削
減
に
つ
い

て
（
東
京
都
、
上
野
優
人
）
▽
主

ポ
ン
プ
と
送
風
機
の
複
合
的
な
運

転
法
案
変
更
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果

に
つ
い
て
（
日
本
下
水
道
新
技
術

機
構
、
町
田
直
美
）
▽
送
風
機
の

気
象
デ
ー
タ
補
正
制
御
の
導
入
と

運
用
の
経
過
報
告
（
横
浜
市
、
亀

村
裕
之
）
▽
こ
れ
も
で
き
る
！
！

終
末
処
理
場
の
省
エ
ネ
〜
処
理
水

質
は
犠
牲
に
し
な
い
〜（
横
浜
市
、

福
本
昌
孝
）
▽
さ
ら
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
へ
向
け
た
水
再
生
セ

ン
タ
ー
の
チ
ャ
レ
ン
ジ（
横
浜
市
、

中
村
一
彦
）

第
８
会
場
（
４
１
３
ル
ー
ム
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・
水
系

水
質
リ
ス
ク
／
理
化
学
試
験
と
微

生
物
試
験
（
３
）》

　

▽
鶴
岡
市
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
下
水
道
の
取
組
み（
鶴
岡
市
、

佐
藤
孝
幸
）
▽
下
水
処
理
水
の
投

入
負
荷
量
が
酒
造
好
適
米
の
生
育

特
性
お
よ
び
品
質
に
お
よ
ぼ
す
影

響
（
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
、

竹
田
壮
太
）
▽
下
水
処
理
施
設
の

季
別
運
転
に
よ
る
下
流
海
域
へ
及

ぼ
す
影
響
（
佐
賀
県
環
境
科
学
検

査
協
会
、
不
動
寺
正
臣
）
▽
沖
縄

県
糸
満
市
に
お
け
る
再
生
水
の
工

業
利
用
へ
の
適
用
性
評
価
（
京
都

大
学
、
竹
内
悠
）
▽
再
生
水
供
給

事
業
に
お
け
る
塩
化
物
イ
オ
ン
に

よ
る
配
管
等
へ
の
影
響
（
東
京
都

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
清
水
豪
）
▽

堺
市
泉
北
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
高

度
処
理
化
に
伴
う
放
流
河
川
の
水

質
改
善
に
つ
い
て
（
堺
市
、
須
田

幸
枝
）
▽
膜
ろ
過
と
オ
ゾ
ン
消
毒

の
併
用
に
よ
る
処
理
水
再
利
用
設

備
の
導
入
（
横
浜
市
、中
村
賢
介
）

▽
異
な
る
汚
水
処
理
技
術
の
普
及

に
よ
る
河
川
水
質
改
善
効
果
の
比

較
（
東
京
大
学
大
学
院
、
橋
本
隆

生
）

《
環
境
・
水
リ
サ
イ
ク
ル
・
水
系

水
質
リ
ス
ク
／
理
化
学
試
験
と
微

生
物
試
験
（
４
）》

　

▽
下
水
道
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
方
法
に
関
す

る
研
究
（
日
本
下
水
道
新
技
術
機

構
、
海
鋒
充
）
▽
雨
水
排
水
中
に

含
ま
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す

る
調
査
（
国
土
技
術
政
策
総
合
研

究
所
、
中
村
裕
美
）
▽
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
測
定
の
た
め
の
前

処
理
方
法
の
検
討
（
横
浜
市
、
吉

澤
真
人
）
▽
下
水
道
に
お
け
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
基
礎
的

調
査
（
横
浜
市
、
小
橋
江
里
）
▽

下
水
処
理
場
に
流
入
す
る
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
挙
動
解
析

（
第
１
報
）（
大
阪
市
、
中
尾
賢

志
）
▽
下
水
処
理
場
に
お
け
る
Ｔ

ｉ
０
２
ナ
ノ
粒
子
の
挙
動
と
流
入

起
源
（
中
央
大
学
、
山
村
寛
）
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図　新羽末広幹線流域図

伊藤　雄一

石井　智博

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――横浜市下水道事業着手150年の歩み

One for all, All for oneで前進
環境創造局下水道計画調整部
下水道事業マネジメント課 担当課長 石井 智博　伊藤 雄一

■
主
な
下
水
道
施
策 

（
１
）
浸
水
対
策
（
新
羽
末
広
幹
線
）

　

鶴
見
川
流
域
で
は
60
年
代
以
降
、
急

激
な
都
市
化
に
伴
い
、
人
口
、
資
産
が

集
積
さ
れ
る
反
面
、
雨
水
を
溜
め
る
、

あ
る
い
は
浸
透
さ
せ
る
と
い
っ
た
役
割

を
担
っ
て
い
た
田
畑
や
森
林
な
ど
が
少

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

降
雨
時
に
雨
水
が
一
度
に
流
出
す
る
よ

う
に
な
り
、
中
・
下
流
部
に
広
が
る
低

地
区
︵
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
が
必
要
な

区
域
︶
で
は
浸
水
に
対
す
る
危
険
度
が

増
大
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
河

川
事
業
者
、
下
水
道
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
流
域
の
治
水
安
全
度
を
向
上

さ
せ
る
総
合
治
水
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
下
水
に
お
け
る
対
策

と
し
て
横
浜
市
で
は
、
鶴
見
川
に
排
水

す
る
ポ
ン
プ
場
を
多
数
設
置
し
、
お
お

む
ね
１
時
間
に
50
㍉
㍍
︵
５
年
に
１
回

程
度
︶
の
強
さ
の
降
雨
に
対
応
し
て
い

ま
し
た
が
、
鶴
見
川
が
暫
定
的
な
改
修

で
あ
る
た
め
、
大
雨
時
、
氾
濫
の
危
険

が
生
じ
そ
う
な
時
に
は
、
鶴
見
川
へ
排

水
し
て
い
る
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
事
態

も
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
ポ
ン
プ
場
に

集
ま
る
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
浸
水
被
害
を
低
減
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
低
地
区
に
お
け
る

浸
水
時
の
被
害
の
大
き
さ
を
考
え
、
時

間
50
㍉
㍍
︵
５
年
に
１
回
程
度
︶
を
超

え
る
場
合
も
雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と
に

よ
り
、
時
間
60
㍉
㍍
程
度
︵
10
年
に
１

回
程
度
︶
の
降
雨
に
対
応
す
べ
く
、
新

羽
末
広
幹
線
の
貯
留
幹
線
整
備
に
着
手

し
ま
し
た
。
93
年
に
工
事
着
手
し
、
２

０
０
３
年
度
の
支
線
の
完
成
を
も
っ
て

一
部
供
用
し
、
11
年
度
に
は
本
線
の
完

成
、
13
年
度
末
に
は
全
て
の
支
線
も
完

成
し
、
全
線
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
本

市
最
大
の
雨
水
貯
留
管
と
な
っ
た
新
羽

末
広
幹
線
は
、
排
水
面
積
が
約
４
５
０

０
㌶
、
貯
留
容
量
が
約
41
万
立
方
㍍
、

管
径
が
３
・
０
㍍
か
ら
８
・
５
㍍
、
支

線
を
含
め
た
総
延
長
が
約
20
㌔
㍍
を
保

有
し
て
い
ま
す
（
図
、
写
真
４
）
。

　

こ
う
し
て
新
羽
末
広
幹
線
を
整
備
し

た
こ
と
に
よ
り
、
浸
水
被
害
が
大
幅
に

減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
類
似

の
台
風
で
あ
る
66
年
の
台
風
４
号
と
14

年
の
台
風
18
号
を
比
較
す
る
と
、
総
降

雨
量
が
３
０
６
・
７
㍉
㍍
と
３
２
２
・

９
㍉
㍍
で
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

浸
水
戸
数
は
１
万
１
８
４
０
戸
が
６
戸

ま
で
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た

そ
の
際
に
は
一
時
、
約
38
万
立
方
㍍
の

雨
水
を
坑
内
に
貯
留
し
、
総
流
入
量
は

約
45
万
立
方
㍍
を
観
測
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
浸
水
被
害
が
大
幅
に
減
少

し
た
の
は
、
76
年
に
総
合
治
水
対
策
に

着
手
し
、
11
年
度
末
に
新
羽
末
広
幹
線

が
供
用
開
始
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

（
２
）
下
水
汚
泥
の
処
理
と
有
効
活
用

　

下
水
汚
泥
の
焼
却
処
理
は
78
年
の
金

沢
下
水
処
理
場
に
隣
接
し
た
下
水
道
用

地
︵
現
南
部
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー
︶

で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
焼
却
作

業
は
一
般
的
に
多
く
の
人
手
と
熟
練
し

た
技
術
を
必
要
と
し
、
ま
た
作
業
環
境

も
決
し
て
良
好
と
は
い
え
な
い
状
況
で

し
た
が
、
こ
の
焼
却
炉
の
設
計
で
は
炉

本
体
お
よ
び
付
属
機
器
に
自
動
装
置
を

採
用
し
て
、
熟
練
を
必
要
と
し
て
い
た

燃
焼
管
理
を
含
め
、
多
く
の
作
業
を
自

動
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

焼
却
炉
で
使
用
し
た
自
動
装
置
は
、
当

時
の
最
新
技
術
を
採
用
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
後
の
本
市
焼
却
炉
に
お
け

る
、
自
動
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

81
年
度
に
は
鶴
見
区
末
広
町
の
処
理

場
用
地
︵
現
北
部
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ

ー
︶
で
も
焼
却
炉
の
運
転
が
開
始
さ

れ
、
そ
の
後
も
汚
泥
焼
却
炉
は
脱
水
ケ

ー
キ
の
増
加
に
合
わ
せ
て
増
設
さ
れ
、

現
在
で
は
、
横
浜
市
最
大
の
汚
泥
処
理

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
却
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
焼
却
灰

は
当
時
、
ほ
と
ん
ど
を
埋
立
処
分
し
て

い
ま
し
た
が
、
埋
立
地
の
延
命
と
資
源

の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
各
分
野
に

お
け
る
利
用
技
術
の
開
発
を
進
め
、
89

年
度
か
ら
全
国
初
と
な
る
焼
却
灰
を
使

用
し
た
改
良
土
プ
ラ
ン
ト
が
運
転
を
開

始
し
ま
し
た
（
写
真
５
）
。

　

改
良
土
は
、
下
水
道
工
事
等
で
掘
削

さ
れ
た
土
に
焼
却
灰
を
約
10
％
混
合
し

て
良
質
な
埋
め
戻
し
材
と
し
た
土
の
こ

と
で
あ
り
、
汚
泥
焼
却
灰
に
は
土
を
良

質
な
も
の
に
す
る
石
灰
分
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
土
の
水
分
を
吸

収
す
る
効
果
も
合
わ
せ
て
持
っ
て
い
る

た
め
、
改
良
土
と
し
て
の
利
用
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

改
良
土
プ
ラ
ン
ト
で
は
下
水
道
工
事

で
発
生
し
た
残
土
を
持
ち
込
み
、
同
量

の
改
良
土
を
持
ち
帰
る
と
い
う
方
式
の

た
め
、
残
土
処
分
の
減
少
に
も
効
果
が

あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
改
良
土
と
し
て
の
利
用

だ
け
で
は
な
く
セ
メ
ン
ト
原
料
、
再
生

骨
材
と
し
て
の
利
用
も
進
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
北
部
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ

ー
で
は
、
老
朽
化
し
た
汚
泥
焼
却
炉
お

よ
び
改
良
土
プ
ラ
ン
ト
の
更
新
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
や
汚
泥
利
用
の
多
様

化
と
い
っ
た
環
境
面
の
効
果
を
図
る
た

め
、
処
理
方
式
を
﹁
焼
却
︵
焼
却
灰
は

改
良
土
に
利
用
︶
﹂
に
加
え
、
汚
泥
の

﹁
燃
料
化
︵
炭
化
︶
﹂
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ

る
事
業
方
式
で
事
業
を
行
う
な
ど
、
下

水
汚
泥
の
さ
ら
な
る
資
源
の
有
効
活
用

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
展
開 

　

本
市
の
下
水
道
事
業
は
50
年
頃
か
ら

本
格
化
し
、
以
降
、
飛
躍
的
に
普
及
率

を
上
げ
た
経
緯
も
あ
り
、
現
在
、
整
備

か
ら
お
お
む
ね
50
年
経
過
し
て
い
る
下

水
道
施
設
が
多
く
存
在
し
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
施
設
の
再
整
備
が
集
中
的
に
到

来
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
今
後
の
人
口
減
少
等
に
よ

る
下
水
道
使
用
料
収
入
の
減
少
、
次
代

を
担
う
若
手
技
術
者
の
減
少
、
代
替
え

用
地
が
な
い
中
で
の
施
設
を
供
用
し
な

が
ら
の
困
難
な
更
新
工
事
な
ど
、
限
ら

れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
下
水
道
機
能
を

確
保
し
、
安
定
し
た
基
盤
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
維
持
管
理
の
適
切
な
実
施
と

効
率
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
施
設
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
保

全
型
維
持
管
理
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
再
整
備
に
つ
い
て
は
将
来
を
見
据

え
つ
つ
、
排
水
能
力
や
耐
震
性
能
な
ど

必
要
な
機
能
向
上
も
併
せ
て
推
進
す
る

こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
最
後
に 

　

英
国
か
ら
の
技
術
を
元
に
始
ま
っ
た

本
市
の
下
水
道
事
業
が
、
約
１
５
０
年

の
歴
史
を
歩
ん
で
い
る
中
、
今
年
９
月

に
英
国
が
発
祥
地
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

が
、
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
な
ど
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

横
浜
国
際
総
合
競
技
場
に
は
、
再
生

水
が
水
洗
ト
イ
レ
用
水
や
冷
暖
房
の
熱

源
と
し
て
送
水
さ
れ
て
い
て
、
ラ
グ
ビ

ー
の
熱
戦
を
下
水
道
事
業
が
微
力
な
が

ら
支
え
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
横
浜
の
下
水
道
事
業
は
、
困

難
な
状
況
で
も
一
歩
で
も
前
進
す
る
精

神
︵
下
水
道
魂
︶
を
持
っ
て
、
国
、
他

都
市
、
民
間
企
業
の
皆
様
と
連
携
し
、

One for all, All for one

の
精
神
で
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
横
浜
に
お
け
る 

下
水
道
の
始
ま
り

　

現
在
か
ら
１
６
０
年
前
、
小
さ
な
漁

村
で
あ
っ
た
横
浜
は
、
１
８
５
９
︵
安

政
６
︶
年
に
開
港
さ
れ
る
と
と
も
に
、

村
の
様
相
は
一
変
し
、
波
止
場
の
建

設
、
居
留
地
整
備
を
は
じ
め
、
開
港
地

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

居
留
地
の
外
国
人
は
、
急
速
な
産
業

の
発
展
と
と
も
に
汚
染
が
進
ん
だ
自
国

の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
お
り
、
都
市

の
下
水
道
を
は
じ
め
と
す
る
基
盤
整
備

の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
、
居
留
地

の
排
水
と
下
水
道
の
整
備
は
居
留
民
の

切
望
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

当
時
、
横
浜
の
主
要
道
路
に
は
、
掘

割
︵
側
溝
︶
が
敷
設
さ
れ
、
下
水
道
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
、
構
造
的
に
も
粗
悪
な
も
の

で
、
地
中
に
埋
め
た
管
に
汚
水
を
流
す

と
い
う
欧
米
の
下
水
道
と
は
比
較
す
る

に
も
及
ば
な
い
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
居
留
地
の
下
水
道
整
備
を
進

め
た
の
は
、
明
治
政
府
最
初
の
お
雇
い

外
国
人
と
な
っ
た
英
国
人
、
ブ
ラ
ン
ト

ン
で
し
た
（
写
真
１
）
。
ブ
ラ
ン
ト
ン

は
当
時
、
下
水
道
計
画
を
定
め
た
﹁
横

浜
の
下
水
・
道
路
整
備
計
画
﹂
に
お
い

て
、
﹁
陶
管
の
滑
ら
か
な
表
面
は
液
体

を
流
す
の
に
適
し
、
全
体
と
し
て
浸
透

性
は
極
め
て
低
く
、
申
し
分
な
い
下
水

道
管
の
容
量
を
上
回
り
、
ブ
ラ
ン
ト
ン

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
下
水
道
で
は
汚
水

の
排
除
が
不
可
能
な
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
神
奈
川
県
土
木
課
御

用
掛
の
三
田
善
太
郎
を
責
任
者
と
し
、

下
水
道
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
三
田
の
設
計
は
、
イ
ギ

リ
ス
人
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
考

案
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
レ
ン
ガ
と
セ

メ
ン
ト
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
卵
形
の

煉
瓦
管
（
写
真
２
）
を
採
用
し
て
い
ま

し
た
。
改
修
工
事
は
81
～
87
年
に
わ
た

っ
て
施
工
さ
れ
、
煉
瓦
卵
形
管
約
４
㌔

㍍
、
陶
管
12
・
６
㌔
㍍
が
敷
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
下
水
道
は
横
浜
市
の
都

市
整
備
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

三
田
善
太
郎
は
、
日
本
人
で
初
め
て
近

代
下
水
道
を
設
計
し
た
人
物
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

■
下
水
道
の
普
及
―
本
格
的
な

下
水
道
整
備
へ
の
着
手

　

関
東
大
震
災
や
戦
争
に
よ
り
街
と
し

て
も
大
き
な
混
乱
が
あ
る
中
、
横
浜
市

は
１
９
５
０
︵
昭
和
25
︶
年
頃
か
ら
本

格
的
な
下
水
道
整
備
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
旧
下
水
道
法
の
大
臣
認
可
を
得

て
、
第
１
期
下
水
道
事
業
と
し
て
開
始

さ
れ
た
の
は
、
鶴
見
区
潮
田
・
平
安
・

市
場
地
区
で
し
た
。
戦
災
復
興
事
業
に

よ
り
区
画
整
理
を
実
施
し
て
い
た
区
域

の
う
ち
、
換
地
の
完
了
し
た
上
記
の
地

区
は
、
海
岸
地
帯
の
京
浜
大
工
業
地
帯

に
接
す
る
軽
工
業
地
帯
と
し
て
将
来
性

が
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で
し
た
が
、

降
雨
時
に
は
随
所
に
浸
水
を
み
る
状
態

で
対
策
に
急
を
要
す
る
地
域
で
も
あ
り

ま
し
た
。
一
時
は
朝
鮮
戦
争
等
の
影
響

に
よ
る
物
価
高
騰
が
あ
り
計
画
変
更
も

あ
り
ま
し
た
が
、
次
第
に
事
業
費
も
伸

び
、
ま
た
、
51
年
度
か
ら
は
下
水
道
使

用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
で
財
源
を
確
保

し
、
浸
水
対
策
に
も
着
手
す
る
こ
と
と

な
り
、
臨
海
部
の
既
成
市
街
地
の
一
部

で
は
浸
水
被
害
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
を
迎
え
る
と
、
人
口
増

加
、
産
業
集
積
、
都
市
化
の
進
行
に
よ

り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
が
進
む

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
浸
水
被
害
が
頻

発
し
、
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
み
ま
し

た
。
第
１
期
下
水
道
事
業
の
計
画
で
は

下
水
の
排
除
を
基
本
と
し
て
お
り
、
下

水
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
将
来
構
想
と

し
て
市
場
処
分
場
︵
現
北
部
第
一
水
再

生
セ
ン
タ
ー
︶
を
考
え
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
54
年
の
第
２
期
下
水

道
事
業
で
は
本
牧
︵
現
中
部
水
再
生
セ

ン
タ
ー
、
写
真
３
︶
、
根
岸
︵
現
南
部

水
再
生
セ
ン
タ
ー
︶
の
両
下
水
処
理
場

が
計
画
さ
れ
、
浸
水
対
策
ば
か
り
で
な

く
水
洗
化
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

へ
と
下
水
道
整
備
の
目
的
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。
次
い
で
、
58
年
の
矢
向
地

区
下
水
道
事
業
、
58
年
末
吉
・
豊
岡
地

区
下
水
道
事
業
と
認
可
を
取
得
、
さ
ら

に
59
年
に
認
可
を
取
得
し
た
西
、
神
奈

川
、
鶴
見
、
南
等
の
既
成
市
街
地
と
日

吉
、
戸
塚
、
中
田
等
の
周
辺
市
街
地
を

対
象
と
し
た
第
５
回
下
水
道
事
業
計
画

ま
で
進
み
、
第
１
期
下
水
道
事
業
計
画

か
ら
含
め
た
区
域
面
積
は
市
域
の
約
４

分
の
１
に
相
当
す
る
１
万
５
３
６
㌶
に

及
び
、
急
速
な
普
及
へ
と
つ
な
が
り
ま

し
た
。

管
と
な
ろ
う
﹂
と
評
価
し
、
陶
管
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
の

下
水
道
管
に
陶
管
が
採
用
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

１
８
８
０
︵
明
治
13
︶
年
頃
に
は
居

留
外
国
人
が
激
増
し
、
排
水
量
が
下
水
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環
境
創
造
局
下
水
道
計
画
調
整
部
下
水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課 

担
当
係
長 

芳
川 

忍
　
鈴
木 

拓
馬

効
率
的
・
効
果
的
に
施
策
を
展
開

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――下水道事業中期経営計画２０１８
■
は
じ
め
に

　

﹁
横
浜
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計

画
﹂
は
、
横
浜
市
下
水
道
事
業
の
持
続

可
能
な
運
営
に
向
け
て
、
事
業
運
営
の

考
え
方
や
そ
れ
に
基
づ
く
施
策
展
開
、

財
政
運
営
の
目
標
と
取
り
組
み
を
掲
げ

た
中
期
的
な
計
画
で
す
。
本
市
で
は
前

計
画
が
２
０
１
７
年
度
に
終
了
し
た
た

め
、
国
内
外
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対

策
の
加
速
化
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︶
の
採
択
、
地
震
や
大
雨

等
の
自
然
災
害
の
頻
発
等
、
下
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏

ま
え
、
今
後
４
カ
年
の
施
策
展
開
や
財

政
運
営
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
﹁
中

期
経
営
計
画
２
０
１
８
﹂
を
18
年
11
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

図１　計画の体系イメージ

図３　グリーンインフラ活用のイメージ

■
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
考
え
方

　

﹁
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
事

業
の
取
組
の
視
点
﹂
と
し

て
、
﹁
豊
か
な
水
・
緑
環

境
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
の
確
保
に
向
け
た
基
盤
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供
﹂

﹁
気
候
変
動
の
適
応
策
と
し

て
の
浸
水
対
策
の
充
実
﹂

﹁
低
炭
素
社
会
実
現
へ
の
貢

献
﹂
﹁
良
好
な
水
環
境
の
創

出
﹂
﹁
持
続
可
能
な
事
業
運

営
﹂
を
踏
ま
え
、
４
つ
の

﹁
考
え
方
﹂
︵
社
会
生
活
の

す
。
本
計
画
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
下
水
道

管
の
清
掃
作
業
に
合
わ
せ
、
簡
易
的
な

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
︵
ノ
ズ
ル
カ
メ
ラ
を

用
い
た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
︶
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
調
査
に
よ
り
、

道
路
陥
没
の
原
因
と
な
る
破
損
し
た
箇

所
を
早
期
に
発
見
す
る
と
と
も
に
、
修

繕
・
再
整
備
を
行
う
た
め
の
詳
細
調
査

が
必
要
な
箇
所
を
効
率
的
に
抽
出
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
予
防
保
全
型
維

持
管
理
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

（
２
）
適
応
の
観
点
を
導
入
し
た
新

た
な
浸
水
対
策

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
避
難
行
動

の
た
め
の
情
報
提
供
を
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
本
計
画
に
位
置
づ
け
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
15
年
の
水
防
法
改
正
に

よ
り
、
同
法
第
13
条
の
２
に
お
い
て
内

水
浸
水
に
係
る
下
水
道
の
水
位
情
報
の

通
知
・
周
知
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
下
街
周
辺
等
の
公
共

下
水
道
を
﹁
水
位
周
知
下
水
道
﹂
と
し

て
指
定
し
、
情
報
発
信
の
基
準
水
位
で

あ
る
内
水
氾
濫
危
険
水
位
や
雨
量
情
報

等
か
ら
溢
水
の
予
測
情
報
を
発
信
し
、

水
防
活
動
等
に
活
用
す
る
こ
と
で
被
害

の
最
小
化
・
回
避
を
図
る
も
の
で
す
。

　

横
浜
駅
は
わ
が
国
有
数
の
巨
大
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
で
あ
り
、
延
床
面
積
が
約
８

万
平
方
㍍
の
地
下
街
の
ほ
か
、
連
結
す

る
地
下
駐
車
場
、
駅
地
下
通
路
、
商
業

ビ
ル
等
、
多
く
の
地
下
施
設
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
同
駅
周
辺

を
対
象
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
長
期
間
を
要
す
る
こ
れ
ま
で
の
ハ

ー
ド
整
備
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
即
効

性
の
あ
る
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
っ
て
自
助

・
共
助
の
促
進
支
援
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

（
３
）
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

　

近
年
、
集
中
豪
雨
の
増
加
な
ど
、
気

候
変
動
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
自
然
災

害
が
増
加
・
激
甚
化
し
て
お
り
、
都
市

化
の
進
展
に
伴
う
緑
地
の
減
少
や
雨
水

の
浸
透
機
能
の
低
下
も
相
ま
っ
て
、
都

市
型
の
浸
水
被
害
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
市
民
の
皆
様

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
雨
水
幹
線
や
雨
水

調
整
池
等
の
ハ
ー
ド
整
備
に
よ
る
浸
水

対
策
に
加
え
、
被
害
を
最
小
化
・
回
避

す
る
適
応
策
と
し
て
、
﹁
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
取
組
﹂
を
、
あ
ら

ゆ
る
主
体
と
連
携
し
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

【
公
園
事
業
と
の
連
携
】

　

公
園
の
新
設
や
再
整
備
に
併
せ
て
、

保
水
・
浸
透
・
蒸
発
散
機
能
の
向
上
を

目
的
に
、
貯
留
砕
石
基
盤
を
導
入
す
る

な
ど
、
公
園
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　

【
農
地
連
携
】

　

雨
水
の
保
水
・
浸
透
機
能
の
向
上
を

図
る
た
め
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

に
よ
る
農
地
の
傾
斜
改
善
に
お
い
て
連

携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

【
道
路
事
業
と
の
連
携
】

　

従
来
の
雨
水
浸
透
ま
す
等
の
整
備
に

加
え
、
歩
道
・
植
樹
ま
す
の
活
用
に
よ

る
道
路
事
業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

鈴木　拓馬 芳川　忍
基
盤
維
持
、
良
好
な
環
境
の
創
造
、
環

境
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
発
展
、
長
期
的
な

健
全
経
営
︶
に
基
づ
き
、
３
つ
の
﹁
手

法
﹂
︵
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
通
じ
た
施
設
の
状
態
把
握

・
既
存
施
設
の
活
用
︶
を
取
り
入
れ
、

６
つ
の
柱
で
効
率
的
・
効
果
的
に
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
を
基
本
的
考
え
方
と

し
て
い
ま
す
。

■
計
画
期
間
中
の 

主
な
取
り
組
み

（
１
）
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
・
再

整
備

　

本
市
で
は
１
９
６
０
年
代
以
降
、
短

期
間
に
膨
大
な
施
設
の
整
備
を
行
っ
て

き
た
た
め
、
今
後
、
施
設
の
更
新
時
期

が
集
中
的
に
到
来
し
、
事
業
費
が
増
大

し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

図２　スクリーニング調査の実施（左・中　ノズルカメラ、右　撮影画像）

■
財
政
の
見
通
し

　

（
１
）
財
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方

　

計
画
期
間
中
の
財
政
運
営
の
基
本
的

考
え
方
は
、
現
行
の
下
水
道
使
用
料
単

価
・
体
系
を
維
持
し
つ
つ
、
健
全
な
財

政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
事
業
運
営
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

（
２
）
下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
使
用
料
は
12
年
度
～
16
年
度

ま
で
の
５
カ
年
の
実
績
を
元
に
、
人
口

等
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
、
水
量
段
階

別
の
推
計
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
の
人

口
は
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減

少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、
１
世
帯

当
た
り
の
人
員
の
減
少
等
の
影
響
に
よ

り
、
１
件
︵
１
戸
１
カ
月
︶
当
た
り
の

平
均
排
水
量
は
減
少
傾
向
で
推
移
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
世
帯
数
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
延

調
停
件
数
︵
月
毎
の
使
用
者
数
累
計
︶

や
大
口
排
出
量
が
微
増
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
現
行
の
使
用

料
体
系
・
単
価
で
計
画
期
間
中
の
使
用

料
収
入
見
込
み
を
積
算
す
る
と
お
お
む

ね
横
ば
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

（
３
）
維
持
管
理
費
等

　

下
水
道
管
の
点
検
調
査
の
た
め
の
費

用
や
、
ポ
ン
プ
場
揚
水
施
設
稼
働
に
伴

う
動
力
費
の
増
加
に
よ
り
、
物
件
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
施
設
更

新
の
増
加
に
伴
い
減
価
償
却
費
等
が
増

加
す
る
た
め
、
前
計
画
期
間
４
カ
年
合

計
に
比
べ
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

（
４
）
企
業
債
未
償
還
残
高

　

計
画
期
間
中
の
企
業
債
発
行
額
は
、

前
計
画
期
間
４
カ
年
の
合
計
を
上
回
る

約
２
３
６
８
億
円
の
見
込
み
で
す
。
う

ち
、
下
水
道
整
備
事
業
充
当
債
の
発
行

額
は
、
下
水
道
整
備
費
の
増
加
に
伴

い
、
前
計
画
期
間
４
カ
年
の
合
計
を
上

回
る
約
１
３
６
７
億
円
の
見
込
み
で

す
。
な
お
、
資
本
費
平
準
化
債
は
発
行

し
な
い
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
債
未
償
還
残
高
は
、
17
年
度
末

の
約
７
２
４
７
億
円
か
ら
21
年
度
末
の

約
６
５
５
３
億
円
へ
と
約
６
９
４
億
円

削
減
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
計
画

期
間
中
の
企
業
債
償
還
額
は
、
前
計
画

期
間
４
カ
年
合
計
に
比
べ
、
約
５
１
４

億
円
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

■
お
わ
り
に

　

本
市
で
は
１
９
７
０
年
代
以
降
、
集

中
的
に
施
設
整
備
を
進
め
、
今
で
は
11

水
再
生
セ
ン
タ
ー
、
２
汚
泥
資
源
化
セ

ン
タ
ー
、
約
１
万
１
９
０
０
㌔
㍍
に
及

ぶ
下
水
道
管
な
ど
、
総
額
で
２
兆
円
を

超
え
る
膨
大
な
資
産
を
有
す
る
に
至

り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
皆
様
が
下
水

道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
膨
大
な
施
設
は
続
々
と

耐
用
年
数
を
迎
え
、
老
朽
化
の
進
行
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
頻
発
す

る
大
地
震
や
局
地
的
大
雨
や
地
球
温
暖

化
へ
の
対
応
も
急
務
で
あ
り
、
公
共
用

水
域
の
水
質
向
上
や
技
術
力
を
生
か
し

た
国
際
展
開
の
要
請
を
含
め
、
下
水
道

事
業
へ
の
期
待
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
﹁
横

浜
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画
２
０

１
８
﹂
で
は
、
現
在
・
将
来
の
横
浜
市

民
の
下
水
道
事
業
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
と
応
え
、
課
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
と
の

連
携
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
既
存
施

設
の
状
態
把
握
・
既
存
施
設
活
用
の
手

法
を
取
り
入
れ
、
効
率
的
、
効
果
的
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

同
時
に
、
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を

残
さ
な
い
よ
う
健
全
な
財
政
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
施
策
展
開
を
支
え
る
持

続
可
能
な
経
営
基
盤
を
よ
り
強
固
に
し

て
い
き
ま
す
。
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図４　下水道使用料収入の実績と見込み
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本
市
で
は
、

浸
水
被
害
を
受

け
た
地
区
を
重

点
的
に
整
備

し
、
目
標
整
備

水
準
の
降
雨
に

対
す
る
浸
水
被

害
解
消
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み

を
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も

に
、
被
害
を
最

小
化
・
回
避
す

る
適
応
の
観
点

を
取
り
入
れ
、

局
地
的
な
大
雨

な
ど
整
備
水
準

を
超
え
る
降
雨

に
対
し
て
情
報

提
供
の
充
実
に

よ
る
被
害
の
回

避
な
ど
、
自
助

・
共
助
の
促
進

支
援
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
と

ワイヤーによる
口径制御

管路更生事業部 TEL 03（5521）0756

新 開 発建設技術審査証明 取得
2019年3月

SPR工法の特長を継承。そしてさらなる進化へ

既設管径:φ1000～1500mm（800～2000mmまで順次拡大）

複合管
更生工法 工法SPR-NX

小型製管機●徹底した施工機材の小型化により、流下阻害が
ほぼゼロ!!
高水深管きょ、ゲリラ豪雨等による
急な水位上昇にも対応可能!!

●支保工レス注入技術（浮上防止のみ）により、
少ない資材で素早く施工!!

●徹底した施工機材の
施工力革新!

注入技術により
安全・短工期で施工可能!!

注注
全安全全 短短 期 施施 可可能

小型製管機・支保レス

30%短縮
設置・撤去工の
省力化で工期を

支保工レスにより
最
大

φ1000mm  L＝100mの場合における工期シミュレーション

－施工実績1,100kmに迫る－
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環
境
創
造
局
下
水
道
施
設
部
下
水
道
施
設
整
備
課
　
矢
野
　
明
信

腐
食
劣
化
対
策 

調
査
か
ら
維
持
管
理
ま
で
一
貫
体
制

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――施設の維持管理・再整備
■
は
じ
め
に 

　

本
市
で
は
、
11
カ
所
の
水
再
生
セ
ン

タ
ー
と
２
カ
所
の
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ

ー
を
有
し
て
お
り
、
１
９
６
２
年
に
中

部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
が
供
用
開
始
し
た

の
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
い
施
設
で
は

供
用
開
始
よ
り
50
年
以
上
が
経
過
し
て

い
る
。
今
後
も
各
水
再
生
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
の
供
用

年
数
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化
施
設
が

増
加
し
、
更
新
時
期
が
集
中
す
る
こ
と

に
伴
い
事
業
費
が
増
大
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
市
民
生
活
に
お
い
て

生
活
基
盤
・
社
会
基
盤
で
あ
る
下
水
道

は
機
能
を
継
続
的
に
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
老
朽
化
対
策
の
み
な
ら
ず

耐
震
性
能
の
確
保
な
ど
機
能
を
維
持
・

向
上
さ
せ
な
が
ら
施
設
の
長
寿
命
化
を

推
進
し
、
事
業
費
の
平
準
化
を
図
る
こ

と
が
必
須
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
。

■
腐
食
劣
化
対
策
の
変
遷 

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
で
は
標
準
的

な
耐
用
年
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
特
に
下
水
道
特
有
の
過
酷
な
環
境

下
に
晒
さ
れ
る
部
材
等
に
つ
い
て
は
、

硫
化
水
素
に
起
因
す
る
腐
食
劣
化
対
策

を
怠
ら
ず
、
適
切
な
処
置
を
施
す
必
要

が
あ
る
。

　

水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施
設
、

汚
泥
処
理
施
設
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
化
学
的
侵
食
に
つ
い
て
は

80
年
代
よ
り
顕
在
化
し
始
め
て
い
た
。

当
初
は
こ
う
し
た
現
象
に
対
す
る
技
術

的
な
知
見
や
実
績
も
乏
し
い
中
で
模
索

し
た
経
緯
が
あ
り
、
タ
ー
ル
エ
ポ
キ
シ

樹
脂
を
用
い
た
簡
易
的
な
防
食
劣
化
対

策
を
行
っ
て
い
た
。
本
市
が
本
格
的
に

腐
食
劣
化
対
策
に
着
手
し
始
め
た
の

が
、
日
本
下
水
道
事
業
団
で
﹁
コ
ン
ク

リ
ー
ト
防
食
塗
装
指
針
︵
案
︶
﹂
が
策

定
さ
れ
た
87
年
以
降
に
な
る
。
89
年
に

は
、
汚
泥
濃
縮
槽
に
初
め
て
セ
ラ
ミ
ッ

ク
パ
ウ
ダ
ー
入
り
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
用

い
た
防
食
被
覆
を
施
し
、
そ
の
後
多
く

の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
現
在

は
、
施
設
機
能
の
維
持
お
よ
び
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
防
食
工

事
等
の
計
画
的
な
改
築
・
更
新
を
行
っ

て
い
る
。
防
食
工
事
を
行
う
た
め
に

は
、
該
当
す
る
系
列
の
水
処
理
施
設
、

汚
泥
処
理
施
設
の
運
転
を
休
止
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
防
食
工
事
と
合
わ
せ

て
そ
の
他
土
木
・
機
械
・
電
気
工
事
に

つ
い
て
も
一
体
的
に
実
施
す
る
の
が
、

効
率
的
か
つ
経
済
的
で
あ
り
、
施
設
の

運
転
に
与
え
る
影
響
も
最
小
限
に
と
ど

め
ら
れ
る
た
め
配
慮
し
た
い
。

■
点
検
調
査
の
必
要
性
と 

調
査
内
容

　

予
防
保
全
的
な
観
点
で
は
、
事
前
の

点
検
調
査
に
よ
り
施
設
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
特

に
汚
泥
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
想
定

を
超
え
る
よ
う
な
劣
化
が
確
認
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
、
標
準
耐
用
年
数
以
下
で

も
防
食
機
能
が
完
全
に
損
な
わ
れ
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
に
深
刻
な
劣
化
が
発

生
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
ま
た
汚
泥

処
理
施
設
は
、
頻
繁
に
水
槽
を
空
け
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
劣
化
状
態
を
確

認
で
き
な
い
ま
ま
劣
化
状
況
を
想
定

し
、
施
工
時
に
想
定
以
上
の
劣
化
が
発

覚
す
る
よ
う
な
事
案
が
多
く
見
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
工

事
の
設
計
変
更
で
対
応
で
き
な
い
場
合

は
、
工
事
を
中
断
し
て
別
途
工
事
を
行

う
ま
で
水
槽
を
停
止
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
防
食
工
事
を
行

う
少
な
く
と
も
２
年
前
に
は
点
検
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
詳
細

設
計
を
行
う
こ
と
で
精
度
の
高
い
改
築

計
画
を
立
案
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　

土
木
施
設
の
点
検
調
査
は
、
目
視
点

検
調
査
を
主
体
と
す
る
１
次
点
検
調
査

（
写
真
１
）
と
物
理
化
学
試
験
等
を
取

り
入
れ
た
２
次
点
検
調
査
を
組
み
合
わ

せ
た
手
法
と
し
、
１
次
点
検
調
査
と
２

次
点
検
調
査
の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
構
造
物
に
生
じ
る
劣
化
を
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

　

１
次
点
検
調
査
は
、
対
象
構
造
物
の

状
況
や
構
造
物
の
劣
化
原
因
等
の
事
前

情
報
を
調
査
し
、
周
辺
環
境
と
包
括
的

な
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
定
性
的
な

診
断
で
あ
り
、
診
断
結
果
は
防
食
技
術

選
定
の
前
提
条
件
と
な
る
ほ
か
、
防
食

抑
制
手
段
を
実
施
す
る
う
え
で
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
す
る
。
１
次
点
検
調

査
は
、
目
視
調
査
を
主
体
と
し
て
実
施

す
る
が
、
目
視
点
検
調
査
だ
け
で
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
内
部
の
状
態
を
把
握
す
る

写真１ １次点検実施状況 写真２　返流水槽（鉄筋露出・防食はがれ）

写真３　反応タンクの中性化状況 写真４　最終沈殿池の中性化状況

図２「はめこみ式」模式図

こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
目
視
調
査

と
共
に
ハ
ン
マ
ー
等
を
用
い
た
打
音
検

査
を
行
い
、
打
音
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
の
程
度
を
推
測
す
る
。

　

１
次
点
検
調
査
の
あ
と
、
施
設
に
生

じ
る
劣
化
の
状
況
に
応
じ
て
構
造
体
に

生
じ
る
劣
化
の
定
量
的
な
評
価
を
目
的

と
す
る
２
次
点
検
調
査
を
実
施
す
る
。

２
次
点
検
調
査
の
目
的
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
構
造
的
︵
耐
久
的
︶
健
全
性
の

評
価
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
お
か
れ
た
周

辺
環
境
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ

ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
法
に
よ
る
中
性

化
深
さ
や
圧
縮
強
度
試
験
、
鉄
筋
腐
食

調
査
な
ど
の
物
理
化
学
試
験
等
に
よ

り
、
劣
化
原
因
の
特
定
や
健
全
度
の
評

価
を
行
い
、
長
寿
命
化
対
策
工
事
の
要

否
に
つ
い
て
判
定
す
る
。

　

施
設
の
基
本
情
報
や
点
検
調
査
結
果

お
よ
び
修
繕
・
再
整
備
履
歴
に
関
す
る

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
し
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
で
、
膨
大
な
施
設

情
報
の
一
元
管
理
や
劣
化
予
測
等
に
も

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
改

築
計
画
の
立
案
等
が
可
能
と
な
る
。

■
点
検
調
査
の
事
例 

　

下
水
道
施
設
で
特
徴
的
に
見
ら
れ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
は
、
硫
化
水
素

に
起
因
す
る
硫
酸
に
よ
る
化
学
的
侵
食

で
あ
る
。
進
行
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

で
は
、
表
面
が
脆
弱
化
し
て
容
易
に
剥

離
し
た
り
、
鉄
筋
の
腐
食
に
よ
る
体
積

膨
張
に
よ
り
、
か
ぶ
り
部
分
が
剥
落
し

た
り
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
（
写
真

２
）
。

　

ま
た
、
本
市
の
点
検
調
査
で
は
、
硫

化
水
素
に
起
因
す
る
劣
化
に
加
え
、
二

酸
化
炭
素
が
高
濃
度
に
存
在
す
る
反
応

タ
ン
ク
等
に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い

る
。
近
年
の
調
査
で
は
複
数
の
反
応
タ

ン
ク
に
お
い
て
、
気
相
部
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
が
一
般
居
室
と
比
べ
非
常
に
大

き
く
、
中
性
化
の
進
行
が
著
し
い
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
、

４
）
。
二
酸
化
炭
素
に
よ
る
中
性
化

は
、
硫
酸
に
よ
る
化
学
的
侵
食
と
は
異

な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
自
体
が
脆
弱
化

す
る
こ
と
は
な
い
が
、
ひ
び
割
れ
の
存

在
に
よ
り
鉄
筋
位
置
ま
で
中
性
化
が
進

行
す
る
こ
と
に
よ
り
鉄
筋
腐
食
を
誘
発

し
、
鉄
筋
の
断
面
減
少
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
剥
落
、
耐
荷
力
の
低
下
を
引
き
起

こ
す
。
こ
の
た
め
、
本
市
で
は
高
濃
度

の
二
酸
化
炭
素
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
防
食
を
施
し
、
定
期
的
・
継
続
的

な
点
検
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

■
覆
蓋
更
新
事
業
に
つ
い
て 

　

昭
和
30
～
40
年
代
に
稼
働
し
た
多
く

の
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施
設

は
、
覆
蓋
等
を
施
さ
ず
に
供
用
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
周
辺
環
境
の
配
慮
か
ら

昭
和
50
年
代
前
半
か
ら
最
初
沈
殿
池
や

反
応
タ
ン
ク
な
ど
の
開
口
部
に
臭
気
対

策
等
と
し
て
覆
蓋
を
設
置
し
て
い
る
。

　

下
水
処
理
と
い
う
特
殊
な
環
境
や
経

年
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
腐
食
等
の

か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
等

の
上
に
後
か
ら
載
せ
た
﹁
あ
と
の
せ

式
﹂
（
図
２
）
に
変
更
す
る
こ
と
で
、

梁
や
壁
な
ど
の
部
材
で
覆
蓋
の
荷
重
を

支
持
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

15
年
に
は
、
08
年
か
ら
12
年
度
ま
で

に
取
り
組
ん
だ
覆
蓋
更
新
５
カ
年
計
画

の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
覆
蓋
更
新
設
計

マ
ニ
ュ
ア
ル
︵
案
︶
の
改
定
を
行
い
、

﹁
更
新
時
の
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
と

﹁
維
持
管
理
作
業
上
使
用
す
る
蓋
・
開

口
部
周
り
の
安
全
対
策
の
考
え
方
﹂
に

つ
い
て
よ
り
明
確
化
し
た
。
覆
蓋
更
新

後
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き

定
期
的
な
点
検
等
を
実
施
し
、
点
検
結

果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
更
新
担
当
部

門
の
み
な
ら
ず
他
の
部
門
へ
も
展
開

し
、
総
合
的
な
更
新
計
画
と
し
て
策
定

し
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

覆
蓋
の
点
検
方
法
は
、
原
則
と
し
て

目
視
観
察
と
し
、
蓋
、
受
枠
の
劣
化
お

よ
び
こ
れ
を
支
持
す
る
床
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
化
を
確
認
す
る
。
点
検
結
果

は
、
覆
蓋
点
検
シ
ー
ト
に
記
載
し
保
管

す
る
と
と
も
に
、
結
果
の
蓄
積
に
よ

り
、
劣
化
等
の
傾
向
把
握
だ
け
で
な
く

覆
蓋
更
新
計
画
の
見
直
し
や
覆
蓋
更
新

の
改
善
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い
る
。

■
お
わ
り
に 

　

防
食
工
事
お
よ
び
覆
蓋
工
事
は
、
調

査
・
診
断
・
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

ま
で
一
貫
し
た
体
制
の
充
実
が
そ
の
機

能
発
揮
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
、
工

事
竣
工
後
も
定
期
的
な
点
検
の
実
施
等

に
よ
り
不
具
合
の
早
期
発
見
や
そ
の
対

応
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
施
設
の
機
能

確
保
や
長
寿
命
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
持
続
可
能
な
基
盤
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源

を
基
に
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
引
き
続
き
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
再
整
備
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

劣
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
蓋
受

枠
部
を
含
め
た
覆
蓋
の
安
全
対
策
等
を

重
点
に
施
設
の
安
全
性
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
２
０
０
８
年
度
に

﹁
覆
蓋
更
新
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
︵
案
︶﹂

を
作
成
し
た
。

　

硫
化
水
素
、
二
酸
化
炭
素
の
影
響
の

恐
れ
が
あ
る
場
所
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
化
が
発
生
し
や
す
い
だ
け
で
な

く
、
覆
蓋
自
体
の
劣
化
が
進
行
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
供
用
環
境

に
あ
る
覆
蓋
受
枠
を
支
え
る
床
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
つ
い
て
も
劣
化
が
進
行
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
覆
蓋
設
置
方

法
を
見
直
し
、
安
全
を
最
優
先
と
し
た

更
新
を
行
っ
て
い
る
。
覆
蓋
設
置
方
法

は
、
受
枠
と
蓋
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
床
面
と
同
一
に
な
る
よ
う
に

設
置
し
た
﹁
は
め
こ
み
式
﹂
（
図
１
）図１「あとのせ式」模式図

中性化が進⾏

中性化は
⾒られない
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メ
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ト
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担
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課
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石
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智
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江
里

施
設
の
耐
震
化
と
ト
イ
レ
機
能
確
保

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――減災の視点を取り入れた地震対策
■
は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
地
と
な

っ
た
東
北
地
方
を
中
心
に
、
地
震
や
津

波
に
よ
り
多
く
の
下
水
道
施
設
が
未
曾

有
の
被
害
を
受
け
、
汚
水
の
溢
水
等
に

よ
り
、
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
い
状
態

が
発
生
し
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響

が
生
じ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

横
浜
市
は
、
広
大
な
面
積
を
持
つ
政

令
指
定
都
市
で
あ
り
、
人
口
が
多
く
、

災
害
が
起
き
た
時
の
影
響
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
震
対

策
は
本
市
に
と
っ
て
優
先
的
に
進
め
て

い
く
べ
き
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
﹁
下

水
道
施
設
の
耐
震
化
﹂
と
﹁
被
災
時
の

ト
イ
レ
機
能
確
保
﹂
に
加
え
、
﹁
下
水

道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
危
機
管
理
体
制
の

確
保
﹂
を
行
い
、
防
災
と
減
災
の
両
面

図１　災害用ハマッコトイレの案内

図２　地域防災拠点等につながる流末枝線管きょ（赤線で表示）の模式図

写真１　ＢＣＰ図上訓練の様子

写真２　ＩＣＴを活用した実地訓練

か
ら
対
策
を
推
進
し
、
被
災

時
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
の

最
小
化
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■
下
水
道
施
設
の 

耐
震
化

　

（
１
）
水
再
生
セ
ン
タ
ー

避
難
、
救
命
救
急
活
動
お
よ
び
消
火
活

動
を
効
率
的
に
、
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
は
、
道
路
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
今
般

の
大
震
災
に
お
い
て
、
物
資
輸
送
は
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
陸
上
輸
送
が
大
部
分
を

占
め
て
お
り
、
緊
急
輸
送
路
の
耐
震
化

を
進
め
、
道
路
啓
開
に
備
え
る
こ
と

は
、
震
災
の
被
害
を
最
小
化
し
、
早
期

復
旧
を
図
る
た
め
に
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

本
市
の
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

緊
急
輸
送
路
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮

上
を
防
止
す
る
対
策
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
は
液
状
化
被
害
想
定
区
域
内

の
合
流
式
下
水
道
区
域
を
対
象
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
鉄
道
軌
道
下
に
お
い
て
は
、
布

設
さ
れ
て
い
る
下
水
道
管
が
地
震
で
破

断
し
、
陥
没
事
故
や
列
車
の
長
時
間
に

及
ぶ
運
航
停
止
等
を
引
き
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
下
水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
て

お
り
、
国
の
﹁
防
災
・
減
災
、
国
土　

強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
﹂

の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
下
水
道
管
の
耐
震

化
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

■
被
災
時
の
ト
イ
レ
機
能
の 

確
保

　

（
１
）
地
域
防
災
拠
点
等
に
お
け
る

ト
イ
レ
機
能
の
確
保

　

下
水
道
が
有
す
る
機
能
の
中
で
も
、

ト
イ
レ
機
能
は
市
民
生
活
と
密
接
に
関

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
避
難
生
活
は

精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
負
担
に
な
る

た
め
、
食
べ
る
こ
と
、
排
せ
つ
す
る
こ

と
、
通
常
で
あ
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と

が
普
段
以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
過

去
の
震
災
で
は
、
ト
イ
レ
機
能
が
制
限

さ
れ
、
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を
減
ら
す

た
め
に
水
分
を
控
え
た
こ
と
で
慢
性
的

な
脱
水
状
態
と
な
る
な
ど
、
地
域
住
民

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
例
も
あ

り
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
へ
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
災
害
時
に
多
く
の
人
が

集
ま
る
地
域
防
災
拠
点
︵
小
・
中
学

校
︶
や
市
・
区
役
所
の
庁
舎
、
災
害
拠

点
病
院
︵
液
状
化
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

に
あ
る
、
災
害
時
の
医
療
救
急
活
動
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
︶

に
お
い
て
、
災
害
時
に
も
ト
イ
レ
機
能

て
、
23
年
度
の
完
了
を
目
標
と
し
、
整

備
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
市
で
は
、
発
災
時
に
、
市
民

の
方
々
が
地
域
防
災
拠
点
の
運
営
を
担

う
た
め
、
市
民
の
方
々
に
よ
る
ス
ム
ー

ズ
な
ト
イ
レ
運
営
と
防
災
意
識
の
向
上

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行

っ
て
い
ま
す
。
職
員
が
地
域
防
災
拠
点

ご
と
に
行
わ
れ
る
訓
練
へ
参
加
し
、
地

域
住
民
に
利
用
方
法
を
お
伝
え
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
模
型
を
作
成
し
、
各

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
展
示
や
、
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
に
疑
似
体
験
施
設
を
設
置

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
ま
た
設
置
か

ら
利
用
ま
で
の
説
明
動
画
を
作
成
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
と
と

も
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
各
地
域
防
災
拠
点
へ
の

配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

ハ
マ
ッ
コ
ト
イ
レ
と
い
う
名
称
は
、
市

民
の
方
が
接
し
や
す
く
呼
び
や
す
い
名

称
に
す
る
こ
と
で
訓
練
や
災
害
時
に
も

役
立
つ
と
考
え
、
愛
称
を
公
募
し
て
命

名
し
た
も
の
で
す
。

　

（
２
）
流
末
枝
線
管
き
ょ
の
耐
震
化

　

災
害
時
に
お
い
て
も
災
害
用
ハ
マ
ッ

コ
ト
イ
レ
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め

に
、
地
域
防
災
拠
点
や
、
災
害
時
の
応

急
復
旧
活
動
拠
点
︵
市
・
区
役
所
や
土

木
事
務
所
等
︶
、
災
害
拠
点
病
院
等

︵
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
等
︶
に
つ

な
が
る
下
水
道
管
︵
流
末
枝
線
管
き

ょ
︶
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
（
図

２
）
。

に
お
け
る
簡
易
処
理
機
能
の
確
保

　

水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
水
処
理
施
設
が

被
災
し
た
場
合
で
も
、
被
災
状
況
に
よ

り
必
要
な
系
列
で
汚
水
全
量
の
簡
易
処

理
機
能
︵
揚
水
施
設
↓
沈
殿
施
設
↓
消

毒
施
設
︶
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
水
再

生
セ
ン
タ
ー
、
ポ
ン
プ
場
お
よ
び
汚
泥

資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
、
津
波
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
Ｌ
２
地
震
動
で
計
算
を
行
い
、

耐
震
性
が
な
い
場
所
に
対
し
て
補
強
工

事
を
進
め
て
お
り
、
21
年
に
は
約
８
割

の
施
設
の
耐
震
化
が
完
了
予
定
で
す
。

ま
た
設
備
や
施
設
に
関
し
て
は
、
民
間

業
者
団
体
と
災
害
時
の
応
急
措
置
の
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

体
制
確
保
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
緊
急
輸
送
路
お
よ
び
鉄
道
軌

道
下
の
耐
震
化

　

震
災
発
生
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
道

路
交
通
の
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

■
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
危

機
管
理
体
制
の
確
保

　

（
１
）
背
景

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
被
災
地
で
支

援
活
動
を
行
っ
た
本
市
職
員
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

﹁
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
早
期
に
策
定
す
べ

き
﹂
と
の
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
教
訓
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
と
い
う

機
運
の
高
ま
り
を
受
け
、
12
年
３
月
に

外
部
か
ら
専
門
委
員
を
招
き
、
﹁
横
浜

市
下
水
道
業
務
継
続
計
画
︵
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︶

︻
地
震
・
津
波
編
︼
検
討
部
会
﹂
︵
以

下
、
検
討
部
会
︶
を
設
置
し
ま
し
た
。

検
討
部
会
の
報
告
書
が
12
年
８
月
に
ま

と
ま
っ
た
後
、
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
︵
﹁
本
庁
編
﹂
、
﹁
管
路
編
﹂
、

﹁
処
理
施
設
編
﹂
︶
を
組
織
し
て
10
月

に
は
本
格
的
に
策
定
作
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
検
討
過
程
の
資
料
は
全

て
下
水
道
関
連
の
全
職
員
と
共
有
し
、

素
案
完
成
時
に
は
１
０
０
件
を
超
え
る

多
く
の
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の

意
見
を
基
に
、
再
度
検
討
を
重
ね
、
13

年
３
月
に
﹁
横
浜
市
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ

︻
地
震
・
津
波
編
︼
第
１
版
﹂
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
14
年
９
月
に
は

﹁
全
市
版
﹂
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、﹁
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
﹂
︵
Ｐ
ｌ
ａ

ｎ
︶
の
非
常
時
対
応
計
画
お
よ
び
そ
の

改
善
に
つ
な
が
る
教
育
訓
練
計
画
・
事

前
対
策
計
画
の
実
施
内
容
︵
Ｄ
ｏ
︶
に

つ
い
て
定
期
的
な
点
検
・
評
価
︵
Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ
︶
を
行
い
、
職
員
が
被
災
時
に

遅
延
な
く
適
切
に
業
務
取
り
組
め
る
よ

う
﹁
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
﹂
に
反
映
︵
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
︶
す
る
と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

手
法
に
よ
る
見
直
し
に
よ
り
、﹁
横
浜
市

下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︻
地
震
・
津
波
編
︼
第

２
版
﹂と
し
て
改
訂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
訓

練
　

13
年
か
ら
横
浜
市
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
図

上
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）
。
職
員
へ
の
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
定

を
確
保
で
き
る
よ
う
災
害

用
ハ
マ
ッ
コ
ト
イ
レ
︵
災

害
時
下
水
道
直
結
式
仮
設

ト
イ
レ
、
図
１
︶
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来

の
仮
設
ト
イ
レ
は
、
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
に
よ
る
汲
み

取
り
式
で
し
た
が
、
災
害

時
の
交
通
機
能
障
害
や
現

在
の
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
保

有
台
数
を
考
慮
す
る
と
、

必
要
な
汲
み
取
り
頻
度
を

確
保
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
汚
物

を
貯
留
す
る
ト
イ
レ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
臭
気
を
は

じ
め
と
す
る
衛
生
上
の
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害

用
ハ
マ
ッ
コ
ト
イ
レ
は
、

公
共
下
水
道
管
に
直
結
す

る
形
式
で
あ
り
、
プ
ー
ル

な
ど
の
水
を
使
用
し
て
一

定
間
隔
で
洗
浄
す
る
仕
組

み
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
災
害
時
に
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
０

年
か
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
市
内
４

５
９
カ
所
の
地
域
防
災
拠
点
等
に
つ
い

災
害
時
に
職
員
自
身
が
具
体
的
に
何
を

行
う
か
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
な
ど
、
効

果
の
高
い
訓
練
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
３
）
下
水
道
災
害
情
報
集
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入

　

横
浜
市
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
図
上
訓
練
に

伴
っ
て
、
調
査
・
復
旧
作
業
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

日
本
全
国
で
住
宅
地
図
を
刊
行
す
る
ゼ

ン
リ
ン
と
の
公
民
連
携
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ

︵
情
報
通
信
技
術
︶
を
活
用
し
た
実
地

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）
。

　

実
地
訓
練
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
用
し
、
本
市
で
日
常
の
維
持
管
理

等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
同
社
の

住
宅
地
図
と
下
水
道
台
帳
図
、
地
域
防

災
拠
点
流
末
管
、
メ
ッ
シ
ュ
番
号
や
マ

ン
ホ
ー
ル
番
号
等
の
電
子
情
報
を
重
ね

合
わ
せ
た
電
子
住
宅
地
図
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
実
際
に
災
害
派
遣
さ
れ

た
職
員
の
経
験
を
踏
ま
え
、
下
水
道
に

関
わ
る
職
員
全
体
で
災
害
復
旧
の
知
識

や
経
験
を
共
有
し
、
そ
の
上
で
本
市
被

災
時
の
災
害
復
旧
対
応
に
生
か
せ
る
よ

う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
入
力
項
目
な
ど

を
工
夫
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
災
害
支
援
で
は
、
現
地
の
土

地
勘
が
な
く
、
下
水
道
台
帳
と
現
地
が

一
致
し
て
い
る
か
の
判
断
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
下
水
道
台
帳
図
に
電
子
住
宅
地

図
が
重
な
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
確
認
が
即
座
に
可
能
と
な
り
、
さ
ら

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
現
在
地
が
確
認
で
き

る
た
め
、
被
災
時
に
土
地
勘
の
な
い
支

援
者
も
的
確
に
位
置
情
報
の
確
認
、
入

力
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

上
で
入
力
す
る
調
査
票
と
集
積
基
地
の

パ
ソ
コ
ン
が
リ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
で
作

業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
図
れ
ま
す
。

■
お
わ
り
に 

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
本
市
は
、
今
後
30
年
間
に
大
地

震
が
起
き
る
確
率
が
約
80
％
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
地
震
対
策
は
市
民
に

と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
か
ら
始
ま
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
は
、
横
浜
国
際
総
合
競
技

場
、
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
、

東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
な
ど
国
内

の
12
会
場
で
開
催
さ
れ
、
大
会
期
間
中

は
多
く
の
熱
戦
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
試
合
展
開
に
備
え
、
強

固
な
体
作
り
、
ス
ピ
ー
ド
の
強
化
、
豊

富
な
戦
術
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
む
各

国
の
チ
ー
ム
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
に
対
し
、
﹁
防
災
﹂
の

取
り
組
み
、
被
災
時
の
﹁
減
災
﹂
の
取

り
組
み
、
そ
れ
ら
２
つ
の
取
り
組
み
の

計
画
策
定
を
進
め
る
本
市
下
水
道
事
業

に
と
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
、
他
都
市
、
業
界
団
体

等
と
引
き
続
き
連
携
し
、
災
害
時
の
対

応
力
の
維
持
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
本
市
下
水
道
事
業
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
、
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
精
緻

化
お
よ
び
検
証
等
を
図
り
、

事
前
対
策
、
非
常
時
対
応
の

両
面
か
ら
危
機
管
理
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
下
水
道
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
訓
練
を
毎
年

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
本
市
で
最
大
の

被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

﹁
元
禄
型
関
東
地
震
﹂
に
よ

る
下
水
道
施
設
の
被
害
や
機

能
停
止
を
想
定
し
た
状
況
付

与
型
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。
発
災
時
の
限

り
な
く
実
相
に
近
い
シ
ナ
リ
オ
を
仕
組

み
な
が
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
︵
進
行

側
︶
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
︵
訓
練
を
受
け
る

側
︶
と
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
通
じ
て
、
災
害
対
応
能
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
18

年
度
は
、
発
災
後
24
時
間
か
ら
開
始

し
、
発
災
後
５
日
経
過
ま
で
を
１
日
の

訓
練
時
間
に
集
約
し
実
施
し
て
お
り
、

発
生
の
24
時
間
後
か
ら
３
日
後
を
想
定

し
た
場
面
で
は
被
害
の
全
容
を
把
握
で

き
ず
、
下
水
道
管
の
調
査
を
行
う
た
め

に
他
都
市
に
応
援
を
要
請
す
る
シ
ナ
リ

オ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
４
～
５
日
後
の

段
階
で
は
、
市
民
に
対
す
る
下
水
道
使

用
制
限
は
不
要
と
判
断
し
た
も
の
の
、

被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
中
で
残
る
機
能

を
維
持
し
つ
つ
、
復
旧
を
ど
う
進
め
る

か
を
訓
練
の
中
で
体
験
し
ま
し
た
。
本

訓
練
は
、
震
災
後
の
対
応
の
問
題
点
や

改
善
項
目
が
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
実

務
的
な
計
画
へ
と
改
善
が
で
き
、
ま
た

  株式会社伊達建設
  中川ヒューム管工業株式会社
  株式会社水十水工業
  株式会社宮本工業所
  アクアインテック株式会社
  株式会社ホープ
  石川徳建設株式会社
  池田工業株式会社

【特別会員】
  東京都下水道サービス株式会社
  株式会社メーシック
  日本工営株式会社

【賛助会員】
  アルファ工業株式会社
  ノーブルマテリアル株式会社

【正会員】
  日本ヒューム株式会社
  株式会社武井工務所
  東信工業株式会社
  株式会社カワハラ
  松田建設工業株式会社
  三喜技研工業株式会社
  株式会社エムテック

〒160-0004　東京都新宿区四谷2-10-3（東亜グラウト工業株式会社内）
TEL: 03-5366-9818　FAX: 03-3355-1303
e-mail: ip-jimukyoku@icepig.org

アイスピグ管内洗浄工法

アイスピグ研究会
東亜グラウト工業㈱
㈱山越
藤野興業㈱
管清工業㈱
環清工業㈱

因幡環境整備㈱
㈱ＴＭＳ工業
五十嵐建設工業㈱
緑水工業㈱
㈱環境開発

共栄環境開発㈱
㈱環境管理センター
東日工業㈱
㈱関東特殊防水
㈱バイオテックス

九州ヒノデサービス販売㈱
㈱エース・ウォーター

夾雑物

アイスシャーベット

圧送管内の夾雑物をアイスシャーベットで包み込んで排出してしまう
アイスピグ管内洗浄工法が注目を集めています。
従来の洗浄工法をしのぎ、しかもエコロジーな本工法が、上下水道管
をはじめとしたあらゆる圧送管で威力を発揮します。
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環
境
創
造
局
下
水
道
計
画
調
整
部

下
水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
担
当
課
長 

石
井 

智
博
　
箱
田 

涼

官
民
連
携
で
浸
水
対
策
を
推
進

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――「適応」の観点を導入した新たな浸水対策
■
は
じ
め
に 

　

現
在
、
本
市
の
汚
水
整
備
率
は
１
０

０
％
に
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
一

方
、
雨
水
整
備
率
は
お
よ
そ
65
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
横
浜
市

特
有
の
山
坂
が
多
い
地
形
に
加
え
、
住

宅
の
密
集
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
施
工

の
難
易
度
が
上
が
り
、
整
備
が
長
期
化

す
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
地
球
温
暖
化
に
伴

う
気
候
変
動
の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
い

る
豪
雨
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
な
い
箇
所
に
お
い
て
も
局
所
的
な
浸

水
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
記
憶
に
新
し
い
﹁
平
成
30
年
７
月

豪
雨
﹂
で
は
、
西
日
本
か
ら
東
日
本
に

か
け
て
広
い
範
囲
で
記
録
的
大
雨
と
な

り
、
多
く
の
地
点
で
48
時
間
、
72
時
間

雨
量
の
観
測
史
上
１
位
の
値
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え

る
豪
雨
や
大
型
台
風
の
襲
来
に
よ
る
浸図１　横浜市下水道事業における目標整備水準とする降雨

図２　内水ハザードマップ

図３　エキサイトよこはま22将来市街地像図７　貯留施設モニタリングシステムイメージ図

図４　（仮称）神奈川処理区横浜駅周辺雨水幹線および東高島ポンプ場整備事業

図６　水位周知下水道イメージ図

　

横
浜
駅
は
、
１
日
延
べ
約
２
０
０
万

人
の
乗
降
客
数
が
あ
る
首
都
圏
有
数
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
す
。
09
年
12
月
に
、

国
際
化
へ
の
対
応
、
環
境
問
題
、
災
害

時
の
安
全
性
確
保
な
ど
の
課
題
を
解
消

し
、
﹁
国
際
都
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
進
め
る
た

め
の
指
針
と
し
て
、﹁
エ
キ
サ
イ
ト
よ
こ

は
ま
22
︵
横
浜
駅
周
辺
大
改
造
計
画
︶﹂

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）
。
エ
キ

サ
イ
ト
よ
こ
は
ま
22
で
は
、
将
来
の
ま

ち
の
あ
り
方
、
取
り
組
み
の
基
本
的
方

針
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
市
民
、
地
元
企
業
や
団
体
、
行
政

な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
が
こ

れ
を
共
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
駅
周
辺
は
、
首
都
圏
の
枢
要
な

地
域
で
あ
る
一
方
で
、
海
や
川
に
囲
ま

れ
、
低
い
地
盤
や
地
下
街
の
発
達
等
の

地
区
特
性
を
有
し
て
お
り
、
昨
今
の
局

地
的
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
浸
水
し
た

際
に
は
、
被
害
が
甚
大
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
災
害
リ
ス
ク
を
低

減
さ
せ
、
河
川
、
下
水
道
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
主
体
が
連
携
し
た
浸

水
対
策
を
実
施
し
、
防
災
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
訪

れ
、
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

（
２
）
横
浜
駅
周
辺
の
目
標
整
備
水

準
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

水
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る

こ
と
か
ら
、
雨
水
未
整
備
地
区
へ
の
対

応
を
進
め
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
浸
水

被
害
軽
減
を
目
的
と
し
た
雨
水
整
備
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
横
浜
駅
周
辺
で
検
討
を

進
め
て
い
る
﹁
官
民
連
携
し
た
浸
水
対

策
﹂
や
﹁
水
位
周
知
下
水
道
﹂
等
の
適

応
の
観
点
を
導
入
し
た
新
た
な
浸
水
対

策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
自
助
・
共
助
の
促
進
支
援

　

下
水
道
の
事
業
運
営
や
、
そ
れ
に
基

づ
く
施
策
展
開
の
目
標
と
取
り
組
み
を

掲
げ
た
４
カ
年
計
画
﹁
横
浜
市
下
水
道

事
業
中
期
経
営
計
画
２
０
１
８
﹂
を
18

年
11
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
で

は
、
目
標
整
備
水
準
の
降
雨
（
図
１
）

に
対
す
る
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
被
害
を

最
小
化
・
回
避
す
る
適
応
の
観
点
を
取

り
入
れ
、
局
地
的
な
大
雨
な
ど
整
備
水

準
を
超
え
る
降
雨
に
対
し
て
情
報
提
供

の
充
実
に
よ
る
被
害
の
回
避
な
ど
、
自

助
・
共
助
の
促
進
支
援
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
例
と
し
て
、
本
市
で
は
14
、
15
年

に
、
大
雨
時
に
下
水
道
や
水
路
に
起
因

し
た
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
、
水
深

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
ま
と
め
た

﹁
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂
（
図
２
）

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
マ

ッ
プ
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

地
域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
普
及
啓
発
活
動

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
横
浜
駅
周
辺
の
官
民
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り

　

（
１
）
エ
キ
サ
イ
ト
よ
こ
は
ま
22

■
既
存
施
設
の
有
効
活
用
に
向

け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
新
羽
末
広
幹
線

︵
貯
留
量
約
41
万
立
方
㍍
︶
や
小
机
千

若
雨
水
幹
線
︵
貯
留
量
約
22
・
８
万
立

方
㍍
︶
と
い
っ
た
大
規
模
貯
留
幹
線
の

ほ
か
、
30
近
い
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

流
域
の
浸
水
被
害
を
確
実
に
軽
減
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
計
画
降
雨
と
実
際
の

降
雨
で
は
降
雨
波
形
に
差
異
が
あ
る
た

め
、
降
雨
ご
と
に
貯
留
量
を
把
握
し
整

備
効
果
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
有
効
活
用
や
効

率
的
な
ポ
ン
プ
運
転
制
御
等
に
も
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
中
期
経
営
計
画
２
０

１
８
期
間
内
に
20
貯
留
施
設
︵
貯
留
量

約
40
万
立
方
㍍
︶
に
水
位
計
を
設
置

し
、
水
位
や
貯
留
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
（
図
７
）
。

■
お
わ
り
に 

　

本
市
で
は
、
雨
水
幹
線
等
の
整
備
に

つ
い
て
、
今
後
も
着
実
に
進
め
て
い
く

こ
と
に
加
え
、
情
報
提
供
の
充
実
に
よ

る
被
害
の
最
小
化
・
回
避
を
目
指
し
、

自
助
・
共
助
の
促
進
支
援
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
の
強
化
を
進
め

て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
、
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
Ｐ
Ｒ
動
画
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
の
公
開
な
ど
に
加

え
、
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｒ
な
ど
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
︵
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
︶
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
る
都
市
と

し
て
、
強
靱
な
都
市
づ
く
り
を
世
界
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
国
、
他
都
市
、
民

間
企
業
の
方
々
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
市
の
下
水
道
に
よ
る
浸
水
対
策

は
、
横
浜
市
下
水
道
計
画
指
針
︵
10
年

版
︶
に
お
い
て
、
目
標
整
備
水
準
を
設

定
し
実
施
し
て
お
り
、
時
間
降
雨
量
60

㍉
㍍
︵
10
年
に
一
度
の
降
雨
︶
に
対
応

し
た
雨
水
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
横
浜
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
エ
キ
サ
イ
ト
よ
こ
は
ま
22
の
指

針
の
通
り
、
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
整
備
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
限
定
し
た
新

た
な
整
備
水
準
と
し
て
、
横
浜
駅
周
辺

に
近
年
最
も
甚
大
な
浸
水
被
害
を
起
こ

し
た
、
04
年
10
月
の
台
風
22
号
と
同
等

の
時
間
降
雨
量
74
㍉
㍍
︵
30
年
に
一
度

の
降
雨
︶
に
対
応
し
た
下
水
道
を
整
備

し
ま
す
（
図
４
）
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
主
体

の
一
つ
で
あ
る
民
間
事
業
者
に
よ
る
浸

水
対
策
も
進
め
る
こ
と
と
し
、
開
発
に

合
わ
せ
て
敷
地
内
に
雨
水
貯
留
施
設
を

き
る
よ
う
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
（
図
５
）
。

　

（
３
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
避
難
行

動
の
た
め
の
情
報
提
供

　

ま
た
横
浜
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、
先

述
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
浸
水
対
策
の

ほ
か
、
水
位
周
知
下
水
道
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
15
年
の
水
防
法
改
正
に

よ
り
、
内
水
浸
水
に
関
わ
る
下
水
道
の

水
位
情
報
の
通
知
・
周
知
制
度
︵
水
防

法
第
13
条
の
２
︶が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
下
街
周
辺
等
の
公
共
下
水

道
を
﹁
水
位
周
知
下
水
道
﹂
と
し
て
指

定
し
、
水
位
や
雨
量
情
報
等
か
ら
溢
水

の
予
測
情
報
を
発
信
し
、
水
防
活
動
等

に
活
用
す
る
こ
と
で
被
害
の
最
小
化
・

回
避
を
図
る
も
の
で
す
（
図
６
）
。

　

横
浜
駅
周
辺
に
は
、
延
床
面
積
約
８

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
下
水
道

の
整
備
と
合
わ
せ
て
時
間
降
雨
量
82
㍉

㍍
︵
50
年
に
一
度
の
降
雨
︶
に
対
応
で

万
平
方
㍍
の
地
下
街
の
ほ

か
、
連
結
す
る
地
下
駐
車

場
、
駅
地
下
通
路
、
商
業
ビ

ル
等
、
多
く
の
地
下
施
設
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

水
位
計
測
機
器
を
４
カ
所
設

置
し
、
水
位
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
な
が
ら
、
雨
水
の
挙
動
解

析
を
行
う
と
と
も
に
、
計
測

機
器
の
精
度
・
特
性
、
設
置

箇
所
の
妥
当
性
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
防

災
部
局
や
地
下
街
管
理
者
へ

の
周
知
方
法
や
役
割
分
担
、

水
位
周
知
河
川
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
協
議
調
整
を
進

め
、
来
年
度
か
ら
水
位
情
報

の
提
供
開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

図５　官民連携した浸水対策の
　　　イメージ
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既設人孔耐震化工法
（ガリガリ君）
既設人孔耐震化工法既設人孔耐震化工法

■既設マンホールと管の接続部を非開削により耐震化

■レベル２地震動による管きょの屈曲、抜出し、突出しに対応

■本管内径２５０～７００㎜までの施工が可能

■更生済の管きょへの耐震性能付与も可能

耐震化

突出し・抜出し

屈曲

人孔内側 人孔外側人孔側壁

バックアップ材シーリング材

吸収ゴムブロック
ヒューム管

特 長

人孔側壁

～「東京都建設技術協会賞」受賞～～「東京都建設技術協会賞」受賞～

耐震一発くん耐震一発くん
特 長
■既存マンホールと更生管の接続部を非開削により耐震化
■レベル２地震動による管きょの屈曲、抜出し、突出しは新耐震基準に対応
■更生管の性能（呼び径、強度、弾性等）に影響のない工法
■管きょの更生と耐震化を短時間で安全・経済的に施工
■適用管径が８００㎜未満までの施工が可能

耐震一発くん
（更生管マンホール接続部耐震化工法）

屈
曲

突出し・抜出し

弾性湿潤
エポキシ樹脂

更生管

既設管耐震ゴムリング

モルタル仕上げ

ステディフィラー（目地材）

更生管

内径250mm～400mm用耐震化構造図

特 長
■液状化現象による既設マンホールの浮上を抑制
■わずかな作業スペースで安全・確実な施工が可能
■非開削工法のため地域住民の生活や交通への影響が少なく
　施工費も経済的
■東日本大震災において浮上抑制効果を確認

フロートレス工法フロートレス工法フロートレス工法
（マンホール浮上抑制工法） 過

剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

過
剰
間
隙
水
圧

～土木学会「技術開発賞」受賞～～土木学会「技術開発賞」受賞～

耐久性に優れ、損傷した管路の延命化・
ストックマネジメントに貢献する内面補強工法

不使用取付管
の充填閉塞工
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■
下
水
道
分
野
に
お
け
る
市
内
企
業

等
と
の
連
携
に
よ
る
国
際
展
開

　

昨
今
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
に

お
い
て
は
、
計
画
・
設
計
、
建
設
か
ら

運
営
ま
で
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
、
上
水
道

と
下
水
道
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
ト
ー

タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
企
業
が
新

興
国
等
に
お
い
て
上
下
水
道
分
野
の
ビ

ジ
ネ
ス
獲
得
に
向
け
た
活
動
を
展
開
す

る
中
で
、
政
策
立
案
や
事
業
経
営
、
維

持
管
理
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
自
治

体
と
の
連
携
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
本

市
が
諸
外
国
と
の
間
で
築
い
て
き
た
信

頼
関
係
を
生
か
し
て
、
新
興
国
等
の
行

政
機
関
に
対
し
て
政
策
立
案
や
計
画
策

定
等
を
支
援
し
、
水
環
境
対
策
の
加
速

化
と
投
資
の
拡
大
に
向
け
た
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
の
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
も
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

海
外
展
開
に
向
け
た
公
民
連
携
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
﹁
横
浜
水
ビ
ジ

ネ
ス
協
議
会
﹂
︵
以
下
、
協
議
会
。
11

年
11
月
設
立
。
19
年
５
月
末
現
在
１
７

３
社
が
登
録
︶
を
活
用
し
、
公
民
連
携

に
よ
る
国
際
展
開
に
関
す
る
情
報
共
有

・
意
見
交
換
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︵
国
際
協
力
機
構
︶
、
ア

ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
と
と
も
に
、
水
環

境
問
題
に
直
面
し
て
い
る
新
興
国
等
へ

会
員
企
業
と
同
行
し
、
技
術
協
力
や
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
を
探
る
調
査
等

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
横
浜
市
水
道
局
が
水
道
事
業

の
財
政
基
盤
の
強
化
等
を
目
的
と
し

て
、
10
年
に
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
設
立

し
ま
し
た
。
本
市
は
同
社
と
下
水
道
事

業
に
お
け
る
海
外
展
開
に
関
し
て
も
協

力
協
定
を
締
結
し
、
連
携
し
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
北
部
下
水
道
セ
ン
タ
ー
を

﹁
水
・
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
﹂

の
国
際
展
開
戦
略
拠
点
と
位
置
付
け
、

海
外
か
ら
の
視
察
受
け
入
れ
等
に
積
極

的
に
活
用
し
、
本
市
お
よ
び
協
議
会
会

員
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
効
果
的

に
発
信
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
海
外
の
水
環
境
分
野
の
技

術
者
の
み
な
ら
ず
、
政
策
決
定
権
を
有

す
る
中
央
省
庁
の
大
臣
級
や
自
治
体
首

長
級
の
要
人
な
ど
も
含
め
、
多
く
の
視

察
や
研
修
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
昨
年

度
の
受
入
実
績
は
25
件
で
35
カ
国
、
２

０
１
人
に
上
り
ま
す
。

環
境
創
造
局
下
水
道
計
画
調
整
部

下
水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
担
当
係
長
　
横
内
　
宣
明

公
民
連
携
に
よ
る
国
際
技
術
協
力
を
推
進

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――横浜下水道の国際展開
■
は
じ
め
に

 　
横
浜
港
は
１
８
５
９
︵
安
政
６
︶
年

に
開
港
し
て
以
来
、
﹁
進
取
の
気
風
﹂

を
受
け
継
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
と
・
も

の
・
こ
と
を
引
き
付
け
、
多
様
性
を
受

け
止
め
な
が
ら
、
横
浜
市
の
顔
と
し
て

発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
下
水
道
整

備
に
つ
い
て
も
、
横
浜
港
の
外
国
人
居

留
地
に
お
い
て
１
８
７
１
年
に
全
国
に

先
駆
け
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
震
災
、
戦
災
、
戦
後
の
米
軍
に
よ

る
接
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
見
舞

わ
れ
た
結
果
、
下
水
処
理
場
の
建
設
は

他
の
大
都
市
に
比
較
し
て
著
し
く
立
ち

遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
２
年
に
中
部
下
水
処
理
場

︵
現
中
部
水
再
生
セ
ン
タ
ー
︶
で
下
水

処
理
を
開
始
し
て
、
よ
う
や
く
本
格
的

な
汚
水
処
理
事
業
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。
昭
和
40
年
代
初
め
に
は
、
急
激
な

人
口
増
加
等
に
よ
り
、
横
浜
の
海
や
川

の
水
質
は
最
悪
の
時
代
に
あ
り
ま
し
た

が
、
法
の
整
備
や
下
水
処
理
場
の
整
備

の
進
展
に
伴
い
、
水
質
は
徐
々
に
回
復

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
80
年
か
ら
94
年

ま
で
の
15
年
間
に
つ
い
て
は
、
年
間
約

１
千
億
円
、
総
額
１
兆
９
千
億
円
の
巨

費
を
投
入
し
、
下
水
道
の
普
及
率
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
、
98
年
頃
に
は
ほ
ぼ

全
て
の
市
民
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
河
川
の

水
質
も
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
11
の
水
再
生
セ
ン
タ
ー
、
２
つ

の
汚
泥
資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
約
１
万
２

千
㌔
㍍
の
下
水
道
管
な
ど
、
膨
大
な
社

会
基
盤
ス
ト
ッ
ク
を
も
っ
て
、
約
３
７

０
万
人
の
市
民
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
長
年
の
下
水
道
事
業
運
営

に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
現
在
、
急
速
な
人
口
増
加
や
都

市
化
の
進
展
に
伴
い
、
河
川
や
海
域
等

の
水
質
悪
化
が
顕
在
化
す
る
新
興
国
等

の
都
市
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
が
、

国
際
貢
献
と
と
も
に
市
内
経
済
活
性
化

の
面
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
分
野
に
お
け
る
国
際

展
開
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
国
際
目
標
で
あ
る
﹁
持
続
可
能
な
開

発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︶
﹂
達
成
へ
の
貢

献
を
通
じ
、
都
市
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上

に
つ
な
げ
る
意
味
で
も
重
要
な
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
民
連
携
に
よ
る 

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

　

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
新
興
国
等
に

お
け
る
著
し
い
経
済
発
展
を
受
け
て
、

電
力
、
通
信
、
運
輸
、
上
下
水
道
等
の

イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
よ
っ
て
、
海
外
の
活

力
を
国
内
経
済
に
取
り
込
む
動
き
が
活

発
化
す
る
中
、
本
市
で
は
２
０
１
１
年

１
月
か
ら
﹁
横
浜
の
資
源
・
技
術
を
活

用
し
た
公
民
連
携
に
よ
る
国
際
技
術
協

力
︵
Ｙ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
︶
﹂
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
（
図
）
。

　

Ｙ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
新
興
国
等

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
課
題
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
に
横
浜
市
が
培
っ
て

き
た
都
市
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
市
内

企
業
の
有
す
る
環
境
技
術
な
ど
を
活
用

し
、
公
民
連
携
し
た
国
際
技
術
協
力
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
下
水
道
分
野
に

お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道
事
業

運
営
を
通
じ
て
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
と
、
市
内
企
業
等
の
有
す
る
技
術
を

活
用
し
た
国
際
技
術
協
力
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
、
横
浜
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向

上
や
市
内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
市
、
ベ
ト

ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
等
と
技
術
協
力
の
具

体
的
な
テ
ー
マ
や
期
限
を
定
め
た
覚
書

や
協
定
を
締
結
し
、
Ｙ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事

業
を
通
じ
て
幅
広
い
都
市
課
題
解
決
の

図　大都市の強みを活かした
水ビジネスの海外展開支援

写真２　下水道技術セミナーにおけるハノイ市関係者
への技術プレゼンテーション

写真３　水道局の海外研修員受入と連携したパワート
レインチームによる能力アップ活動

写真１　フィリピン国セブ首都圏における
腐敗層汚泥管理の改善に向けた技術協力

■
下
水
道
分
野
に
お
け
る 

主
な
国
際
技
術
協
力
事
業

　

現
在
、
本
市
が
協
議
会
会
員
企
業
等

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
国

際
技
術
協
力
事
業
を
２
つ
紹
介
し
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
17
年
10
月
か
ら
本
年
６

月
に
か
け
て
実
施
し
た
﹁
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
メ
ト
ロ
セ
ブ
水
道
区
汚
泥
管
理
計
画

準
備
調
査
﹂
で
す
（
写
真
１
）
。
こ
れ

は
、
市
内
企
業
で
あ
る
ア
ム
コ
ン
の
汚

泥
脱
水
機
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
本
市
と
連

携
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
市
で
実
施

し
た
実
証
事
業
を
通
じ
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
関
係
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
本
市
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

対
し
て
、
汚
泥
処
理
施
設
建
設
等
を
実

施
す
る
無
償
資
金
協
力
事
業
を
事
業
提

案
し
、
16
年
６
月
に
採
択
さ
れ
、
事
業

実
現
可
能
性
を
確
認
す
る
調
査
が
行
な

わ
れ
た
も
の
で
す
。
同
調
査
を
、
横
浜

ウ
ォ
ー
タ
ー
を
含
む
共
同
企
業
体
が
実

施
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
本
市
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
職
員

を
現
地
調
査
に
参
画
さ
せ
る
な
ど
し
て

地
方
自
治
体
な
ら
で
は
の
助
言
を
行

い
、
持
続
可
能
な
事
業
と
な
る
よ
う
技

術
協
力
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
後
、

日
本
政
府
に
よ
っ
て
事
業
の
実
施
が
決

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
ビ
ジ
ネ
ス
の

海
外
展
開
に
お
い
て
は
、
上
下
水
道
だ

け
で
な
く
交
通
や
廃
棄
物
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
と
も
連
携
を
図
り
、
大
都
市

の
強
み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

定
さ
れ
る
と
、
無
償
資
金
協
力
事
業
に

つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。
本
市
は
、
引
き
続

き
セ
ブ
都
市
圏
の
持
続
可
能
な
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
無
償
資
金

協
力
事
業
の
実
施
に
合
わ
せ
て
事
業
運

営
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ア
ム
コ
ン
の
脱
水
装
置
は
、

実
証
事
業
後
、
既
存
の
下
水
処
理
場

︵
セ
ブ
市
、
バ
ギ
オ
市
、
タ
ル
ラ
ク

市
︶
や
ホ
テ
ル
、
工
場
の
民
間
施
設
な

ど
に
実
機
導
入
さ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
17
年
12
月
か
ら
３
年
間

の
予
定
で
実
施
し
て
い
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
﹁
ベ
ト
ナ
ム
国

ハ
ノ
イ
市
に
お
け
る
下
水
道
事
業
運
営

に
関
す
る
能
力
開
発
計
画
︵
フ
ェ
ー
ズ

２
︶
﹂
で
す
。
ハ
ノ
イ
市
も
他
の
新
興

国
の
都
市
課
題
と
同
様
に
急
激
な
都
市

化
に
伴
い
、
河
川
や
湖
沼
の
水
質
悪
化

や
大
雨
時
の
浸
水
被
害
の
頻
発
、
下
水

汚
泥
等
の
処
分
場
の
用
地
問
題
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
①
下
水
処
理
場

の
運
転
維
持
管
理
の
適
正
化
②
汚
泥
処

理
計
画
の
策
定
支
援
③
浸
水
対
策
に
寄

与
す
る
下
水
道
台
帳
の
整
備
を
３
本
の

柱
と
し
て
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
事
業
で
は
、
職
員
の
現
地
派
遣

や
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
ハ
ノ

イ
市
建
設
局
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ノ
イ

市
側
下
水
道
事
業
関
係
者
を
日
本
に
招

聘
し
て
実
施
す
る
本
邦
研
修
等
を
通
じ

て
、
ハ
ノ
イ
市
に
お
け
る
水
環
境
改
善

の
取
り
組
み
の
加
速
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
本
市
お
よ
び
ハ
ノ
イ
市

に
お
い
て
下
水
道
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
（
写
真
２
）
、
同
市
の
水
環
境
課

題
解
決
に
資
す
る
可
能
性
の
あ
る
技
術

を
協
議
会
会
員
企
業
が
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会

を
設
け
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

拡
大
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
国
際
業
務
を
通
じ
た 

職
員
の
人
材
育
成

　

ベ
ト
ナ
ム
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
水
分
野
の
国
際
展
示
会
に
職
員

を
派
遣
し
、
本
市
や
協
議
会
会
員
企
業

が
有
す
る
優
れ
た
技
術
等
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国

水
環
境
連
盟
︵
Ｗ
Ｅ
Ｆ
︶
が
開
催
す
る

Ｗ
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
な
ど
、
世
界
各
国
の
国

や
企
業
の
技
術
者
が
集
ま
る
国
際
会
議

に
毎
年
数
名
の
職
員
を
派
遣
し
、
英
語

で
の
論
文
発
表
や
講
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
９
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

第
11
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議
で
は
、
職
員

の
論
文
が
12
件
採
択
さ
れ
、
12
名
全
員

が
国
際
会
議
に
お
け
る
発
表
︵
ポ
ス
タ

ー
発
表
︶
を
経
験
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
挑
戦
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
、
未
来
の

下
水
道
を
創
造
す
る
力
を
培
う
機
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
の
枠
を
超
え
た

局
内
の
係
長
・
職
員
で
構
成
す
る
﹁
国

際
貢
献
・
交
流
実
行
委
員
会
︵
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン
チ
ー
ム
︶
﹂
を
組
織
し
て
お

り
、
視
察
・
研
修
受
け
入
れ
の
実
施
・

支
援
や
国
際
学
会
に
お
け
る
英
語
で
の

発
表
に
向
け
た
練
習
会
、
下
水
道
事
業

に
係
る
勉
強
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
（
写
真
３
）
。
こ
の
取
り
組
み

は
16
年
９
月
に
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
下
水
道
事
業
に 

お
け
る
国
際
展
開

　

Ｙ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
の
連
携
や
、

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
協

議
会
会
員
企
業
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
な
ど
と
の
連
携
の
さ
ら
な
る

強
化
に
努
め
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携

の
下
で
、
﹁
環
境
﹂
と
﹁
経
済
﹂
の
２

つ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
国
際
展
開
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
柔
軟
な
発
想
力
や
幅

広
い
視
野
を
持
ち
、
事
業
環
境
の
変
化

や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
適
切
に
対
応
で

き
る
人
材
の
育
成
に
も
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

協
議
会
活
用
し
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

つなげていこう。

アロン化成株式会社
株式会社クボタケミックス
積水化学工業株式会社

タキロンシーアイ株式会社
東栄管機株式会社
前澤化成工業株式会社

アクアインテックス株式会社
桑原鋳工株式会社
株式会社東北車輌製造所

株 式 会 社 ナ ベ ヤ
株式会社水沢鋳工所

■正 会 員 ■賛助会員

ご利用ください
ホームページで
浸透計算ができます
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環
境
創
造
局
下
水
道
計
画
調
整
部

下
水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
担
当
係
長
　
若
林
　
竜
哉
　
森
田
　
純
子

市
民
科
学
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
市
民
目
線
で
発
信

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――教育機関との取り組み
■
は
じ
め
に 

　

下
水
道
は
未
普
及
地
区
が
多
か
っ
た

１
９
６
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て

は
、
非
常
に
関
心
の
高
い
事
業
の
一
つ

で
し
た
が
、
下
水
道
普
及
率
が
99
・
９

％
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
市
民
が
下
水

道
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
少
な
く
な

図　舞岡川のハグロトンボの生息数

夏季集中講座のスケジュール

っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
の

下
水
道
へ
の
関
心
を
再
び
呼

び
起
こ
す
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
ど

の
自
治
体
に
お
い
て
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

横
浜
市
で
は
、
共
に
創
り

出
す
﹁
共
創
﹂
の
理
念
を
大

切
に
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
と
連
携
し
、
下
水
道

の
広
報
や
環
境
教
育
を
行
っ

な
発
見
や
気
づ
き
が
生
ま
れ
る
こ
と

や
、
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
下

水
道
事
業
Ｐ
Ｒ
の
相
乗
効
果
や
波
及
効

果
も
大
き
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
教
育
機
関
と
の
連
携
の
中
で

﹁
市
民
科
学
に
よ
る
生
物
調
査
の
取
り

組
み
﹂
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
見
据
え
た

﹁
下
水
道
マ
ニ
ア
in
舞
岡
﹂
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

■
市
民
科
学
に
よ
る
生
物
調
査

の
取
り
組
み

　

本
市
は
﹁
目
に
見
え
な
い
下
水
道
を

見
え
る
化
﹂
す
る
た
め
に
市
民
科
学
を

取
り
入
れ
、
﹁
地
域
か
ら
下
水
道
を
元

気
に
し
よ
う
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

市
民
科
学
と
は
﹁
市
民
が
科
学
研
究
の

森田　純子
て
き
ま
し
た
。
特
に
近
年
は
教
育
機
関

と
連
携
し
、
若
い
世
代
へ
の
環
境
教
育

を
通
し
て
下
水
道
の
役
割
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
に
携
わ
る
職
員
と

は
違
っ
た
視
点
や
考
え
方
な
ど
、
学
生

た
ち
の
幅
広
い
意
見
な
ど
に
よ
り
新
た

写真１　ハグロトンボ

写真２　地域の方から話を聞く生徒たち

■
下
水
道
マ
ニ
ア
in
舞
岡 

　

下
水
道
マ
ニ
ア
は
水
環
境
や
浸
水
対

策
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
な
が
ら
普
段

目
に
す
る
こ
と
の
な
い
下
水
道
に
つ
い

て
、
﹁
体
験
や
見
学
﹂
を
し
て
も
ら
う

た
め
の
夏
季
集
中
講
座
で
す
。
本
市
で

は
17
年
か
ら
舞
岡
高
校
の
生
徒
を
対
象

に
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
講
座
は
下
水
道
に
つ
い
て
学
び
、
生

徒
自
身
が
下
水
道
の
重
要
性
や
魅
力
を

発
信
す
る
マ
ニ
ア
と
な
る
こ
と
で
、
環

境
へ
の
意
識
向
上
や
進
路
選
択
の
視
野

を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

18
年
は
多
く
の
企
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
17
年
の
取
り
組
み
の
中
の
﹁
体

験
﹂
す
る
部
分
を
さ
ら
に
増
や
し
、
よ

り
多
く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
﹁
下
水
道

の
分
野
で
働
く
こ
と
﹂
を
知
っ
て
い
た

だ
く
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
18
年

の
夏
季
集
中
講
座
は
表
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

【
１
日
目
】
﹁
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
魅

力
﹂
と
管
内
入
坑
体
験

　

元
神
奈
川
県
立
座
間
総
合
高
校
の
垣

下
先
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
を
紹
介
し
、
そ
の
魅
力
に

つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。
講
義
後
に
は

日
之
出
水
道
機
器
よ
り
実
際
の
マ
ン
ホ

ー
ル
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
滑
ら
な
い

た
め
の
工
夫
や
耐
久
性
な
ど
技
術
的
な

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
の
裏
側
ま
で
観
察
し
、
生
徒

た
ち
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い

ま
し
た
（
写
真
３
）
。

　

午
後
か
ら
は
舞
岡
高
校
敷
地
内
で
の

汚
水
管
調
査
と
雨
水
管
へ
の
入
坑
体
験

を
行
い
ま
し
た
（
写
真
４
）
。
17
年
も

同
様
の
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
２

年
連
続
で
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
﹁
昨

年
は
気
づ
か
な
か
っ
た
新
し
い
発
見
が

あ
る
﹂
と
非
常
に
好
評
で
し
た
。
入
坑

体
験
後
に
は
﹁
も
っ
と
ジ
メ
ジ
メ
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
乾
い
て
い

た
﹂
﹁
臭
い
は
全
く
し
な
い
﹂
な
ど
生

徒
た
ち
か
ら
は
次
々
に
感
想
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
汚
水
管
調
査

と
入
坑
体
験
は
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
管

路
情
報
協
同
組
合
の
協
力
を
い
た
だ
き

実
施
し
ま
し
た
。

　

【
２
日
目
】
下
水
道
の
循
環
型
社
会

実施日 内容

8月20日（月）〈1日目〉
午前 ◦講義「マンホール蓋の魅力」

◦講義「マンホール蓋の魅力と広報の仕事」

午後 ◦講義「横浜市の下水道と環境」
◦舞岡高校周辺の探索及び管内入坑体験

8月21日（火）〈２日目〉
午前 ◦講義「水と人々の歴史」

◦講義「じゅんかん育ち・ビストロ下水道」

午後 ◦�じゅんかん育ちBBQ・学生発表　「じゅんかん育ち」
◦OBによるキャリア形成講演

8月22日（水）〈３日目〉
午前 ◦栄水再生センター放流口での調査

◦栄第二水再生センター概要説明・見学

午後 ◦栄第二水再生センター管廊巡り
◦グループワーク

8月23日（木）〈４日目〉 振り返りまとめ

プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
る
こ
と
﹂
で
す
が
、

生
涯
教
育
や
社
会
の
課
題
解
決
に
も
つ

な
が
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
下
水
道
分
野
で
は
前
例
の
な
い

取
り
組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
全
く
の
手

探
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
主
体
と
ど
う
い
っ
た
形
で
連
携
す
れ

ば
よ
い
か
模
索
し
て
い
く
中
で
出
会
っ

た
の
が
舞
岡
中
学
校
の
科
学
部
の
生
徒

た
ち
で
す
。
舞
岡
中
学
校
の
科
学
部
で

は
、
都
市
化
が
進
み
個
体
が
激
減
し
て

い
る
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
（
写
真
１
）
の
調

査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ

グ
ロ
ト
ン
ボ
は
一
時
、
市
内
か
ら
姿
を

消
し
て
い
ま
し
た
が
近
年
い
く
つ
か
の

川
で
再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
生
徒
た
ち
は
ト
ン
ボ
は
ど
う
し
て

い
な
く
な
り
、
ま
た
復
活
し
た
の
か
、

昔
は
ど
ん
な
環
境
だ
っ
た
の
か
、
年
に

よ
っ
て
増
減
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
地
域
に
乗
り
出
し
て
原

因
を
追
究
し
始
め
ま
す
（
写
真
２
）
。

そ
の
過
程
で
私
た
ち
行
政
が
支
援
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
ト
ン
ボ
の
生
息
数
の
変

化
は
下
水
道
の
普
及
と
関
係
し
て
い
る

と
仮
説
を
立
て
て
調
査
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。
本
市
は
科
学
部
の
生
徒
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
形
で
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の

案
内
や
河
川
水
質
・
下
水
道
の
普
及
状

況
な
ど
の
行
政
デ
ー
タ
の
提
供
、
河
川

部
局
へ
の
ト
ン
ボ
調
査
参
加
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
地
形
図
に
よ
る
環
境
変

化
︵
都
市
化
の
進
展
、
河
川
の
整
備
な

ど
︶
と
下
水
道
普
及
率
・
河
川
水
質
の

経
年
変
化
、
地
元
の
情
報
を
元
に
ハ
グ

ロ
ト
ン
ボ
再
発
見
と
の
相
関
関
係
を
読

み
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
生
息

数
の
増
減
は
河
川
内
の
除
草
と
関
係
し

て
い
る
と
考
察
し
、
河
川
管
理
者
に
草

刈
時
期
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
し
た
。

14
年
の
調
査
後
に
大
規
模
な
草
刈
が
行

わ
れ
15
年
は
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
16

年
は
草
刈
時
期
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
で

生
息
数
が
復
活
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
（
図
参
照
）
。

　

ト
ン
ボ
調
査
の
結
果
は
生
徒
が
下
水

道
研
究
発
表
会
な
ど
で
発
表
す
る
こ
と

で
広
く
知
ら
れ
る
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
が
生
物
多
様
性
の
回
復
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
再
確
認

さ
れ
、
科
学
部
か
ら
の
情
報
発
信
が
地

域
か
ら
共
感
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら

れ
、
こ
の
市
民
科
学
に
関
わ
っ
た
関
係

者
全
て
が
ｗ
ｉ
ｎ
︱
ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
と

な
る
非
常
に
よ
い
事
例
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
取
り
組
み
は
17
年
度
に

環
境
大
臣
賞
と
国
土
交
通
大
臣
賞
を
ダ

ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
下
水
道
マ
ニ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
立
林
氏
か
ら
汚
泥
の
堆

肥
化
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
話
が
あ

り
、
下
水
道
の
循
環
型
社
会
へ
の
貢
献

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
義
後
に
は

下
水
由
来
の
肥
料
で
育
て
ら
れ
た
作
物

﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
﹂
を
同
社
の
協
力

で
ご
提
供
い
た
だ
き
、
夏
季
講
座
参
加

の
生
徒
だ
け
で
な
く
運
動
部
の
生
徒
た

ち
も
一
緒
に
な
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
型

鉄
板
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
行
い
ま
し
た
（
写
真

５
）
。
食
育
を
通
し
て
下
水
道
を
考
え

る
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
型
鉄
板
は
虹
技
か

ら
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
生
徒
に
よ
る
﹁
じ
ゅ
ん

か
ん
育
ち
﹂
の
研
究
発
表
も
行
わ
れ
、

﹁
じ
ゅ
ん
か
ん
育
ち
﹂
へ
の
理
解
を
さ

ら
に
深
め
ま
し
た
。
下
水
汚
泥
由
来
の

肥
料
で
あ
る
﹁
神
戸
ハ
ー
ベ
ス
ト
﹂
を

用
い
て
育
て
た
野
菜
と
市
販
の
肥
料
で

育
て
た
野
菜
を
観
察
し
、
芽
生
え
の
数

や
生
育
速
度
な
ど
を
比
較
し
た
結
果
、

下
水
由
来
の
肥
料
で
育
て
た
野
菜
は
生

育
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
ま
し
た
。
聴
講
し
た
生
徒
か
ら
は
比

較
方
法
や
条
件
設
定
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
生
徒
間
で
活
発
に
議
論
さ
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
舞
岡
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
倉
持
氏
が
講
師
と
な
っ
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。
夏
季
講
座
を
と
っ
て
い

る
生
徒
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
グ
ビ

ー
部
の
生
徒
も
加
わ
り
教
室
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
倉
持
氏
が
高
校
生
活

で
得
た
も
の
、
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
が

社
会
に
出
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
る

か
、
な
ぜ
下
水
道
に
関
わ
る
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
な
ど
を
話
し
て
く
だ
さ

り
、
生
徒
た
ち
か
ら
も
多
く
の
質
問
が

挙
が
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
キ
ャ
リ
ア

育
成
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
た
ち
の
今

後
の
進
路
選
択
に
大
い
に
役
立
っ
た
講

義
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

【
３
日
目
】
柏
尾
川
の
生
物
調
査
と

栄
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
見
学

　

午
前
中
は
栄
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
放

流
口
付
近
の
柏
尾
川
の
生
物
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
１
時
間
で
カ
ダ
ヤ
シ
、

オ
イ
カ
ワ
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
の
仲
間
な
ど

20
種
も
の
魚
や
エ
ビ
な
ど
を
捕
獲
し
、

下
水
処
理
に
よ
っ
て
柏
尾
川
が
き
れ
い

な
お
か
げ
で
柏
尾
川
の
生
物
多
様
性
が

保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　

生
物
調
査
の
後
は
栄
水
再
生
セ
ン
タ

ー
の
見
学
を
行
い
、
沈
砂
池
で
は
点
検

口
を
開
け
て
﹁
下
水
の
臭
い
﹂
も
体
感

し
ま
し
た
（
写
真
６
）
。

　

午
後
か
ら
は
通
常
の
見
学
で
は
体
験

で
き
な
い
管
廊
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
体
験
し
た
の
は
地
図
を
見

な
が
ら
管
廊
を
探
検
し
、
各
ポ
イ
ン
ト

で
下
水
道
ク
イ
ズ
に
挑
戦
す
る
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
で
す
。
ど
の
生
徒
も
真
剣
で
、

職
員
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
ク

リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
最
後
は
下
水
道
の
世
界
を

発
信
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
・
方
法

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
﹁
下
水
道

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
、
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
か
﹂

を
テ
ー
マ
に
具
体
案
を
話
し
合
い
、
ア

イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し
た
。
下
水
由
来

の
肥
料
で
育
て
ら
れ
た
作
物
に
﹁
循
環

マ
ー
ク
﹂
を
つ
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
方
法
や
下
水
道
の
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
り
親
し
ま
れ
る
こ
と
で
知
名

度
を
あ
げ
て
い
く
方
法
な
ど
、
面
白
い

ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

夏
季
講
座
を
通
し
て
生
徒
か
ら
は

﹁
下
水
道
に
つ
い
て
あ
ま
り
い
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
や
肥
料
や
﹃
じ
ゅ
ん
か
ん
育

ち
』
な
ど
、
色
々
な
視
点
か
ら
下
水
道

を
知
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
﹂
﹁
下
水
道
の
分
野
で
働
い
て
い
る

人
に
興
味
を
持
っ
た
。
高
校
の
大
先
輩

が
ど
う
や
っ
て
今
の
仕
事
に
た
ど
り
着

い
た
か
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
﹂
な
ど
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
お
わ
り
に 

　

﹁
目
に
見
え
な
い
下
水
道
﹂
の
広
報

は
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
難

し
く
工
夫
が
必
要
で
す
。
市
民
科
学
や

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
手
法
を
用
い

て
、
市
民
目
線
の
下
水
道
を
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
や
企
業
の
皆
様
、
教
育
機
関
な
ど

の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
広
報
﹁
下

水
道
の
見
え
る
化
﹂
を
実
現
し
、
下
水

道
の
役
割
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
と
し
て
、
下
水
道
業
界
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

写真４　入坑体験

写
真
５　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
楽
し
む
生
徒
た
ち

写
真
３　

マ
ン
ホ
ー
ル
を
観
察
す
る
生
徒
た
ち

写真６　沈砂池の見学

〒241-0803　神奈川県横浜市旭区川井本町103-8
TEL 045-952-4546　FAX 045-952-4547
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赤坂　真司

環
境
創
造
局
下
水
道
計
画
調
整
部

下
水
道
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課 

担
当
課
長 

赤
坂 

真
司
　
細
川 

能
之

未
来
の
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
開
発

ＳＤＧｓ未来都市・横浜を支える下水道――技術開発の取り組み
■
は
じ
め
に 

　

横
浜
市
で
は
、
１
９
６
２
年
に
最
初

の
水
再
生
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
本
格

的
に
下
水
道
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の

後
、
下
水
道
の
整
備
を
集
中
的
に
進
め

て
き
た
が
、
技
術
開
発
が
整
備
・
維
持

管
理
な
ど
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
や
効
率
的
な
事
業
執
行
等
、
下

水
道
事
業
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
局
全
体
で
技
術
開
発
に
取
り
組

む
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
下
水
道
を
と
り
ま
く
課
題
解
決
に

挑
戦
す
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
、
汚
泥
集

約
処
理
に
関
す
る
一
連
の
シ
ス
テ
ム
や

汚
泥
焼
却
灰
を
有
効
利
用
す
る
改
良
土

プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
多
く
の
先
進
的
な
技

術
の
導
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
技
術
開
発
の
歴
史
、
基

本
方
針
と
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
主
な

取
り
組
み
の
う
ち
、
下
水
汚
泥
以
外
の

バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ
に
よ
る
消
化
ガ

ス
の
増
量
と
水
素
創
出
、
民
間
事
業
者

や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
た

共
同
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

■
技
術
開
発
の
歴
史 

　

本
市
下
水
道
事
業
の
技
術
開
発
は
、

最
初
の
下
水
処
理
場
が
完
成
し
た
62

年
、
本
格
的
な
下
水
道
事
業
が
始
ま
る

写真１　卵形消化タンク

写真２　消化ガス発電

写真３　改良土プラント

図　構想イメージ

さ
れ
る
な
ど
、
技
術
開
発
に
取
り
組
む

風
土
が
醸
成
さ
れ
、
数
々
の
課
題
へ
の

挑
戦
、
先
進
的
な
技
術
の
導
入
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

先
進
的
な
技
術
の
導
入
例
と
し
て

は
、
60
年
代
︵
昭
和
35
～
44
年
︶
の
消

化
ガ
ス
発
電
、
汚
泥
の
湿
式
酸
化
処
理

に
始
ま
り
、
70
年
代
︵
昭
和
45
～
54

年
︶
の
乾
燥
汚
泥
肥
料
、
管
き
ょ
工
事

積
算
シ
ス
テ
ム
、
80
年
代
︵
昭
和
55
～

平
成
元
年
︶
に
は
卵
形
消
化
タ
ン
ク

（
写
真
１
）
に
よ
る
集
約
汚
泥
の
全
量

消
化
処
理
、
消
化
ガ
ス
発
電
（
写
真

２
）
や
焼
却
灰
を
有
効
利
用
す
る
改
良

土
プ
ラ
ン
ト
（
写
真
３
）
な
ど
の
一
連

の
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
90
年
代
︵
平
成
２
～
11
年
︶
に
は

東
京
湾
の
富
栄
養
化
対
策
と
し
て
、
高

度
処
理
が
開
始
さ
れ
、
汚
泥
焼
却
灰
を

利
用
し
た
レ
ン
ガ
、
園
芸
用
培
土
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
有
効
利
用
技
術
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
だ
。
２
０
０
０
年
代
以
降

︵
平
成
12
年
～
︶
も
、
実
験
や
机
上
計

算
に
よ
る
検
討
を
経
て
、
修
正
バ
ー
デ

ン
フ
ォ
法
に
よ
る
汚
泥
分
離
液
処
理

や
、
汚
泥
燃
料
化
が
導
入
さ
れ
た
。

■
基
本
方
針
と
取
り
組
み 

　

本
市
下
水
道
事
業
で
は
こ
れ
ま
で

も
、
下
水
汚
泥
を
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
有
効
利
用
す
る
技
術
開
発
な

細川　能之
と
と
も
に
、
下
水
道
の
整
備
や
維

持
管
理
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
や
効
率
的
な
事
業
執
行

を
図
る
た
め
に
始
ま
っ
た
。
65
年

に
は
、
局
長
を
室
長
と
す
る
下
水

道
研
究
室
が
発
足
し
、
局
内
全
体

で
技
術
開
発
に
取
り
組
む
体
制
が

整
備
さ
れ
、
処
理
場
に
は
専
任
研

究
員
が
配
置
さ
れ
、
汚
泥
の
処
理

・
処
分
、
工
法
・
材
料
の
研
究
開

発
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
77
年
に

は
、
局
内
の
研
究
発
表
会
も
開
始

■
下
水
汚
水
以
外
の
バ
イ
オ
マ

ス
受
け
入
れ
に
よ
る
消
化
ガ

ス
の
増
量
と
水
素
創
出

　

現
在
、
本
市
で
は
下
水
の
処
理
過
程

で
発
生
す
る
消
化
ガ
ス
は
発
電
や
都
市

ガ
ス
代
替
燃
料
と
し
て
１
０
０
％
有
効

利
用
し
て
い
る
。
こ
の
消
化
ガ
ス
は
、

市
民
や
民
間
事
業
者
等
の
活
動
に
伴
っ

て
発
生
す
る
下
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物

︵
バ
イ
オ
マ
ス
︶
を
原
料
と
し
て
い
る

た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
な
い

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
排
出
す
る
食
品

残
さ
な
ど
の
生
ご
み
に
も
一
部
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
な
い
バ
イ
オ
マ
ス
が
あ

り
、
こ
れ
を
既
存
の
消
化
タ
ン
ク
に
受

け
入
れ
、
下
水
汚
泥
と
混
合
し
て
消
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
消
化
ガ
ス
の
発
生
量
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
増
加

し
た
消
化
ガ
ス
か
ら
は
水
素
も
創
出
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

既
存
の
下
水
道
施
設
を
活
用
し
、
水
素

を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら

な
る
創
出
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

資
す
る
も
の
で
、
低
炭
素
社
会
・
循
環

型
社
会
や
水
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
と
い
え
る
（
図
）
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
受
入
対
象
と
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
の
選
定
、
施
設
規
模
、
環
境

性
、
経
済
性
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
30

㌧
／
日
程
度
の
生
ご
み
の
受
け
入
れ
で

あ
れ
ば
、
既
存
施
設
を
増
強
す
る
こ
と

な
く
消
化
ガ
ス
を
増
量
し
、
処
理
に
要

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
多
く
創
出
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
増
量
し
た
消
化
ガ
ス

か
ら
水
素
を
創
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
最
小
限
の
水
素
製
造
・
供
給
設
備

で
あ
れ
ば
、
受
入
価
格
に
若
干
上
乗
せ

す
る
こ
と
で
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

経
済
性
は
、
生
ご
み
の
受
入
日
数
や

価
格
、
消
化
不
適
物
の
処
分
費
等
の
設

定
に
左
右
さ
れ
、
法
令
面
な
ど
に
も
課

題
が
残
っ
て
お
り
、
民
間
事
業
者
へ
の

意
見
照
会
や
関
係
部
局
と
の
調
整
な
ど

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て

い
く
。

■
民
間
事
業
者
や
大
学
な
ど
の

研
究
機
関
と
連
携
し
た
共
同

研
究

　

本
市
下
水
道
の
技
術
開
発
は
、
事
業

開
始
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
水
処

理
・
汚
泥
処
理
の
効
率
化
か
ら
、
公
害

対
策
、
資
源
の
有
効
利
用
、
近
年
の
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
多
様
化
・
高
度

化
し
て
い
る
。
そ
の
開
発
に
当
た
っ
て

は
多
く
の
分
野
の
技
術
集
積
や
新
規
性

に
富
ん
だ
先
端
技
術
な
ど
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
、
本
市
が
保
有
す
る
技
術
知

識
や
施
設
等
と
、
民
間
事
業
者
や
大
学

等
の
研
究
機
関
︵
以
下
、
外
部
機
関
︶

ど
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

近
年
、
国
内
外
で
地
球
温
暖
化
対
策
の

取
り
組
み
が
加
速
化
し
て
お
り
、
下
水

道
事
業
に
お
い
て
も
新
技
術
に
関
す
る

調
査
・
研
究
な
ど
、
引
き
続
き
、
低
炭

素
社
会
・
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向

け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
効
率
化
や
地

球
温
暖
化
適
応
策
と
し
て
の
浸
水
対
策

の
強
化
な
ど
、
各
事
業
が
直
面
す
る
困

難
な
課
題
を
技
術
的
な
側
面
か
ら
解
決

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

横
浜
市
下
水
道
事
業
中
期
経
営
計
画

２
０
１
８
で
は
、
技
術
開
発
の
施
策
の

基
本
方
針
を
﹁
未
来
の
社
会
へ
の
貢
献

や
下
水
道
事
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た

技
術
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
発
信
し
本
市

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
貢
献
し
ま
す
﹂

と
し
、
技
術
開
発
の
推
進
と
と
も
に
国

内
外
に
お
け
る
本
市
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向

上
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組
み

の
積
極
的
な
発
信
も
位
置
付
け
た
。

　

基
本
方
針
を
受
け
た
中
期
計
画
期
間

４
カ
年
の
主
な
３
つ
の
取
り
組
み
は
、

①
﹁
未
来
の
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
開

発
﹂
と
し
て
、
低
炭
素
社
会
・
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
た
技
術
開
発
に
取

り
組
む
②
﹁
下
水
道
事
業
の
課
題
を
解

決
す
る
技
術
開
発
﹂
と
し
て
、
事
業
が

直
面
し
て
い
る
課
題
を
技
術
的
に
解
決

し
、
効
率
的
・
効
果
的
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
調
査
・
研
究
に
取
り

組
む
③
﹁
下
水
道
に
関
す
る
最
先
端
の

知
見
の
収
集
・
蓄
積
と
国
内
外
へ
の
発

信
﹂
と
し
て
、
民
間
事
業
者
や
研
究
機

関
か
ら
の
新
技
術
に
関
す
る
研
究
提
案

を
受
け
入
れ
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
技

術
開
発
の
推
進
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道

研
究
は
、
本
市
の
行
政
目
的
に
合
致
す

る
外
部
機
関
か
ら
の
研
究
提
案
に
対
し

て
、
本
市
と
外
部
機
関
が
共
同
で
行
う

研
究
で
、
直
接
的
な
費
用
は
外
部
機
関

の
負
担
と
し
て
い
る
。
現
在
２
件
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
る
。
③
自
主
研
究

は
、
外
部
機
関
が
本
市
施
設
等
を
利
用

す
る
な
ど
、
本
市
の
協
力
を
得
て
、
外

部
機
関
の
責
任
と
負
担
に
よ
り
自
主
的

に
行
う
研
究
と
定
義
し
て
お
り
、
現
在

３
件
が
研
究
中
で
あ
る
。
な
お
、
単
な

る
実
績
づ
く
り
の
研
究
等
は
受
け
入
れ

て
い
な
い
。

　

本
市
の
北
部
下
水
道
セ
ン
タ
ー
は
、

水
処
理
施
設
と
汚
泥
集
約
処
理
施
設
の

両
方
を
有
し
て
お
り
、
１
カ
所
で
下
水

処
理
工
程
の
全
て
を
視
察
で
き
、
羽
田

空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
場
所

に
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
10

都
市
11
団
体
が
登
録
さ
れ
て
い
る
水
環

境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
の
拠
点
と
し

て
視
察
や
国
内
外
の
研
修
に
対
応
す
る

施
設
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、
技
術

開
発
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
付
け
て
お

り
、
先
端
技
術
な
ど
を
保
有
す
る
外
部

機
関
の
研
究
を
誘
致
す
る
こ
と
で
技
術

の
集
積
を
図
り
、
水
環
境
に
関
連
し
た

技
術
開
発
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
内

外
か
ら
の
水
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ハ

ブ
視
察
者
に
研
究
し
て
い
る
先
端
技
術

を
Ｐ
Ｒ
し
、
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
や
本
市
技
術
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ

な
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

■
ま
と
め 

　

本
市
で
は
、
急
速
な
下
水
道
整
備
に

伴
っ
て
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
て
、
組
織
全
体
で
技
術
開
発
に
取

り
組
み
、
多
く
の
先
進
的
な
技
術
の
導

入
に
つ
な
げ
て
き
た
。
地
球
温
暖
化
対

策
や
さ
ら
な
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効

利
用
の
時
代
を
迎
え
、
下
水
汚
泥
以
外

の
バ
イ
オ
マ
ス
受
け
入
れ
に
よ
る
消
化

ガ
ス
の
増
量
な
ど
、
下
水
道
事
業
を
支

え
る
多
様
な
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
多
様
化
す
る
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
効
率
的
に
技
術
開
発
を
進
め

る
た
め
、
民
間
事
業
者
や
大
学
等
の
研

究
機
関
と
連
携
し
た
共
同
研
究
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ

の
情
報
発
信
を
進
め
て
い
く
。

事
業
で
培
っ
た
本
市
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
や
横
浜
水
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
会
員
企

業
が
有
す
る
優
れ
た
技
術
を
、
新
興
国

等
で
の
技
術
協
力
を
通
じ
て
積
極
的
に

発
信
す
る
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
主
な
取
り
組
み
の
内
、
①
﹁
未

来
の
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
開
発
﹂
に

お
い
て
は
、
下
水
汚
泥
以
外
の
バ
イ
オ

マ
ス
受
け
入
れ
に
よ
る
消
化
ガ
ス
の
増

量
と
水
素
創
出
に
関
す
る
取
り
組
み
、

③
﹁
下
水
道
に
関
す
る
最
先
端
の
知
見

の
収
集
・
蓄
積
と
国
内
外
へ
の
発
信
﹂

に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
や
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
と
連
携
し
た
共
同
研
究

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
次
に

紹
介
す
る
。

が
保
有
す
る
先
端
技
術
や
情
報
等
を
組

み
合
わ
せ
、
連
携
し
て
共
同
研
究
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
高
度
で
効
率
的
な
推

進
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
た
め
本
市
で

は
98
年
度
に
要
綱
を
制
定
し
て
、
外
部

機
関
と
連
携
し
た
共
同
研
究
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
。

　

共
同
研
究
に
お
け
る
双
方
の
利
点

は
、
外
部
機
関
側
は
、
実
際
の
下
水
、

汚
泥
、
消
化
ガ
ス
、
焼
却
灰
と
い
っ
た

試
料
や
敷
地
、
実
設
備
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
実
用
化
に
近
い
研
究
開
発

が
可
能
と
な
る
こ
と
に
加
え
、
本
市
の

長
年
培
っ
た
運
転
維
持
管
理
、
技
術
開

発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
本

市
側
は
、
外
部
機
関
の
持
つ
新
技
術
な

ど
の
知
見
や
技
術
を
得
ら
れ
る
点
、
研

究
に
関
わ
る
職
員
の
人
材
育
成
に
も
つ

な
が
る
点
な
ど
が
利
点
で
あ
る
。

　

共
同
研
究
は
内
容
・
形
態
に
よ
り
次

の
３
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
①
公
募

型
共
同
研
究
は
、
本
市
が
研
究
を
公
募

し
、
本
市
と
外
部
機
関
が
応
分
の
責
任

と
負
担
を
も
っ
て
行
う
研
究
で
、
現
在

募
集
は
し
て
い
な
い
。
②
提
案
型
共
同

最先端の知見を収集・蓄積し発信

地震大国が備えるべき下水道施設の耐震化対策

確実な止水性と耐久性を兼ね備えた修繕技術
管路施設の修繕と予防保全を非開削で改善

スナップロック工法
Ｓ

φ200～700

マグマロック工法

φ800～3500

マグマロック工法
mini・ＮＧＪ
φ200～700

スナップロック工法
ML

φ800～3500

施工技能士が確実に設置

小口径管を対象とした止水目的の修繕工法です。
浸入水が確認される管きょの継手部やクラックの補修箇所を覆うようにスナッ
プロック（ステンレススリーブとゴムスリーブからなる円筒形の修繕部材）を拡
径設置し、補修周面全体に圧着した状態（高い水密性）で確実に止水します。

管きょやマンホール
の継手部にマグマ
ロックを拡径設置し、
水密性の高いフレキ
シブルな継手部に改
善する耐震工法
※地震動による継手部の抜
出・ズレからの地下水や土砂の浸入を防止
し、震災後もその施設の機能を維持します。

管径 800㎜以上の中・大口径管を対象とした止水目的の修繕工法です。
浸入水が確認される管きょの継手部やクラックの補修箇所を覆うようにスナッ
プロック（ゴムスリーブとマンホール内への搬入のために３分割したステンレ
ススリーブ）を仮組、小型専用油圧ジャッキで均一に拡径設置し、補修周面
全体に圧着した状態（高い水密性）で確実に止水します。

マンホール接続する管きょの内側に予め誘
導目地（NGJ）を設け、この目地を覆うよう
にマグマロックを拡径設置する耐震化工法
※地震等による大きな衝撃を受けた時、誘導目地が破断して、管口が
フレキシブル構造となり、　管路部の被害を最小限に抑えるとともにマ
グマロックにより破断箇所からの地下水や土砂の浸入を防止します。

老朽化した管きょの
継手部やクラックか
らの浸入水に対して
外圧 0.1MPa に耐
える水密性能で止水
する非開削修繕工法

マグマロック工法
ＮＧＪ

φ800～3000

省エネ・省コストを実現した次世代型集砂装置

建設技術審査証明（下水道技術）取得

エジェクタ式集砂装置

〒436-0005
静岡県掛川市伊達方1162-1
TEL.0537-27-2112　FAX.0537-27-2122

〒101-0062
東京都千代田区神田駿河台4-2-5（御茶ノ水NKビル７階）
TEL.03-3256-8321　FAX.03-3256-8322

〒436-0005
静岡県掛川市伊達方1162-1
TEL.0537-27-2212　FAX.0537-27-2219

〒532-0003
大阪市淀川区宮原4-3-12（新大阪明幸ビル4階）
TEL.06-6152-6530　FAX.06-6152-6531

本 社

東 京
営 業 所

静 岡
営 業 所

大 阪
営 業 所

特長
①エジェクタ効果で沈砂の撒き上がりを抑え下流への流出を防ぐ
②低圧力水を使用し、集砂効率が高いため省エネを実現
③シンプルな機器構成で、イニシャル・ランニング共コスト縮減が図れる
④機器点数が少なく、据付が容易なため工期短縮が図れる http://www.aquaintec.co.jp

エジェクタ式集砂装置は、合流式下水
道あるいは分流式下水道における汚
水沈砂池の集砂装置として、新しく開
発した製品です。
従来の集砂装置が抱える課題を解決
し、高効率で維持管理性に優れ、省エ
ネを実現しました。

ポンプピット内には撹
拌ノズルを設け、揚砂
装置の砂没を防止

集砂水を噴射するノ
ズルの径を大きくし、
ノズルの閉塞を解消

ポンプピット

集砂ノズル

装置断面

①
②

エジェクタ式集砂装置
概略（フロー）
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災害用マンホールトイレ災害トイレの
快適化を実現する
各社の最新製品

　地震や水害時には、下水道整備地域でもトイレの使用不能が想定される。避難所では飲食料や衣料
の確保に増して、トイレ・衛生対策が重要である。政府の指針では災害後に仮設トイレを避難所に支
援物資として届け、届くまでは携帯トイレを使用不能の便器にかぶせて使用するか、簡易トイレを組
み立てて使用することになっている。しかし過去の災害時には、避難所のトイレが不足していたり、
快適でなかったりして、行く回数を減らすために水分を控え、エコノミークラス症候群となり死亡に
至った例も報告されている。そこで、いかに災害避難場所のトイレ数を確保し、通常のトイレに近い、
快適に入れる緊急時のトイレを多数用意できるかが自治体に求められている。ここでは下水道に仮設
置するマンホールトイレを紹介する。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
ふ
た
の
専

門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
長
島
鋳

物
（
埼
玉
県
川
口
市
、
０
４

８
・
２
５
２
・
４
３
９
１
）は
、

「
エ
ペ
ッ
ト
さ
ん
」
の
愛
称

で
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
販
売
し
て
い
る
。
既
設

の
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
上
に

便
器
と
テ
ン
ト
を
設
置
し
利

用
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教

訓
に
よ
り
同
社
が
自
治
体
と

共
同
で
20
年
前
に
開
発
し

た
。

　

当
初
の
製
品
は
既
設
の
マ

ン
ホ
ー
ル
鉄
ふ
た
を
外
し
て

災
害
用
ト
イ
レ
ふ
た
を
設
置

す
る
和
式
タ
イ
プ
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
近
年
は
公
園
や

学
校
な
ど
の
避
難
所
内
に
あ

ら
か
じ
め
災
害
ト
イ
レ
用
の

マ
ン
ホ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
設

け
る
も
の
が
増
え
て
お
り
、

便
器
も
弱
者
に
配
慮
し
た
洋

式
タ
イ
プ
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
。

　

災
害
用
ト
イ
レ
の
重
要
性

と
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
多
く
の
改
良
を

重
ね
た
同
社
の
製
品
の
最
大

の
特
徴
は
、
安
心
・
安
全
で

あ
る
。
同
社
の
製
品
は
公
的

検
査
機
関
で
の
試
験
の
結

果
、
そ
の
安
全
性
が
証
明
さ

れ
て
い
る
。
耐
風
試
験
は
、

テ
ン
ト
タ
イ
プ
の
上
屋
は
ア

ル
ミ
合
金
製
で
強
靭
で
あ
り

な
が
ら
柔
軟
な
フ
レ
ー
ム
が

風
を
受
け
流
す
構
造
で
風
速

20
㍍
に
も
耐
え
る
。
ま
た
遮

光
性
試
験
に
よ
る
と
、
テ
ン

ト
素
材
は
遮
光
率
99
％
以
上

で
中
が
透
け
て
見
え
ず
安
心

で
あ
る
。
さ
ら
に
耐
水
性
試

験
で
は
、
時
間
当
た
り
50
㍉

の
降
雨
で
１
時
間
後
に
テ
ン

ト
内
部
に
漏
水
が
な
い
耐
漏

水
性
と
耐
水
圧
度
が
１
５
０

０
㍉
㍍
以
上
で
あ
る
と
の
結

果
が
得
ら
れ
た
。

　

洋
式
の
ト
イ
レ
部
に
関
し

て
も
、
同
社
は
そ
の
実
績
を

元
に
改
良
を
加
え
、
座
面
と

背
も
た
れ
部
の
静
的
強
度
試

験
、
ひ
じ
部
の
静
的
垂
直
力

試
験
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

判
定
基
準
を
満
足
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
、「
使
用
中
」

表
示
、
簡
易
鍵
機
能
、
照
明

な
ど
の
付
属
品
は
ユ
ー
ザ
ー

が
安
心
・
安
全
に
使
用
で
き

る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
１
つ
の

梱
包
箱
に
テ
ン
ト
、ト
イ
レ
、

備
品
が
収
納

さ
れ
て
お

り
、
省
ス

ペ
ー
ス
で
の

備
蓄
が
可
能

で
あ
り
、
災

害
時
に
取
り

出
す
際
に
混

乱
が
な
い
製

品
で
あ
る
。

　

井
戸
屋
（
神
奈
川
県
茅
ケ

崎
市
、
０
４
６
７
・
５
４
・

３
２
４
１
）
が
販
売
す
る

「iDotec Toilet

」（
イ
ド
テ
ッ

ク
・
ト
イ
レ
）
は
、
井
戸
か

ら
汲
み
上
げ
た
地
下
水
を
便

器
に
流
す
下
水
直
結
型
の
災

害
時
用
の
水
洗
ト
イ
レ
シ
ス

テ
ム
。
①
女
性
や
子
供
、
高

齢
者
で
も
安
心
し
て
利
用
で

き
、②
い
つ
も
綺
麗
で
清
潔
、

③
天
然
の
井
戸
水
で
手
も
洗

え
、
④
組
み
立
て
も
簡
単
―

―
な
点
が
特
徴
。
井
戸
が
な

い
場
所
で
も
プ
ー
ル
や
貯
水

槽
の
水
を
利
用
し
て
設
置
が

可
能
だ
。

　

普
段
は
便
器
と
手
押
し
ポ

ン
プ
を
倉
庫
に
保
管
し
て
お

き
、
ト
イ
レ
設
置
個
所
は
、

駐
輪
場
や
駐
車
場
な
ど
の
ス

ペ
ー
ス
に
利
用
で
き
る
。
ま

た
井
戸
水
を
使
っ
た
樹
木
の

散
水
や
洗
車
な
ど
に
も
幅
広

く
活
用
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
神
奈
川
県

茅
ケ
崎
市
浜
見
平
し
ろ
や
ま

公
園
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）、

茅
ケ
崎
中
央
公
園
、
東
京
都

品
川
区
の
し
な
が
わ
区
民
公

園
、
横
浜
市
の
都
築
区
役
所

や
青
葉
区
役
所
な
ど
に
導
入

実
績
が
あ
る
。

　

同
社
の
綾
久
社
長
は
「
災

害
直
後
か
ら
使
用
で
き
、
い

つ
も
き
れ
い
で
清
潔
に
ト
イ

レ
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
で
、
手
洗
い
も
で

き
て
感
染
症
を
防
げ
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
井
戸
水

を
利
用
す
る
の
で
、
夏
場
は

熱
中
症
対
策
に
も
な
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
、
こ
れ
か
ら

の
大
震
災
時
に
お

役
に
立
ち
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

イ
ド
テ
ッ
ク
・

ト
イ
レ
は
国
土
交

通
省
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
（
新
技
術
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
）

登
録
商
品
だ
。
登

録
番
号
は
Ｋ
Ｔ
―

１
８
０
１
３
８
―

Ａ
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
ト
イ
レ
環
境
を

整
備
す
る
際
は
、
避
難
所
の

人
数
や
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
規

模
に
適
し
た
「
処
理
方
式
」、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

「
ト
レ
イ
機
能
」「
周
辺
環
境
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
を
考
慮
し
て
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

例
え
ば
処
理
方
式
を
見
て

も
、
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

済
み
エ
リ
ア
で
は
汲
み
取
り

等
の
回
収
の
負
担
が
な
く
、

使
用
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

不
要
な
マ
ン
ホ
ー
ル
直
結
式

が
有
効
で
あ
る
。
一
方
、
未

耐
震
や
未
普
及
の
エ
リ
ア
で

は
、
下
水
道
を
利
用
し
な
い

地
下
ピ
ッ
ト
型
が
適
し
て
い

る
。
ト
イ
レ
用
上
屋
に
し
て

も
、
組
み
立
て
が
簡
単
な
テ

ン
ト
式
を
選
ぶ
か
、
堅
牢
で

安
定
感
の
あ
る
建
屋
式
に
す

る
か
、
避
難
所
ご
と
の
利
用

者
に
応
じ
た
製
品
の
選
択
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
鉄
ふ
た
メ
ー

カ
ー
の
日
之
出
水
道
機
器

（
福
岡
市
、０
９
２
・
４
７
６
・

０
５
９
５
）
は
、
先
に
あ
げ

た
３
つ
の
観
点
か
ら
、
自
治

体
お
よ
び
利
用
者
に
と
っ
て

最
適
な
災
害
時
の
ト
イ
レ
環

境
整
備
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
で
実
績
を

上
げ
て
い
る
。同
社
が
製
造
・

販
売
し
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
用
の
鉄
ふ
た
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
管
路
や
貯
留

槽
、
建
屋
・
便
器
、
ポ
ン
プ

や
防
災
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
周

辺
環
境
ま
で
、
災
害
ト
イ
レ

の
整
備
に
必
要
な
機
器
・
シ

ス
テ
ム
を
関
係
各
社
と
連
携

し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す

る
。

　

多
発
す
る
自
然
災
害
を
受

け
て
、
国
は
災
害
用
ト
イ
レ

の
整
備
を
後
押
し
し
て
い

る
。
国
土
交
通
省
は
下
水
道

総
合
地
震
対
策
事
業
を
拡
充

し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
対
象
に

し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、「
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
・
運

用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
自

治
体
の
整
備
促
進
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
そ
の
結
果
、
都
道

府
県
・
政
令
市
に
お
け
る
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
管
理
基

数
は
下
水
道
と
そ
れ
以
外
を

合
わ
せ
て
、
２
０
１
６
年
度

末
時
点
で
約
２
万
６
千
基
と

な
っ
て
い
る
。
年
間
約
２
千

基
の
ペ
ー
ス
で
設
置
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
も
普
及
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
之
出
水

道
機
器
で
は
、
災
害
時
の
ト

イ
レ
環
境
整
備
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
で
き
る
総
合

力
を
武
器
に
、
自
治
体
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
働
き
か

け
を
強
化
す
る
一
方
、
日
本

ト
イ
レ
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
、
国
や
自
治

体
へ
の
政
策
提
案
な
ど
に
も

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
下
水
道
展
で
は
、

機
能
性
向
上
を
目
的
に
ア
ウ

ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
モ
ン
ベ

ル
と
共
同
開
発
し
た
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
用
の
テ
ン
ト

を
出
展
す
る
。

災害用マンホールトイレ「エペットさん」

災害用水洗トイレシステム「iDotec Toilet」

モンベルとマンホールトイレ用テントを共同開発

安心・安全・快適

女性や高齢者に優しい

災害時のトイレ環境整備を
総合的にサポート

豊富なノウハウでサポート

いつも綺麗で清潔

長
島
鋳
物

井
戸
屋

日
之
出
水
道
機
器

災害用トイレ 展示しています

電動式簡易トイレ
排泄物を自動でラッピング
簡単で衛生的なトイレ
別売りの手すりでさらに安全

男性用小便器
マンホールでもタンクでも対応
組立３０秒すぐ使えます
トイレ渋滞を解消します

この広告をブースまでお持ちいただくと記念品を差し上げます

マンホールトイレ
６０cmのマンホールに設置
落下防止対策済の安心トイレ
はね上げ式のひじ掛け
ＴＯＴＯ製の便座
安心と高性能の「エペットさん」

Ｂ－４０７

0120-11-3286
〒253-0006 神奈川県茅ケ崎市堤587
Tel&Fax 0467-54-3241　E-mail info@idoya.jp
URL http://idoya.jp/

イ イ ミ ズ ホ ロ ウ

株式会社

災害用水洗トイレシステム

※女性2人で、1カ所につき
　約10～15分で組み立てられます。

いつも
綺麗で清潔な
トイレです！

 女性や子供、
高齢者でも
安心して
使えます！

天然の
井戸水で

手も洗えます！

トイレの
組み立ても
簡単です！※

■問い合せ先 ＮＰＯ法人日本トイレ研究所 TEL.03-6809-1308　■申込み先  email：web_ml@toilet.or.jp　FAX03-6809-1412

災害時のトイレ・下水道フォーラム 主催 公益社団法人日本下水道協会
企画・運営 特定非営利活動法人日本トイレ研究所

日　時　2019年 8月 9日㈮12：00～ 16：00
会　場　パシフィコ横浜 アネックスホールF205/F206

参加費　無料
定　員　150名 ( 満員になり次第締切 )

12：00　災害用トイレのパネル展示
13：00　開会挨拶　　公益社団法人日本下水道協会 ( 予定 )
13：10　趣旨説明　　特定非営利活動法人日本トイレ研究所　加藤　篤 代表理事
13：30　意見交換　　集合住宅でのトイレ対策から実践を学ぼう
　　　　　　　　　  　新田　巧 氏 ( 横浜市環境創造局下水道管路部管路保全課長 )
　　　　　　　　　  　宮良　拓百 氏 ( 一般社団法人日本建築設備診断機構 )
　　　　　　　　　  　市川　ゆかり 氏 ( マンション居住者 ( 防災トイレアドバイザー )
15：00　集合住宅でのトイレ対応Q＆A
　　　　　　　　　  　【パネリスト】：新田　巧 氏、宮良　拓百 氏、市川　ゆかり 氏
　　　　　　　　　  　【進　　　行】：特定非営利活動法人日本トイレ研究所

プ
ロ
グ
ラ
ム


